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各機種の点検方法



【動的機器】 
 １）立形ポンプ 
（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして，過去

の研究成果より，「異常要因モード図」がある。これらを参照し，地震に

よって，立形ポンプの要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－

１のようになる。 
表-1 立形ポンプ 地震時損傷形態分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討  

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震の荷

重を直接受け保つ基礎部，軸受部に損傷が発生し，併せてカップリング

部の軸心ずれが主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「取付ボルトの損傷」，「ディスチャ

ージング損傷」，「カップリング損傷」，「冷却水配管損傷」等の損傷状態

は，目視点検等での確認が有効と考えられる。その他の「バレル損傷」，

出典元：（社） 日本電気協会 原子力発電耐震設計専門部会  

「水平・上下地震動に対する機器の機能維持評価法の検討に関する調査報告書」（Vol.36 平成 13 年 3 月） 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 

 

冷却水配管損傷 

メカニカルシール熱交換器の損傷 

電動機損傷（電動機焼付） 

軸損傷 

取付ボルト（基礎ボルト）損傷 

電動機損傷（駆動機能喪失） 

ディスチャージケーシング損傷 

バレル損傷 

コラム損傷 

電動機損傷（電動機過負荷） 

カップリング損傷 

メカニカルシール漏洩 

メカニカルシール損傷 

羽根車損傷 

軸受損傷、軸受かじり 
ライナーリングかじり 

対象   要求機能      要因             現象          喪失機能     損傷形態   
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「コラム損傷」，「メカニカルシール損傷」，「羽根車損傷」，「軸受損傷」「冷

却水配管損傷」などは作動試験での確認が有効と考えられる。 
これらを踏まえ，立形ポンプにおける地震後の点検は，「表―２ 損傷

形態および点検における検知性」に整理するように，基本点検として目

視点検，作動試験を実施し，それらにより異常が確認された機器につい

て追加点検として分解点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
また，機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握すると

の観点から，一部機器について追加点検として分解点検を実施すること

により，機器の健全性評価の一助とすることとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 損傷形態 

目視 

点検 

作動 

試験 

分解 

点検 

①取付ボルトの損傷（基礎ボルト） ※１   

②電動機損傷（駆動機能喪失）  ○  

③ディスチャージケーシング損傷 ○ ○  

④バレル損傷  ○ ○ 

⑤コラム損傷  ○ ○ 

⑥電動機損傷（電動機過負荷）  ※２  

⑥電動機損傷（電動機焼付）  ※２  

⑦カップリング損傷 ○ ○ ○ 

⑧メカニカルシール漏洩  ○  

⑨メカニカルシール損傷  ○ ○ 

⑩羽根車損傷  ○ ○ 

⑪軸受損傷，軸受かじり  ○ ○ 

⑫ライナーリングかじり  ○ ○ 

⑬軸損傷  ○ ○ 

⑭冷却水配管の損傷 ○ ○  

⑮メカニカルシール熱交換器の損傷 ○ ○  

※１：支持構造物点検で実施する 

※２：電動機点検にて実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 

-2-



 ２）横形ポンプ 
 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去の研

究成果より、「異常要因モード図」がある。これらを参照し、地震によって、

横形ポンプの要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようにな

る。 
表-1 横形ポンプ 地震時損傷形態分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷重を

直接受け保つ基礎部、軸受部に損傷が発生し、併せて軸継手部の軸心ずれが主

に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「基礎ボルトの損傷」、「支持脚損傷」、「軸

継手損傷」等の損傷状態は、目視点検等での確認が有効と考えられる。その他

の「摺動部（ライナーリング部）の損傷」「軸損傷」「メカニカルシール損傷」

対象 要求機能 要因 現象 喪失機能 損傷形態 

出典元：（社） 日本電気協会 原子力発電耐震設計専門部会  

「水平・上下地震動に対する機器の機能維持評価法の検討に関する調査報告書」（Vol.36 平成 13 年 3 月） 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 

 (A)(B)(C) 

(A)(B) 

(A) 

(A)(B)(C) 

(A) 

(A)(B) 

(B)(C) 

(A) 

(B)(C) 

(A) 

地震時の起動・

運転と送水性能

の確保 

 

(A) 回転機能 

(B) 水力特性 

(C) 流体保持 

 

横形 

ﾎﾟﾝﾌﾟ 

 

摺動部（ﾗｲﾅ ﾘーﾝｸ゙部） 

軸損傷 

ﾒｶﾆｶﾙｼ ﾙー損傷 

ｹ ｼーﾝｸﾞﾉｽ゙ﾙ部損傷 

電動機機能喪失 

軸受冷却不能 

基礎ボルト損傷 

支持脚損傷 

軸受損傷 

軸継手損傷 

 基礎ボルト応力過大 

ｹー ｼﾝｸ゙とﾛー ﾀの接触 

支持脚応力過大 

軸継手部相対変位過大 

冷却水配管応力過大

基礎ボルト損傷 

摺動部(ﾗｲﾅー ﾘﾝｸ゙部)の損傷 

支持脚損傷 

軸損傷 

ﾒｶﾆｶﾙｼー ﾙ損傷 

軸受損傷 

軸継手損傷 

ｹー ｼﾝｸ゙ﾉｽ゙ﾙ部損傷 

軸受冷却不能 

電動機機能喪失 

ｹー ｼﾝｸ゙転倒ﾓー ﾒﾝﾄ過大 

ケーシング変形過大 

ケーシング応力過大 

軸応力過大 

軸変形過大 

軸受荷重過大 

電動機変形過大 

配管反力過大 

冷却水配管応力過大 

ポンプ本体応答過

全体系（ケーシング） 
応 答 過 大 

軸系（ロータ） 
応 答 過 大 

電動機応答過大 

配管応答過大 

冷却水配管応答過大 
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「軸受損傷」「ケーシングノズル部損傷」「軸受冷却不能」は作動試験での確認

が有効と考えられる。 
これらを踏まえ、横形ポンプにおける地震後の点検は、「表―２ 損傷形態お

よび点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、作動

試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検として分

解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 
また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点

から、一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより、機器

の健全性評価の一助とすることとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 分解点検 

①基礎ボルト損傷 ※１   

②支持脚損傷 ○ ○  

③摺動部(ライナーリング部)

損傷 
 ○ ○ 

④軸損傷  ○ ○ 

⑤メカニカルシール損傷  ○ ○ 

⑥軸受損傷  ○ ○ 

⑦電動機機能喪失  ※２ ○ 

⑧軸継手損傷 ○ ○ ○ 

⑨ケーシングノズル部損傷 ○ ○ ○ 

⑩軸受冷却不能  ○ ○ 

 

※１：支持構造物点検で実施する 

※２：電動機点検にて実施する 

○：損傷状況が判断できる点検  

-4-



３）往復動式ポンプ 
 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして，過去の研究成果

より，「異常要因モード図」がある。これらを参照し，地震によって，往復動式ポンプ

の要求機能が阻害される損傷形態をまとめるとの表－１のようになる。 
 

表-1 往復動式ポンプ 地震時損傷形態分析結果         

 
 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，取付ボルト損傷，

クランク軸軸受損傷，軸継手の損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「取付ボルトの損傷」，「吸込・吐出ノズル損傷」

「軸継手の損傷」等は，目視点検等での確認が有効と考えられる。その他の，「ク

ランク軸軸受損傷」「歯車損傷」等は作動試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，往復動式ポンプにおける地震後の点検は，「表－２ 損傷形態お

よび点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検，作動試験

を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点検として分解点検を

実施し，各部の状況を把握することとした。 
また，機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点から，

一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより，機器の健全性評

価の一助とすることとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 損傷形態 

目視 

点検 

作動 

試験 

分解 

点検 

①取付ボルト損傷 ○   

②基礎ボルト損傷 ※１   

③ｸﾗﾝｸ軸軸受損傷  ○ ○ 

④ｺﾈｸﾃｨﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ軸受損傷  ○ ○ 

⑤クロスヘッドガイド部損傷  ○ ○ 

⑥バルブシート面損傷  ○ ○ 

⑦吸込・吐出ノズル損傷 ○ ○  

⑧歯車軸軸受損傷  ○ ○ 

⑨歯車損傷  ○ ○ 

⑩電動機機能喪失  ※２  

⑪軸継手損傷 ○ ○ ○ 

⑫潤滑油切れ ○ ○  

※１：支持構造物点検で実施する 

※２：電動機点検にて実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 
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 ４）ポンプ駆動用タービン 
 
（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして，過去の研

究成果より，「異常要因モード図」がある。これらを参照し，地震によって，

駆動用蒸気タービンの要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１の

ようになる。 
表-1 ポンプ駆動用タービン 地震時損傷形態分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震の荷重を直

接受け保つ基礎部，軸受部に損傷が発生し，併せてロータ（翼）の接触による

損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「基礎ボルト損傷」，「弁箱損傷」，「ケー

シング損傷」の損傷状態は，目視点検等での確認が有効と考えられる。その他

の「軸損傷」「ロータ損傷」「軸受損傷」などは作動試験での確認が有効と考え

られる。 

軸損傷 

制御不能 

弁箱損傷 

ｹｰｼﾞﾝｸﾞ損傷 

ロータ損傷 

軸受損傷 

基礎ボルト損傷 

 ター ビン本 体  
応 答 過 大  

全 体 系（ケーシング）  
応  答  過  大  

軸 系 （ロータ）  
応  答  過  大  

制 御 部 応 答 過 大  

配 管 反 力過 大  

 基礎ボルト損傷 

軸損傷 

ロータ損傷 

軸受損傷 

ｹｰｼﾝｸﾞ損傷 

制御不能 

弁箱損傷 

 (A)(B) 

(A)(Ｂ) 

(B) 

(Ａ)(Ｂ) 

(Ａ)(Ｂ) 

(Ａ)(Ｂ) 

(Ａ)(Ｂ) 

ﾎﾟﾝﾌﾟ 

駆動用 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

地震後の作動と 

性能確保 

 

(A) 回転機能 

(B) 出力特性確認 

対象 要求機能 要因 現 象 喪失機能 損傷形態 

 

基礎ボルト応力

ﾛｰﾀ・ｹｰｼﾝｸﾞ接触

配管損傷 

弁開閉不良

弁箱応力過大

作動不良 

 ｹｰｼﾝｸﾞ転倒ﾓｰﾒﾝﾄ過大 

ケーシング変形過大 

ケーシング応力過大 

軸応力過大 

軸変形過大 

軸受荷重過大 

制御油配管応力過大 

レバー機構地震反力過大 

蒸気加減弁加速度過大 

ガバナ加速度過大 

主蒸気止め弁加速度過大 

出典元：（社） 日本電気協会 原子力発電耐震設計専門部会  

「水平・上下地震動に対する機器の機能維持評価法の検討に関する調査報告書」 （Vol.36 平成 13 年 3 月）

：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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これらを踏まえ，ポンプ駆動用タービンにおける地震後の点検は，「表－２ 

損傷形態および点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視

点検，作動試験を実施することとしたが，作動試験は駆動蒸気が発生しなけれ

ば実施できないことから，全てのポンプ駆動用タービンについて追加点検とし

て分解点検を実施することにより損傷状態を確認することとした。 

 

表-2 想定される損傷形態と検知性 

 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 分解点検 

①基礎ボルトの損傷 ※   

②軸損傷  ○ ○ 

③ロータ損傷  ○ ○ 

④軸受損傷  ○ ○ 

⑤制御不能  ○  

⑥弁箱損傷 ○ ○ ○ 

⑦ケーシング損傷 ○ ○ ○ 

 

※：支持構造物点検で実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 
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５）電動機 
 
（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして，過去の研

究成果より，「異常要因モード図」がある。これらを参照し，地震によって，

電動機の要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１－１～表－１－

２のようになる。 
 表－１－１は，電動機に対する地震時の損傷形態を分析した結果であり，表

－１－２は電動機に類するもののうち，原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット

に対する地震時の損傷形態を分析した結果である。 
 

表-1-1 電動機 地震時損傷形態分析結果 
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表-1-2 原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット 地震時損傷形態分析結果 

 
 

②  損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１－１～表－１－２にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮

すると，一般的な電動機においては取付ボルト損傷，軸受損傷，軸継手の

損傷が主に発生すると想定され，ＭＧセットについては基礎ベース部・取

付ボルトの損傷，ＲＩＰ発電機の軸受の損傷が主に発生すると想定される。 
表－１－１～表－１－２で検討された損傷形態の内，「取付ボルトの損傷」，

「フレーム材損傷」，「軸継手の損傷」等は，目視点検等での確認が有効と

考えられる。その他の，「固定子・回転子の損傷」，「軸受損傷」等は作動試

験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，電動機における地震後の点検は，「表－２－１～表－２

－２ 損傷形態及び点検における検知性」に整理するように，基本点検と

して目視点検，作動試験を実施し，それらにより異常が確認された機器に

ついて追加点検として分解点検を実施し各部の状況を把握することとした。 
また，機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観

点から，一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより，

機器の健全性評価の一助とすることとした。 

 

表-2-1 電動機 損傷形態及び点検における検知性 

※支持構造物点検で実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 

 
 
 

点検内容 
基本点検 追加点検 

損傷形態 
目視点検 作動試験 分解点検 

①絶縁不良・受電不能  ○  
②フレーム材損傷 ○ ○  
③取付ボルト損傷 ※ ○ ○ 
④固定子損傷  ○ ○ 
⑤軸損傷 ○ ○ ○ 
⑥軸受損傷  ○ ○ 
⑦固定子・回転子の損傷  ○ ○ 
⑧軸，フレームの損傷  ○ ○ 
⑨軸継手の損傷 ○ ○ ○ 
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表-2-2 原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 
追加点検 

①絶縁不良・受送電不能  ○  

②フレーム材損傷 ○ ○  

③基礎ベース部・取付ボルト損傷 ○ ○ ○ 

④固定子の損傷(PLR,RIP 発電機)  ○ ○ 

⑤回転子の損傷(PLR,RIP 発電機)  ○ ○ 

⑥軸受の損傷(PLR,RIP 発電機)  ○ ○ 

⑦固定子の損傷(PLR F/D)  ○ ○ 

⑧回転子の損傷 PLR F/D)  ○ ○ 

⑨軸受の損傷(PLR F/D)  ○ ○ 

⑩軸の損傷(PLR,RIP 発電機)  ○ ○ 

⑪軸の損傷(PLR F/D)  ○ ○ 

⑫配管,弁,クーラー等の損傷 ○  ○ 

⑬フランジ部の損傷 ○   

⑭ＰＭＧの損傷(PLR,RIP 発電機)  ○ ○ 

⑮回転検出器の損傷(PLR,RIP 発電機)  ○ ○ 

⑯交流励磁機の損傷(PLR,RIP 発電機)  ○ ○ 

⑰回転整流器の損傷(RIP 発電機)  ○ ○ 

⑱ブラシの損傷（(PLR 発電機)  ○ ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 
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６）ファン 
 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして，過去の研 
究成果より，「異常要因モード図」がある。これらを参照し，地震によって， 
ファンの要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようになる。 

表-1 ファン 地震時損傷形態分析結果 

 

 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，取付ボルト損

傷，軸受損傷，軸継手損傷が主に発生すると想定される。 

表－１で検討された損傷形態の内，「取付ボルト損傷」，「軸受固定ボルト損

傷」，「軸継手損傷」等は，目視点検等での確認が有効と考えられる。その他の

「軸受損傷」，「インペラ損傷」，「メカニカルシール損傷」等は作動試験での確

認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，ファンにおける地震後の点検は「表－２ 損傷形態および 

点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検と作動試験 

を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点検として分解 

点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 

また，機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点 

から，一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより，機器 

の健全性評価の一助とすることとした。 

   

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 
点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 分解点検 

①ケーシングの損傷 ○ ○ ○ 

②ケーシング取付ボルト損傷 ○ ○ ○ 

③軸損傷  ○ ○ 

④軸受損傷  ○ ○ 

⑤軸受固定ボルト損傷 ○ ○ ○ 

⑥インペラ損傷  ○ ○ 

⑦ベローズジョイント損傷 ○ ○ ○ 

⑧軸継手損傷 ○ ○ ○ 

⑨メカニカルシール損傷 

（軸封がメカニカルシールの場

合） 

 ○ ○ 

⑩電動機取付ボルト損傷 ○ ○ ○ 

⑪電動機機能喪失  ○ ○ 

⑫基礎ボルト損傷 ※   

⑬フレキシブルダクト継手損傷 ○ ○ ○ 

※：支持構造物点検で実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 
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８）空気圧縮機 
 
（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして，過去の研究

成果より，「異常要因モード図」がある。これらを参照し，地震によって，空気

圧縮機の要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－1のようになる。 

表-1 空気圧縮機 地震時損傷形態 

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震の荷

重を直接受け保つ基礎部，取付部に損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内「基礎ボルトの損傷」，「取付ボルト損

傷」等の損傷状態は，目視点検等での確認が有効と考えられる。その他

の「ピストンリング割れ」，「ピストンリング焼付」，「油膜切れ・焼付」

などは作動試験での確認が有効と考えられる。 

 

空気圧縮機 
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これらを踏まえ，空気圧縮機における地震後の点検は，「表－２ 損傷

形態および点検における検知性」に整理するように，基本点検として目

視点検，作動試験を実施し，それらにより異常が確認された機器につい

て追加点検として分解点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
また，機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握すると

の観点から，一部機器について追加点検として分解点検を実施すること

により，機器の健全性評価の一助とすることとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動確認 分解点検 

①基礎ボルトの損傷 ※１ ○  

②ピストンリング割れ  ○ ○ 

③ピストンリング焼付  ○ ○ 

④油膜切れ・焼付  ○ ○ 

⑤取付ボルトの損傷 ○ ○ ○ 

⑥フレーム材の損傷 ○ ○ ○ 

⑦クーラー取付管損傷 ○  ○ 

⑧クーラー取付ボルト損傷 ○  ○ 

⑨安全弁誤作動 ○ ○ ○ 

⑩潤滑油切れ ○ ○  

⑪インタークーラー・アフタ

ークーラー冷却不能 

○ ○  

⑫シリンダ冷却不能 ○ ○  

⑬電動機機能喪失 ○ ※２  

⑭吸込・吐出ノズル損傷 ○ ○ ○ 

※１：支持構造物点検で実施する 

※２：電動機点検にて実施 

○：損傷状況が判断できる点検 
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９）弁 
 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして，過去の研

究成果より，「異常要因モード図」がある。これらを参照し，地震によって，

弁の要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 弁 地震時損傷形態分析結果

 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震力による

弁反力を受けたことに伴い，駆動部動作不良，ヨーク損傷，弁ふた損傷，弁箱

損傷，弁棒・グランドあるいは弁体・弁座間摩擦抵抗大，弁座シール性能低下，

グランド漏えいが想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「駆動部動作不良」「弁棒・グランドある

いは弁体・弁座間摩擦抵抗大」「弁座シール性能低下」は作動試験での確認が

有効と考えられる。その他の損傷状態は，目視点検での確認が有効と考えられ

る。 
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これらを踏まえ，弁における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態および点

検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検，作動試験，

漏えい確認を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点検と

して分解点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
また，機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点 

から，安全上特に重要な弁のうち，地震応答解析の結果比較的裕度が低かった

弁及び構造が特殊な主蒸気隔離弁（ＭＳＩＶ）の内・外弁各一台，主蒸気逃が

し安全弁（ＳＲＶ）の全台について追加点検として分解点検を実施することに

より，機器の健全性評価の一助とすることとした。 
 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 目視点検 

 

 

作動試験 

（漏えい確

認含む） 

分解点検 

①駆動部動作不良 ○ ○ ○ 

②ヨークの損傷 ○   

③弁ふたの損傷 ○  ○ 

④弁箱の損傷 ○  ○ 

⑤弁棒・グランドある

いは弁体・弁座間摩擦

抵抗大 

 ○ ○ 

⑥弁座シール性能低下  ○ ○ 

⑦グランド漏えい ○   

 

○：損傷状況が判断できる点検 
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１１）非常用ディーゼル発電機 

 

（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去の研究成果より、

「異常要因モード図」がある。これらを参照し、地震によって、非常用ディーゼル発電機の

要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようになる。 

表-1 非常用ディーゼル発電機 地震時損傷形態分析結果
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② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷重を

直接受け保つ機関本体の基礎部、軸受部と、出力制御系、始動空気系、燃料油

系等の付属機器の取付ボルト、軸受け部に損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「基礎ボルト破損」、「取付ボルトの損傷」

等の損傷状態は、目視点検での確認が有効と考えられる。その他の「ピストン 
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メタル損傷、シリンダー損傷」「バルブレバーの破損」などは作動試験での確認

が有効と考えられる。 
 

a.機関本体 

地震の荷重を直接受け保つ基礎部、軸受部の損傷（曲がり、バルブレバー破損）、

ギア関係のずれが主に発生すると考えられる。損傷形態のうち、基礎ボルトの損

傷は、目視点検での確認が有効と考えられ、軸受部の損傷（曲がり、バルブレバ

ー破損）、ギア関係（歯の破損）などは作動試験での確認が有効と考えられる。 

 

b.出力制御系 

地震の荷重を直接受け保つ取付ボルトの損傷、回転速度異常、油（制御油）の

流出が主に発生すると考えられる。損傷形態のうち、「取付ボルトの損傷」及び

「油の流出」は目視点検での確認が有効と考えられる。「回転速度の異常」につ

いては、作動試験での確認が有効と考えられる。 

 

c.始動空気系 

地震の荷重を直接受け保つ取付ボルト・支持脚の損傷、本体移動による配管破

損(排気管)、空気だめ安全弁の閉不能による圧力低下により機関起動不能が発生

すると考えられる。損傷形態のうち、「取付ボルトの損傷」、「支持脚の損傷」、「本

体移動による配管破損」は目視点検での確認が有効と考えられる。「空気だめ圧

力低下」「始動インターロック誤動作」等は作動試験での確認が有効と考えられ

る。 

 

d.燃料油系 

地震の荷重を直接受け保つ取付ボルト、配管破損による燃料流出及び燃料噴射

ポンプの機関への燃料噴射不能及び燃料移送ポンプ軸受の損傷が考えられる。損

傷形態のうち、「取付ボルトの損傷」、「配管破損による燃料流出」は目視点検で

の確認が有効と考えられる。燃料噴射ポンプの「燃料噴射不能」及び燃料供給ポ

ンプの「軸受の損傷」等は、作動試験での確認が有効と考えられる。 

 

e.冷却水系 

地震の荷重を受け配管破損による冷却水流出及びポンプ軸受の損傷が考えら

れる。損傷形態のうち配管破損による「冷却水流出」は目視点検での確認が有効

と考えられる。冷却水ポンプの「軸受の損傷」は作動試験での確認が有効と考え

られる。 

 

f.潤滑油系 

地震の荷重を直接受け保つポンプ軸受の損傷、潤滑油流出、潤滑油圧力低下、

潤滑油温度高等の発生が考えられる。損傷形態のうち、「軸受の損傷」は目視点

検での確認が有効と考えられる。「潤滑油流出」、「潤滑油圧力低下」、「潤滑油温

度高」は作動試験での確認が有効と考えられる。また、「潤滑油流出」は漏えい
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試験での確認が有効と考えられる。 

 

これらを踏まえ、非常用ディーゼル発電機における地震後の点検は、「表－２ 

損傷形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点

検、作動点検、漏えい確認を実施し、それらにより異常が確認された機器につい

て追加点検として分解点検（開放点検）を実施し、各部の状況を把握することと

した。 

また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点か

ら、一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより、機器の健

全性評価の一助とすることとした。 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

a.ディーゼル機関本体 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 
損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 

①ピストンメタル損傷  ○  ○ 

②シリンダー損傷  ○  ○ 

③軸受の損傷 ○ ○  ○ 

④アイドルギヤ軸受の損傷  ○  ○ 

⑤軸の曲がり  ○  ○ 

⑥歯の折損  ○   

⑦弁座のシール不良  ○  ○ 

⑧地震慣性力による弁の誤開閉  ○  ○ 

⑨バルブレバーの破損  ○   

⑩ブッシュロッドの曲がり  ○  ○ 

⑪安全弁作動不能  ○  ○ 

⑫基準軸受損傷  ○  ○ 

⑬基礎ボルト破損 ※    

 
b.出力制御系 

点検内容 

基本点検 追加 
点検 

損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 
①回転速度過大  ○  ○ 

②取付ボルトの損傷 ○ ○   
③油の流出 ○ ○  ○ 

④機関回転変動過大  ○  ○ 

⑤地震慣性力による弁の誤開閉  ○  ○ 
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c.始動空気系 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 
損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 

①本体移動による配管破損 ○  ○ ○ 

②安全弁閉不能(放出) ○ ○ ○ ○ 

③空気だめ圧力低下  ○   

④地震慣性力による作動不能  ○  ○ 

⑤制御用空気そう失  ○  ○ 

⑥始動インターロック誤動作  ○   

⑦取付ボルトの損傷 ○ ○   

⑧支持脚の損傷 ○ ○   

⑨ロータの損傷  ○  ○ 

⑩軸受の損傷  ○  ○ 

⑪安全弁作動不能  ○  ○ 

⑫機関室内温度上昇  ○  ○ 

⑬燃焼空気不充分(室内空気)  ○  ○ 

 
d.燃料油系 

点検内容 

基本点検 追加 
点検 

損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 
①燃料流出 ○ ○ ○ ○ 

②燃料噴射不能 ○ ○  ○ 

③機関出力低下 ○ ○  ○ 

④軸受の損傷 ○ ○  ○ 

 
e.冷却水系 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 
①冷却水流出 ○ ○ ○ ○ 

②軸受の損傷 ○ ○ ○ ○ 
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f.潤滑油系 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 
損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 

①冷却水流出 ○ ○ ○ ○ 

②ポンプによる吸込み不能  ○  ○ 

③軸受の損傷 ○ ○  ○ 

④潤滑油流出 ○ ○ ○ ○ 

⑤ピストン・ライナー焼付き ○ ○ ○ ○ 

⑥機関入口潤滑油圧力低下 ○ ○ ○ ○ 

⑦潤滑油圧力低 ○ ○ ○ ○ 

⑧潤滑油温度高 ○ ○  ○ 

⑨機関保護装置作動  ○   

⑩機関始動インターロック誤作

動 

 ○   

 
※：支持構造物点検で実施する。 
○：損傷状況が判断できる点検 

 

なお、発電機本体については、構造が電動機と同一であることから、損傷形態と点

検における検知性を電動機点検手法に準じて実施している。 
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 １２）制御棒 
 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮し，地震によって制御棒の要

求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 制御棒 地震時損傷形態分析結果 

 

 

 
②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態を考慮すると，制御棒自体の変位過大や炉内構

造物との衝突により制御棒の変形・損傷が発生すると想定される。 
制御棒の変形・損傷の状態は，目視点検により確認するのが有効と考えられ

る。制御棒の目視点検は，炉内の装荷位置による地震の影響を考慮して，抜き

取りにて行うこととする。 
なお，制御棒そう入性について，制御棒と制御棒駆動機構（ＦＭＣＲＤ）が

カップリングした状態での作動試験により機能確認するため，制御棒駆動機構

（ＦＭＣＲＤ）の作動試験の中で確認する。 
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これらを踏まえ，制御棒における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態および

点検における検知性」に整理するように，基本点検として炉内配置点検，目視

点検，作動試験を実施することとした。 
それらにより異常が確認された制御棒については取替を行うこととした。 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 
基本点検 

損傷形態 
炉内配置 
点検 目視点検※1 作動試験 

①制御棒の変形 ○ ○ ○※2 
※1：代表性を考慮して抜取点検を実施する 

※2：制御棒駆動機構（ＦＭＣＲＤ）の作動試験にて点検を実施する 

○ ：損傷状況が判断できる点検 
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１３）制御棒駆動機構（ＦＭＣＲＤ） 

（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
表-1 制御棒駆動機構 地震時損傷形態分析結果 
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② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した制御棒駆動機構に対する損傷形態や機種の特性などを

考慮すると，「制御棒駆動系配管損傷，破断」，「容器継手部の損傷，変形」，「ユ

ニットフレーム損傷」が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「取付ボルトの損傷，変形」，「ユニット

フレーム損傷」については目視点検での確認が有効であると考えられる。また，

内部構造部品である制御棒駆動機構の「中空ピストン，ガイドチューブ，バッ

ファースリーブ，ボールネジ」及び水圧制御ユニットアキュムレータの「ピス

トン，シリンダ」の損傷については作動試験での状況確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，制御棒駆動機構における地震後の点検は，「表－２ 損傷

形態および点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検，

作動試験を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点検とし

て分解点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
また，機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点

から，一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより，機器

の健全性評価の一助とすることとした。 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 
点検内容 

基本点検 
追加 

点検 
損傷形態 

目視 

点検 

作動試験 

(漏えい確

認含む) 

分解 

点検 

CR    

①チャンネルボックスの変形 ※１   

②制御棒案内管の変形 ※２   

CRD（FMCRD）    

③制御棒駆動機構ハウジング損傷，変形 ※２※３ ○※３  

④中空ﾋﾟｽﾄﾝの損傷，変形（FMCRD）  ○ ○ 

⑤ｶﾞｲﾄﾞﾁｭｰﾌﾞの損傷，変形（FMCRD）  ○ ○ 

⑥ﾊﾞｯﾌｧｽﾘｰﾌﾞの損傷，変形（FMCRD）  ○ ○ 

⑦ﾎﾞｰﾙﾈｼﾞの損傷，変形（FMCRD）  ○ ○ 

⑧ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾁｭｰﾌﾞの損傷，変形（CRD）  ○ ○ 

⑨ﾋﾟｽﾄﾝﾁｭｰﾌﾞの損傷，変形（CRD）  ○ ○ 

⑩取付ボルトの損傷，変形 ○   

⑪制御棒駆動系配管損傷，破断 ○ ○  

HCU    

⑫弁棒の損傷，変形 ○ ○ ○ 

⑬ボディ/ボンネットフランジの損傷，変形 ○ ○ ○ 

⑭取付フランジの損傷，変形 ○ ○  

⑮ピストンの損傷，変形  ○ ○ 

⑯シリンダの損傷，変形  ○ ○ 

⑰容器継手部の損傷，変形 ○ ○  

⑱ユニットフレーム損傷 ○   

⑲取付ボルト損傷 ○   

※ １：制御棒及び燃料体（燃料集合体及びﾁｬﾝﾈﾙﾎﾞｯｸｽ）点検で実施 

※ ２：炉内構造物点検においても実施  

※ ３：原子炉圧力容器及び付属機器点検においても実施  ○：損傷状況が判断できる点検 
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１４）主タービン 
 
（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
表-1 主タービン 地震時損傷形態分析結果 

 
 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震の荷重を

直接受け保つ基礎ボルト，軸受の損傷と，併せて翼の接触による損傷が主に発

生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「基礎ボルト損傷」の損傷状態は，目視

点検等での確認が有効と考えられる。その他の「翼損傷」，「軸受損傷」などは

追加点検及び作動試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，主タービンにおける地震後の点検は，「表－２ 損傷形態

および点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検，作

動試験を実施することとしたが，作動試験は蒸気が発生しなければ実施できな

いことから，追加点検として分解点検を実施することにより損傷状態を確認す

ることとした。 

 

表-2 想定される損傷形態と検知性 

 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 非破壊試験 分解点検 

①基礎ボルト損傷 ※    

②軸損傷  ○ ○ ○ 

③翼損傷  ○ ○ ○ 

④軸受損傷  ○ ○ ○ 

⑤制御不能  ○  ○ 

⑥弁箱損傷 ○ ○ ○ ○ 

⑦ケーシング損傷 ○ ○ ○ ○ 

 

※：支持構造物点検で実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 
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１５）発電機 
 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 発電機 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，基礎ボルト

損傷，フレーム位置ずれ，軸受損傷といった発電機各部位への応答過大に

伴う損傷が主に発生すると想定される。 
また，発電機は主タービンが起動しない状況にて最終的な機能・性能の確

認ができない設備である。 
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これらを踏まえ，発電機における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態及

び点検における検知性」に整理するように，追加点検として分解点検（回

転子引抜き）を実施することとした。 
 なお，主発電機は「駆動源が蒸気である等の理由により，停止中に作動

試験の実施が困難な設備」であり，あらかじめ追加点検として分解点検を

実施する設備に該当することから，目視点検については分解点検に包含し

て実施することとした。 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

○：損傷状況が判断できる点検 

※１：目視点検は追加点検に包含して実施する。 

点検内容 

追加点検 損傷形態 

分解点検※１ 

①ターミナルボックス廻り内部構成品損傷 ○ 

②ブッシング損傷 ○ 

③フレーム材損傷 ○ 

④キー部（ガイド，クロス），基礎ボルト損傷 ○ 

⑤固定子（コア，コイル含）損傷 ○ 

⑥フレーム位置ずれ ○ 

⑦軸損傷 ○ 

⑧軸受損傷 ○ 

⑨回転子（コア，コイル含）損傷 ○ 

⑩回転子・固定子（ラジアルファン等含）損傷 ○ 

⑪軸受廻り（ブラシホルダー廻り含），フレーム損傷 ○ 

⑫軸継手のずれ，損傷 ○ 
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 １６）インターナルポンプ（ＲＩＰ） 
 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
表-1 インターナルポンプ 地震時損傷形態分析結果 

 
 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，「駆動機能

喪失」が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「ケーシングの損傷」，「羽根車の損傷」

等の損傷状態は，目視点検等での確認が有効と考えられる他に「駆動機能喪

失」「ケーシングの損傷」「電動機焼付」「羽根車の損傷」「ウェアリングのか

じり」「軸の損傷」などは作動試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，インターナルポンプにおける地震後の点検は，「表―２ 

損傷形態および点検における検知性」に整理するように，基本点検として目

視点検，作動試験を実施する。地震時にスクラム信号に伴い停止したために

地震後に回転機能が確認できていない４台（Ａ・Ｄ・Ｆ・Ｊ号機）について

は，回転機能を阻害するような力が加わっていないことを，電動機に対しハ

ンドターニングすることで確認する（分解点検を行う号機についても分解前

にハンドターニングを実施する）。 
それらにより異常が確認された機器について追加点検として分解点検を

実施し，各部の状況を把握することとした。 
また，機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観

点から，１０台中３台（Ｃ・Ｅ・Ｊ号機）について分解点検を実施すること

により，機器の健全性評価の一助とすることとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検  損傷形態 

目視点検 作動試験 分解点検 

①駆動機能喪失  ○  

②ケーシングの

損傷 
○ ○  

③電動機焼付  ○ ○ 

④羽根車の損傷 ○ ○ ○ 

⑤ウェアリング

のかじり 
 ○ ○ 

インタ

ーナル

ポンプ

（RIP） 

⑥軸の損傷  ○ ○ 

 
○：損傷状況が判断できる点検 
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１７）燃料取替機 
 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 地震時損傷形態分析結果 

 

 
 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震の加重を

直接受ける走行・横行のレール，走行・横行駆動系，各部締め付けボルト及び

ワイヤリング，伸縮管，振れ止め装置に損傷発生の可能性が高いと想定される。 
表－１で検討された損傷形態のうち「走行，横行のレールの損傷」，「走行，

横行駆動系の損傷」，「各部締め付けボルト及びワイヤリングの損傷」について

は目視点検での確認が有効と考えられる。「伸縮管，振れ止め装置の損傷」に

ついては目視点検に合わせ作動試験での確認が有効と考えられる。また，「燃

料取替機～中継端子盤～遠隔操作室制御盤までの電路の損傷」，「機内配線の損
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傷」，「電動機コイルの損傷」については絶縁抵抗測定での確認が有効と考えら

れる。 
尚，「プール内模擬燃料の手動運転（または自動運転）の故障」については，

各部位の点検が終了し作動に支障がないことが確認された後で，作動試験での

確認が有効と考えられる。 
 

これらを踏まえ，燃料取替機における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態

及び点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検，絶縁

抵抗測定，作動試験を実施し，それらにより異常が確認された機器について追

加点検として分解点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 
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１８）クレーン 
 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 原子炉建屋クレーン 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，特に地震の

荷重を直接受ける走行・横行レール，走行・横行車輪周り，間接的に影響を

受ける各部締め付けボルト及びワイヤリング部，走行横行駆動機器に主に損

傷が発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内「クレーン本体ガーダの損傷」「脱線防

止ラグの損傷」「トロリストッパの損傷」「走行・横行リミットスイッチ（レ

バー含む）の損傷」「巻上装置の損傷」「機上搭載機器の損傷」「制御盤の損

傷」「電路の損傷」等の損傷状態は，目視点検での確認が有効と考えられる。

「機内配線の損傷」「電動機コイルの損傷」「各単体機器の損傷」などは作動

試験（荷重試験含む）での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，原子炉建屋天井クレーンにおける地震後の点検は，「表

－２ 損傷形態および点検における検知性」に整理するように，基本点検と

して目視点検，作動試験を実施し，それらにより異常が確認された機器につ

いて追加点検として分解点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 損傷形態 

目視 

点検 

作動 

試験 

分解 

点検 

①クレーン本体ガーダの損傷 ○ ○ ○ 

②走行，横行のレールの損傷 ○ ○  

③脱線防止ラグの損傷 ○ ○ ○ 

④トロリストッパの損傷 ○ ○ ○ 

⑤走行，横行車輪周りの損傷 ○ ○ ○ 

⑥走行，横行リミットスイッチ

（レバー含む）の損傷 
○ ○ ○ 

⑦各部締め付けボルト及びワイ

ヤリングの損傷 
○ ○ ○ 

⑧巻上装置の損傷 ○ ○ ○ 

⑨機上搭載機器の損傷 ○ ○ ○ 

⑩制御盤の損傷 ○ ○ ○ 

⑪電路の損傷 ○ ○ ○ 

⑫機内配線の損傷  ○ ○ 

⑬電動機コイルの損傷  ○ ○ 

⑭各単体機器の損傷  ○ ○ 

⑮その他機器の損傷 ○ ○ ○ 

⑯走行，横行駆動機器の損傷  ○ ○ 

 

○：損傷状況が判断できる点検 
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【静的機器】 
１９）原子炉圧力容器および付属機器 
 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 原子炉圧力容器および付属機器 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，特に地震の

荷重を直接受ける基礎ボルト，間接的に影響を受ける付属物及び配管に損傷

発生の可能性が高いと想定される。 
表－１で検討された損傷形態のうち「支持スカートの損傷」「基礎ボルト

の損傷」，「配管の損傷」，「付属物の損傷」については目視点検での確認が有

効と考えられる。「胴体の損傷」，「フランジ部の損傷」については漏えい試

験での確認が有効と考えられる。「フランジ部の損傷」については原子炉圧

力容器上蓋を取外した状態にて目視点検での確認を行うものとする。 
「ＣＲＤハウジングの損傷」「ＩＣＭハウジングの損傷」については，原

子炉圧力容器の底部より目視点検及び漏えい試験を行うこととし，炉内部分

については，炉内部分は炉内構造物点検で目視点検を実施する。 

-41-



これらを踏まえ，原子炉圧力容器および付属機器における地震後の点検は，

「表－２ 損傷形態および点検における検知性」に整理するように，基本点検

として目視点検，漏えい試験を実施し，それらにより異常が確認された機器に

ついて追加点検として非破壊検査等の詳細点検を実施し，各部の状況を把握す

ることとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：支持構造物点検で実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 

 
 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 漏洩試験 詳細点検 

①基礎ボルトの損傷 ※   

②支持スカートの損傷 ○  ○ 

③胴部の損傷 ○ ○ ○ 

④スタビライザ部の損

傷 

○   

⑤付属物（ラグ等）の

損傷 

○   

⑥フランジ部の損傷 ○ ○ ○ 

⑦ＲＩＰモータケーシ

ングの損傷 

○ ○ ○ 

⑧レストレイントビー

ムの損傷 

○   

⑨ＣＲＤハウジングの

損傷 

○ ○  

⑩ＩＣＭハウジングの

損傷 

○ ○  

⑪配管の損傷 ○ ○ ○ 
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２０）炉内構造物 
 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
表-1 炉内構造物 地震時損傷形態分析結果 

 
 
②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，主に地震の荷

重を直接受ける支持部や各炉内構造物の損傷が発生すると想定される。これら

の損傷形態は目視点検での確認が有効と考えられる。 
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これを踏まえ，炉内構造物に対する地震後の点検は，「表－２ 損傷形態お

よび点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検を実施

する。基本点検により異常が確認された機器等については，必要に応じ追加点

検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
なお，制御棒駆動機構ハウジング及び中性子束計測ハウジング（スタブチュ

ーブを含む）は炉内部分を対象とし，炉外部分は原子炉圧力容器及び付属機器

側で実施する。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

  

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 詳細点検 

①シュラウドの損傷 ○ ○ 

②炉心支持板の損傷 ○ ○ 

③上部格子板の損傷 ○ ○ 

④燃料支持金具の損傷 ○ ○ 

⑤制御棒案内管の損傷 ○ ○ 

⑥中性子束計測案内管 ○ ○ 

⑦CRD，ICM スタブの損傷 ○ ○ 

⑧炉心スプレイ系(BWR5)及び炉心

注水系(ABWR)スパージャ及び配管

の損傷 

○ ○ 

⑨低圧注水系配管(BWR5)及び低圧

注水スパージャ(ABWR)の損傷 
○ ○ 

⑩差圧検出・ほう酸水注入系配管の

損傷 
○ ○ 

⑪気水分離器の損傷 ○ ○ 

⑫蒸気乾燥器の損傷 ○ ○ 

⑬給水系ｽﾊﾟｰｼﾞｬの損傷 ○ ○ 

⑭その他の炉内機器 ○ ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 

（注：７号機（ＡＢＷＲ）では，差圧検出・ほう酸水注入系配管はない） 
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２１）配管  
 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，機器

への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる現象，喪

失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
表-1 配管 地震時損傷形態分析結果 

 
 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震慣

性力による配管応答過大に伴い，管及び管継手溶接部，フランジ，ノズ

ル各部位にて損傷が発生すると想定される。 
表－１で検討された破損形態の内，「管及び管継手溶接部の損傷」，「ノ

ズル溶接部の損傷」，「フランジボルトののび」の損傷状態は，目視点検

の他，配管の漏えい試験での確認が有効と考えられる。なお，これら配

管のうち，建屋間貫通部近傍の配管一部の配管については，地震の影響

を受けている可能性が高いため，念のために配管の溶接部に対して非破

壊検査等を実施することにより，健全性評価の一助とすることとした。 
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これらを踏まえ，配管における地震後の点検は，「表-2 損傷形態及び

点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検，漏

えい試験を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点

検として非破壊検査等を実施し，各部の状況を把握することとした。 
 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加 
点検 損傷形態 

目視 
点検 

漏えい 
試験 

非破壊 
検査 

①管及び継手溶接部の損傷 ○ ○ ○ 
②ノズル溶接部の損傷 ○ ○ ○ 
③フランジボルトののび ○ ○ ○ 

注）保温材，サポートの状態について考慮の上点検を実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 
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２２）燃料ラック類 
 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，機

器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる現象，

喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 燃料ラック類 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震の荷重を直

接受け保つ基礎部及びラック，ハンガ部材の損傷が主に発生すると想定される。 
これらの損傷形態は，水中カメラによる目視点検での確認が有効と考えられる。 
使用済燃料ラックの基礎ボルト目視点検に際しては，応力評価を行い，許容応

力に対して裕度の小さい基礎ボルトを代表箇所として選定し合理的に点検を行

うものとする。 
また，基礎ボルトに緩みが生じていないことを念のため確認するとの観点から，

使用済燃料ラックは上記代表箇所について，その他の制御棒・破損燃料貯蔵ラッ

ク，制御棒ハンガは現場状況により可能な範囲を代表箇所として，工具等を用い

た「ボルトの緩み確認」を実施することにより機器の健全性評価の一助とするこ

ととした。 
なお，気中にある新燃料貯蔵設備の基礎ボルトについては，気中にある一般の

機器同様，支持構造物点検で実施することとした。 
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これらを踏まえ，燃料ラック類における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態

および点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検，ボル

トの緩み確認を実施し，それらにより損傷が明らかな部位が確認された場合は，

当該点検結果を踏まえて修理を実施することとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

※：支持構造物点検で実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 
＊：使用済み燃料ラックのみ 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検  ボルトの緩み確認 
①ラック部材の損傷 ○  
②基礎ボルトの損傷 ※ ○＊ 
③ラック，ハンガ部材の損傷 ○  
④基礎ボルトの損傷 ※ ○ 
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２３）熱交換器 
 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 熱交換器 地震時損傷形態分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、主に地震の荷重

を直接受け保つ基礎部とその支持脚に過大な応力で損傷が発生すると想定され

る。 
表－１で検討された破損形態は目視点検においてその状況を確認することが

できる。さらに「本体の損傷」、「フランジ部の損傷」、「伝熱管の損傷」について

は、漏えい試験での確認が有効と考えられる。また「伝熱管支持板の損傷」は熱

交換器通水時における状況（異音等）の確認が有効と考えられる。 

 対象 要求機能 要因 現象 喪失機能 損傷形態 

 

（又は取付ボルト） 

管台損傷 

本体の損傷 本体応答過大 本体応力過大 

支持脚応力過大 

基礎ボルト応力過大 

配管応答過大 管台応力過大 

フランジ部応力過

伝熱管応力過大 

本体の損傷 

支持脚の損傷 

基礎ボルトの損傷 

管台の損傷 

フランジ部の損傷 

伝熱管の損傷 

(B) 

(C) 基礎ボルト損傷 

(C) 支持脚損傷 

(B) フランジ部損傷 

(A)(B) 伝熱管の損傷 

(B) 
熱

交 
換

機 

(A) 伝熱性能の確保 

(B) バウンダリの維持 

(C) 機器の支持 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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これらを踏まえ、熱交換器における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態お

よび点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、漏え

い試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検として

非破壊試験、分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。また蒸気

が発生しなければ漏えい試験ができない熱交換器ついては追加点検として分

解点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：支持構造物点検で確認する項目 

※２：サージタンク水位等による間接的な確認 

○：損傷状況が判断できる点検 

 
 

 
 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

目視 

点検 

漏えい 

試験 

非破壊 

試験 

分解点検 

(開放点検) 

①本体（胴、水室、

管板）の損傷 

○ ○ ○ ○ 

②フランジ部の損傷 ○ ○※２  ○ 

③伝熱管の損傷  ○※２ ○ ○ 

④管支持板の損傷  ○ ○  

⑤支持脚の損傷 ※１    

⑥基礎ボルトの損傷 ※１    

⑦管台の損傷 ○ ○ ○  
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２４）復水器・給水加熱器・湿分分離加熱器 
 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 復水器・給水加熱器・湿分分離加熱器 地震時損傷形態

 

 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，主に地震の荷

重を直接受け保つ基礎部とその支持脚に応力が発生すると想定される。これら

の損傷形態は外観目視点検においてその状況を確認することができる。 

表－１で検討された損傷形態の内，「本体の損傷」，「支持脚の損傷」につい

ては，目視点検での確認が有効と考えられる。その他の「冷却管/伝熱管の損

傷」，「管支持板の損傷」については漏えい試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，復水器・給水加熱器・湿分分離加熱器における地震後の点

検は，「表－２ 損傷形態および点検における検知性」に整理するように，基

本点検として目視点検，漏えい試験を実施することとしたが，蒸気が発生しな

ければ漏えい確認ができないことから復水器，給水加熱器，湿分分離加熱器に

ついては追加点検として非破壊試験，分解点検を実施し，各部の状況を把握す

ることとした。 
 

 
表-2 損傷形態及び点検における検知性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※：支持構造物点検で実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 

 
 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

目視点検 漏えい 
試験 

非破壊試

験 
分解 
点検 

①本体（胴，水室，

管板）の損傷 
○ ○ ○ ○ 

②フランジ部の損傷 ○ ○  ○ 
③冷却管／伝熱管の

損傷 
 ○ ○ ○ 

④管支持板の損傷  ○ ○  
⑤支持脚の損傷 ○    
⑥基礎ボルトの損傷 ※    
⑦管台の損傷 ○ ○ ○  
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２５）プールライニング 

 

（1）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 プールライニング 地震時損傷形態分析結果

 

 
 
②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震の荷重を直

接受け保つライニング及び使用済燃料プールゲート取付金物等の損傷が主に発

生すると想定される。これらの損傷形態は目視点検での確認が有効と考えられ

る。 
さらに，ライニング等の損傷状態については，外観目視点検で確認する他，

漏えい目視点検にて健全性を確認することが有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，プールライニングにおける地震後の点検は，「表－２ 損傷

形態および点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検，

漏えい目視点検を実施することとした。万一，損傷あるいは漏えい等が確認さ

れた場合には機能上の問題の有無を評価し，必要に応じて，補修／修理を行う

こととした。 
なお，躯体については建屋構造物であるので，建屋側にて点検・評価する。 
 
 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

外観目視点検 漏えい目視点検 
ライニング機器   
①躯体の損傷 ○  
②ライニングの損傷 ○ ○ 
③プール内設置機器の損傷 ○  
④冷却配管の損傷 ○  

付属機器   
⑤本体の損傷 ○  
⑥パッキンの損傷 ○ ○ 
⑦取付金物等の損傷 ○  

 
○：損傷状況が判断できる点検 
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２６）変圧器 
 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 変圧器 地震時損傷形態分析結果

 
②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表―１にて検討した損傷形態や機種の特性を考慮すると，基礎ボルト，

内部固定ボルト，内部金物，巻線，鉄心，ブッシング及び冷却器等への地

震力過大に伴う損傷が主に発生すると想定される。 
なお，油入変圧器の点検は，耐震強度が十分と評価できるものについて

は，現地点検にて健全性を確認し，耐震強度が十分と評価できないものや

現地点検で異常が確認されたものは，工場持帰り点検を実施する。 
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これらを踏まえ，変圧器における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態及

び点検における検知性」に整理するように，現地点検を基本点検，工場持

帰り点検を追加点検として実施することとした。ただし，工場持帰り点検

を実施するものについては，現地点検の内容も追加点検の中に包含するこ

ととした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

損傷形態 基本点検 

（現地点検） 

追加点検     

(工場持帰り点検) 

①巻線損傷 ○ ○ 

②鉄心損傷 ○ ○ 

③ブッシング損傷 ○ ○ 

④基礎ボルト損傷 ○ ○ 

⑤タンク損傷 ○ ○ 

⑥冷却器損傷 ○ ○ 

⑦巻線位置ずれ ○ ○ 

⑧内部固定ボルト損傷 ○ ○ 

⑨内部金物損傷 ○ ○ 

⑩冷却器基礎ボルト損傷 ○ ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 

※１：耐震強度が十分と評価できる場合 

※２：耐震強度が十分と評価できない場合（現地点検内容も包含する） 

※１ ※２ 
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２７）蓄電池 

 

（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

表－１ 蓄電池 地震時損傷形態分析結果

 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，基礎ボルト

の損傷，架台締付け部の損傷及び緩み，電槽の損傷等が主に想定される。 

表－１で検討された損傷形態の内，「基礎ボルトの損傷」，「架台締付け部の

損傷及び緩み」，「電槽の損傷」等は，目視点検等での確認が有効と考えられ

ることに対し，「電解液の異常」等は電圧確認および電解液確認が有効と考え

られる。 
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これらを踏まえ，蓄電池における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態及び

点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検と電圧確

認，電解液確認を実施し，その結果により異常が確認された部位について修

理または蓄電池セルの交換を実施することとした。 

 

 

  

点 検 内 容 
基 本 点 検 損 傷 形 態 

目視点検 電圧確認 電解液確認 
①基礎ボルトの損傷 ○   
②架台締め付け部の損傷・緩み ○   
③電槽及び蓋の損傷 ○   
④電解液の漏れ・滲み ○  ○ 
⑤接続部（接続カン，端子部）

の損傷・緩み 
○   

⑥蓄電池電圧（総電圧，単体電

圧）の異常 
 ○  

⑦電解液（比重，温度，液面位）

の異常 
○ ○ ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 
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２８）遮断器 
 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 遮断器 地震時損傷形態分析結果

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震力によ

る応答過大に伴うタンク損傷や基礎ボルト損傷が主に想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「タンク損傷」，「基礎ボルト損傷」等

は目視点検での確認が有効と考えられる。また，「操作機構損傷」，「接点損

傷」等については，抵抗測定，開閉特性試験等の性能確認試験での確認が有

効と考えられる。 
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これらを踏まえ，遮断器における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態及

び点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検，性能

確認試験を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点検を

実施し，各部の状況を把握することとした。 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

○：損傷状況が判断できる点検 
 
 
 
 
 

 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検 性能確認試験 
追加点検 

①タンク損傷 ○  ○ 
②操作機構損傷 ○ ○ ○ 
③接点損傷  ○ ○ 
④導体損傷  ○ ○ 
⑤絶縁スペーサ損傷 ○ ○ ○ 
⑥基礎ボルト損傷 ○   
⑦付属品損傷 ○ ○ ○ 
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２９－１）計器・変換器・検出器 
 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１－１～表－１－３

のようになる。 
 表－１－１は，計器・変換器・検出器に対する地震時の損傷形態を分析した

結果であり，表－１－２～表－１－３は計器・変換器・検出器に類するものの

うち，核計装設備・モニタ設備に対する地震時の損傷形態を分析した結果であ

る。更に，表－１－２は制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備につい

て，また，表－１－３は炉内計装管・ドライチューブ・放射線モニタ検出器に

ついて，詳細に分析した結果である。 
 

表-1-1 計器・変換器・検出器 地震時損傷形態分析結果
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表-1-2 核計装設備・モニタ設備 地震時損傷形態分析結果

 

表-1-3 核計装設備・モニタ設備 地震時損傷形態分析結果
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②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１－１～表－１－３にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮

すると，計器・変換器・検出器においては「検出部損傷」，「増幅，出力（電

気回路）部損傷」，「表示，設定，比較，出力部損傷」，「計器，変換器，検

出器損傷」が，制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備においては

「基礎ボルトの損傷」，「扉，筐体（構造物）の損傷」，「管，継手部及びフ

ランジ部の損傷」が，炉内計装管・ドライチューブ・放射線モニタ検出器

においては「炉内計装管，モニタ検出器等の損傷，器具の損傷」，「基礎ボ

ルトの損傷」が主に発生すると想定される。 
表－１－１～表－１－３で検討された損傷形態は，目視点検及び機能確認

での確認が有効と考えられるとともに，「管，継手部及びフランジ部の損傷」，

「炉内計装管のリーク」においては耐圧または漏えい確認が有効である。 
 
これらを踏まえ，計器・検出器・変換器における地震後の点検は，「表－

２－１～表－２－３ 損傷形態及び点検における検知性」に整理するよう

に，以下の通り基本点検を実施し，それらにより異常が確認された機器に

ついて追加点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
  
 【計器・変換器・検出器】 
  ①目視点検 
  ②機能確認（ループ試験） 
 【核計装設備・モニタ設備（制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備） 】 

①目視点検 
②機能確認 
③耐圧または漏えい確認 

 【核計装設備・モニタ設備（炉内計装管・ドライチューブ・放射線モニタ検出器）】 
  ①目視点検 
  ②機能確認 
  ③耐圧または漏えい確認 
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表-2-1 計器・変換器・検出器 損傷形態及び点検における検知性 

○：損傷状況が判断できる点検 
 

 
表-2-2 制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備  

損傷形態及び点検における検知性 

○：損傷状況が判断できる点検 
 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 機能確認 
（ループ試験） 

単体校正 
分解点検 

①検出部損傷 ○ ○ ○ 

②増幅，出力（電気回路）部損傷 ○ ○ ○ 

③表示，設定，比較，出力部損傷 ○ ○ ○ 

点検内容 
基本点検 

損傷形態 
目視点検 機能確認 耐圧または

漏えい確認 

追加

点検 

①基礎ボルトの損傷 ○   ○ 
②扉，筐体（構造物）の損傷 ○    
③配線，盤内ケーブル類，母線・導体類

の損傷 
○   ○ 

④落下物，緩みの発生 ○    
⑤計器，器具，ポンプ，基板類の損傷 ○ ○  ○ 
⑥表示画面，ランプ，スイッチ類の損傷 ○   ○ 
⑦ボルト接続部，端子部の緩み ○    
⑧トリップユニットの設定値異常  ○  ○ 
⑨管，継手部及びフランジ部の損傷 ○  ○ ○ 
⑩計器・器具類の異常  ○  ○ 

-64-



 
表-2-3 炉内計装管・ドライチューブ・放射線モニタ検出器  

損傷形態及び点検における検知性 

○：損傷状況が判断できる点検 
 

点検内容 
基本点検 

損傷形態 
目視点検 機能確認 耐圧または

漏えい確認 

追加

点検 

①炉内計装管，モニタ検出器等の損傷 ○ ○  ○ 
②コネクタ部の緩み ○    
③炉内計装管のリーク   ○ ○ 
④基礎ボルトの損傷 ○   ○ 
⑤器具の損傷 ○ ○   
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２９－２）継電器 
 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 継電器 地震時損傷形態分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，「電磁コイル，

接点等内部器具の損傷」，「フレーム（構造物）の損傷」が主に発生すると想定

される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「電磁コイル，接点等内部器具の損傷」，

「フレーム（構造物）の損傷」等は外観点検での確認が有効と考えられる。ま

た，「継電器の性能および機能の異常」等については，機能確認試験による電

気的特性の確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，継電器における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態及

び点検における検知性」に整理するように，基本点検として外観点検および

機能確認試験を実施し，それらにより異常が確認された場合には，追加点検

を実施し，各部の状況を把握することとした。 
 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ :損傷状況が判断できる点検 
 
 
 

点検内容 
基本点検 損傷形態 

外観点検 機能確認試験 

①電磁コイル・接点等内部器具の損傷 ○ ○ 

②基板類の損傷 ○ ○ 

③フレーム（構造物）の損傷 ○  

④端子部の緩み・損傷 ○ ○ 

⑤整定部のずれ・緩み ○ ○ 

⑥継電器の性能及び機能の異常  ○ 
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２９－３）調整器 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 調整器 地震時損傷形態分析結果

 
 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，「基礎・取

付ボルトの損傷」，「扉，筐体（構造物）の損傷」等が主に想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「基礎・取付ボルトの損傷」，「扉，筐

体（構造物）の損傷」及び「盤内配線・ケーブル類，母線・導体類，支持

ガイシの損傷」等は目視点検での確認が有効と考えられる。また，「計器，

保護リレー，内蔵器具，基板類の損傷」等は目視点検の他に，機能確認が

有効であり，「ＡＶＲ機能・性能の異常」は静特性試験及び動特性試験での

確認が有効であると考えられる。 
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これらを踏まえ，調整器（ＡＶＲ）における地震後の点検は，「表―２ 損

傷形態及び点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視

点検，機能確認，静特性試験並びに動特性試験を実施することとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

○：損傷状況が判断できる点検 
 

点検内容 
基本点検 

損傷形態 
目視 
点検 

機能 
確認 

静特性 
試験 

動特性 
試験 

追加 
点検 

①基礎・取付ボルトの損傷 ○    ○ 
②扉，筐体（構造物）の損傷 ○     
③盤内配線・ケーブル類，母線・

導体類，支持ガイシの損傷 
○    ○ 

④落下物，緩みの発生 ○     
⑤計器，保護リレー，内蔵器具，

基板類の損傷 
○ ○   ○ 

⑥表示画面，スイッチ類の損傷 ○     
⑦ボルト接続部，端子部の緩み ○     
⑧保護リレーの異常 ○ ○   ○ 
⑨計器・器具類の異常 ○ ○   ○ 
⑩ＡＶＲ機能・性能の異常   ○ ○ ○ 
⑪トリップモジュールの設定値

外れ 
○ ○   ○ 
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３０）原子炉格納容器および付属機器 
 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 
表-1 原子炉格納容器および付属機器 地震時損傷形態分析結果

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，主に地震の荷

重を直接受け保つ基礎部，原子炉格納容器付属機器に損傷が発生すると想定さ

れる。 
表－１で検討された損傷形態の内，「本体の損傷」，「フランジ部の損傷」，「真

空破壊弁の損傷」，「格納容器貫通部の損傷」の損傷状態は，目視点検および漏

えい試験で，「ベント管の損傷」，「ハッチ類の損傷」，「スプレイ管の損傷」の

損傷状態は，目視点検での確認が有効と考えられる。「真空破壊弁の損傷」，「付

属物の損傷」は作動試験での確認も有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，原子炉格納容器および付属機器における地震後の点検は，

「表－２ 損傷形態および点検における検知性」に整理するように，基本点検

として目視点検，作動試験及び漏えい試験を実施し，それらにより異常が確認

された機器について追加点検として分解点検を実施し，各部の状況を把握する

こととした。 
 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

 
点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 
①本体の損傷 ○  ○  
②フランジ部の損傷 ○  ○  
③真空破壊弁の損傷 ○ ○ ○ ○ 
④基礎ボルトの損傷 ※１    
⑤ベント管の損傷 ○    
⑥ハッチ類の損傷 ○    
⑦格納容器貫通部の

損傷 
○  ○  

⑧スプレイ管の損傷 ○    
⑨付属物（ストレーナ

等）の損傷 
○ ※２   

 
※１：7 号機では実施しない 
※２：ストレーナの機能については，ＥＣＣＳポンプ作動試験時に確認 
○：損傷状況が判断できる点検 
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 ３１）アキュムレータ 
 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 アキュムレータ 地震時損傷形態分析結果

 

 
 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，本体の損傷，

支持脚の損傷，管台の損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態「本体の損傷」，「支持脚の損傷」，「管台の損

傷」は，いずれも目視点検での確認が有効と考えられる。 
さらに，「本体の損傷」，「管台の損傷」については目視点検で確認するほ

か，漏えい試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，アキュムレータにおける地震後の点検は，「表－２ 損

傷形態及び点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視

点検，漏えい試験を実施し，その結果により異常が確認された機器につい

て追加点検として非破壊点検を実施することとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

目視 
点検 

漏えい 
試験 

非破壊 
点検 

①支持脚の損傷 ○  ○ 
②本体の損傷 ○ ○ ○ 
③管台の損傷 ○ ○ ○ 

 
○：損傷状況が判断できる点検 
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３２)ろ過脱塩器 

 
（１） 点検方法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 ろ過脱塩器 地震時損傷形態分析結果

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震の荷重を

直接受け保つ基礎部，本体及び支持脚，管台，フィルタモジュール・エレメン

トの損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「基礎（取付）ボルトの損傷」の損傷状態

は，目視点検等で確認する他，「容器本体の損傷」，「取合配管との接続部の損傷」

等は，漏えい試験での確認が有効と考えられる。また，「フィルタモジュール，

エレメント又はストレーナ破損」等は，漏えい試験時の腐食生成物除去性能の

確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，ろ過脱塩器における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態お

よび点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検，漏え

い試験を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点検として

分解点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
 
 

 
 

 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 
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３３）ストレーナ／フィルタ 
 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 ストレーナ／フィルタ 地震時損傷形態分析結果

 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，基礎ボルト

の損傷，基礎台部の損傷，本体の損傷等が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態「基礎ボルトの損傷」，「基礎台部の損傷」，

「本体の損傷」，「支持脚部の損傷」，「管台の損傷」等は，目視点検での確

認が有効と考えられる他に，「本体の損傷」，「管台の損傷」は漏えい試験で

の確認が有効と考えられる。また，「フィルタエレメント類の損傷」はスト

レーナ通水時における状況（異音等）の確認が有効と考えられる。なお，

放射線管理設備に属する特殊なフィルタについては除去効率の確認及び内

部に設置されるヒータ類の作動確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，ストレーナ／フィルタにおける地震後の点検は，「表―

２ 損傷形態及び点検における検知性」に整理するように，基本点検とし

て目視点検と漏えい試験を実施し，その結果により異常が確認された機器

について追加点検として非破壊点検と分解点検（開放点検）を実施するこ

ととした。 
 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

目視 

点検 

漏えい 

試験 

非破壊 

試験 

分解点検 

(開放点

検) 

①基礎ボルトの損傷 ※    

②基礎台部の損傷 ○    

③本体の損傷 ○ ○  ○ 

④支持脚部の損傷 ○    

⑤管台の損傷 ○ ○ ○  

⑥機器付属品の破損 ○    

⑦フィルタエレメン

ト類の破損 
 ○  ○ 

 
※：支持構造物として点検する 
○：損傷状況が判断できる点検 
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３４）空気抽出器 
 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 空気抽出器 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，中間冷却器は，

基礎ボルトと支持脚，併せて配管との取合である管台及びフランジに損傷が主

に発生すると想定される。 
エゼクタは，基礎ボルトと支持脚，併せて配管との取合である管台及びフラ

ンジ部（作動蒸気入口座取付部含む）に損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された「基礎ボルトの損傷」，「支持脚の損傷」，「管台の損傷」

の損傷状態は，目視点検等での確認が有効と考えられる。さらに「管台の損傷」

及び「フランジの損傷」，「フランジ部（作動蒸気入口座取付部含む）の損傷」

は漏えい試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，空気抽出器における地震後の点検は，「表―２ 損傷形態

および点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検及び

漏えい試験を実施し，それらにより異常が確認された機器について，追加点検

として非破壊試験，分解点検（開放点検）を実施することとしたが、蒸気が発

生しなければ漏えい確認ができないことから追加点検として非破壊試験，分解

点検（開放点検）を実施し，各部の状況を把握することとした。 
 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視 
点検 

漏えい 
試験 

非破壊 
試験 

分解点検 
(開放点検) 

中間冷却器     
①本体（胴，水室，管板）の

損傷 ○ ○ ○ ○ 

②フランジの損傷 ○ ○  ○ 
③伝熱管の損傷  ○ ○ ○ 
④管支持板の損傷  ○ ○  
⑤支持脚の損傷 ○    
⑥基礎ボルトの損傷 ※    
⑪管台の損傷 ○ ○ ○  

エゼクタ     
⑦本体（吸込室，ディフュー

ザ）の損傷 ○ ○ ○  

⑧フランジ部（作動蒸気入口

座取付部含む）の損傷 
○ ○ ○  

⑨支持脚の損傷 ○    
⑩基礎ボルトの損傷 ※    
⑪管台の損傷 ○ ○ ○  

※：支持構造物点検で確認する項目 
○：損傷状況が判断できる点検 

 
 

-79-



 ３５）除湿塔 
 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，基礎（取付）

ボルト，基礎台部，本体及び支持脚と，併せて配管との取合である接続部に損

傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された「基礎（取付）ボルトの損傷」，「除湿塔本体の損傷」，

「除湿塔支持脚の損傷」等の損傷状態は，目視点検等での確認が有効と考えら

れる。さらに「除湿塔本体の損傷」及び「取合い配管との接続部の損傷」は漏

えい試験での確認が有効と考えられる。 

表-1 除湿塔 地震時損傷形態分析結果 
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これらを踏まえ，除湿塔における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態およ

び点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検及び漏え

い試験を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点検として

非破壊試験及び分解点検等を実施することとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※：支持構造物点検で確認する項目 
○：損傷状況が判断できる点検 

  
 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視 
点検 

漏えい 
試験 

非破壊 
試験 

分解点検 
(開放点検) 

①基礎(取付)ボルトの

損傷 
※    

②基礎台の剥離，及び

ひび割れ 
※    

③除湿塔本体の損傷 ○ ○  ○ 
④除湿塔支持脚の損

傷 
○    

⑤取合い配管との接

続部の損傷 
○ ○ ○  

⑥機器付付属品の損

傷 
○    
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３６）タンク 
 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 タンク 地震時損傷形態分析結果

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，基礎ボルト，

基礎台部，本体及び支持脚と，併せて配管との取合である管台に損傷が主に発

生すると想定される。 
表－１で検討された「基礎ボルトの損傷」，「基礎台部の損傷」，「本体の損傷」，

「支持脚の損傷」等の損傷状態は，目視点検等での確認が有効と考えられる。

さらに「本体の損傷」及び「管台の損傷」等は漏えい試験での確認が有効と考

えられる。 
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これらを踏まえ，タンクにおける地震後の点検は，「表―２ 損傷形態およ

び点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検及び漏え

い試験を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点検を実施

することとした。また蒸気が発生しなければ漏えい確認ができないタンクにつ

いては追加点検として分解点検を実施し，各部の状況を把握することとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

 

 

※：支持構造物点検で実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 

 
 

 
 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 漏えい試験 分解点検 
①基礎ボルトの損傷 ※   
②基礎台の損傷 ○   
③本体の損傷 ○ ○ ○ 
④支持脚の損傷 ○   
⑤管台の損傷  ○ ○ 
⑥機器付付属品の損傷  ○ ○ 
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３７）計装ラック 
 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，「基礎ボル

ト，連結ボルトの損傷」，「筐体，扉の損傷」，「計器，配管サポートの損傷」，

「照明器具，スペースヒータの損傷」，「配管変形，脱落，損傷」，「配線（ケ

ーブル，フレキ）の損傷」が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態は，目視点検での確認が有効と考えられる。

さらに「計器の損傷」，「配管変形，脱落，損傷」には漏えい確認が有効と

考えられる。 
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これらを踏まえ，計装ラックにおける地震後の点検は，「表―２ 損傷形

態及び点検における検知性」に整理するように，基本点検として目視点検

及び漏えい確認を実施することとし，それらにより異常が確認された機器

について追加点検を実施することとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検 漏えい確認 
追加点検 

①基礎ボルト，連結ボルトの損傷 ○  ○ 

②筐体，扉，照明器具，スペースヒータの損傷 ○   

③配線（ケーブル，フレキ）の損傷 ○   

④落下物の発生 ○   

⑤計器損傷 ○ ○  

⑥配管変形，脱落，損傷 ○ ○  

⑦計器，配管サポート損傷 ○   

⑧端子部の緩み ○   

○：損傷状況が判断できる点検 
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３８）制御盤・電源盤 
 
（１）点検手法の選定 
①地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために，

機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに起因して生じる

現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１－１～表－１－３

のようになる。 

 表－１－１は，制御盤・電源盤に対する地震時の損傷形態を分析した結果で

あり，表－１－２～表－１－３は制御盤・電源盤に類するもののうち，充電器

と原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置（PLR-INV,RIP-ASD）に対

する地震時の損傷形態を個別に分析した結果である。 

 

表-1-1 制御盤・電源盤 地震時損傷形態分析結果
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表-1-2 充電器 地震時損傷形態分析結果 

 

 

表-1-3 原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置 地震時損傷形態分析結果
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②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１－１～表－１－３にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮

すると基礎ボルトや盤・筐体等に損傷が主に発生すると想定される。 
損傷形態の内，「基礎ボルトの損傷」，「盤・筐体の損傷」等は目視点検で

の確認が有効と考えられる。内蔵品である計器・器具・基板等の電気計装機

器については，機器本体の損傷や動作不良等が想定されることから，目視点

検に加え，絶縁抵抗測定，動作確認等の機能確認が有効と考えられる。 
 
これらを踏まえ，制御盤・電源盤における地震後の点検は，「表－２－１

～表－２－３損傷形態及び点検における検知性」に整理するように，以下の

通り基本点検を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点

検を実施し，各部の状況を把握することとした。 

 

   【制御盤・電源盤】 

     ①目視点検 

     ②機能確認 

   【充電器】 

     ①目視点検 

     ②充電器機能・性能の確認 

   【原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置（PLR-INV，RIP-ASD）】 

     ①目視点検 

     ②機能確認 

 

表-2-1 制御盤・電源盤損傷形態及び点検における検知性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○：損傷状況が判断できる点検 

点検内容 
基本点検 損傷形態 

目視点検 機能確認 
追加点検 

①基礎ボルトの損傷 ○  ○ 
②盤・筐体の損傷 ○   
③配線，盤内ケーブル，母線，導体 
類の損傷 

○  ○ 

④落下物の発生 ○   
⑤計器，器具，基板類の損傷 ○  ○ 
⑥表示画面，ランプ，スイッチ類の 
損傷 

○   

⑦ボルト接続部，端子部の緩み ○   
⑧トリップモジュールの設定値外れ  ○ ○ 
⑨保護リレーの損傷 ○ ○ ○ 
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表-2-2 充電器損傷形態及び点検における検知性 

○：損傷状況が判断できる点検 
 
 
 

表-2-3 原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置（PLR-INV，RIP-ASD） 

損傷形態及び点検における検知性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○：損傷状況が判断できる点検 

点検内容 

基本点検 
損傷形態 

目視点検 
充電器機能・ 

性能の確認 

追加点検 

①基礎ボルトの損傷 ○  ○ 

②扉，筐体の損傷 ○   

③配線，盤内ケーブル類，母線・導体類の損傷 ○ ○ ○ 

④落下物の発生 ○   

⑤計器，器具，基板類の損傷 ○ ○ ○ 

⑥表示灯，スイッチ類の損傷 ○ ○  

⑦ボルト接続部，端子部の緩み ○ ○  

⑧充電器機能・性能の異常  ○ ○ 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検 機能確認 
追加点検 

①基礎ボルトの損傷 ○  ○ 
②扉・筐体（構造物）の損傷 ○   
③内部導体の変形・損傷 ○   
④落下物，緩みの発生 ○   
⑤内蔵器具等の損傷 ○  ○ 
⑥表示画面等の損傷 ○   
⑦ボルト接続部，端子部の緩み ○   
⑧高圧部電路の空間距離の異常 ○   
⑨絶縁抵抗の劣化  ○  
⑩設定値および内部データの異常  ○ ○ 
⑪保護リレー類の損傷  ○ ○ 
⑫計器・器具類の異常  ○ ○ 
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４０）燃料体（燃料集合体およびチャンネルボックス） 
 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮し，地震によって燃料体の

要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 燃料体 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した要因や損傷形態などを考慮すると，地震の荷重を直接受

ける燃料棒，チャンネルボックスに変形が発生し，併せてチャンネルファスナ

の脱落が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された破損形態のうち，「チャンネルファスナの脱落」は，炉

内配置点検により確認することが有効であると考えられる。また，「燃料棒変

形」，「チャンネルボックス変形およびチャンネルファスナの脱落」は，目視点

検で確認するのが有効と考えられる。 
燃料体集合体は，様々な燃焼度のものが炉内に片寄りなく散在しているため，

炉内における地震の影響を確認するために，燃料集合体の燃焼度を考慮して抜

き取りにて目視点検を行う。また，チャンネルファスナも燃料集合体の目視点

検に合わせて目視点検を実施する。 
チャンネルボックスは，炉内における地震の影響を確認するために，制御棒

点検を行った制御棒周りのものについて，抜き取りにて目視点検を実施する。 
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これらを踏まえ，燃料体における地震後の点検は，「表－２ 損傷形態およ

び点検における検知性」に整理するように，基本点検として炉内配置点検と目

視点検，それらにより異常が確認された機器について追加点検として寸法確認

を実施し，各部の状況を把握することとした。 
 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

炉内配置

点検 
目視点検※ 寸法確認 

①燃料棒の変形  ○ ○ 

②チャンネルボックスの変形  ○ ○ 

③チャンネルファスナの脱落 ○ ○  

※：代表性を考慮して抜取点検を実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 
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【支持構造物】 
４１）支持構造物（基礎ボルト） 
 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定する

ために，機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに

起因して生じる現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表

－１のようになる。 
 

表-1 支持構造物（基礎ボルト） 地震時損傷形態分析結果

 
 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震の

荷重を直接受け保つ基礎部，基礎定着部，支持脚に損傷が発生すると想

定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「基礎ボルト損傷」，「基礎定着部

損傷」，「支持脚損傷」等，基礎部にかかわるすべての損傷状態は，目視

点検での確認が有効と考えられ，さらに「基礎ボルト損傷」，「基礎定着

部損傷」等は打診試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ，支持構造物（基礎ボルト）における地震後の点検は，

「表－２ 損傷形態および点検における検知性」に整理するように，基

本点検として目視点検ならびに打診試験を実施し，それらにより異常が

確認された機器について追加点検としてトルク確認ならびに非破壊検

査等を実施し，各部の状況を把握することとした。 
  

 
表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視 
点検 打診試験 トルク確

認 
非破壊検

査 
①基礎ボルトの損傷 ○ ○  ○ 
②基礎定着部の損傷 ○ ○ ○  
③支持脚の損傷 ○   ○ 

 
○：損傷状況が判断できる点検 
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【支持構造物】 
４２）支持構造物 
 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定する

ために，機器への地震力付加によって発生する損傷要因，およびそれに

起因して生じる現象，喪失する機能を想定した。これらをまとめると表

－１のようになる。 
 
表-1 配管支持構造物（配管サポート） 地震時損傷形態分析結果

 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震に

よる配管反力を受けたことに伴い，ラグ，架鋼，メカニカルスナッバ，

オイルスナッバ，ハンガー，ロッドレストレイント，パイプグリップ，

U ボルト，パイプクランプ，拘束板，埋込金物，後打金物に主に損傷が

発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内，「後打金物の損傷」，「埋込金物の

損傷」「ラグ（本体，溶接部）の損傷」，「架鋼の損傷」等，配管サポー

トにかかわるすべての損傷状態は，目視点検での確認が有効と考えられ

る。 

-94-



 

これらを踏まえ，配管サポートにおける地震後の点検は，「表－２ 損

傷形態および点検における検知性」に整理するように，基本点検として

目視点検を実施し，それらにより異常が確認された機器について追加点

検として非破壊検査等を実施し，各部の状況を把握することとした。 
さらに，「メカニカルスナッバの損傷」については，目視点検の他，

機能上影響のないことを把握する観点から，一部について作動試験を実

施し，また，地震の影響を受けている建屋間貫通部近傍等の一部の配管

サポートについては，配管，サポートの溶接部に対して非破壊検査等を

実施し確認を行うことにより，健全性評価の一助とすることとした。 
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表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 
基本 
点検 

追加 
点検 損傷形態 

目視 
点検 

打診

試験 
非破壊

検査 
走行 
試験 

分解 
点検 

①プレート変形 ○  ○   
②定着部引抜き ○ ※    
③コンクリート割れ ○ ※    
④ラグ変形，割れ ○  ○   
⑤架構変形，割れ ○     
⑥メカスナ ロッド変形 ○  ○   
⑦メカスナ 球面軸受け，ピン損傷 ○     
⑧ボールネジ損傷    ○ ○ 
⑨オイル漏れ ○   ○ ○ 
⑩ハンガ ロッド変形 ○     
⑪ロットレストレイント ロッド変
形 

○     

⑫ロットレストレイント 球面軸受

け，ピン損傷 
○     

⑬パイプグリップワイヤ切断 ○     
⑭Ｕボルト切断，伸び ○     
⑮Ｕボルト 構材変形，溶接部割れ ○  ○   
⑯パイプクランプ 構材変形，溶接

部割れ 

○  ○   

⑰拘束板変形，のび，切断 ○  ○   
※：支持構造物点検（基礎ボルト）で実施する。 
○：損傷状況が判断できる点検 
 

-96-



 

添付資料 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各機種の点検結果 
 



 

【動的機器】 
 １）立形ポンプ 
 
（１）点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 
（２）点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定されるカップリング部，ポ

ンプに接続される冷却水配管，メカニカルシール熱交換器について点検を実

施し，損傷のないことを確認した。合わせて，ポンプディスチャージケーシ

ングについても点検を実施し損傷のないことを確認した。 
液体保持機能（バウンダリ）の確認として，ポンプ本体，冷却水配管等

の付属機器を含め漏えい痕の有無について点検を行った結果，漏えい痕は確

認されなかった。 
 

② 作動試験 
作動試験として性能を確認する項目は，主に水力特性機能（通水能力，含

む回転機能）及び液体保持機能（バウンダリ）があり，これらの機能のうち

水力特性機能に異常のないことを確認するために，作動試験として性能確認，

振動確認及び温度確認を実施した。また，あわせて異音，異臭についても確

認した。 
液体保持機能（バウンダリ）の確認として作動試験中にポンプ本体，軸封

部，冷却水配管等の付属機器を含め漏えい確認を実施した。 
給復水系のポンプについても水張り後に作動試験を実施する予定である。 
なお，ポンプ作動試験前において，ポンプ回転部の異常接触・カジリを事

前に検知するためハンドターニングを実施した結果，タービン建屋高電導度

廃液サンプポンプ（Ｃ）において回転部に固渋が確認された。原因を特定す

るため追加点検として分解点検を実施した。（【追加点検】で詳細内容を記載

する） 
 

・性能確認 
非常用炉心冷却系のポンプ等について，ポンプ揚程，容量に関する性

能確認を実施した結果，測定した数値が，必要とされる揚程，容量を満

足する数値を示しており，また，地震発生以前に採取した数値と比較し

ても顕著な変化は確認されていない。 
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・振動確認 

振動確認の振動値については，ポンプの運転がほぼ安定した状態で採

取した。現在まで確認しているいずれの立形ポンプも許容される振動値

を十分下回っており，また，地震発生以前に採取した５回分程度の振動

値と比較しても顕著な振動上昇は確認されていない。 
また、回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断において，

地震前後及び至近の振動の傾向に大きな変化は見られず，振動速度値・

振動周波数に地震の影響と考えられる回転体のアンバランスや接触等の

異常兆候は確認されていない（添付資料参照）。 
・温度確認 

 主に軸封部について温度確認を実施し，一定の間隔で温度を採取する

ことにより上昇傾向を確認し，温度がほぼ安定した状態での採取温度を

許容される温度と比較した。この結果，現在まで確認しているいずれの

立形ポンプも許容される温度を下回っており，また，地震発生以前に採

取した５回分程度の記録と比較しても顕著な変化は確認されていない。 
・異音・異臭 

 主に軸封部近傍について聴診棒を用いた聴音確認ならびに異臭確認を

実施した結果，異常は確認されていない。 
・ 漏えい確認 

 ポンプ運転状態にて，ポンプ本体，軸封部，冷却水配管等の付属機器

について漏えい確認を実施した結果，漏えいの無いことを確認した。な

お，分解を実施したポンプについては，分解前に漏えい痕の無いことを

確認した。 
 

【追加点検】 
① 分解点検 

原子炉建屋における立形ポンプのうち，地震による影響が比較的大きい

と考えられる高圧炉心注水系ポンプ（Ｃ）を予め計画する追加点検設備と

して選定した。一方，タービン建屋においては，原子炉補機冷却海水系ポ

ンプ（Ｂ）を予め計画する追加点検設備として選定した。インペラ，シャ

フト，軸受，カップリング，ケーシング等の各部について目視点検及び非

破壊検査（浸透探傷検査）を実施した。この結果，経年劣化と考えられる

表面の軽微な腐食等は確認されたものの，地震の影響と考えられるような

接触痕・傷は確認されなかった。 
また，地震による，回転部の軸心のずれを懸念し，カップリング部につ

いて分解前に軸心ずれ測定を実施した結果，地震発生以前に採取した数値

と比較しても顕著な変化は確認されていない。 

-2-



  ハンドターニング確認にて固渋が確認されたタービン建屋高電導度廃

液サンプポンプ（Ｃ）について分解点検を実施した結果，ポンプ軸封部に

使用しているグランドパッキンに劣化が確認された。また，中間軸受につ

いては経年的に進行した摺動痕が確認された。その他の部位については固

渋の原因となる異常は確認されなかったこと及び，地震発生後に実施した

外観点検時のハンドターニング確認では異常は確認されていないことか

ら，原因としてグランドパッキンの経年劣化により軸との摺動抵抗が増加

し固渋に至ったものと考えられる。なお，当該ポンプはグランドパッキン

及び，中間軸受の交換を実施した後，作動試験を行い異常のないことを確

認した。 
 

（３） 添付資料 
・７号機 振動診断結果一覧表（立形ポンプ） 
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仕
様

）

4
(H
1
0
.3
.3
0
)

3
1
.5

(H
2
0
.4
.9
)

6
4
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
1
.5

(H
1
0
.3
.3
0
)

6
7
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.3
.1
7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
1
0
.3
.2
5
)

2
6
.0

(H
2
0
.3
.1
7
)

6
1
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
9
.5

(H
1
0
.3
.2
5
)

6
9
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.3
.1
8
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
1
.7
.2
2
)

2
8
.5

(H
2
0
.3
.1
8
)

6
4
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
7
.0

(H
1
1
.7
.2
2
)

6
8
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

4
(H
2
0
.3
.1
8
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
1
8
.8
.9
)

2
8
.0

(H
2
0
.3
.1
8
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
3
.0

(H
1
8
.8
.9
)

6
9
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

D
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

6
(H
2
0
.4
.2
5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
0
.3
.1
7
)

2
9
.0

(H
2
0
.4
.2
5
)

6
3
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

2
9
.0

(H
1
0
.3
.1
7
)

6
5
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

E
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

6
(H
2
0
.4
.2
5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
0
.4
.1
)

2
8
.0

(H
2
0
.4
.2
5
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
2
.5

(H
1
0
.4
.1
)

6
7
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

F
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.3
.2
5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
0
.4
.6
)

2
6
.0

(H
2
0
.3
.1
8
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
2
.5

(H
1
0
.4
.6
)

6
6
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

G
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.3
.2
7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
(H
1
1
.7
.3
0
)

3
1
.0

(H
2
0
.3
.2
7
)

6
7
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
5
.5

(H
1
1
.7
.3
0
)

6
9
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

H
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.3
.2
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
1
8
.8
.1
1
)

2
7
.0

(H
2
0
.3
.2
6
)

6
3
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
5
.0

(H
1
8
.8
.1
1
)

7
0
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

I
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.4
.1
7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
0
.3
.1
9
)

3
0
.0

(H
2
0
.4
.1
7
)

6
3
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
2
.0

(H
1
0
.3
.1
9
)

6
6
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

J
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

1
1

(H
2
0
.3
.2
5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
2
0
.8
.9
)

2
6
.0

(H
2
0
.3
.2
5
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
8
.0

(H
2
0
.8
.9
)

6
7
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

振
動
確
認

設
備
点

検

判
定

結
果

作
動
試
験

基
本
点
検

異
音

確
認

異
臭

確
認

 
 

漏
え
い
確
認

全
揚
程

(m
)

判
定
基
準

(m
)

流
量

(m
3
/
h
)

判
定
基
準

(m
3
/
h
)

性
能
確
認

目
視

点
検

耐
震

重
要

度
所
見

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

追
加

点
検

分
解

点
検

残
留
熱
除
去
系

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

E
1
1
-
C
0
0
1

原
子

炉
冷

却
材
浄

化
系

原
子
炉
冷
却
材
浄
化

系
ポ
ン
プ

G
3
1
-
C
0
0
1

高
圧

炉
心

注
水
系

高
圧
炉
心
注
水
系
ポ
ン

プ
E
2
2
-
C
0
0
1

点
検

結
果

温
度

確
認

今
回

今
回

前
回

 
点
検
目
的

原
子
炉
補
機
冷

却
水
系
（
原
子
炉

補
機
冷
却
海
水

系
含
む
）

原
子
炉
補
機
冷
却
海

水
ポ
ン
プ

P
4
1
-
C
0
0
1

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処
理

系
原
子
炉
建
屋
低
電
導

度
廃
液
サ
ン
プ
ポ
ン
プ

K
1
1
-
C
0
0
2

原
子
炉
建
屋
高
電
導

度
廃
液
サ
ン
プ
ポ
ン
プ

K
1
1
-
C
1
0
2

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検

補
足

：
振

動
値

は
ポ
ン
プ
の

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し
た
状

態
で
の

値
温

度
値

は
各

部
温

度
が

ほ
ぼ

安
定

し
た
状

態
で
の

値

-4-



表
-
1
　
立

形
ポ
ン
プ
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

前
回

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

管
理

基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

管
理

基
準

(℃
)

振
動
確
認

設
備
点

検

判
定

結
果

作
動
試
験

基
本
点
検

異
音

確
認

異
臭

確
認

 
 

漏
え
い
確
認

全
揚
程

(m
)

判
定
基
準

(m
)

流
量

(m
3
/
h
)

判
定
基
準

(m
3
/
h
)

性
能
確
認

目
視

点
検

耐
震

重
要

度
所
見

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

結
果

温
度

確
認

今
回

今
回

前
回

 
点
検
目
的

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

4
.5

(H
2
0
.7
.1
0
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
8
.1
0
.2
3
)

3
1
.0

(H
2
0
.7
.1
0
)

6
3
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
6
.5

(H
1
8
.1
0
.2
3
)

8
4
.5

（
周

囲
温

度
+
5
5
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

0
.4

(H
2
0
.7
.5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
.5

(H
1
8
.1
0
.1
3
)

3
5
.5

(H
2
0
.7
.5
)

6
3
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
4
.0

(H
1
8
.1
0
.1
3
)

8
5
.0

（
周

囲
温

度
+
5
5
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.7
.5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
.2

(H
1
8
.1
0
.1
3
)

3
0
.0

(H
2
0
.7
.5
)

6
3
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
6
.0

(H
1
8
.1
0
.1
3
)

8
4
.5

（
周

囲
温

度
+
5
5
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.7
.4
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(1
8
.1
0
.2
3
)

3
0
.0

(H
2
0
.7
.4
)

6
3
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
3
.0

(H
1
8
.1
0
.2
3
)

8
4
.0

（
周

囲
温

度
+
5
5
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

4
(H
2
0
.5
.2
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

3
(H
1
5
.8
.7
)

3
1
.0

(H
2
0
.5
.2
6
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
1
.5

(H
1
5
.8
.7
)

6
9
.0

(外
気

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

2
(H
2
0
.5
.2
8
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
1
7
.2
.2
1
)

2
4
.0

(H
2
0
.5
.2
8
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

2
8
.0

(H
1
7
.2
.2
1
)

6
7
.5

(外
気

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

4
(H
2
0
.5
.2
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

3
(H
1
2
.1
1
.2
1
)

2
5
.0

(H
2
0
.5
.2
6
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

2
8
.5

(H
1
2
.1
1
.2
1
)

7
0
.0

(外
気

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

D
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.5
.2
8
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

3
(H
1
3
.1
2
.1
9
)

2
3
.5

(H
2
0
.5
.2
8
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
2
.0

(H
1
3
.1
2
.1
9
)

6
7
.0

(外
気

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.5
.2
7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
7
.2
.9
)

2
2
.0

(H
2
0
.5
.2
7
)

6
2
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

2
7
.0

(H
1
7
.2
.9
)

6
8
.5

(外
気

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

6
(H
2
0
.5
.2
2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
1
.6
.2
5
)

3
0
.0

(H
2
0
.5
.2
2
)

6
1
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
8
.0

(H
1
1
.6
.2
5
)

6
6
.0

(外
気

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
３

B

異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.8
.6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

2
(H
1
2
.1
1
.9
)

3
7
.0

(H
2
0
.8
.6
)

6
5
.5

(周
囲

温
度

+
4
0
）

2
9
.0

(H
1
2
.1
1
.9
)

6
9
.0

(外
気

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

□
異
常
あ
り
※

否

※
作
動
試
験
前
の
ハ
ン
ド
タ
ー
ニ
ン
グ

に
て
動
作
不
良
を
確
認
し
た
た
め
、
追

加
点
検
を
実
施
し
た
。
点
検
の
結
果
グ

ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
の
劣
化
に
よ
る
固
着
，

軸
受
内
面
の
異
物
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

摺
動
傷
が
認
め
ら
れ
地
震
の
影
響
に

よ
る
も
の
で
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
グ

ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
及
び
軸
受
の
交
換
後
、

作
動
試
験
を
実
施
し
、
異
常
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。

D
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.5
.2
2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
3
.1
2
.1
1
)

2
8
.0

(H
2
0
.5
.2
2
)

6
2
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
）

3
3
.5

(H
1
3
.1
2
.1
1
)

6
6
.0

(外
気

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

4
(H
1
9
.1
1
.8
)

3
0

(実
績

か
ら
の

仕
様

）

3
.1

(H
1
8
.1
1
.1
4
)

3
4
.0

(H
1
9
.1
1
.8
)

7
0
.0

(流
体

温
度

+
4
0
）

2
9
.0

(H
1
8
.1
1
.1
4
)

7
0
.5

(流
体

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
1
9
.1
1
.8
)

3
0

(実
績

か
ら
の

仕
様

）

4
.5

(H
1
8
.1
1
.1
4
)

3
3
.0

(H
1
9
.1
1
.8
)

6
8
.0

(流
体

温
度

+
4
0
）

3
0
.0

(H
1
8
.1
1
.1
4
)

6
7
.5

(流
体

温
度

+
4
0
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

未
3
0

(実
績

か
ら
の

仕
様

）

3
.7

(H
1
8
.1
1
.1
4
)

未
未

3
1
.0

(H
1
8
.1
1
.1
4
)

7
1
.5

(流
体

温
度

+
4
0
）

未
未

未
－

－
給
復
水
系
水
張
り
後
作
動
試
験
・
漏
え

い
確
認
実
施
予
定

A
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

－
－

－
－

8
(H
1
9
.1
1
.7
)

3
0

(実
績

か
ら
の

仕
様

）

7
(H
1
8
.1
1
.1
3
)

2
0
.7

(H
1
9
.1
1
.7
)

5
9
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
℃

）

1
9
.4

(H
1
8
.1
1
.1
3
)

5
8
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
℃

）
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

－
－

－
－

未
3
0

(実
績

か
ら
の

仕
様

）

8
(H
1
8
.1
1
.1
3
)

未
未

2
0
.5

(H
1
8
.1
1
.1
3
)

5
7
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
℃

）
未

未
未

－
－

給
復
水
系
水
張
り
後
作
動
試
験
・
漏
え

い
確
認
実
施
予
定

C
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

－
－

－
－

未
3
0

(実
績

か
ら
の

仕
様

）

9
(H
1
8
.1
1
.1
3
)

未
未

1
9
.7

(H
1
8
.1
1
.1
3
)

5
9
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
℃

）
未

未
未

－
－

給
復
水
系
水
張
り
後
作
動
試
験
・
漏
え

い
確
認
実
施
予
定

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
設
備

低
圧
復
水
ポ
ン
プ

タ
ー
ビ
ン
建
屋
低
電
導

度
廃
液
サ
ン
プ
ポ
ン
プ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
高
電
導

度
廃
液
サ
ン
プ
ポ
ン
プ

K
1
1
-
C
1
0
１

K
1
1
-
C
0
5
1

K
1
1
-
C
1
5
1

循
環
水
ポ
ン
プ

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処
理

系

N
2
1
-
C
0
0
1

N
7
1
-
C
0
0
1

復
水
器

K
1
1
-
C
0
0
１

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
低
電
導

度
廃
液
サ
ン
プ
ポ
ン
プ

タ
ー
ビ
ン
建
屋
高
電
導

度
廃
液
サ
ン
プ
ポ
ン
プ

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検

補
足

：
振

動
値

は
ポ
ン
プ
の

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し
た
状

態
で
の

値
温

度
値

は
各

部
温

度
が

ほ
ぼ

安
定

し
た
状

態
で
の

値

-5-



添付資料

速度 速度

(mm/s) (mm/s)

測定値 測定値 測定値 管理値 （Hz） （Hz）

残留熱除去系 ポンプ（Ａ） E11-C001A 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.4.5 0.30 停止中 H19.8.29 0.26 H20.3.31 0.25 11.0 24.5 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

残留熱除去系 ポンプ（Ｂ） E11-C001B 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.6.4 0.29 停止中 H19.11.22 0.25 H20.6.25 0.27 11.0 24.5 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

残留熱除去系 ポンプ（C） E11-C001C 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.6.20 0.24 停止中 H19.12.6 0.25 H20.7.24 0.24 11.0 24.5 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

高圧炉心注水系 ポンプ（Ｂ） E22-C001B 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.6.22 0.25 停止中 H19.10.12 0.24 H20.6.20 0.23 11.0 24.7 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

高定格流量運転

高圧炉心注水系 ポンプ（Ｂ） E22-C001B 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

― ― 停止中 H19.10.12 0.36 H20.6.20 0.37 11.0 24.7 無

正常
(地震後及び至近の振動値の
変化は通常見られる変化の
程度である）

低定格流量運転
地震前測定実績なし

高圧炉心注水系 ポンプ（Ｃ） E22-C001C 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.5.22 0.20 停止中 H19.10.15 0.20 H20.7.30 0.42 11.0 24.7 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

高定格流量運転

高圧炉心注水系 ポンプ（Ｃ） E22-C001C 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

― ― 停止中 H19.10.15 0.28 H20.7.30 0.26 11.0 24.7 無

正常
(地震後及び至近の振動値の
変化は通常見られる変化の
程度である）

低定格流量運転
地震前測定実績なし

立形ポンプ

電動機反駆動側
（下側ベアリング） 0.79 0.39 0.72 7.1 49.5 無

（立軸キャンドモータポンプ）

電動機駆動側
（ケーシング上部） 0.44 0.68 0.42 7.1 49.5 無

立形ポンプ

電動機反駆動側
（下側ベアリング） 0.56 0.36 0.70 7.1 49.5 無

（立軸キャンドモータポンプ）

電動機駆動側
（ケーシング上部） 0.37 0.58 0.41 7.1 49.5 無

低圧復水ポンプ（Ａ） N21-C001A 立形ポンプ クラス３ Ｂ
ポンプ
軸封部

H19.6.18 0.58 運転中 H19.11.8 0.72 ― ― 11.0 9.8 無

正常
(地震前後の振動値の変化は
通常見られる変化の程度で
ある）

低圧復水ポンプ（B） N21-C001B 立形ポンプ クラス３ Ｂ
ポンプ
軸封部

H19.6.18 0.57 運転中 H19.11.8 0.84 ― ― 11.0 9.8 無

正常
(地震前後の振動値の変化は
通常見られる変化の程度で
ある）

低圧復水ポンプ（Ｃ） N21-C001C 立形ポンプ クラス３ Ｂ
ポンプ
軸封部

― ― 停止中 ― ― ― ― 11.0 9.8 ― ―
地震前至近測定実績なし
地震後測定実績なし

循環水ポンプ（Ａ） N71-C001A 立形ポンプ クラス３ Ｂ
ポンプ
軸封部

H19.7.10 0.46 運転中 H19.11.7 0.77 ― ― 11.0 2.9 無

正常
(地震前後の振動値の変化は
通常見られる変化の程度で
ある）

循環水ポンプ（Ｂ） N71-C001B 立形ポンプ クラス３ Ｂ
ポンプ
軸封部

H19.7.10 0.53 運転中 ― ― ― ― 11.0 2.9 ― ― 地震後測定実績なし

循環水ポンプ（Ｃ） N71-C001C 立形ポンプ クラス３ Ｂ
ポンプ
軸封部

H19.7.10 0.48 運転中 ― ― ― ― 11.0 2.9 ― ― 地震後測定実績なし

原子炉補機冷却海水ポンプ（Ａ） P41-C001A 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.6.4 0.53 停止中 H19.8.30 0.78 H20.5.29 0.48 7.1 16.4 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

原子炉補機冷却海水ポンプ（Ｂ） P41-C001B 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.6.4 0.46 停止中 H19.8.30 0.44 H20.5.16 0.50 7.1 16.4 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

原子炉補機冷却海水ポンプ（Ｃ） P41-C001C 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.6.4 0.50 停止中 H19.8.30 0.42 H20.7.29 0.52 7.1 16.4 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

原子炉補機冷却海水 ポンプ（Ｄ） P41-C001D 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.5.23 0.43 運転中 H19.8.30 0.77 H20.7.29 0.47 7.1 16.4 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

原子炉補機冷却海水ポンプ（E） P41-C001E 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.5.23 0.36 運転中 H20.2.2 0.48 H20.6.26 0.50 7.1 16.4 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

原子炉補機冷却海水ポンプ（F） P41-C001F 立形ポンプ クラス１ Ａｓ
ポンプ
軸封部

H19.5.23 0.34 運転中 H20.3.27 0.40 H20.4.24 0.44 7.1 16.4 無

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

7号機　振動診断結果一覧表（立形ポンプ）

H20.4.10

H20.5.28

G31-C001B

地震時
の運転
状況

地震前

測定日

機器名称 部位

Ｂ

H19.8.29運転中

H19.8.29

備考

原子炉冷却材浄化系ポンプ（Ａ）

原子炉冷却材浄化系ポンプ（Ｂ） H19.6.15 運転中クラス２

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

地震後

測定日

G31-C001A H19.6.15クラス２ Ｂ

機種 安全重要度 耐震重要度機器番号

地震後至近（H20.7.31まで）

測定日

速度

(mm/s)

回転
周波数

特異
周波数

評価
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２）横形ポンプ 
 
（１）点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 
（２）点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される支持脚，軸継手につ

いて点検を実施し，損傷のないことを確認した。合わせて，ポンプ本体につ

いても点検を実施し，損傷のないことを確認した。 
液体保持機能（バウンダリ）の確認として，ポンプ本体ならびにケーシ

ングノズル部等を含め漏えい痕の有無について点検を行った結果，漏えい痕

は，確認されなかった。 
 

 
② 作動試験 

作動試験として性能を確認する項目は，主に水力特性機能（通水能力，含

む回転機能）及び液体保持機能（バウンダリ）があり，これらの機能のうち

水力特性機能に異常のないことを確認するために，作動試験として性能確認，

振動確認及び温度確認を実施した。また，あわせて異音，異臭についても確

認した。 
液体保持機能（バウンダリ）の確認として作動試験中にポンプ本体，軸封

部，ケーシングノズル部等を含め漏えい確認を実施した。 
給復水系水張り後や復水器インリーク試験時に作動試験を進める予定であ

る。 
 

・性能確認 
原子炉隔離時冷却系のポンプについて，作動試験にあわせて今後実施

する予定である。 
・振動確認 

振動確認の振動値については，ポンプの運転がほぼ安定した状態で採

取した。現在まで確認しているいずれの横形ポンプも許容される振動値

を十分下回っており，また，地震発生以前に採取した５回分程度の振動

値と比較しても顕著な振動上昇は確認されていない。 
また，回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断において，

地震前後及び至近の振動の傾向に大きな変化は見られず，振動速度値・振
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動周波数に地震の影響と考えられる回転体のアンバランスや接触等の異

常兆候は確認されていない（添付資料参照）。 
 

・温度確認 
      主に軸受部について温度確認を実施し，一定の間隔で温度を採取するこ

とにより上昇傾向を確認し，温度がほぼ安定した状態での採取温度を許容

される温度と比較した。この結果，現在まで確認しているいずれの横形ポ

ンプも許容される温度を下回っており，また，地震発生以前に採取した５

回分程度の記録と比較しても顕著な変化は確認されていない。 
・異音・異臭 

 主に軸受部近傍について聴診棒を用いた聴音確認ならびに異臭確認を

実施した結果，異常は，確認されていない。 
・漏えい確認 

 ポンプ運転状態にて，ポンプ本体，軸封部，冷却水配管等の付属機器

について漏えい確認を実施した結果，漏えいの無いことを確認した。な

お，分解を実施したポンプについては，分解前に漏えい痕の無いことを

確認した。 
 
   【追加点検】 

① 分解点検 
原子炉建屋における横形ポンプのうち，地震による影響が比較的大きい

と考えられる燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ａ）を予め計画する追加点検

設備として選定した。一方，タービン建屋においては，高圧復水ポンプ（Ｃ）

を予め計画する追加点検設備として選定した。これらのポンプについて分

解点検を行い，インペラ，シャフト，軸受，カップリング，ケーシング等

の各部について目視点検及び非破壊検査（浸透探傷検査）を実施した。こ

の結果，燃料プール冷却浄化系のポンプについては，地震の影響と考えら

れるような接触痕・傷は確認されなかった。一方，高圧復水ポンプについ

ては，経年劣化と考えられる表面の軽微な浸食等が確認されたものの，地

震の影響と考えられるような接触痕・傷は，確認されなかった。 
また，地震による回転部の軸心のずれを懸念し，カップリング部につい

て分解前に軸心ずれ測定を実施した結果，地震発生以前に採取した数値と

比較しても顕著な変化は確認されていない。 
タービン駆動原子炉給水ポンプ及び原子炉隔離時冷却系ポンプについ

ては，駆動源が蒸気でありプラント停止中に作動試験の実施が困難である

ため，予め計画する追加点検として分解点検を実施した。その結果，ター

ビン駆動原子炉給水ポンプ（Ｂ）は軸継手面にへこみが確認されたが，こ

のへこみは地震発生以前に確認されている状況から変化がないこと，また，

-8-



その他の部位に接触等の異常が確認されていないことから，地震の影響に

よるものではないと考えられる。カップリング部における分解前の軸心ず

れ測定については，地震発生以前に採取した数値と比較しても顕著な変化

は確認されていない。 
原子炉隔離時冷却系ポンプについても，同様の点検を行い異常のないこ

とを確認した。 
 
（３）添付資料 
  ・７号機 振動診断結果一覧表（横形ポンプ） 
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表
－

１
　
横

形
ポ
ン
プ
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

前
回

記
録

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

判
定

基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

判
定

基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

E
5
1
-
C
0
0
1

ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

－
－

－
－

－
5
2

（
メ
ー
カ
ー
仕

様
）

7
.8

(H
1
8
.1
2
.3
)

－
1
0
5

（
メ
ー
カ
ー
仕

様
）

4
3

(H
1
8
.1
2
.3
)

1
0
5

(メ
ー
カ
ー
仕
様
）

－
－

－
○

異
常
な
し

良
駆

動
源

が
蒸

気
の

た
め
予

め
点

検
を
実

施
漏
え
い
確
認
・
作
動
試
験
に
つ
い
て
は
起
動
時

に
実

施

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

4
(H
2
0
.3
.1
9
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

3
(H
1
8
.1
0
.2
4
)

3
1
.5

(H
2
0
.3
.1
9
)

5
9
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

3
5
.0

(H
1
8
.1
0
.2
4
)

6
0
.5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.1
.3
0
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

2
(H
1
8
.9
.1
5
)

3
4
.0

(H
2
0
.1
.3
0
)

6
2
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

3
6
.5

(H
1
8
.9
.1
5
)

6
7
.5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

1
(H
2
0
.3
.1
4
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
(H
1
8
.1
0
.2
0
)

2
4
.5

(H
2
0
.3
.1
4
)

5
4
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

3
1
.0

(H
1
8
.1
0
.2
0
)

6
2
.5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.3
.1
9
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

2
(H
1
8
.1
0
.2
4
)

3
4
.0

(H
2
0
.3
.1
9
)

6
1
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

3
5
.5

(H
1
8
.1
0
.2
4
)

6
3
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

E
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

1
0

(H
2
0
.1
.3
0
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

2
(H
1
8
.9
.1
5
)

3
6
.0

(H
2
0
.1
.3
0
)

6
0
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

3
7
.0

(H
1
8
.9
.1
5
)

6
5
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

F
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

2
(H
2
0
.3
.1
4
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
(H
1
8
.1
0
.2
0
)

2
6
.0

(H
2
0
.3
.1
4
)

5
5
.5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

3
2
.0

(H
1
8
.1
0
.2
0
)

6
3
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.2
.1
5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
8
.9
.1
5
)

4
6
.5

(H
2
0
.2
.1
5
)

6
6
.5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

4
6
.5

(H
1
8
.9
.1
5
)

6
8
.5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
－

6
(H
2
0
.2
.2
5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
8
.9
.8
)

4
7
.5

(H
2
0
.2
.2
5
)

6
5
.5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

4
9
.5

(H
1
8
.9
.8
)

6
9
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
－

6
(H
2
0
.4
.2
4
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H
1
8
.9
.2
5
)

5
1
.5

(H
2
0
.4
.2
4
)

7
1
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

4
8

(H
1
8
.9
.2
5
)

6
8
.5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

1
0

(H
2
0
.3
.1
2
)

2
3

（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

1
0

(H
1
8
.1
0
.2
3
)

3
7
.0

(H
2
0
.3
.1
2
)

8
0
.0

（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

3
9
.0

(H
1
8
.1
0
.2
3
)

8
0
.0

（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

9
(H
2
0
.4
.1
1
)

2
3

（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

7
(H
1
8
.1
0
.7
)

3
8
.0

(H
2
0
.4
.1
1
)

8
0
.0

（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

3
8
.5

(H
1
8
.1
0
.7
)

8
0
.0

（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
－

9
(H
2
0
.3
.1
3
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
8
.4
.1
4
)

4
1
.6

(H
2
0
.3
.1
3
)

6
0
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

4
2

(H
1
8
.4
.1
4
)

6
5
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

○
異
常
な
し

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.3
.1
4
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
8
.4
.1
9
)

3
8
.5

(H
2
0
.3
.1
4
)

6
0
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

4
3

(H
1
8
.4
.1
9
)

6
5
.0

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

4
(H
2
0
.4
.1
1
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
7
.2
.2
5
)

4
2
.0

(H
2
0
.4
.1
1
)

m
ax
.7
5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

3
6

(H
1
7
.2
.2
5
)

m
ax
.7
5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

4
(H
2
0
.4
.1
7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

3
(H
1
5
.2
.1
8
)

3
7
.5

(H
2
0
.4
.1
7
)

m
ax
.7
5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

3
5

(H
1
5
.2
.1
8
)

m
ax
.7
5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

2
(H
2
0
.3
.3
1
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
(H
1
7
.2
.2
5
)

3
4
.5

(H
2
0
.3
.3
1
)

m
ax
.7
5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

3
6

(H
1
7
.2
.2
5
)

m
ax
.7
5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.3
.3
1
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H
1
8
.7
.1
4
)

3
3
.0

(H
2
0
.3
.3
1
)

m
ax
.7
5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

3
8

(H
1
8
.7
.1
4
)

m
ax
.7
5

(周
囲
温
度
＋
４
０
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
設

備
復

水
器

復
水
器
真
空
ポ
ン
プ

N
2
1
-
C
0
0
5

ノ
ン
ク
ラ
ス

B
異
常
な
し

－
－

－
－

未
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
.8

(H
1
0
.7
.1
3
)

未
未

5
3
.0

(H
1
0
.7
.1
3
)

6
5
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
℃

）
未

未
未

－
－

復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
に
作
動
試
験
・
漏
え

い
確

認
実

施
予

定

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
1
9
.1
1
.9
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
.5

(H
1
8
.1
1
.1
5
)

4
2
.5

(H
1
9
.1
1
.9
)

6
3
.0

(軸
受

給
油
温

度
＋

3
5
℃

）

4
2
.9

(H
1
8
.1
1
.1
5
)

6
3
.0

(軸
受
給
油
温
度
＋
3
5
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
1
9
.1
1
.9
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
.7

(H
1
8
.1
1
.1
5
)

4
2
.4

(H
1
9
.1
1
.9
)

6
4
.0

(軸
受

給
油
温

度
＋

3
5
℃

）

4
3
.0

(H
1
8
.1
1
.1
5
)

6
4
.0

(軸
受
給
油
温
度
＋
3
5
℃
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

未
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
.6

(H
1
8
.1
1
.1
5
)

未
未

4
3
.8

(H
1
8
.1
1
.1
5
)

6
4
.0

(軸
受
給
油
温
度
＋
3
5
℃
）

未
未

未
○

異
常
な
し

給
復
水
系
水
張
り
後
作
動
試
験
・
漏
え
い
確
認

実
施
予
定

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

2
4
.0

(H
1
9
.1
1
.1
2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

2
1
.7

(H
1
8
.1
1
.1
6
)

5
2
.3

(H
1
9
.1
1
.1
2
)

8
0
.0

5
1
.9

(H
1
8
.1
1
.1
6
)

8
0
.0

(設
定
値
根
拠
書
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

2
2
.0

(H
1
9
.1
1
.1
2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
8
.7

(H
1
8
.1
1
.1
6
)

5
3
.3

(H
1
9
.1
1
.1
2
)

8
0
.0

5
4
.4

(H
1
8
.1
1
.1
6
)

8
0
.0

(設
定
値
根
拠
書
）

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

－
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
.2

(H
1
8
.1
2
.1
1
)

－
－

5
4
.6

(H
1
8
.1
2
.5
)

8
0
.0

(設
定
値
根
拠
書
）

－
－

－
○

異
常
な
し

良

駆
動
源
が
蒸
気
の
た
め
予
め
計
画
す
る
追
加
点

検
を
実
施

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

－
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
.2

(H
1
8
.1
2
.1
1
)

－
－

5
4
.1

(H
1
8
.1
2
.4
)

8
0
.0

(設
定
値
根
拠
書
）

－
－

－
○

異
常
あ
り
※

否

駆
動
源
が
蒸
気
の
た
め
予
め
計
画
す
る
追
加
点

検
を
実
施

※
軸
継
ぎ
手
面
に
へ
こ
み
が
確
認
さ
れ
た
が
、
こ

の
へ

こ
み

は
地

震
発

生
以

前
に
確

認
さ
れ

て
い
る

へ
こ
み

の
状

況
か

ら
変

化
が

な
い
こ
と
、
ま
た
，
そ

の
他
の
部
位
に
接
触
等
の
異
常
が
確
認
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か

ら
、
，
地

震
の

影
響

に
よ
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

未
未

3
.5

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

未
未

4
1
.3

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

6
5
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
5
℃

）
未

未
未

－
－

給
復
水
系
水
張
り
後
作
動
試
験
・
漏
え
い
確
認

実
施
予
定

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

未
未

5
.3

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

未
未

4
3
.5

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

6
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
5
℃

）
未

未
未

－
－

給
復
水
系
水
張
り
後
作
動
試
験
・
漏
え
い
確
認

実
施
予
定

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

未
未

6
.9

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

未
未

3
7
.5

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
5
℃

）
未

未
未

－
－

給
復
水
系
水
張
り
後
作
動
試
験
・
漏
え
い
確
認

実
施
予
定

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

未
未

9
.3

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

未
未

3
8
.3

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

7
0
.0

(軸
受
給
油
温
度
＋
4
0
℃
）

未
未

未
－

－
給
復
水
系
水
張
り
後
作
動
試
験
・
漏
え
い
確
認

実
施
予
定

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

未
未

1
3
.2

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

未
未

4
1
.1

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

6
8
.0

(軸
受
給
油
温
度
＋
4
0
℃
）

未
未

未
－

－
給
復
水
系
水
張
り
後
作
動
試
験
・
漏
え
い
確
認

実
施
予
定

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
－

－
－

未
未

1
0
.1

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

未
未

4
1
.0

(H
1
8
.1
1
.1
7
)

6
8
.0

(軸
受
給
油
温
度
＋
4
0
℃
）

未
未

未
－

－
給
復
水
系
水
張
り
後
作
動
試
験
・
漏
え
い
確
認

実
施
予
定

A
ク
ラ
ス
２

B
異
常
な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.3
.1
0
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
.2

(H
1
8
.1
0
.2
8
)

3
6
.0

(H
2
0
.3
.1
0
)

6
5
.0

(周
囲
温
度
＋
4
0
℃
）

3
2
.0

(H
1
8
.1
0
.2
8
)

6
6
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
℃

）
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
２

B
異
常
な
し

－
－

－
－

6
(H
2
0
.4
.1
4
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
.7

(H
1
8
.1
0
.2
7
)

3
3
.0

(H
2
0
.4
.1
4
)

6
5
.0

(周
囲
温
度
＋
4
0
℃
）

3
2
.0

(H
1
8
.1
0
.2
7
)

6
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
℃

）
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

補
足
：

振
動
値
は
ポ
ン
プ
の
運
転
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検

△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検

□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点
検

温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

N
6
2
-
C
0
0
1

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

給
水

加
熱

器
ド
レ

ン
ベ
ン
ト
系

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

復
水

給
水

系

廃
棄

設
備

気
体

廃
棄

物
処

理
系

気
体
廃
棄
物
処
理
系
排
ガ
ス
真
空

ポ
ン
プ

N
2
1
-
C
0
0
7

N
2
2
-
C
0
0
2

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ

復
水
移
送
ポ
ン
プ

制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ

N
2
2
-
C
0
0
1

低
圧
ド
レ
ン
ポ
ン
プ

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

高
圧
ド
レ
ン
ポ
ン
プ

タ
ー
ビ
ン
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン
プ

N
2
1
-
C
0
0
2

N
2
1
-
C
0
0
8

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

流
量

(m
3
/
h
)

機
器
番
号

安
全
重
要
度

種
類

設
備

点
検

 
 

漏
え
い
確

認
点
検
目
的

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

高
圧
復
水
ポ
ン
プ

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
逆
洗
水
移

送
ポ
ン
プ

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
ポ
ン
プ

燃
料

プ
ー
ル

冷
却

浄
化

系

補
給

水
系

廃
棄
設
備

廃
ス
ラ
ッ
ジ
系

K
2
1
-
C
0
0
1

K
2
1
-
C
0
5
1

計
測
制
御
系
統
設
備

制
御

棒
駆

動
系

燃
料

設
備

復
水
浄
化
系
逆
洗
水
移
送
ポ
ン
プ

分
解
点
検

点
検
結
果

C
1
2
-
C
0
0
1

G
4
1
-
C
0
0
1

所
見

基
本

点
検 作
動
試
験

性
能
確
認

今
回

記
録

振
動

確
認

目
視

点
検

温
度
確
認

今
回

記
録

前
回
記
録

判
定
結
果

P
1
3
-
C
0
0
1

耐
震

重
要
度

判
定

基
準

(m
3
/
h
)

P
2
1
-
C
0
0
1

全
揚

程
(m

)
判

定
基

準
(m

)

追
加
点
検

異
臭
確
認

異
音
確
認
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添付資料

速度 速度

(mm/s) (mm/s)

測定値 測定値 測定値 管理値 （Hz） （Hz）

増速機入力軸
ＣＰ側

0.23 0.22 0.23 7.1 24.5 無

増速機入力軸
反ＣＰ側

0.23 0.24 0.24 7.1 24.5 無

増速機出力軸
反ＣＰ側

0.22 0.19 0.20 7.1 77.4 無

増速機出力軸
ＣＰ側

0.24 0.23 0.22 7.1 77.4 無

ポンプ
CP側

1.65 1.78 2.13 7.1 77.4 無

 ポンプ
反CP側

1.59 1.69 1.72 7.1 77.4 無

増速機入力軸
ＣＰ側

0.28 0.30 0.34 7.1 24.5 無

増速機入力軸
反ＣＰ側

0.36 0.38 0.38 7.1 24.5 無

増速機出力軸
反ＣＰ側

0.37 0.41 0.40 7.1 77.4 無

増速機出力軸
ＣＰ側

0.35 0.40 0.35 7.1 77.4 無

ポンプ
CP側

1.47 1.55 1.69 7.1 77.4 無

 ポンプ
反CP側

1.16 1.31 2.00 7.1 77.4 無

ポンプ
CP側

1.31 ― ― 7.1 67.8 ―

ポンプ
反CP側

1.21 ― ― 7.1 67.8 ―

ポンプ
CP側

0.80 0.63 0.55 4.5 49.2 無

ポンプ
反CP側

0.55 0.58 0.53 4.5 49.2 無

ポンプ
CP側

0.61 0.63 0.62 4.5 49.2 無

ポンプ
反CP側

0.57 0.64 0.69 4.5 49.2 無

ポンプ
CP側

0.66 0.31 ― 7.1 24.7 無

ポンプ
反CP側

0.87 0.60 ― 7.1 24.7 無

ポンプ
CP側

0.67 0.31 ― 7.1 24.7 無

ポンプ
反CP側

0.97 0.61 ― 7.1 24.7 無

ポンプ
CP側

― ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
反CP側

― ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
CP側

1.33 ― ― 7.1 87.9 ―

ポンプ
反CP側

1.85 ― ― 7.1 87.9 ―

ポンプ
CP側

1.09 ― ― 7.1 87.9 ―

ポンプ
反CP側

1.56 ― ― 7.1 87.9 ―

増速機入力軸
ＣＰ側

― 1.34 ― 7.1 24.8 無

増速機入力軸
反ＣＰ側

― 1.03 ― 7.1 24.8 無

増速機出力軸
反ＣＰ側

― 1.21 ― 7.1 93.4 無

増速機出力軸
ＣＰ側

― 1.21 ― 7.1 93.4 無

ポンプ
CP側

― 3.30 ― 7.1 93.3 無

ポンプ
反CP側

― 7.07 ― 7.1 93.3 無

増速機入力軸
ＣＰ側

― 1.55 ― 7.1 24.8 無

増速機入力軸
反ＣＰ側

― 1.24 ― 7.1 24.8 無

増速機出力軸
反ＣＰ側

― 1.21 ― 7.1 93.4 無

増速機出力軸
ＣＰ側

― 1.07 ― 7.1 93.4 無

ポンプ
CP側

― 3.57 ― 7.1 93.3 無

ポンプ
反CP側

― 5.58 ― 7.1 93.3 無

地震前 地震後 地震後至近（H20.7.31まで）

特異
周波数

評価測定日 測定日

電動機駆動原子炉給水ポンプ(A)

電動機駆動原子炉給水ポンプ(B) N21-C008B 横形ポンプ クラス３

Ｂ

Ｂ

H19.8.29

―

H19.10.24

H19.11.9

H19.11.9

H19.5.23

地震前測定実績なし

― 停止中

機器名称 部位機種 安全重要度 耐震重要度機器番号

H19.9.28

備考
地震時
の運転
状況

速度

(mm/s)測定日

回転
周波数

停止中 H20.4.11

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

制御棒駆動水ポンプ（Ａ） C12-C001A 横形ポンプ H19.6.18クラス３ Ｂ

制御棒駆動水ポンプ（Ｂ） C12-C001B 横形ポンプ 運転中クラス３ Ｂ

燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ａ） G41-C001A 横形ポンプ H19.6.15 運転中クラス３ Ｂ H20.7.28

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ｂ） G41-C001B 横形ポンプ H19.6.18 停止中Ｂクラス３ H19.9.21 H20.6.20

高圧復水ポンプ（Ｃ） 横形ポンプ

クラス３

N21-C002A高圧復水ポンプ（Ａ） 横形ポンプ H19.6.18 運転中クラス３

タービン駆動原子炉給水ポンプ(A)

タービン駆動原子炉給水ポンプ(B)

H19.6.18 運転中 ―

正常
(地震前後の振動値の変化は
通常見られる変化の程度で
ある）

N21-C002B高圧復水ポンプ（Ｂ） 横形ポンプ

地震前至近測定実績なし
地震後測定実績なし

地震後測定実績なし

地震後測定実績なしN21-C007A

N21-C007B

クラス３N21-C002C Ｂ

Ｂ

―

N21-C008A

地震前測定実績なしＢ

Ｂ ― 正常

― 正常

― 停止中

― 停止中

原子炉隔離時冷却系ポンプ 地震後測定実績なしクラス１ Ａｓ横形ポンプE51-C001 停止中H19.6.28

横形ポンプ

横形ポンプ

クラス３

クラス３

横形ポンプ クラス３

運転中

H19.6.18

H19.6.18

Ｂ 運転中

―

H19.11.12

H19.11.12

―

H20.5.16

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

― ―

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

―

正常
(地震前後の振動値の変化は
通常見られる変化の程度で
ある）

― ―

― ―

― ―

7号機　振動診断結果一覧表（横形ポンプ）
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添付資料

速度 速度

(mm/s) (mm/s)

測定値 測定値 測定値 管理値 （Hz） （Hz）

地震前 地震後 地震後至近（H20.7.31まで）

特異
周波数

評価測定日 測定日

機器名称 部位機種 安全重要度 耐震重要度機器番号 備考
地震時
の運転
状況

速度

(mm/s)測定日

回転
周波数

7号機　振動診断結果一覧表（横形ポンプ）

ポンプ
CP側

― ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
反CP側

― ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
CP側

0.85 ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
反CP側

0.83 ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
CP側

0.71 ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
反CP側

0.60 ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
CP側

― ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
反CP側

― ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
CP側

1.17 ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
反CP側

0.81 ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
CP側

0.98 ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
反CP側

0.74 ― ― 7.1 24.7 ―

ポンプ
CP側

― 1.35 ― 7.1 24.2 無

ポンプ
反CP側

― 2.46 ― 7.1 24.2 無

ポンプ
CP側

2.13 1.26 ― 7.1 24.2 無

ポンプ
反CP側

2.45 2.07 ― 7.1 24.2 無

ポンプ
CP側

1.73 1.97 1.92 4.5 48.8 無

ポンプ
反CP側

1.52 1.74 1.63 4.5 48.8 無

ポンプ
CP側

1.94 2.16 2.20 4.5 48.8 無

ポンプ
反CP側

1.42 1.51 1.50 4.5 48.8 無

ポンプ
CP側

1.68 2.43 1.86 4.5 48.8 無

ポンプ
反CP側

1.25 1.87 1.44 4.5 48.8 無

ポンプ
CP側

0.75 0.71 1.59 7.1 24.5 無

ポンプ
反CP側

1.11 1.00 1.63 7.1 24.5 無

ポンプ
CP側

0.98 0.81 1.05 7.1 24.5 無

ポンプ
反CP側

0.88 0.90 1.35 7.1 24.5 無

ポンプ
CP側

0.39 0.31 0.51 4.5 24.3 無

ポンプ
反CP側

0.31 0.24 0.40 4.5 24.3 無

ポンプ
CP側

0.71 0.99 0.80 7.1 24.5 無

ポンプ
反CP側

1.31 1.75 1.52 7.1 24.5 無

ポンプ
CP側

0.96 0.88 0.96 7.1 24.5 無

ポンプ
反CP側

1.04 1.01 1.41 7.1 24.5 無

ポンプ
CP側

0.36 0.26 0.36 4.5 24.3 無

ポンプ
反CP側

0.25 0.23 0.28 4.5 24.3 無

クラス１ Ａｓ

クラス１ Ａｓ

クラス１ Ａｓ

Ｂ

クラス３ Ｂ

Ｂ

高圧ドレンポンプ（Ａ）

H19.6.5

地震前至近測定実績なし
地震後測定実績なし

地震後測定実績なし

地震後測定実績なし

クラス３ Ｂ
地震前至近測定実績なし
地震後測定実績なし

地震後測定実績なし

地震後測定実績なし

クラス３ Ｂ

H19.6.18

H19.6.18

N22-C001A 横形ポンプ ―

原子炉補機冷却水ポンプ（Ｆ） P21-C001F 横形ポンプ H19.7.5クラス１ Ａｓ

原子炉補機冷却水ポンプ（Ｃ）

H19.7.5 運転中 H19.8.30

H19.8.30 H20.3.14

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

運転中

原子炉補機冷却水ポンプ（Ｅ） P21-C001E 横形ポンプ クラス１ Ａｓ

H19.7.5 運転中原子炉補機冷却水ポンプ（Ｄ） P21-C001D

H19.9.27

横形ポンプ

H19.6.15 停止中

H19.8.30

H20.7.29

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

H20.4.24

P21-C001C 横形ポンプ

原子炉補機冷却水ポンプ（Ｂ） P21-C001B 横形ポンプ H19.6.15 停止中 H19.9.27 H20.6.26

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

P21-C001A 横形ポンプ クラス１ H19.6.15 停止中Ａｓ H19.8.30 H20.7.29

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

N22-C002C低圧ドレンポンプ（Ｃ）

クラス３

N62-C001A 横形ポンプ

横形ポンプ

原子炉補機冷却水ポンプ（Ａ）

横形ポンプ 停止中―

復水移送ポンプ（Ｂ）

横形ポンプ

横形ポンプ

N62-C001B気体廃棄物処理系排ガス真空ポンプ(B)

気体廃棄物処理系排ガス真空ポンプ(A)

高圧ドレンポンプ（Ｃ） N22-C001C

N22-C002B

低圧ドレンポンプ（Ａ） N22-C002A

低圧ドレンポンプ（Ｂ）

横形ポンプ

クラス３

クラス３

高圧ドレンポンプ（Ｂ） 横形ポンプ

停止中

N22-C001B 運転中

H19.6.18

H19.6.18クラス３ Ｂ

運転中

運転中

運転中

運転中

復水移送ポンプ（Ｃ） Ｂ

P13-C001A復水移送ポンプ（Ａ）

P13-C001B

横形ポンプ

横形ポンプ

P13-C001C

Ｂ

クラス３

クラス３ Ｂ

H20.3.10

H20.4.14

H19.5.23

運転中

停止中

横形ポンプ

H19.6.18

H19.4.24Ｂ

クラス３

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

H20.7.28

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

停止中 H20.7.28

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

地震前至近測定実績なし

―

クラス３ Ｂ ― 停止中

H20.6.25

―

―

―

―

―

―

H19.9.14

H19.8.29

H20.3.26

― ―

―

― ―

― ―

― ―

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

H20.6.26

正常
(地震前後及び至近の振動値
の変化は通常見られる変化
の程度である）

―

― 正常

―

正常
(地震前後の振動値の変化は
通常見られる変化の程度で
ある）

―
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３）往復動式ポンプ 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検

結果を表－１に示す。 
 
（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高い「取付ボルト」，「軸継手」に

ついて点検を実施し，ボルト緩みやき裂・変形等の損傷が無いことを

確認した。また，「吸込・吐出ノズル」，「潤滑油切れ」についても点検

を行い異常の無いことを確認した。 
 

② 作動試験 
作動試験として性能を確認する項目は，主に運転機能・水力特性機能

及び流体保持機能（バウンダリ）があり，これらの機能のうち運転機能・

水力特性機能に異常のないこと確認するために，作動試験として性能確

認，振動確認及び温度確認を実施した。また，あわせて異音，異臭の有

無について確認を実施した。 
流体保持機能（バウンダリ）の確認として作動試験中にポンプ本体，

軸封部等の漏えい確認を実施した。 
 

・ 性能確認 
ほう酸水注入系ポンプについてポンプ吐出圧力を測定し，必要と

される圧力を満足することを確認した。また，地震発生以前に採取

した数値と比較して顕著な変化がないことを確認した。 
・振動確認 

ほう酸水注入系ポンプについて定格圧力運転中での各部の振動値

を測定し，許容される振動値を十分に下回っていることを確認した。

また，地震発生以前に採取した５回分程度の数値と比較して顕著な

変化がないことを確認した。 
また，回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断に

おいて，地震後及び至近の振動の傾向に大きな変化は見られず，振

動速度値・振動周波数に地震の影響と考えられる回転体の接触等の

異常兆候は確認されていない（添付資料参照）。 
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・ 温度確認 

ほう酸水注入系ポンプについて定格圧力運転中での軸封部等の温

度を測定し，一定の間隔で温度を採取した。この結果，許容される

温度を十分に下回っており，また，地震発生以前に採取した５回分

程度の数値と比較して顕著な変化がないことを確認した。 
    ・異音・異臭 
      主に軸封部近傍について聴診棒を用いた聴音確認ならびに異臭確

認を実施した結果，異常は確認されていない。 
・漏えい確認 

 ほう酸水注入系ポンプについて定格圧力運転中での各部に著しい

漏えいのないことを確認した。軸封部については，ポンプ機能に影

響を及ぼさない漏えい量であることを確認した。なお，分解を実施

したポンプについては，分解前に漏えい痕の無いことを確認した。 
 

   【追加点検】 
① 分解点検 

往復動式ポンプについては，ほう酸水注入系ポンプ（Ａ）を予め

計画する追加点検として分解点検を行い，プランジャー，クランク

シャフト，軸受，カップリング，ケーシング等の各部に対し目視点

検と非破壊検査（浸透探傷検査）を実施した。この結果，経年劣化

と考えられる表面の軽微な腐食等は確認されたものの，地震の影響

と考えられるような接触痕，傷は確認されなかった。 
また，地震による軸心のずれを懸念し，カップリング部について

分解前に軸心ずれ測定を実施した結果，地震発生以前に採取した数

値と比較しても顕著な変化は確認されていない。 
 
 
（３） 添付資料 
 ・７号機 振動診断結果一覧表（往復動式ポンプ） 
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表
-
1
　
往

復
動

式
ポ
ン
プ
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

前
回

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

管
理

基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

管
理

基
準

(℃
)

A
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常
な
し

8
.5

8
.4
3

（
工
事
計
画
書
）

－
－

1
3

(H
2
0
.3
.3
1
)

3
0

（
実
績
か
ら
の
仕
様
）

1
4

(H
1
8
.1
0
.1
1
)

6
1
.0

(H
2
0
.3
.3
1
)

≦
9
0

（
メ
ー
カ
仕

様
）

4
9
.5

(H
1
8
.1
0
.1
1
)

≦
9
0

（
メ
ー
カ
仕

様
）

異
常
な
し

(H
2
0
.3
.3
1
)

異
常
な
し

(H
2
0
.3
.3
1
)

異
常
な
し

(H
2
0
.3
.3
1
)

○
異
常
な
し

良

経
年

劣
化

と
考

え
ら
れ

る
表

面
の

軽
微

な
腐

食
等

有
り

地
震

の
影

響
と
考

え
ら
れ

る
よ
う
な
接

触
痕

，
傷

は
無

し

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

8
.5

8
.4
3

（
工
事
計
画
書
）

－
－

1
0

(H
2
0
.3
.2
8
)

3
0

（
実
績
か
ら
の
仕
様
）

1
6

(H
1
8
.1
0
.1
2
)

5
4
.0

(H
2
0
.3
.2
8
)

≦
9
0

（
メ
ー
カ
仕

様
）

5
8
.0

(H
1
8
.1
0
.1
2
)

≦
9
0

（
メ
ー
カ
仕

様
）

異
常
な
し

（
H
2
0
.3
.2
8
)

異
常
な
し

（
H
2
0
.3
.2
8
)

異
常
な
し

（
H
2
0
.3
.2
8
)

－
－

良

計
測
制
御
系
統
設
備

異
臭

確
認

 
 

漏
え
い
確
認

ほ
う
酸

水
注

入
系

ほ
う
酸
水
注
入
ポ
ン
プ

C
4
1
-
C
0
0
1

今
回

今
回

前
回

異
音

確
認

所
見

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

耐
震

重
要

度

設
備
点

検

判
定

結
果

作
動
試
験

性
能
確
認

目
視

点
検

基
本
点
検

点
検

結
果

振
動
確
認

温
度

確
認

（
グ
ラ
ン
ド
部

）

圧
力

(M
P
a)

判
定
基
準

(M
P
a)

流
量

(m
3
/
h
)

判
定
基
準

(m
3
/
h
)

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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添
付
資
料

速
度

速
度

(m
m
/
s)

(m
m
/
s)

測
定
値

測
定

値
測
定
値

管
理
値

（
H
z）

（
H
z）

減
速
機
入
力
軸

Ｃ
Ｐ
側

―
0
.4
5

0
.4
3

4
.5

2
4
.3

無

減
速
機
入
力
軸

反
Ｃ
Ｐ
側

―
0
.3
4

0
.3
6

4
.5

2
4
.3

無

減
速
機
中
間
軸

電
動
機
側

―
0
.4
3

0
.3
9

4
.5

7
.9

無

減
速
機
中
間
軸

ポ
ン
プ
側

―
0
.3
5

0
.3
2

4
.5

7
.9

無

減
速
機
出
力
軸

反
Ｃ
Ｐ
側

―
0
.4
3

0
.3
8

4
.5

2
.0

無

減
速
機
出
力
軸

Ｃ
Ｐ
側

―
0
.6
3

0
.4
0

4
.5

2
.0

無

ポ
ン
プ

C
P
側

―
0
.4
4

0
.4
4

4
.5

2
.0

無

ポ
ン
プ

反
C
P
側

―
0
.3
8

0
.4
1

4
.5

2
.0

無

減
速
機
入
力
軸

Ｃ
Ｐ
側

―
0
.4
5

0
.3
0

4
.5

2
4
.3

無

減
速
機
入
力
軸

反
Ｃ
Ｐ
側

―
0
.4
4

0
.2
7

4
.5

2
4
.3

無

減
速
機
中
間
軸

電
動
機
側

―
0
.4
6

0
.3
2

4
.5

7
.9

無

減
速
機
中
間
軸

ポ
ン
プ
側

―
0
.5
0

0
.2
9

4
.5

7
.9

無

減
速
機
出
力
軸

反
Ｃ
Ｐ
側

―
0
.3
6

0
.2
9

4
.5

2
.0

無

減
速
機
出
力
軸

Ｃ
Ｐ
側

―
0
.4
5

0
.3
9

4
.5

2
.0

無

ポ
ン
プ

C
P
側

―
0
.7
0

0
.4
4

4
.5

2
.0

無

ポ
ン
プ

反
C
P
側

―
0
.5
9

0
.4
3

4
.5

2
.0

無

H
2
0
.3
.2
8

正
常

(地
震

後
及

び
至

近
の
振

動
値

の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変
化
の

程
度
で
あ
る
）

7
号
機
　
振

動
診

断
結

果
一

覧
表
（
往
復
動
式
ポ
ン
プ
）

H
1
9
.1
0
.1

H
1
9
.1
0
.2

(m
m
/
s)

H
2
0
.3
.3
1

正
常

(地
震

後
及

び
至

近
の
振

動
値

の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変
化
の

程
度
で
あ
る
）

ク
ラ
ス
１

―

停
止
中

停
止
中

地
震

前
測

定
実

績
な
し

速
度

備
考

地
震

前
測

定
実

績
な
し

Ａ
ク
ラ
ス
１

Ａ
―

ほ
う
酸

水
注

入
系

ポ
ン
プ
(B
)

C
4
1
-
C
0
0
1
B

往
復

動
式

ポ
ン
プ

ほ
う
酸

水
注

入
系

ポ
ン
プ
(A
)

C
4
1
-
C
0
0
1
A

往
復

動
式

ポ
ン
プ

機
器
名
称

部
位

機
種

安
全
重
要
度

耐
震
重
要
度

機
器

番
号

測
定
日

測
定
日

地
震
時

の
運

転
状
況

地
震
前

回
転

周
波
数

特
異

周
波
数

評
価

地
震

後
地

震
後

至
近

（
H
2
0
.7
.3
1
ま
で
）

測
定
日
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４）ポンプ駆動用タービン 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 
（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

原子炉隔離時冷却系ポンプ背圧式蒸気タービンについて地震により損

傷が発生すると想定される，タービンケーシング，接続配管及び主蒸気

止め弁及び蒸気加減弁の弁箱について，変形，損傷等を確認するため，

目視点検を実施したところ異常は確認されなかった。また，各部につい

て漏洩痕の有無について点検を行った結果，漏えい痕が無いことを確認

した。 
原子炉給水ポンプ駆動用蒸気タービンについて地震により損傷が発生

すると想定される，タービンケーシング，接続配管及び主蒸気止め弁及

び蒸気加減弁の弁箱について，変形，損傷等を確認するため，目視点検

を実施し異常は確認されなかった。また，各部について漏洩痕の有無に

ついて点検を行った結果，漏えい痕が無いことを確認した。 
② 作動試験 

駆動源が蒸気であり，プラント停止中に作動試験の実施が困難であるた

め，予め計画する追加点検として分解点検を実施した。 
 

【追加点検】 
① 分解点検 

原子炉隔離時冷却系ポンプ背圧式蒸気タービン及び原子炉給水ポンプ

駆動用蒸気タービンの分解点検により，軸，ロータ（翼），軸受等につい

て確認した結果，原子炉隔離時冷却系ポンプ背圧式蒸気タービン及び原

子炉給水ポンプ駆動用蒸気タービン（Ａ）については，地震の影響によ

る損傷は確認されなかった。 
原子炉給水ポンプ駆動用蒸気タービン（Ｂ）については，軸受油切り

部（車軸と油切り歯先部）に接触痕が確認された。地震発生以前の点検

でも当該事象は確認されていること，接触痕の状況が新しいものでない

こと及び他の箇所に接触痕が確認されなかったことから地震の影響によ

る接触痕であることは極めて低いものと考えられる。当該部品について

は再使用可能であることから点検・手入を実施し，復旧を行った。 
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表
ｰ
1
　
ポ
ン
プ
駆

動
用

タ
ー
ビ
ン
　
設

備
点
検
結
果
一

覧

今
回

前
回

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

今
回

前
回

判
定
基
準

(℃
)

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
目
的
点
検
結
果

原
子

炉
隔

離
時
冷

却
系

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

背
圧
式
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

E
5
1
-
C
0
0
2

a
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

－
2
.0

(H
1
8
.1
2
.4
)

3
0

(実
績
か
ら
の
仕
様
）

－
5
1
.7

(H
1
8
.1
2
.4
)

6
0

(メ
ー
カ
ー
仕
様
）

－
－

－
○

異
常

な
し

良

駆
動

源
が

蒸
気

の
た
め
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
を

実
施

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
1
2
.0

(H
1
8
.1
2
.1
1
)

1
0
0

(メ
ー
カ
ー
仕

様
）

－
5
1
.1

(H
1
8
.1
2
.5
)

9
3

（
設
定
値

根
拠

書
）

－
－

－
○

異
常

な
し

良
駆

動
源

が
蒸

気
の

た
め
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
を

実
施

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
1
0
.8

(H
1
8
.1
2
.1
1
)

1
0
0

(メ
ー
カ
ー
仕

様
）

－
5
0
.1

(H
1
8
.1
2
.4
)

9
3

（
設
定
値

根
拠

書
）

－
－

－
○

異
常

あ
り

※
否

駆
動

源
が

蒸
気

の
た
め
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
を

実
施

※
軸

受
油

切
り
部

（
車

軸
と
油

切
り
歯

先
部

）
に
接

触
痕

が
確

認
さ
れ

た
。
地

震
発

生
以

前
の

点
検

で
も
当

該
事

象
は

確
認

さ
れ

て
い
る
こ
と
，
接

触
痕

の
状

況
が

新
し

い
も
の

で
な
い
こ
と
及

び
，
他

の
箇

所
に
接

触
痕

が
確

認
さ
れ

な
か

っ
た
こ
と
か

ら
地

震
の

影
響

に
よ
る
接

触
痕

で
あ
る
こ
と
は

極
め
て
低

い
も
の

と
考

え
ら
れ

る
。
当

該
部

品
に
つ
い
て
は

再
使

用
可

能
で
あ
る
こ
と
か

ら
点

検
・
手

入
を
実

施
し
、
復

旧
を
行

っ
た
。

補
足

：
振

動
値

は
定

格
負

荷
運

転
で
の

値
温

度
値

は
各

部
温

度
が

ほ
ぼ

安
定

し
た
状

態
で
の

分
解
点
検

追
加
点
検

設
備
点
検

 
 

漏
え
い
確
認

振
動
値
(μ

m
P
-
P
)

温
度
(℃

)

所
見

基
本
点
検

判
定
結
果

目
視

点
検

作
動
試
験

振
動
確
認

温
度
確
認

点
検
結
果

異
音
確
認

異
臭
確
認

N
3
8
-
C
0
0
1

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器
番
号

復
水

給
水
系

機
器
名
称

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分
（
２
）

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
蒸

気
タ
ー
ビ
ン

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検

△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検

□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点
検
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５）電動機 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 

 

（２） 点検結果及び評価 
   【基本点検】 

①目視点検 
地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される軸受，軸継手につ

いて点検を実施し，損傷がないことを確認した。合わせて，本体フレー

ム材についても点検を実施し異常のないことを確認した。なお，取付ボ

ルト（基礎ボルト含む）については，別機種として点検する。 
  原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット（Ａ），（Ｂ）および，高圧ドレ

ンポンプ（Ａ），（Ｂ）電動機について，センターゲージのずれが確認さ

れた。 
  原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット（Ａ），（Ｂ）について，単体試

験にてセンターゲージの位置確認を行い，異常の無いことを確認した。 
なお，当該のセンターゲージのずれは，機器の停止時にエンドプレー

（軸方向に動く寸法）の範囲内で生じた事象であり，地震により発生し

たものではない。 
 
②作動試験 
 作動試験として性能を確認する項目は，主にポンプを駆動するための

回転機能・駆動性能があり，これらの機能に異常のないことを確認する

ために，作動試験として振動確認，温度確認及び電流確認を実施した。

また，あわせて異音，異臭，及び潤滑油・冷却水等の漏えいについても

確認した。 
なお，作動試験前に固定子の絶縁抵抗測定を実施し，異常の無いこと

を確認した。 
引き続き作動試験を進める予定である。 

・振動確認 
振動確認の振動値については，電動機の運転がほぼ安定した状態で採

取した。現在までに確認しているいずれの電動機も許容される振動値を

十分下回っており，また，地震発生以前に採取した５回分程度の振動値

と比較しても顕著な振動上昇は確認されていない。 
また，回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断におい

て，地震前後及び至近の振動の傾向に大きな変化は見られず，振動速度
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値・振動周波数に地震の影響と考えられる回転体のアンバランスや接触

等の異常兆候は確認されていない。（添付資料参照）。 
・温度確認 

主に軸受部について温度確認を実施し，一定の間隔で温度を採取する

ことにより上昇傾向を確認し，温度がほぼ安定した状態での採取温度の

うち最大値を許容される温度と比較した。この結果，現在まで確認して

いるいずれの電動機も許容される温度を下回っており，また，地震発生

以前に採取した５回分程度の記録と比較しても顕著な変化は確認され

ていない。 
・電流確認 

電流値についても電動機の運転がほぼ安定した状態で測定した。現在

まで確認しているいずれの電動機も定格電流以下であり，地震発生以前

に採取した５回分程度の電流値と比較しても顕著な上昇は確認されてい

ない。 
    ・異音，異臭 
      主に軸受部近傍，本体フレーム部について聴診棒を用いた聴音確認，

ならびに異臭確認を実施し，異常は確認されていない。 
    ・漏えい確認 

電動機停止または運転状態にて電動機軸受部，潤滑油配管，冷却水配

管等の付属機器について漏えい確認を実施した結果，漏えいの無いこと

を確認した。 
 
    原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット（Ａ），（Ｂ），原子炉冷却材再循環ポ

ンプ（Ａ），（Ｂ），（Ｃ），（Ｄ），（Ｅ），（Ｆ），（Ｇ），（Ｈ），（Ｊ），（Ｋ）電動

機，高圧復水ポンプ（Ａ），（Ｃ）電動機，電動機駆動原子炉給水ポンプ（Ａ）

電動機，高圧ドレンポンプ（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）電動機，低圧ドレンポンプ（Ａ），

（Ｂ），（Ｃ）電動機については，引き続き作動試験を進める予定である。 
 
   【追加点検】 

①分解点検 
原子炉建屋における縦型すべり軸受電動機のうち，地震における影響

が比較的大きいと考えられる高圧炉心注水系，残留熱除去系，原子炉冷却

材再循環ポンプ電動機を，横型ころがり軸受電動機のうち，燃料プール冷

却浄化系ポンプ電動機を予め計画する追加点検設備として選定した。また，

タービン建屋においては，縦型すべり軸受電動機のうち，原子炉補機冷却

海水系の電動機，横型すべり軸受電動機のうち高圧復水ポンプ電動機，電

動機駆動原子炉給水ポンプ電動機，高圧ドレンポンプ電動機，廃棄物処理

建屋においては，横型すべり軸受電動機の原子炉冷却材再循環ポンプＭＧ
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セット電動機を予め計画する追加点検設備として選定した。分解点検を行

い，固定子，回転子，軸，軸受等の各部について目視点検及び，軸受につ

いては非破壊検査（浸透探傷検査）を実施した。 
また，回転部の軸ずれによる軸継手の損傷を懸念し，軸継手部につい

て分解前に軸ずれ測定を実施した。 
合わせて回転子についても引き抜き状態で，固定子との接触による損

傷がないことを目視にて確認した。 
その結果原子炉冷却材再循環系，復水系，給水系，給水加熱器ドレン

系の電動機分解点検で次の事象が確認されたが、その他の部分に異常は確

認されなかった。 
・  原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット（Ｂ）において，油切りとシ

ャフト間のギャップが判定基準を逸脱していること，シャフトに油切

りが接触したと見られる接触痕が確認された。 
シャフトに接触痕があることから，地震によりシャフトが油切りに

接触し，ギャップが広がったものと考えられる。このため，同一機種

である（Ａ）についても，追加点検により油切りとシャフト間のギャ

ップ測定を実施したが，同様に判定基準の逸脱が確認された。 
原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット（Ａ）（Ｂ）の単体試験を行

い，油漏えい等の異常がないことが確認されたため，回転機能に影響

がないと評価したが，正規状態に戻すため油切りを修理することとし

た。 
・  原子炉冷却材再循環ポンプ（Ｅ）電動機において，スラストカラー

摺動面の下面に微細なき裂が確認された。 
このき裂はこれまでにも経験しているものであり，地震により発生

したものではない。 
き裂の深さを測定した結果，運転中に進展するき裂ではないことか

ら，回転機能に影響がないと評価し，スラストカラーを再使用した。 
なお，回転子と固定子表面に軽微な錆が確認され，補修塗装を実施し

た。 
・  高圧復水ポンプ（Ａ），（Ｃ）及び電動機駆動原子炉給水ポンプ（Ａ），

高圧ドレンポンプ（Ａ）の電動機において，固定子巻線の楔に緩みが

確認された。 
本事象は，固定子巻線の絶縁ワニスが劣化収縮して発生すること，

これまでにも同様の事象を経験していることから，地震により発生し

たものではない。 
これまでの保全で実施している対策と同様に，楔の打替え又は補修

材の塗布を実施した。 
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・  高圧ドレンポンプ（Ａ），（Ｃ）電動機について，固定子巻線に部分

放電痕が確認された。 
本事象は，絶縁ワニスの表面に塵埃等が付着して発生すること，こ

れまでにも同様の事象を経験していることから，地震により発生した

ものではない。 
これまでの保全で実施している対策と同様に，塵埃等の除去と補修

材の塗布を実施した。 
なお，高圧ドレンポンプ（Ａ）電動機について，油切りのネジ穴に

磨耗が確認された。摩耗が確認されたネジ穴は１箇所であり、その他

のネジ穴に摩耗は確認されなかったことから、経年劣化による磨耗で

あり，地震によるものではない。ネジ穴手入れにより補修を実施した。 
 

 
（３） 添付資料 
・７号機 振動診断結果一覧表（電動機） 
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ン
タ

ー
ゲ
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ジ

の
ず

れ
を

確
認

。
当

該
の

セ
ン

タ
ー

ゲ
ー

ジ
ず

れ
に

つ
い

て
は

、
機

器
の

停
止

時
に

エ
ン

ド
プ

レ
ー

（
軸

方
向

に
動

く
寸

法
）
の

範
囲

内
で

生
じ

た
事

象
で

あ
り

、
地

震
に

よ
る

影
響

で
は

な
く
設

計
通

り
の

通
常

な
事

象
で

あ
る

。
な

お
、

Ｍ
Ｇ

単
体

試
運

転
に

て
位
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験
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が
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を
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す
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熱
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と

機
器

容
量

を
考

慮
し

地
震

に
よ

る
影

響
が

比
較

的
大

き
い

と
評

価

E
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.1

.2
4
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
3
.1

.1
1
)

4
(H

2
0
.2

.2
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H

1
3
.1

.1
4
)

5
5
.8

(H
2
0
.2

.2
)

8
5

(J
E
C

)
5
4
.5

(H
1
3
.1

.1
4
)

4
4
6

(H
2
0
.2

.2
)

4
9
9

(定
格

電
流

)
4
7
8

(H
1
3
.1

.1
4
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

F
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.1
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
3
.1

.2
9
)

6
(H

2
0
.3

2
7
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H

1
3
.1

.3
1
)

5
2
.0

(H
2
0
.3

.2
7
)

8
5

(J
E
C

)
5
0
.9

(H
1
3
.1

.3
1
)

4
5
8

(H
2
0
.3

.2
7
)

4
9
9

(定
格

電
流

)
4
5
8

(H
1
3
.1

.3
1
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク

ラ
ス

２
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.2

.2
9
)

2
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
8
.1

0
.2

4
)

6
(H

2
0
.3

.1
3
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
.5

(H
1
8
.1

0
.2

5
)

1
3
1
.7

(H
2
0
.3

.1
3
)

2
2
0

(メ
ー

カ
ー

仕
様

)
1
3
5

(H
1
8
.1

0
.2

5
)

1
7
8

(H
2
0
.3

.1
3
)

2
1
3

(定
格

電
流

)
1
7
8

(H
1
8
.1

0
.2

5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク

ラ
ス

２
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.2

.2
9
)

2
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
7
.5

.1
6
)

5
(H

2
0
.4

.1
0
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
.0

(H
1
8
.9

.1
6
)

1
3
9

(H
2
0
.4

.1
0
)

2
2
0

(メ
ー

カ
ー

仕
様

)
1
3
8

(H
1
8
.9

.1
6
)

1
8
3

(H
2
0
.4

.1
0
)

2
1
3

(定
格

電
流

)
1
8
1

(H
1
8
.9

.1
6
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

高
圧

炉
心

注
水

ポ
ン

プ

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

電
動

機
P

4
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
電

動
機

高
圧

炉
心

注
水

系
ポ

ン
プ

電
動

機

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
ポ

ン
プ

電
動

機
G

3
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
電

動
機

P
2
1
-
C

0
0
1

E
1
1
-
C

0
0
1

E
2
2
-
C

0
0
1

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載

※
3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
－

１
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
※

R
IP

除
く

温
度

※
2

(℃
)

判
定

基
準

(℃
)以

下
温

度
(℃

)
電

流
※

3
（
A

）
判

定
基

準
定

格
(A

)以
下

電
流

（
A

）

設
備

点
検

耐
震

重
要

度

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

判
定

結
果

基
本

点
検

電
流

確
認

今
回

今
回

異
音

確
認

異
臭

確
認

漏
え

い
確

認

作
動

試
験

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

目
視

点
検

所
見

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
種

類
安

全
重

要
度

温
度

確
認

今
回

振
動

確
認

廃
棄

設
備

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0

(H
2
0
.7

.8
)

1
0

(メ
ー

カ
ー

仕
様

）

1
0
0

(H
1
8
.1

0
.2

0
)

1
9
.3

(H
2
0
.7

.1
0
)

4
5

（
メ

ー
カ

ー
仕

様
）

1
5
.0

(H
1
8
.1

0
.2

3
)

3
2
.0

(H
2
0
.7

.1
0
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

周
囲

温
度

+
3
.5

(3
3
.5

)
(H

1
8
.1

0
.2

3
)

7
.7

(H
2
0
.7

.1
0
)

1
2
.5

(定
格

電
流

)
5
.6

(H
1
8
.1

0
.2

3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0

(H
2
0
.7

.5
)

1
0

(メ
ー

カ
ー

仕
様

）

1
0
0

(H
1
8
.1

0
.1

0
)

2
.4

(H
2
0
.7

.5
)

4
5

（
メ

ー
カ

ー
仕

様
）

1
6
.8

(H
1
8
.1

0
.1

3
)

3
1
.0

(H
2
0
.7

.5
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

周
囲

温
度

+
5
.0

(3
5
.0

)
(H

1
8
.1

0
.1

3
)

8
.2

(H
2
0
.7

.5
)

1
2
.5

(定
格

電
流

)
5
.7

(H
1
8
.1

0
.1

3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(A
)ポ

ン
プ

(A
)電

動
機

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.1
7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
0
.4

.3
)

1
2

(H
2
0
.3

.1
7
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
(H

1
0
.4

.1
5
)

2
6

(H
2
0
.3

.1
7
)

9
5

(J
E
C

)
3
4

(H
1
0
.4

.1
5
)

7
.1

(H
2
0
.3

.1
7
)

1
3

(定
格

電
流

)
5
.9

2
(H

1
0
.4

.1
5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(B
)ポ

ン
プ

(B
)電

動
機

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.1
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
2
.7

.2
1
)

1
0

(H
2
0
.3

.1
9
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
(H

1
2
.8

.4
)

3
2

(H
2
0
.3

.1
9
)

9
5

(J
E
C

)
3
8

(H
1
2
.8

.4
)

5
.1

(H
2
0
.3

.1
9
)

9
.5

(定
格

電
流

)
5
.2

0
(H

1
2
.8

.4
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(A
)ポ

ン
プ

(C
)電

動
機

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.2
6
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
1
.7

.1
3
)

1
2

(H
2
0
.3

.2
6
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0

(H
1
1
.7

.2
3
)

2
7
.5

(H
2
0
.3

.2
6
)

9
5

(J
E
C

)
3
2

(H
1
1
.7

.2
3
)

5
.6

(H
2
0
.3

.2
6
)

1
3

(定
格

電
流

)
5
.1

(H
1
1
.7

.2
3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(B
)ポ

ン
プ

(D
)電

動
機

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.4

.9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
4
.2

.1
9
)

1
4

(H
2
0
.4

.9
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H

1
4
.2

.2
6
)

3
4
.5

(H
2
0
.4

.9
)

9
5

(J
E
C

)
2
5

(H
1
4
.2

.2
6
)

5
.2

(H
2
0
.4

.9
)

9
.5

(定
格

電
流

)
5
.1

5
(H

1
4
.2

.2
6
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0

(H
2
0
.7

.2
)

1
0

(メ
ー

カ
ー

仕
様

）

1
0
0

(H
1
8
.1

0
.1

0
)

1
2
.5

(H
2
0
.7

.5
)

4
5

（
メ

ー
カ

ー
仕

様
）

1
0
.7

(H
1
8
.1

0
.1

3
)

3
3
.0

(H
2
0
.7

.5
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

周
囲

温
度

+
6
.5

(3
5
.5

)
(H

1
8
.1

0
.1

3
)

5
.1

(H
2
0
.7

.5
)

9
.5

(定
格

電
流

)
5
.0

(H
1
8
.1

0
.1

3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0

(H
2
0
.6

.2
8
)

1
0

(メ
ー

カ
ー

仕
様

）

1
0
0

(H
1
8
.1

0
.2

0
)

1
4
.9

(H
2
0
.7

.4
)

4
5

（
メ

ー
カ

ー
仕

様
）

1
2
.0

(H
1
8
.1

0
.2

3
)

3
3
.0

(H
2
0
.7

.4
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

周
囲

温
度

+
7
.0

(3
7
.0

)
(H

1
8
.1

0
.2

3
)

5
.1

(H
2
0
.7

.4
)

9
.5

(定
格

電
流

)
5
.2

(H
1
8
.1

0
.2

3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(A
)ポ

ン
プ

(A
)電

動
機

K
1
1
-
C

1
0
2

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.1
7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
8
.8

.3
)

1
8

(H
2
0
.3

.1
7
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
4

(H
1
8
.8

.4
)

2
5
.5

(H
2
0
.3

.1
7
)

9
5

(J
E
C

)
3
2
.5

(H
1
8
.8

.4
)

4
.7

(H
2
0
.3

.1
7
)

9
.5

(定
格

電
流

)
4
.6

(H
1
8
.8

.4
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(B
)ポ

ン
プ

(B
)電

動
機

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.1
8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
8
.8

.3
)

5
(H

2
0
.3

.1
8
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
(H

1
8
.8

.7
)

2
9
.5

(H
2
0
.3

.1
8
)

9
5

(J
E
C

)
3
3
.0

(H
1
8
.8

.7
)

4
.7

(H
2
0
.3

.1
8
)

9
.5

(定
格

電
流

)
4
.6

(H
1
8
.8

.7
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(C
)ポ

ン
プ

(C
)電

動
機

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.1
8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
8
.8

.3
)

1
0

(H
2
0
.3

.1
8
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
1

(H
1
8
.8

.9
)

2
6
.5

(H
2
0
.3

.1
8
)

9
5

(J
E
C

)
3
3
.0

(H
1
8
.8

.9
)

4
.7

(H
2
0
.3

.1
8
)

9
.5

(定
格

電
流

)
4
.6

(H
1
8
.8

.9
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(D
)ポ

ン
プ

(D
)電

動
機

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.4

.1
8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0

(H
5
.2

.2
)

6
(H

2
0
.4

.2
5
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H

8
.5

.1
3
)

3
0
.0

(H
2
0
.4

.2
5
)

9
5

(J
E
C

)
3
4
.0

(H
8
.5

.1
3
)

5
.0

9
(H

2
0
.4

.2
5
)

9
.5

(定
格

電
流

)
5
.0

0
(H

8
.5

.1
3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(E
)ポ

ン
プ

(E
)電

動
機

K
1
1
-
C

1
0
2

E
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.4

.2
5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
4
.2

.2
6
)

9
(H

2
0
.4

.2
5
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
3

(H
1
4
.3

.6
)

3
1
.5

(H
2
0
.4

.2
5
)

9
5

(J
E
C

)
3
4
.5

(H
1
4
.3

.6
)

4
.9

5
(H

2
0
.4

.2
5
)

9
.5

(定
格

電
流

)
4
.9

5
(H

1
4
.3

.6
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(A
)ポ

ン
プ

(F
)電

動
機

F
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.2
5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
8
.8

.8
)

9
(H

2
0
.3

.2
5
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0

(H
1
8
.8

.1
0
)

2
5
.5

(H
2
0
.3

.2
5
)

9
5

(J
E
C

)
3
3
.0

(H
1
8
.8

.1
0
)

4
.7

(H
2
0
.3

.2
5
)

9
.5

(定
格

電
流

)
4
.8

(H
1
8
.8

.1
0
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(B
)ポ

ン
プ

(G
)電

動
機

G
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.2
7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
1
.7

.2
3
)

1
6

(H
2
0
.3

.2
7
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
(H

1
1
.7

.3
0
)

3
3

(H
2
0
.3

.2
7
)

9
5

(J
E
C

)
3
3

(H
1
1
.7

.3
0
)

4
.8

(H
2
0
.3

.2
7
)

9
.5

(定
格

電
流

)
4
.5

(H
1
1
.7

.3
0
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(C
)ポ

ン
プ

(H
)電

動
機

H
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.2
6
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
2
.8

.2
1
)

1
4

(H
2
0
.3

.2
6
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
2

(H
1
2
.8

.2
9
)

2
9

(H
2
0
.3

.2
6
)

9
5

(J
E
C

)
3
8

(H
1
2
.8

.2
9
)

4
.8

(H
2
0
.3

.2
6
)

9
.5

(定
格

電
流

)
4
.9

2
(H

1
2
.8

.2
9
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(D
)ポ

ン
プ

(I
)電

動
機

I
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.4

.1
7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
4
.2

.1
8
)

1
0

(H
2
0
.4

.1
7
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0

(H
1
4
.2

.2
6
)

3
1

(H
2
0
.4

.1
7
)

9
5

(J
E
C

)
2
3

(H
1
4
.2

.2
6
)

5
.1

(H
2
0
.4

.1
7
)

9
.5

(定
格

電
流

)
5
.0

5
(H

1
4
.2

.2
6
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(E
)ポ

ン
プ

(J
)電

動
機

J
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.2
5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
1
.8

.2
)

2
3

(H
2
0
.3

.2
5
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
(H

1
1
.8

.9
)

2
9

(H
2
0
.3

.2
5
)

9
5

(J
E
C

)
3
6
.5

(H
1
1
.8

.9
)

5
.1

(H
2
0
.3

.2
5
)

9
.5

(定
格

電
流

)
4
.9

(H
1
1
.8

.9
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
5
0
0

(H
1
9
.1

0
.2

2
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

6
0
0

(H
1
8
.1

0
.3

)
3

(H
1
9
.1

1
.9

)
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H

1
8
.1

1
.1

5
)

3
9
.9

(H
1
9
.1

1
.9

)
8
5

(J
E
C

)
3
9
.9

(H
1
8
.1

1
.1

5
)

2
7
2

(H
1
9
.1

1
.9

)
3
1
2

(定
格

電
流

)
2
6
8

(H
1
8
.1

1
.1

5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

4
否

※
4
 固

定
子

巻
線

楔
の

緩
み

を
確

認
。

固
定

子
巻

線
絶

縁
ワ

ニ
ス

劣
化

収
縮

に
よ

る
楔

の
緩

み
で

あ
り

、
地

震
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

。
こ

れ
ま

で
に

実
施

し
て

い
る

対
策

と
同

様
に

楔
の

打
替

え
又

は
補

修
材

の
再

塗
布

を
実

施
し

た
。

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
5
0
0

(H
1
9
.1

0
.2

2
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
7
.3

.1
8
)

4
(H

1
9
.1

1
.9

)
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H

1
7
.5

.2
4
)

3
9
.8

(H
1
9
.1

1
.9

)
8
5

(J
E
C

)
4
0
.8

(H
1
7
.5

.2
4
)

2
7
7

(H
1
9
.1

1
.9

)
3
1
2

(定
格

電
流

)
2
6
6

(H
1
7
.5

.2
4
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

2
0
0
0

(H
2
0
.1

.1
6
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
8
.1

0
.3

)
未

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H

1
8
.1

1
.1

5
)

未
8
5

(J
E
C

)
3
8
.5

(H
1
8
.1

1
.1

5
)

未
3
1
2

(定
格

電
流

)
2
6
9

(H
1
8
.1

1
.1

5
)

未
未

未
○

異
常

あ
り

※
4

否

設
置

階
と

機
器

容
量

を
考

慮
し

地
震

に
よ

る
影

響
が

比
較

的
大

き
い

と
評

価
※

4
 固

定
子

巻
線

楔
の

緩
み

を
確

認
。

固
定

子
巻

線
絶

縁
ワ

ニ
ス

劣
化

収
縮

に
よ

る
楔

の
緩

み
で

あ
り

、
地

震
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

。
こ

れ
ま

で
に

実
施

し
て

い
る

対
策

と
同

様
に

楔
の

打
替

え
又

は
補

修
材

の
再

塗
布

を
実

施
し

た
。

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
5
0
0

(H
1
9
.1

0
.2

5
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
7
.3

.1
8
)

7
(H

1
9
.1

1
.1

2
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H

1
7
.5

.2
5
)

4
0
.3

(H
1
9
.1

1
.1

2
)

8
5

(J
E
C

)
4
0
.3

(H
1
7
.5

.2
5
)

3
8
0

(H
1
9
.1

1
.1

2
)

6
5
1

(定
格

電
流

)
3
9
2

(H
1
7
.5

.2
5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

4
否

※
4
 固

定
子

巻
線

楔
の

緩
み

を
確

認
。

固
定

子
巻

線
絶

縁
ワ

ニ
ス

劣
化

収
縮

に
よ

る
楔

の
緩

み
で

あ
り

、
地

震
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

。
こ

れ
ま

で
に

実
施

し
て

い
る

対
策

と
同

様
に

楔
の

打
替

え
又

は
補

修
材

の
再

塗
布

を
実

施
し

た
。

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
1
9
.1

0
.2

5
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
8
.1

0
.2

)
1
1

(H
1
9
.1

1
.1

2
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H

1
8
.1

1
.1

6
)

3
8
.9

(H
1
9
.1

1
.1

2
)

8
5

(J
E
C

)
3
8
.3

(H
1
8
.1

1
.1

6
)

3
8
0

(H
1
9
.1

1
.1

2
)

6
5
1

(定
格

電
流

)
4
0
0

(H
1
8
.1

1
.1

6
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

液
体

廃
棄

物
処

理
系 高

圧
復

水
ポ

ン
プ

N
2
1
-
C

0
0
8

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
電

動
機

N
2
1
-
C

0
0
2

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
電

動
機

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

電
動

機

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
1
-
C

0
0
1

K
1
1
-
C

0
0
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
1
-
C

1
0
1

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検

※
3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載
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表
－

１
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
※

R
IP

除
く

温
度

※
2

(℃
)

判
定

基
準

(℃
)以

下
温

度
(℃

)
電

流
※

3
（
A

）
判

定
基

準
定

格
(A

)以
下

電
流

（
A

）

設
備

点
検

耐
震

重
要

度

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

判
定

結
果

基
本

点
検

電
流

確
認

今
回

今
回

異
音

確
認

異
臭

確
認

漏
え

い
確

認

作
動

試
験

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

目
視

点
検

所
見

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
種

類
安

全
重

要
度

温
度

確
認

今
回

振
動

確
認

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
A

ク
ラ

ス
３

Ｂ

異
常

あ
り

※
4

2
0
0
0

(H
2
0
.3

.1
0
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
7
.3

.2
2
)

未
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H

1
7
.5

.2
6
)

未
8
5

(J
E
C

)
3
7
.6

(H
1
7
.5

.2
6
)

未
2
6
5

(定
格

電
流

)
1
6
8
.0

(H
1
7
.5

.2
6
)

未
未

未
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し
良

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
1
9
.9

.2
0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
6
.1

2
.2

7
)

8
(H

1
9
.9

.2
1
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
1

(H
1
6
.1

2
.2

7
)

4
2
.5

(H
1
9
.9

.2
1
)

9
5

(J
E
C

)
4
5
.0

(H
1
8
.1

0
.2

7
)

1
0
7
.3

(H
1
9
.9

.2
1
)

1
6
5

(定
格

電
流

)
1
0
9
.7

(H
1
8
.1

0
.2

7
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

燃
料

設
備

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ
電

動
機

G
4
1
-
C

0
0
1

P
1
3
-
C

0
0
1

K
1
1
-
C

0
5
1

T
/
B

 H
C

W
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

K
1
1
-
C

1
5
1

高
圧

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

高
圧

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

電
動

機

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

T
/
B

 L
C

W
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

気
体

廃
棄

物
処

理
系

N
2
2
-
C

0
0
1

復
水

移
送

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

復
水

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

低
圧

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

低
圧

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

電
動

機
N

2
2
-
C

0
0
2

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載

※
3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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7号機　振動診断結果一覧表（電動機） 添付資料

速度

(mm/s)

測定値 測定値 管理値 （ＨＺ） （ＨＺ）

電動機
反駆動側

0.49 0.35 7.1 24.5 無

電動機
駆動側

0.36 0.31 7.1 24.5 無

電動機
反駆動側

0.46 0.45 7.1 24.5 無

電動機
駆動側

0.37 0.33 7.1 24.5 無

電動機
反駆動側

― 0.57 4.5 24.3 無

電動機
駆動側

― 0.96 4.5 24.3 無

電動機
反駆動側

― 0.76 4.5 24.3 無

電動機
駆動側

― 0.93 4.5 24.3 無

 電動機/フ
ライホール

側
0.48 ― 7.1 16.5 ―

 電動機
/発電機側

0.22 ― 7.1 16.5 ―

発電機
/電動機側

0.53 ― 7.1 16.5 ―

発電機
/励磁機側

0.36 ― 7.1 16.5 ―

 励磁機
/固定子

0.41 ― 7.1 16.5 ―

フライホール
/反電動機

側
0.25 ― 7.1 16.5 ―

フライホール
/電動機側

0.23 ― 7.1 16.5 ―

 電動機/フ
ライホール

側
0.34 ― 7.1 16.5 ―

電動機
/発電機側

0.30 ― 7.1 16.5 ―

発電機
/電動機側

0.20 ― 7.1 16.5 ―

発電機
/励磁機側

0.46 ― 7.1 16.5 ―

励磁機
/固定子

0.39 ― 7.1 16.5 ―

フライホール
/反電動機

側
0.23 ― 7.1 16.5 ―

フライホール
/電動機側

0.27 ― 7.1 16.5 ―

電動機
反駆動側

1.54 1.55 11.0 24.5 無

電動機
駆動側

0.61 0.54 11.0 24.5 無

電動機
反駆動側

0.97 1.02 11.0 24.5 無

電動機
駆動側

0.45 0.48 11.0 24.5 無

電動機
反駆動側

1.26 1.15 11.0 24.5 無

電動機
駆動側

0.53 0.54 11.0 24.5 無

電動機
反駆動側

2.19 2.01 11.0 24.7 無

電動機
駆動側

1.02 0.91 11.0 24.7 無

電動機
反駆動側

― 2.38 11.0 24.7 無

電動機
駆動側

― 1.25 11.0 24.7 無

電動機
反駆動側

0.83 0.92 11.0 24.7 無

電動機
駆動側

0.43 0.43 11.0 24.7 無

電動機
反駆動側

― 1.75 11.0 24.7 無

電動機
駆動側

― 0.75 11.0 24.7 無

評価

地震前測定実績なし正常

原子炉冷却材再循環ポンプ
ＭＧセット（Ｂ）

C81-C002B 電動機

停止中

停止中 H19.10.12

停止中

H19.10.15

H19.10.15

ほう酸水注入系ポンプ(B) C41-C001B 電動機

ほう酸水注入系ポンプ(A) C41-C001A 電動機

H19.6.15

停止中 H19.10.1

地震前測定実績なし正常停止中

Ｃ
原子炉冷却材再循環ポンプ
ＭＧセット（Ａ）

C81-C002A 電動機

H19.6.15

クラス１ Ａ ―

―

クラス３ Ｃ

クラス１ Ａ

クラス３

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

制御棒駆動水ポンプ（Ａ） C12-C001A 電動機

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

H19.9.28

制御棒駆動水ポンプ（Ｂ） C12-C001B 電動機

H19.10.12

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

高定格流量運転

正常
低定格流量運転
地震前測定実績なし

正常
低定格流量運転
地震前測定実績なし

停止中

停止中 H19.12.6

停止中

運転中

地震前

測定日

H19.5.23 運転中

地震時
の運転
状況

H19.6.18

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

高定格流量運転

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

備考

地震後

停止中 H19.11.22

測定日

― 地震後測定実績なし

H19.8.29

速度

診断結果

H19.6.22

H19.6.20

高圧炉心注水系 ポンプ（Ｃ）

残留熱除去系 ポンプ（Ａ）

高圧炉心注水系 ポンプ（Ｃ）

高圧炉心注水系 ポンプ（Ｂ）

残留熱除去系 ポンプ（Ｂ）

残留熱除去系 ポンプ（C）

高圧炉心注水系 ポンプ（Ｂ）

H19.6.4

機器名称 部位機種 安全重要度 耐震重要度機器番号
回転

周波数
特異

周波数(mm/s)

Ａｓ

クラス１

電動機

電動機

電動機

電動機

電動機

電動機E11-C001A

E11-C001B 電動機

E22-C001B

E22-C001B

E22-C001C

E22-C001C

E11-C001C クラス１ Ａｓ

Ａｓ

クラス１ Ａｓ

―

H19.5.22

クラス１ Ａｓ

―

クラス１

クラス１ Ａｓ

クラス３ Ｂ

クラス３ Ｂ

― 地震後測定実績なし

クラス１ Ａｓ H19.4.5

運転中 ―

停止中 H19.8.29

―

H19.10.2

-27-



7号機　振動診断結果一覧表（電動機） 添付資料

速度

(mm/s)

測定値 測定値 管理値 （ＨＺ） （ＨＺ）

評価

地震前

測定日
地震時
の運転
状況

備考

地震後

測定日

速度

診断結果

機器名称 部位機種 安全重要度 耐震重要度機器番号
回転

周波数
特異

周波数(mm/s)

電動機
反駆動側

1.42 2.19 4.5 49.2 無

電動機
駆動側

1.36 1.71 4.5 49.2 無

電動機
反駆動側

2.72 2.53 4.5 49.2 無

電動機
駆動側

2.78 1.82 4.5 49.2 無

電動機
反駆動側

0.68 0.25 7.1 24.7 無

電動機
駆動側

0.59 0.36 7.1 24.7 無

電動機
反駆動側

0.59 0.31 7.1 24.7 無

電動機
駆動側

0.78 0.31 7.1 24.7 無

電動機
反駆動側

― ― 7.1 24.7 ―

電動機
駆動側

― ― 7.1 24.7 ―

電動機
反駆動側

― 0.72 7.1 24.8 無

電動機
駆動側

― 0.97 7.1 24.8 無

電動機
反駆動側

― 0.83 7.1 24.8 無

電動機
駆動側

― 1.05 7.1 24.8 無

電動機
反駆動側

― ― 7.1 24.7 ―

電動機
駆動側

― ― 7.1 24.7 ―

電動機
反駆動側

0.19 ― 7.1 24.7 ―

電動機
駆動側

0.21 ― 7.1 24.7 ―

電動機
反駆動側

0.18 ― 7.1 24.7 ―

電動機
駆動側

0.31 ― 7.1 24.7 ―

電動機
反駆動側

― ― 7.1 24.7 ―

電動機
駆動側

― ― 7.1 24.7 ―

電動機
反駆動側

0.62 ― 7.1 24.7 ―

電動機
駆動側

0.68 ― 7.1 24.7 ―

電動機
反駆動側

0.43 ― 7.1 24.7 ―

電動機
駆動側

0.47 ― 7.1 24.7 ―

電動機
反駆動側

― 1.04 7.1 24.2 無

電動機
駆動側

― 0.99 7.1 24.2 無

電動機
反駆動側

1.00 ― 7.1 24.2 ―

電動機
駆動側

1.07 ― 7.1 24.2 ―

電動機
反駆動側

0.88 0.84 4.5 48.8 無

電動機
駆動側

2.59 2.39 4.5 48.8 無

電動機
反駆動側

0.87 0.79 4.5 48.8 無

電動機
駆動側

1.37 0.85 4.5 48.8 無

電動機
反駆動側

0.43 ― 4.5 48.8 ―

電動機
駆動側

0.55 ― 4.5 48.8 ―

地震後測定実績なし

地震前測定実績なし

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

運転中

停止中H19.6.18

H19.4.24

クラス３ 停止中

正常

―

H19.9.14

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

―

―運転中

クラス３ Ｂ

クラス３ Ｂ

ＢP13-C001C

P13-C001A復水移送ポンプ（Ａ）

P13-C001B復水移送ポンプ（Ｂ）

H19.5.23

―運転中

運転中

―運転中

H19.8.29

― 停止中 H20.3.10

クラス３ Ｂ

クラス３ Ｂ

クラス３ Ｂ

クラス３ Ｂ

クラス３ Ｂ

N22-C002C

N62-C001B排ガス真空ポンプ(B)

排ガス真空ポンプ(A) N62-C001A

クラス３ ＢN22-C001B

高圧ドレンポンプ（Ｃ） 電動機

電動機N21-C008B
電動機駆動原子炉給水ポン
プ(B)

N22-C001C

高圧ドレンポンプ（Ｂ） 電動機

H19.11.12― 地震前測定実績なし正常

電動機駆動原子炉給水ポン
プ(A)

電動機 停止中

停止中Ｂ

H19.11.12 正常―

N21-C002C

クラス３ ＢN21-C008A

高圧復水ポンプ（Ｃ） 電動機
地震前至近測定実績な
し
地震後測定実績なし

――クラス３ Ｂ

H19.6.18 運転中

停止中 ―

高圧復水ポンプ（Ａ） 電動機

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

N21-C002B高圧復水ポンプ（Ｂ） 電動機

H19.6.18

H19.11.9

運転中 H19.11.9

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

H19.9.21停止中

H19.6.15 運転中 H19.10.24

クラス３ Ｂ H19.6.18

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

地震前至近測定実績な
し

Ｂクラス３

クラス３

電動機

電動機

電動機

電動機

電動機

電動機

電動機

電動機

電動機

N22-C002B

復水移送ポンプ（Ｃ）

低圧ドレンポンプ（Ｂ）

低圧ドレンポンプ（Ｃ）

燃料プール冷却浄化系ポン
プ（Ａ）

G41-C001A

燃料プール冷却浄化系ポン
プ（B）

G41-C001B

N21-C002A

―

― 地震後測定実績なし

― 地震後測定実績なし

地震後測定実績なし

高圧ドレンポンプ（Ａ） N22-C001A 電動機 停止中クラス３ Ｂ ― ――
地震前至近測定実績な
し
地震後測定実績なし

低圧ドレンポンプ（Ａ） N22-C002A 電動機 停止中 ―

― 地震後測定実績なし

― 地震後測定実績なし

地震前至近測定実績な
し
地震後測定実績なし

―

H19.6.18

H19.6.18

運転中 ―

―

―

クラス３ Ｂ

クラス３ Ｂ

クラス３ Ｂ

H19.6.18

H19.6.18

H19.6.5
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7号機　振動診断結果一覧表（電動機） 添付資料

速度

(mm/s)

測定値 測定値 管理値 （ＨＺ） （ＨＺ）

評価

地震前

測定日
地震時
の運転
状況

備考

地震後

測定日

速度

診断結果

機器名称 部位機種 安全重要度 耐震重要度機器番号
回転

周波数
特異

周波数(mm/s)

電動機
反駆動側

1.08 1.87 7.1 24.5 無

電動機
駆動側

1.86 1.62 7.1 24.5 無

電動機
反駆動側

2.11 2.21 7.1 24.5 無

電動機
駆動側

2.08 2.13 7.1 24.5 無

電動機
反駆動側

0.39 0.52 4.5 24.3 無

電動機
駆動側

0.59 0.51 4.5 24.3 無

電動機
反駆動側

1.96 1.76 7.1 24.5 無

電動機
駆動側

1.67 1.87 7.1 24.5 無

電動機
反駆動側

0.99 1.18 7.1 24.5 無

電動機
駆動側

1.30 1.14 7.1 24.5 無

電動機
反駆動側

0.55 0.44 4.5 24.3 無

電動機
駆動側

0.65 0.62 4.5 24.3 無

電動機
反駆動側

0.55 0.75 7.1 16.4 無

電動機
駆動側

0.36 0.47 7.1 16.4 無

電動機
反駆動側

0.56 0.53 7.1 16.4 無

電動機
駆動側

0.41 0.40 7.1 16.4 無

電動機
反駆動側

0.43 0.42 7.1 16.4 無

電動機
駆動側

0.36 0.32 7.1 16.4 無

電動機
反駆動側

0.61 0.64 7.1 16.4 無

電動機
駆動側

0.59 0.60 7.1 16.4 無

電動機
反駆動側

0.42 0.51 7.1 16.4 無

電動機
駆動側

0.44 0.33 7.1 16.4 無

電動機
反駆動側

0.49 0.65 7.1 16.4 無

電動機
駆動側

0.42 0.55 7.1 16.4 無

電動機

電動機

P21-C001A 電動機

P41-C001A

P41-C001B

P41-C001C

P41-C001D

P41-C001F

P41-C001E 運転中電動機

電動機 運転中

H19.5.23クラス１ Ａｓ

H19.6.4

H19.6.4

H19.5.23

H19.5.23

H19.6.4

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

H20.3.27

H20.2.2

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

H19.8.30

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

運転中

停止中

停止中

停止中

クラス１ Ａｓ

電動機

電動機

電動機

H19.8.30

正常
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正常
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化の程度である)

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

原子炉補機冷却水ポンプ（Ｆ） P21-C001F

運転中原子炉補機冷却水ポンプ（Ｅ） P21-C001E 電動機 H19.7.5クラス１ Ａｓ

クラス１ Ａｓ H19.7.5

正常
(地震前後の振動値の
変化は通常見られる変
化の程度である)

運転中

H19.8.30

クラス１

クラス１ Ａｓ

クラス１ Ａｓ

クラス１ Ａｓ

クラス１ Ａｓ

H19.8.30

H19.8.30

運転中

H19.9.27H19.6.15
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６）ファン 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

     点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 
（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 

①目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定されるケーシング，取付ボル

ト，軸受，軸継手について点検を実施し，損傷がないことを確認した。 

 

なお，非常用ガス処理系排風機（Ａ）については，地震発生後の定例試験

運転時に，ファン側軸受とモータ側軸受の間にあるスペーサに緩みが確認さ

れた。本事象は，排風機の運転に影響を与えるものではないが，予め計画す

る追加点検に併せて当該箇所の状況確認を実施した。 

 

②作動試験 

作動試験として性能を確認する項目は，主に回転機能及び気密性能があり，

これらの機能のうちファン回転に異常のないこと確認するために，振動確認

及び温度確認を実施した。また，あわせて異音，異臭についても確認をした。 

気密性能を確認として作動試験中にファンケーシング，軸封部，フレキシ

ブルダクト継手部等について漏えい確認を実施した。 

 

 

・振動確認 

振動確認の振動値については，ファンの運転がほぼ安定した状態で採

取した。いずれのファンも許容される振動値を十分下回っており，また，

地震発生以前に採取した５回分程度の振動値と比較しても顕著な振動上

昇は確認されていない。 

また，回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断において，

地震前後及び至近の振動の傾向に大きな変化は見られず，振動速度値・振

動周波数に地震の影響と考えられる回転体のアンバランスや接触等の異

常兆候は確認されていない（添付資料参照）。 

・温度確認 

主に軸受部について温度確認を実施し，一定の間隔で温度を採取する

ことにより上昇傾向を確認し，温度がほぼ安定した状態での採取温度を

許容される温度と比較した。この結果，いずれのファンも許容される温
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度を下回っており，また，地震発生以前に採取した５回分程度の記録と

比較しても顕著な変化は確認されていない。 

    ・電流確認・絶縁抵抗 

電流確認の電流値については，電動機の運転がほぼ安定した状態で採取

した。いずれの電動機も定格電流値以下であり，また，地震発生以前に採

取した電流値と比較しても顕著な上昇は確認されていない。なお，作動試

験前に絶縁抵抗測定を実施し，異常のないことを確認した。 

       

    ・異音・異臭 

      主に軸受部近傍について聴診棒を用いた聴音・異臭確認を実施し，異常

は確認されていない。 

・漏えい確認 

 ファン運転状態にて，ケーシング，軸封部，ベローズジョイント部等

について漏えい確認を実施した結果，漏えいの無いことを確認した。 

 

【追加点検】 

①分解点検 

原子炉建屋におけるファンのうち，地震による影響が比較的大きいと考

えられる非常用ガス処理系排風機を予め計画する追加点検設備として選

定した。また，タービン建屋においては，原子炉区域・タ-ビン区域送風

機（Ｃ）を，さらにコントロール建屋においては中央制御室換気空調系送

風機を予め計画する追加点検設備として選定した。これらについて分解点

検を行い，インペラ，シャフト，軸受，軸継手，ケーシング等の各部に対

し目視点検と非破壊検査（浸透探傷検査）を実施した。 

この結果，地震の影響と考えられるような接触痕・傷は確認されなかっ

た。 

 

また，地震による，軸心のずれを懸念し，軸継手部について分解前に軸

心ずれ測定を実施した結果，前回分解点検時の分解前データと比較しても

顕著な変動はなく，異常のないことを確認した。 

なお，地震発生後の定例試験運転時に確認された非常用ガス処理系排風

機（Ａ）のスペーサの緩みについては，スペーサ，軸受取付時の組み立て

不良が原因であることを確認した。スペーサの交換を行い，適切な取り付

けを行った。 
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 （３） 添付資料 

  ・７号機 振動診断結果一覧表（ファン） 
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の

た
め

対
象

外

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

ー
 ※

ー
 ※

4
.5

(H
2
0
.2

.6
)

4
2
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

1
1

(H
1
8
.9

.2
1
)

4
2
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

4
2

(H
2
0
.2

.6
)

7
4

（
周

辺
温

度
+
5
5
以

下
）

ー
 ※

ー
 ※

4
7

(H
1
8
.9

.2
1
)

7
9
.5

（
周

辺
温

度
+
5
5
以

下
）

3
.3

(H
2
0
.2

.6
)

4
.2

3
.2

(H
1
8
.9

.2
1
)

4
.2

1
0
0
0

(H
1
9
.1

0
.1

2
)

1
0
0
0

(H
1
8
.9

.1
5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

※
フ

ァ
ン

側
の

振
動

・
温

度
に

つ
い

て
は

直
動

型
の

た
め

対
象

外

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

ー
 ※

ー
 ※

3
.7

(H
2
0
.1

.2
3
)

4
2
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

5
.9

(H
1
8
.9

.1
9
)

4
2
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

3
0

(H
2
0
.1

.2
3
)

7
4
.5

（
周

辺
温

度
+
5
5
以

下
）

ー
 ※

ー
 ※

3
4

(H
1
8
.9

.1
9
)

7
9

（
周

辺
温

度
+
5
5
以

下
）

1
3
.8

(H
2
0
.1

.2
3
)

2
5

1
3
.9

1
(H

1
8
.9

.1
9
)

2
5

1
0
0
0

(H
1
9
.9

.7
)

1
0
0
0

(H
1
5
.1

0
.3

)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

※
フ

ァ
ン

側
の

振
動

・
温

度
に

つ
い

て
は

直
動

型
の

た
め

対
象

外

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

ー
 ※

ー
 ※

2
.8

(H
2
0
.4

.3
)

4
2
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

1
5
.3

(H
1
8
.1

0
.1

2
)

4
2
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

3
2

(H
2
0
.4

.3
)

7
6
.5

（
周

辺
温

度
+
5
5
以

下
）

ー
 ※

ー
 ※

3
4
.5

(H
1
8
.1

0
.1

2
)

7
8

（
周

辺
温

度
+
5
5
以

下
）

1
4
.1

(H
2
0
.4

.3
)

2
5

1
4
.4

(H
1
8
.1

0
.1

2
)

2
5

1
0
0
0

(H
1
9
.9

.7
)

1
0
0
0

(H
1
8
.1

0
.1

1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

※
フ

ァ
ン

側
の

振
動

・
温

度
に

つ
い

て
は

直
動

型
の

た
め

対
象

外

A
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
 ※

ー
 ※

1
8
.0

(H
2
0
.5

.2
1
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

2
4
.0

(H
1
9
.4

.1
0
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

4
2
.5

(H
2
0
.5

.2
1
)

1
1
3
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

ー
 ※

ー
 ※

4
4
.0

(H
1
9
.4

.1
0
)

1
1
1
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

3
7
3
.0

(H
2
0
.5

.2
1
)

4
4
5

3
7
8
.0

(H
1
9
.4

.1
0
)

4
4
5

1
0
0
0

(H
2
0
.6

.1
9
)

1
0
0
0

(H
1
8
.2

.1
5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

※
フ

ァ
ン

側
の

振
動

・
温

度
に

つ
い

て
は

直
動

型
の

た
め

対
象

外

B
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
 ※

ー
 ※

1
8
.0

(H
2
0
.1

.9
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

2
1
.0

(H
1
9
.5

.9
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

3
9
.0

(H
2
0
.1

.9
)

1
0
4
.5

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

ー
 ※

ー
 ※

4
0
.0

(H
1
9
.5

.9
)

1
0
8
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

3
7
2
.0

(H
2
0
.1

.9
)

4
4
5

3
5
6
.0

(H
1
9
.5

.9
)

4
4
5

1
0
0
0

(H
2
0
.1

.9
)

1
0
0
0

(H
1
4
.1

1
.2

7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

※
フ

ァ
ン

側
の

振
動

・
温

度
に

つ
い

て
は

直
動

型
の

た
め

対
象

外

C
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
 ※

ー
 ※

1
6
.0

(H
2
0
.4

.2
4
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

1
3
.5

(H
1
9
.5

.1
7
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

4
3
.0

(H
2
0
.4

.2
4
)

1
0
9
.5

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

ー
 ※

ー
 ※

4
2
.5

(H
1
9
.5

.1
7
)

1
1
0
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

3
7
0
.0

(H
2
0
.4

.2
4
)

4
4
5

3
5
8
.0

(H
1
9
.5

.1
7
)

4
4
5

1
0
0
0

(H
2
0
.3

.1
3
)

1
0
0
0

(H
1
8
.7

.1
0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
○

異
常

な
し

良
※

フ
ァ

ン
側

の
振

動
・
温

度
に

つ
い

て
は

直
動

型
の

た
め

対
象

外

D
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
 ※

ー
 ※

1
5
.0

(H
1
9
.1

2
.5

)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

1
3
.0

(H
1
9
.5

.3
0
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

ー
 ※

ー
 ※

3
5
.5

(H
1
9
.1

2
.5

)

1
0
1
.5

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

ー
 ※

ー
 ※

4
1
.5

(H
1
9
.5

.3
0
)

1
0
4
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

3
8
7
.6

(H
1
9
.1

2
.5

)
4
4
5

3
5
4
.0

(H
1
9
.5

.3
0
)

4
4
5

1
0
0
0

(H
1
9
.1

2
.5

)
1
0
0
0

(H
1
8
.7

.3
1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

※
フ

ァ
ン

側
の

振
動

・
温

度
に

つ
い

て
は

直
動

型
の

た
め

対
象

外

A
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

1
0
.0

(H
2
0
.3

.1
7
)

3
0
以

下
(実

績
か

ら
の

仕
様

)

8
.0

(H
2
0
.3

.1
7
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

9
.0

(H
1
9
.4

.2
4
)

3
0
以

下
(実

績
か

ら
の

仕
様

)

8
.5

(H
1
9
.4

.2
4
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

3
0
.0

(H
2
0
.3

.1
7
)

6
2
.0

（
周

辺
温

度
+
4
0
以

下
）

3
2
.0

(H
2
0
.3

.1
7
)

1
0
7
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

3
5
.5

(H
1
9
.4

.2
4
)

6
5
.0

（
周

辺
温

度
+
4
0
以

下
）

3
5
.0

(H
1
9
.4

.2
4
)

1
1
0
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

5
3
.0

(H
2
0
.3

.1
7
)

7
2

5
3
.2

(H
1
9
.4

.2
4
)

7
2

2
0
0
0

(H
2
0
.3

.1
6
)

2
0
0
0

(H
1
8
.5

.2
3
)

2
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

6
.0

(H
2
0
.1

.9
)

3
0
以

下
(実

績
か

ら
の

仕
様

)

7
.0

(H
2
0
.1

.9
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

8
.0

(H
1
9
.5

.2
4
)

3
0
以

下
(実

績
か

ら
の

仕
様

)

6
.0

(H
1
9
.5

.2
4
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

3
1
.0

(H
2
0
.1

.9
)

5
7
.0

（
周

辺
温

度
+
4
0
以

下
）

3
1
.0

(H
2
0
.1

.9
)

1
0
2
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

3
5
.5

(H
1
9
.5

.2
4
)

6
4
.5

（
周

辺
温

度
+
4
0
以

下
）

3
7
.0

(H
1
9
.5

.2
4
)

1
0
9
.5

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

5
4
.4

(H
2
0
.1

.9
)

7
2

5
0
.6

(H
1
9
.5

.2
4
)

7
2

2
0
0
0

(H
2
0
.1

.9
)

2
0
0
0

(H
1
9
.5

.1
8
)

2
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

1
7
.0

(H
2
0
.4

.1
5
)

3
0
以

下
(実

績
か

ら
の

仕
様

)

1
2
.0

(H
2
0
.4

.1
5
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

9
.0

(H
1
9
.6

.1
4
)

3
0
以

下
(実

績
か

ら
の

仕
様

)

7
.0

(H
1
9
.6

.1
4
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

2
9
.5

(H
2
0
.4

.1
5
)

6
1
.0

（
周

辺
温

度
+
4
0
以

下
）

3
4
.0

(H
2
0
.4

.1
5
)

1
0
6
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

3
8
.0

(H
1
9
.6

.1
4
)

6
7
.0

（
周

辺
温

度
+
4
0
以

下
）

3
8
.5

(H
1
9
.6

.1
4
)

1
1
2
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

5
2
.0

(H
2
0
.4

.1
5
)

7
2

5
1
.8

(H
1
9
.6

.1
4
)

7
2

2
0
0
0

(H
2
0
.3

.1
7
)

2
0
0
0

(H
1
9
.6

.8
)

2
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

D
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

7
.0

(H
1
9
.1

2
.5

)

3
0
以

下
(実

績
か

ら
の

仕
様

)

7
.0

(H
1
9
.1

2
.5

)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

7
.0

(H
1
9
.6

.2
9
)

3
0
以

下
(実

績
か

ら
の

仕
様

)

5
.0

(H
1
9
.6

.2
9
)

5
0
以

下
(メ

ー
カ

ー
仕

様
)

3
2
.0

(H
1
9
.1

2
.5

)

5
8
.0

（
周

辺
温

度
+
4
0
以

下
）

3
1
.0

(H
1
9
.1

2
.5

)

1
0
3
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

3
9
.5

(H
1
9
.6

.2
9
)

6
9
.0

（
周

辺
温

度
+
4
0
以

下
）

3
9
.0

(H
1
9
.6

.2
9
)

1
1
4
.0

（
周

辺
温

度
+
8
5
以

下
）

5
1
.8

(H
1
9
.1

2
.5

)
7
2

5
0
.6

(H
1
9
.6

.2
9
)

7
2

2
0
0
0

(H
1
9
.1

2
.5

)
2
0
0
0

(H
1
9
.6

.2
7
)

2
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

今
回

記
録

前
回

記
録

電
動

機
絶

縁
抵

抗
振

動
確

認

今
回

記
録

前
回

記
録

フ
ァ

ン
モ

ー
タ

温
度

確
認

今
回

記
録

フ
ァ

ン
モ

ー
タ

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見

基
本

点
検

目
視

点
検

フ
ァ

ン
フ

ァ
ン

モ
ー

タ
モ

ー
タ

異
音

確
認

異
臭

確
認

漏
え

い
確

認

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

中
央

制
御

室
換

気
空

調
系

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
判

定
結

果
機

器
番

号
安

全
重

要
度

種
類

電
流

確
認

前
回

記
録

中
央

制
御

室
再

循
環

送
風

機

U
4
1
-

C
1
0
2

原
子

炉
区

域
・
タ

-
ビ

ン
区

域
送

風
機

T
2
2
-

C
0
0
1

U
4
1
-

C
6
0
1

U
4
1
-

C
6
0
2

原
子

炉
区

域
・
タ

-
ビ

ン
区

域
排

風
機

追
加

点
検

分
解

点
検

換
気

空
調

系

放
射

線
管

理
設

備

U
4
1
-

C
1
0
1

放
射

線
管

理
設

備

U
4
1
-

C
6
0
3

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
風

機

中
央

制
御

室
送

風
機

中
央

制
御

室
排

風
機

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検

補
足

：
振

動
・
温

度
は

各
部

温
度

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

の
値
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添
付

資
料

速
度

速
度

(m
m

/
s)

(m
m

/
s)

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
H

z）
（
H

z）

排
風

機
C

P
側

0
.3

2
0
.3

3
0
.2

6
7
.1

4
8
.7

無

排
風

機
反

C
P
側

0
.2

5
0
.3

1
0
.2

4
7
.1

4
8
.7

無

排
風

機
C

P
側

0
.2

9
0
.3

3
0
.2

6
7
.1

4
8
.7

無

排
風

機
反

C
P
側

0
.3

9
0
.4

3
0
.5

2
7
.1

4
8
.7

無

排
風

機
C

P
側

0
.6

4
0
.7

6
0
.7

4
1
1
.0

1
6
.4

無

排
風

機
反

C
P
側

0
.8

6
1
.5

9
1
.0

2
1
1
.0

1
6
.4

無

排
風

機
C

P
側

0
.5

1
0
.5

5
0
.5

8
1
1
.0

1
6
.4

無

排
風

機
反

C
P
側

0
.6

6
0
.7

8
0
.8

0
1
1
.0

1
6
.4

無

排
風

機
C

P
側

0
.7

9
0
.5

5
0
.7

9
1
1
.0

1
6
.4

無

排
風

機
反

C
P
側

1
.0

7
0
.9

7
0
.8

7
1
1
.0

1
6
.4

無

排
風

機
C

P
側

0
.5

1
0
.5

5
0
.5

1
1
1
.0

1
6
.4

無

排
風

機
反

C
P
側

0
.7

0
0
.6

3
0
.5

2
1
1
.0

1
6
.4

無

送
風

機
C

P
側

0
.7

1
0
.7

6
0
.8

6
7
.1

1
6
.2

無

送
風

機
反

C
P
側

0
.7

3
0
.6

8
0
.9

1
7
.1

1
6
.2

無

送
風

機
C

P
側

0
.6

2
0
.5

4
0
.9

4
7
.1

1
6
.2

無

送
風

機
反

C
P
側

0
.8

4
0
.7

7
0
.7

0
7
.1

1
6
.2

無

測
定

日
測

定
日地

震
後

地
震

後
至

近
（
H

2
0
.7

.3
1
ま

で
）

測
定

日

回
転

周
波

数

H
2
0
.7

.2
2

正
常

(地
震

前
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

正
常

(地
震

前
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

ク
ラ

ス
３

Ｃ

ク
ラ

ス
１

Ａ

運
転

中
H

1
9
.6

.5

H
1
9
.5

.9
H

1
9
.8

.2
9

フ
ァ

ン

ク
ラ

ス
３

原
子

炉
区

域
・
タ

ー
ビ

ン
区

域
排

風
機

（
Ｃ

）
U

4
1
-
C

1
0
2
C

フ
ァ

ン
Ｃ

ク
ラ

ス
３

Ｃ
U

4
1
-
C

1
0
2
B

H
1
9
.5

.7

停
止

中

H
1
9
.6

.1

H
1
9
.5

.7

ク
ラ

ス
１

Ａ

ク
ラ

ス
３

Ｃ

部
位

機
種

ク
ラ

ス
１

Ａ

耐
震

重
要

度
安

全
重

要
度

フ
ァ

ン
H

1
9
.5

.1
5

H
1
9
.5

.1
5

備
考

速
度

地
震

時
の

運
転

状
況

H
1
9
.9

.7

H
1
9
.9

.7
H

2
0
.7

.2
2

地
震

前

機
器

名
称

機
器

番
号

中
央

制
御

室
送

風
機

（
Ｂ

）

U
4
1
-
C

6
0
1
A

中
央

制
御

室
送

風
機

（
Ａ

）

T
2
2
-
C

0
0
1
A

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

 排
風

機
（
Ａ

）

原
子

炉
区

域
・
タ

ー
ビ

ン
区

域
排

風
機

（
Ａ

）
U

4
1
-
C

1
0
2
A

T
2
2
-
C

0
0
1
B

フ
ァ

ン

フ
ァ

ン

U
4
1
-
C

6
0
1
B

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

 排
風

機
（
Ｂ

）

フ
ァ

ン

フ
ァ

ン

U
4
1
-
C

1
0
2
D

原
子

炉
区

域
・
タ

ー
ビ

ン
区

域
排

風
機

（
Ｂ

）
フ

ァ
ン

原
子

炉
区

域
・
タ

ー
ビ

ン
区

域
排

風
機

（
Ｄ

）

H
1
9
.6

.1
1

ク
ラ

ス
１

Ａ

運
転

中

停
止

中
H

1
9
.1

0
.1

2

停
止

中

停
止

中

H
1
9
.8

.3
0

正
常

(地
震

前
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

正
常

(地
震

前
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

運
転

中
H

1
9
.8

.3
0

H
2
0
.6

.2
0

正
常

(地
震

前
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

H
1
9
.1

2
.5

運
転

中
H

2
0
.1

.9
H

2
0
.7

.2
9

H
2
0
.6

.2
0

7
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
フ

ァ
ン

）

H
2
0
.5

.2
8

正
常

(地
震

前
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

(m
m

/
s)

特
異

周
波

数
評

価

H
2
0
.6

.9

正
常

(地
震

前
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

H
2
0
.7

.2
8

正
常

(地
震

前
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）
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８）空気圧縮機 
 
（１）点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した設備点検結果を表

－１に示す。 
 
（２）点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を直接受け保つ取付ボルトについて目視点検を実施し，損傷等

異常の無いことを確認した。またフレーム材，クーラー（取付管，取付ボル

ト）等についても目視点検を実施し，異常のないことを確認した。 
 

② 作動試験 
作動試験を実施し運転状態よりピストンリング割れ，ピストンリング焼

付，油膜切れ・焼付などは確認されず異常の無いことを確認した。 
・振動確認 

振動確認の振動値については，空気圧縮機の運転がほぼ安定した状態

で採取した。許容される振動値を十分下回っており，また，地震発生以

前に採取した５回分の振動値と比較しても顕著な振動上昇は確認されて

いない。 
また，回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断において，

地震前後及び至近の振動の傾向に大きな変化は見られず，振動速度値・

振動周波数に地震の影響と考えられる回転体の接触等の異常兆候は確認

されていない（添付資料参照）。 
・温度確認 

 圧縮空気温度及び軸受部について温度確認を実施し，一定の間隔で温

度を採取することにより上昇傾向を確認し，温度がほぼ安定した状態で

の採取温度を許容される温度と比較した。この結果，許容される温度を

下回っており，また，地震発生以前に採取した５回分の記録と比較して

も顕著な変化は確認されていない。 
・異音・異臭 

 主にピストン，軸受部近傍について聴診棒を用いた聴音確認ならびに

異臭確認を実施した結果，異常は確認されていない。 
・ 漏えい確認 

 空気圧縮機運転状態にて，漏えい確認を実施した結果，漏えいの無いこ

とを確認した。 
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【追加点検】 
① 分解点検 

計装用圧縮空気系空気圧縮機（Ｂ）を予め計画する追加点検として分解点

検を実施する設備として選定した。分解点検を行い，ピストンリング，クー

ラー，安全弁，吸込・吐出ノズル等について損傷の有無を確認した結果，地

震の影響による損傷がないことを確認した。 
 
（３）添付資料 
 ・７号機 振動診断結果一覧表（空気圧縮機） 
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表
-
1
　
空
気
圧
縮
機
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

前
回

記
録

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

判
定

基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

判
定

基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

１
１
９
．
０

二
段
出
口
ガ
ス
温

度

(H
1
9
.9
.2
6
)

1
7
0
以

下
(設

定
値
根
拠
書
)

１
１
1
．
０

二
段
出
口
ガ
ス
温

度

(H
1
9
.7
.6
)

1
7
0
以
下

(設
定
値
根
拠
書
)

3
0
.1

ア
フ
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

出
口
ガ
ス
温
度

(H
1
9
.9
.2
6
)

4
3
以

下
（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

3
2
.4

ア
フ
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

出
口
ガ
ス
温
度

(H
1
9
.7
.6
)

4
3
以
下

（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

3
6
.2

軸
受
温
度

(H
1
9
.9
.2
6
)

6
7
.5

（
室

内
温

度
＋

4
0
℃

）

3
8
.5

軸
受
温
度

(H
1
9
.7
.6
)

6
9
.2

（
室
内
温
度
＋
4
0
℃
）

１
0
6
．
０

二
段
出
口
ガ
ス
温

度

(H
2
0
.3
.2
6
)

1
7
0
以

下
(設

定
値
根
拠
書
)

１
2
0
．
０

二
段
出
口
ガ
ス
温

度

(H
1
9
.7
.1
3
)

1
7
0
以
下

(設
定
値
根
拠
書
)

2
6
.9

ア
フ
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

出
口
ガ
ス
温
度

(H
2
0
.3
.2
6
)

4
3
以

下
（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

3
2
.7

ア
フ
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

出
口
ガ
ス
温
度

(H
1
9
.7
.1
3
)

4
3
以
下

（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

3
2
.4

軸
受
温
度

(H
2
0
.3
.2
6
)

6
4
.0

（
室

内
温

度
＋

4
0
℃

）

3
7
.2

(H
1
9
.7
.1
3
)

6
8
.5

（
室
内
温
度
＋
4
0
℃
）

補
足
：

振
動
値
は
負
荷

運
転
状
態
で
の
値

　

異
臭
確
認

異
常
な
し

異
常
な
し

追
加
点
検

分
解
点
検

点
検
目
的

点
検
結
果

-

異
常
な
し

－

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検

温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検

□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点
検

耐
震

重
要
度

異
音
確
認

漏
え
い
確
認

基
本

点
検

作
動

試
験

振
動

確
認

今
回

記
録

温
度

確
認

今
回

記
録

前
回

記
録

所
見

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

安
全
重

要
度

判
定
結
果

目
視

点
検

設
備

点
検

計
測
制
御
系
統
設
備

計
装

用
圧

縮
空

気
系

計
装
用
圧
縮
空
気
系
空
気
圧
縮

機
P
5
2
-
C
0
0
1

Ａ
ク
ラ
ス
３

C

B
ク
ラ
ス
３

C

異
常
な
し

異
常
な
し

6
7
.0

(H
1
9
.9
.2
6
)

3
2
0

（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

7
8
.2

(H
1
9
.7
.6
)

5
8

(H
2
0
.3
.2
6
)

3
2
0

（
メ
ー
カ
ー
仕
様
）

5
7
.3

(H
1
9
.7
.1
3
)

良 良
○

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し
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添
付
資
料

速
度

速
度

(m
m
/
s)

(m
m
/
s)

測
定
値

測
定

値
測
定
値

管
理
値

（
H
z）

（
H
z）

計
装

用
圧

縮
空

気
系

空
気

圧
縮

機
（
Ａ
）

P
5
2
-
C
0
0
1
A

空
気

圧
縮

機
ク
ラ
ス
３

Ｂ
ク
ラ
ン
ク
軸

反
プ
ー
リ
ー
側

H
1
9
.6
.1

0
.8
3

停
止
中

H
1
9
.9
.2
8

0
.8
4

H
2
0
.6
.6

1
.0
0

4
.5

9
.4

無

正
常

(地
震

前
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変
化

の
程
度
で
あ
る
）

計
装

用
圧

縮
空

気
系

空
気

圧
縮

機
（
Ｂ
）

P
5
2
-
C
0
0
1
B

空
気

圧
縮

機
ク
ラ
ス
３

Ｂ
ク
ラ
ン
ク
軸

反
プ
ー
リ
ー
側

H
1
9
.6
.4

0
.8
7

運
転
中

H
1
9
.8
.3
0

0
.7
5

H
2
0
.5
.2
9

0
.7
5

4
.5

9
.4

無

正
常

(地
震

前
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変
化

の
程
度
で
あ
る
）

測
定
日

回
転

周
波
数

地
震

前
地

震
後

地
震

後
至

近
（
H
2
0
.7
.3
1
ま
で
）

地
震
時

の
運

転
状
況

速
度

特
異

周
波
数

評
価

測
定
日

備
考

7
号
機
　
振

動
診

断
結

果
一

覧
表
（
空
気
圧
縮
機
）

機
器
名
称

部
位

機
種

安
全
重
要
度

耐
震
重
要
度

機
器

番
号

測
定
日

(m
m
/
s)
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９）弁 
 

（１） 点検対象設備点検結果一覧 
点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結

果を表－１に示す。 

 

（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される，駆動部，ヨーク，弁ふた，

弁箱等について目視点検を実施し，著しい損傷は確認されなかった。 
なお，Ｇ３１－Ｆ００２弁（原子炉冷却浄化系吸込ラインライン内側

隔離弁）において，駆動部に油漏れが確認されている。前回定検におい

て当該部からの油の滲みを確認し，継続監視となっていたものであり，

Ｄ／W 内の温度上昇により弁駆動部内の油が膨張したこと及びギヤボ

ックス内のパッキン劣化しシール機能が低下したものと推測される。よ

って，地震による影響で無いと判断しているが，念のため追加点検とし

て駆動部の分解点検を実施した。 
     
 

② 漏えい確認 
弁ふた・弁箱・グランド部等について，運転圧による漏えい確認を実

施中である。今後，ＲＰＶ Ｌ／Ｔ時に実施する予定である。また，内

包する流体が蒸気である等の理由により，現時点で運転圧による漏えい

確認が出来ない弁については，弁グランド及びボンネットフランジボル

トのトルク確認を実施した。 
なお，Ｔ３１－Ｆ００３弁（不活性ガス系Ｓ／Ｃパージ用入口隔離弁）

において，作動試験実施時に駆動部上部パッキン箱よりエアリークを確

認したため分解点検を実施した。 
その他の弁については，現段階において著しい漏えいは確認されてい

ない。 
 

③ 作動試験 
「駆動部動作不良」「弁棒・グランドあるいは弁体・弁座間摩耗抵抗

大」「弁座シール性能低下」の確認として作動確認を行い，全開，全閉

時間測定及びリミットスイッチ開閉接点動作確認，電流，電圧測定等を

実施中である。前回分解点検以降でＥＣＣＳ系弁等定例試験データと作
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動時間を比較し変動がないことの確認等，過去のデータと比較した結果，

現段階において著しい作動不良は，確認されていない。 
【追加点検】 
① 分解点検 

ＭＳＩＶ内弁二台・外弁一台，及びＳＲＶ全台について各部品を分解

し弁体・弁棒・弁座等の浸透探傷試験及び目視点検を実施した。 
・ＭＳＩＶについては，予め計画する追加点検として内・外弁各一台を

代表としＢ２１－Ｆ００２ＡおよびＢ２１－Ｆ００３Ａの分解点検を

実施した結果，異常は確認されなかった。また，Ｂ２１－Ｆ００２Ｃ

は目視点検における異常は確認されなかったが，停止時Ｌ／Ｔの結果

漏えい率が毎定期検査時の追加分解点検を判断するレベルを超過した

ため分解点検を実施した。弁体・弁棒・弁座等に割れ，曲がりはない

ことから地震の影響によるものではなく,スラッジの付着等によりシー

ト面の当りが低下したことにより漏えい率が上昇したものと推定する。 
・ＳＲＶについては，予め計画する追加点検として全台分解点検を実施

した結果，Ｂ２１－Ｆ００１Ｂ／Ｄ／ＵにおいてＳＲＶの付属品であ

るＬＶＤＴ（開度計）のロッド部他に損傷（曲がり(摺動痕有り)他）が

確認された。調査の結果，Ｂ弁はロッドが折損まで至っていたが，破

断面のＳＥＭ観察の結果，疲労破断を示すストライエーション状模様

が確認されたことから疲労によるものであり地震の影響によるもので

はないことが判明した。ロッドとブッシュに芯ずれがある状態で，Ｓ

ＲＶ強制開作動（毎定検実施する作動確認）を行ったため，ロッドに

初期割れが生じ，更に運転時の微振動を受けたことでロッドの疲労破

断に至ったと考えられる。当該部品については同型・新品への交換を

実施済み。 
・Ｇ３１－Ｆ００２弁駆動部の分解点検を実施し，ギアボックス内部品

に損傷など異常はなくパッキンの劣化であり地震の影響でないことを

確認した。パッキンについては新品に交換を実施した。 
・Ｔ３１－Ｆ００３弁駆動部上部パッキン箱について分解点検を実施し

た結果，パッキンシート面に塗装片が挟まっていることを確認し，こ

れによってシール機能が低下しエアリークに至ったと判断した。塗装

片の混入は偶発事象であり，地震影響によるものではない。シート面

の手入れを行った後，再度作動試験を実施し，異常がないことを確認

した。 
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検
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果
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Ａ
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え
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B
弁
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Ａ
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○
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Ｔ
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損

　
＊
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結
果
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新
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Ｒ
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Ｖ
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時
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C
弁
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１

Ａ
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な
し
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な
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な
し

漏
え
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確
認
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て
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Ｒ
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Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
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実
施

D
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
あ
り

否
付
属
品
で
あ
る
Ｌ
Ｖ
Ｄ
Ｔ
（
開
度
計
）
の
ロ
ッ
ド
部
他
に
不
具
合
が
確
認
さ
た
。

・
ブ
ッ
シ
ュ
の
摩
耗

・
ロ
ッ
ド
の
曲
が
り

　
＊
摺
動
痕
有
り

・
ロ
ッ
ド
固
定
用
廻
り
止
め
溶
接
損
傷

同
型
・
新
品
へ
交
換
実
施
済
み

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

E
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

F
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

G
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

H
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

J
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

K
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

L
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

M
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

N
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

P
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

R
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

S
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

T
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

U
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
あ
り

否
Ｂ
２
１
－
Ｆ
０
０
１
Ｄ
同
様

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

A
弁

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

B
弁

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

C
弁

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
あ
り

未
□

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

※
主
蒸
気
隔
離
弁
漏
え
い
率
検
査
（
停
止
後
）
を
実
施
し
た
結
果
、
漏
え
い

率
が
分
解
点
検
の
実
施
を
判
断
す
る
ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ
を
超
え
た
た
め
、
追
加
点
検
と

し
て
分
解
点
検
を
実
施
し
た
。
分
解
点
検
に
よ
り
弁
体
・
弁
座
の
手
入
れ
、

P
T
、
当
た
り
確
認
を
実
施
し
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

分
解
点
検
後
，
起
動
前
L
／
T
に
お
い
て
漏
え
い
率
が
判
定
基
準
内
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

D
弁

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

A
弁

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

未
○

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

B
弁

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

C
弁

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
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未
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漏
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い
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認
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つ
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は
Ｒ
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／
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認
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Ｒ
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／
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1
弁

ク
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２
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な
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-

2
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２
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異
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な
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-

3
弁

ク
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ス
２

B
異
常
な
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未
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-

設
備

区
分

（
１
）
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備

区
分

（
２
）

機
器

名
称
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子

炉
冷
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系
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備
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蒸
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タ
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弁
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蒸

気
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弁

基
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点
検

追
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分
解
点
検

B
2
1
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F
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0
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類

主
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弁

機
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安
全
重

要
度
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震

重
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度

判
定
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果

点
検
内
容

B
2
1
-
F
0
0
3

N
3
7
-
F
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0
1

B
2
1
-
F
0
0
2

機
器
番
号

○
：
予

め
計

画
す
る
追
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点

検
△

：
地

震
応
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価
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追
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検

□
：
基

本
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果
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り
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施
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る
追
加
点
検
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ボ
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／
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Ａ
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Ａ
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な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
C

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

B
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

C
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

B
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

C
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

A
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
C

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

B
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

C
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

A
弁

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
C

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
C

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
C

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
主

要
弁

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

主
要

弁

主
要

弁

高
圧

炉
心

注
水

系 残
留

熱
除

去
系

E
1
1
-
F
0
0
1

E
1
1
-
F
0
0
5

E
2
2
-
F
0
0
3

E
2
2
-
F
0
0
4

E
1
1
-
F
0
0
6

E
1
1
-
F
0
1
8

E
1
1
-
F
0
0
8

E
1
1
-
F
0
1
1

E
2
2
-
F
0
0
6

E
1
1
-
F
0
1
9

E
1
1
-
F
0
1
0

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追
加
点
検
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表
-
1
　
一
般
弁
・
手
動
弁
　
設
備
点
検
結
果
一

覧

目
視
点
検

作
動
試
験

漏
え
い
確
認

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

基
本
点
検

追
加
点
検

分
解
点
検

種
類

機
器

種
別

所
見

安
全
重

要
度

耐
震

重
要
度

判
定
結
果

点
検
内
容

機
器
番
号

E
5
1
-
F
0
0
4

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
E
5
1
-
F
0
0
6

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
E
5
1
-
F
0
3
5

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
E
5
1
-
F
0
3
6

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
E
5
1
-
F
0
3
7

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
E
5
1
-
F
0
3
9

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
C
4
1
-
F
0
0
7

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

-
異
常
な
し

-
-

良
逆
止
弁

C
4
1
-
F
0
0
8

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

-
異
常
な
し

-
-

良
逆
止
弁

K
1
1
-
F
0
0
3

弁
ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
K
1
1
-
F
0
0
4

弁
ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
K
1
1
-
F
1
0
3

弁
ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
K
1
1
-
F
1
0
4

弁
ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
T
3
1
-
F
0
0
1

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
T
3
1
-
F
0
0
2

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

T
3
1
-
F
0
0
3

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
あ
り
※

異
常
な
し

□
異
常
な
し

否

※
作
動
試
験
時
，
駆
動
部
上
部
パ
ッ
キ
ン
箱
よ
り
エ
ア
リ
ー
ク
を
確
認
し
た
。

追
加
点
検
と
し
て
駆
動
部
上
部
パ
ッ
キ
ン
箱
の
分
解
点
検
を
行
っ
た
。

パ
ッ
キ
ン
シ
ー
ト
面
に
塗
装
片
の
付
着
を
確
認
し
，
他
に
異
常
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。
シ
ー
ト
面
の
手
入
れ
後
パ
ッ
キ
ン
箱
の
漏
え
い
確
認
，
及
び

作
動
確
認
を
実
施
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

T
3
1
-
F
0
1
0

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
T
3
1
-
F
0
1
1

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
T
3
1
-
F
0
1
2

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
T
3
1
-
F
0
1
6

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
T
3
1
-
F
0
1
9

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
T
3
1
-
F
0
2
0

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
T
3
1
-
F
0
2
1

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
T
3
1
-
F
0
2
2

弁
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備 廃
棄

設
備

原
子

炉
格

納
施

設

計
測

制
御

系
統

設
備

主
要

弁

不
活

性
ガ
ス
系

主
要

弁

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系

T
4
9
-
F
0
0
1

T
4
9
-
F
0
0
3

T
4
9
-
F
0
0
7

主
要

弁

主
要

弁

主
要

弁

T
4
9
-
F
0
0
8

ほ
う
酸

水
注

入
系

液
体

廃
棄

物
処

理
系

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制

御
系

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実
施
す
る
追
加
点
検
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表
-
1
　
一
般
弁
・
手
動
弁
　
設
備
点
検
結
果
一

覧

目
視
点
検

作
動
試
験

漏
え
い
確
認

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

基
本
点
検

追
加
点
検

分
解
点
検

種
類

機
器

種
別

所
見

安
全
重

要
度

耐
震

重
要
度

判
定
結
果

点
検
内
容

機
器
番
号

Ａ
非
常

用
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

非
常

用
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
Ｃ

非
常

用
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
Ａ

非
常

用
ノ
ン
ク
ラ

ス
Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

非
常

用
ノ
ン
ク
ラ

ス
Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
Ｃ

非
常

用
ノ
ン
ク
ラ

ス
Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
C

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
D

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

N
3
6
-
F
0
2
2

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

N
3
6
-
F
0
2
3

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
起

動
用

グ
ラ
ン
ド
蒸

気
減

圧
弁

N
3
3
-
F
0
0
6

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
C

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
A

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
B

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良
C

弁
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

非
常

用
予

備
発

電
装

置

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
設

備

非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発

電
設

備
R
4
3
-
Ｆ
0
7
0

R
4
3
-
Ｆ
0
7
1

空
気

だ
め
の

安
全

弁

グ
ラ
ン
ド
蒸

気
管

安
全

弁グ
ラ
ン
ド
蒸

気
蒸

化
器

加
熱

蒸
気

減
圧

弁

グ
ラ
ン
ド
蒸

気
蒸

化
器

加
熱

蒸
気

安
全

弁

N
3
3
-
F
0
1
1

N
3
6
-
F
0
1
0

N
3
3
-
F
0
0
2

第
２
段

加
熱

器
加

熱
蒸

気
減

圧
弁

N
3
9
-
F
0
3
5

グ
ラ
ン
ド
蒸

気
減

圧
弁

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
に

付
属

す
る
管

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追
加
点
検
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表
-
1
　
一
般
弁
・
手
動
弁
　
設
備
点
検
結
果
一

覧

目
視
点
検

作
動
試
験

漏
え
い
確
認

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

基
本
点
検

追
加
点
検

分
解
点
検

種
類

機
器

種
別

所
見

安
全
重

要
度

耐
震

重
要
度

判
定
結
果

点
検
内
容

機
器
番
号

A
弁

ク
ラ
ス
1

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏

え
い
確

認
に
つ
い
て
は

Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／

Ｔ
時

に
実

施

B
弁

ク
ラ
ス
1

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

未
-

-
漏

え
い
確

認
に
つ
い
て
は

Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／

Ｔ
時

に
実

施

A
弁

ク
ラ
ス
1

Ａ
ｓ

異
常
な
し

-
未

-
-

逆
止
弁

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

B
弁

ク
ラ
ス
1

Ａ
ｓ

異
常
な
し

-
未

-
-

逆
止
弁

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／
Ｔ
時
に
実
施

所
内

蒸
気

系
タ
ー
ビ
ン

建
屋

入
口

減
圧

弁
P
6
1
-
F
0
0
6

弁
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

所
内

温
水

系
バ

ッ
ク
ア
ッ

プ
熱

交
換

器
入

口
減

圧
弁

P
6
1
-
F
2
0
1

弁
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

所
内

蒸
気

系
タ
ー
ビ
ン

建
屋

入
口

安
全

弁
P
6
1
-
F
0
0
9

弁
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

所
内

温
水

系
バ

ッ
ク
ア
ッ

プ
熱

交
換

器
入

口
安

全
弁

P
6
1
-
F
2
0
5

弁
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

計
測

制
御

系
統

設
備

計
装

用
圧

縮
空

気
系

計
装

用
圧

縮
空

気
系

空
気

貯
槽

安
全

弁
P
5
2
-
F
0
0
8

弁
ク
ラ
ス
３

C
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

補
助

ボ
イ
ラ
ー

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

安
全

弁

減
圧

装
置

主
要

弁
B
2
1
-
F
0
5
1

B
2
1
-
F
0
5
2

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実
施
す
る
追
加
点
検
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１１）非常用ディーゼル発電機 

 

（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 

 

（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 

①目視点検 

    a.機関本体 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される軸受，基礎ボルトの

目視点検を行い，ボルトゆるみやずれなどの損傷のないことを確認した。 

b.出力制御系 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高い調速装置等の取付ボルトについ

て目視点検を行うとともに，制御油の漏えいの有無を確認し異常のないこ

とを確認した。 
c.始動空気系 
  地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される過給器取付ボルト，

空気だめの支持脚，配管の目視点検を行い，損傷のないことを確認した。

また，空気圧縮機の支持脚，排気管等についても目視点検を行い，損傷の

ないことを確認した。空気だめ安全弁についても目視点検を行い，異常の

ないことを確認している。 

  また，空気圧縮機については，地震の荷重を直接受け保つ取付ボルトに

ついて目視点検を実施し，損傷等異常の無いことを確認した。Ａ系空気圧

縮機については吸入口に設置されるスポンジ製の吸入フィルタの劣化が

認められた。劣化の要因についてはスポンジの硬化等による経年的なもの

であり，地震による影響ではないため，フィルタの新品交換を行っている。 
d.燃料油系 
  地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される燃料噴射ポンプ等

の取付ボルト，燃料ディタンクの支持脚の目視点検を行い，損傷のないこ

とを確認した。なお，燃料移送ポンプについても目視点検を行い軸受部に

異常の無いことを確認した。燃料移送ポンプ(C)のメカニカルシールに微

少な漏えいを確認したため，新品に交換している。交換したメカニカルシ

ールには部品の損傷は特に認められなかった。（工事計画対象外） 
    e.冷却水系 

 地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される機関付清水ポンプ

の取付ボルト，配管等について目視点検を行い損傷及び冷却水の漏えいの

有無を確認し異常の無いことを確認した。 
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f.潤滑油系 
地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される機関付潤滑油ポンプ

の取付ボルト，配管等について目視点検を行い，損傷及び潤滑油の漏えいの

有無を確認し異常の無いことを確認した。 

 
g.発電機本体 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される軸受，本体フレーム

の目視点検を行い，異常のないことを確認した。 

 

②作動試験 

 作動試験として性能を確認する項目は，主に機関回転数，発電機出力等の

主要パラメータであり，機関の運転状態が発電機出力に影響を与えることな

く運転が継続可能なことを確認した。これらの機能を確認するため，起動時

の始動性，出力制御性，機関運転中の運転パラメータについて地震発生以前

に採取されている値と比較した結果，顕著な変化は確認されていない。 

空気だめ安全弁については，配管より取外し吹き出し試験を実施し，所定

の圧力で動作することを確認した。 

空気圧縮機については，作動試験を実施し運転状態よりピストンリング割

れ，ピストンリング焼付，油膜切れ・焼付などは確認されず異常の無いこと

を確認した。併せて振動測定を行い，地震発生以前に採取した過去５回分程

度の振動値と比較して顕著な変化のないことを確認した。 

 

○性能確認 

  機関は所定の時間内に起動し，起動後の機関回転数は所定の回転数で安

定し，発電機定格出力での運転に異常のないことから，始動空気系，出力

制御系，燃料油系が正常に作動することを確認した。 

○温度確認 

  主に冷却水，潤滑油の温度を発電機定格出力運転状態において確認した

結果，いずれも許容される温度以内であり地震発生以前に採取された値と

比較しても顕著な変化は確認されていない。 

○振動確認 

  主に機関周りの振動測定を行い，地震発生以前に採取されている値と比

較して顕著な変化は確認されていない。 

 

③漏えい試験 

バウンダリ機能を確認するため，ディーゼル機関として外部漏えい確認を

実施した。機関運転状態で機関及び冷却水系，潤滑油系，始動空気系（排気

管），燃料油系の漏えい確認の結果，漏えいのないことを確認した。 
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   【追加点検】 

①分解点検 

機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点か

ら，ディーゼル機関（Ａ）について予め計画する追加点検の対象として選

定し，分解を行い，目視点検と非破壊検査により，ピストンメタル，シリ

ンダ，軸受，クランク軸等について，異常の無いことを確認した。 

また，機関の附属機器である調速装置，非常用調速装置，排気タービン

過給器（ディーゼル機関(C)）についても分解を行い，内部部品の損傷のな

いことを確認した。 

合わせて，Ａ系空気圧縮機（Ａ１）について予め計画する追加点検の対

象として選定し，目視点検を行いシリンダ，ピストン，クランク軸，ピス

トンリング等に異常のないことを確認した。Ａ系空気圧縮機（Ａ１／Ａ２）

の吸入フィルタの劣化要因についてはスポンジ製フィルタの硬化等による

経年的なものであり，地震による影響が要因ではないこと，かつその他の

部位については基本点検で異常が認められないことからフィルタの新品交

換を行った。 

発電機については，（Ｃ）を予め計画する追加点検の対象として選定し，

分解点検を行い，固定子，回転子，軸，軸受等の各部について目視点検及

び，軸受については非破壊検査（浸透探傷検査）を実施した。この結果，

地震の影響と考えられるような接触痕・傷は確認されなかった。回転子に

ついても引き抜き状態で，固定子との接触による損傷がないことを目視点

検にて確認した。 
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非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

　
設

備
点

検
結
果
一
覧

Ａ
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

○
異
常
な
し
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B

ク
ラ
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Ａ
ｓ
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Ｃ
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Ａ
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工

認
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Ａ
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し
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Ａ
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Ｃ
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Ａ
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Ａ
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Ａ
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Ｃ
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Ａ
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Ａ
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Ａ
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Ａ
ｓ
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－
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Ｃ
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Ａ
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Ａ
ｓ
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し
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－
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Ａ
ｓ
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－
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良
Ｃ
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Ａ
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Ａ
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異
常
な
し
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し
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－

良
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異
常
な
し
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し
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Ｃ
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Ａ
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し
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－
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Ａ
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Ａ
ｓ

異
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－
－

良
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ク
ラ
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Ａ
ｓ
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－
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Ｃ
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Ａ
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）
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検
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検
△

：
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追
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表
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1
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用
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ー
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ル

発
電

設
備

　
設

備
点

検
結
果
一
覧

Ａ
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良
B

ク
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ス
１

Ａ
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異
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－
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震

重
要
度

設
備
点
検

機
器
名
称

R
4
3
-
C
0
0
1

デ
ィ
-
ゼ
ル
発
電
機

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要

度
設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

非
常
用
予
備
発

電
装
置

非
常
用
デ
ィ
-
ゼ

ル
発
電
設
備

判
定
結
果

所
　
　
　
　
　
見

基
本
点
検

追
加
点
検

目
視

点
検

作
動
確
認

（
運

転
記

録
は

別
紙

参
照

）

漏
え
い

確
認

点
検

目
的

分
解
点
検

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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表-1　非常用ディーゼル発電設備(機関本体)　設備点検結果一覧

R43-C001

今回
前回

(H18.11.1)
今回

前回
(H18.9.23)

今回
前回

(H18.11.9)
－ 50 50 50.0 50 50 50

－ 1000 1000 1000 1000 1000 1000

－ 5000 5000 5000 5000 5000 5000

Ｎｏ．１シリンダ 13.5 13.2 13.0 13.2 13.5 13.4

Ｎｏ．２シリンダ 13.5 13.0 12.7 13.0 13.5 13.2

Ｎｏ．３シリンダ 13.3 13.1 13.1 13.2 13.5 13.2

Ｎｏ．４シリンダ 13.5 13.1 13.2 13.4 13.5 13.2

Ｎｏ．５シリンダ 13.5 13.1 13.0 13.0 13.3 13.4

Ｎｏ．６シリンダ 13.5 13.2 13.0 13.0 13.5 13.5

Ｎｏ．７シリンダ 13.6 13.2 13.0 13.2 13.5 13.6

Ｎｏ．８シリンダ 13.4 13.0 13.2 13.3 13.3 13.4

Ｎｏ．９シリンダ 13.5 13.0 13.0 13.0 13.5 13.5

Ｎｏ．１０シリンダ 13.5 13.0 12.9 13.0 13.5 13.5

Ｎｏ．１１シリンダ 13.4 12.9 12.8 13.0 13.3 13.0

Ｎｏ．１２シリンダ 13.5 12.9 12.7 13.2 13.5 13.4

Ｎｏ．１３シリンダ 13.5 13.0 13.3 13.2 13.5 13.2

Ｎｏ．１４シリンダ 13.5 13.2 12.9 13.4 13.5 13.2

Ｎｏ．１５シリンダ 13.5 13.2 13.1 13.0 13.5 13.6

Ｎｏ．１６シリンダ 13.5 13.2 13.0 13.0 13.4 13.5

Ｎｏ．１７シリンダ 13.4 12.9 13.0 13.0 13.2 13.2

Ｎｏ．１８シリンダ 13.5 13.2 12.8 13.0 13.5 13.5

Ｎｏ．１シリンダ 405.0 415.0 415.0 445 400.0 420.0

Ｎｏ．２シリンダ 390.0 415.0 410.0 435 405.0 420.0

Ｎｏ．３シリンダ 380.0 400.0 400.0 425 390.0 410.0

Ｎｏ．４シリンダ 415.0 395.0 395.0 415 395.0 410.0

Ｎｏ．５シリンダ 405.0 430.0 410.0 435 420.0 435.0

Ｎｏ．６シリンダ 400.0 425.0 410.0 430 415.0 435.0

Ｎｏ．７シリンダ 420.0 415.0 405.0 435 395.0 420.0

Ｎｏ．８シリンダ 405.0 445.0 430.0 465 425.0 450.0

Ｎｏ．９シリンダ 400.0 420.0 400.0 425 405.0 425.0

Ｎｏ．１０シリンダ 405.0 415.0 395.0 425 400.0 410.0

Ｎｏ．１１シリンダ 395.0 420.0 410.0 445 400.0 415.0

Ｎｏ．１２シリンダ 415.0 405.0 410.0 435 405.0 420.0

Ｎｏ．１３シリンダ 395.0 430.0 410.0 440 425.0 440.0

Ｎｏ．１４シリンダ 400.0 410.0 385.0 415 395.0 410.0

Ｎｏ．１５シリンダ 380.0 415.0 385.0 415 400.0 415.0

Ｎｏ．１６シリンダ 400.0 395.0 395.0 425 390.0 405.0

Ｎｏ．１７シリンダ 380.0 420.0 410.0 450 420.0 440.0

Ｎｏ．１８シリンダ 380.0 395.0 390.0 415 395.0 410.0

非常用ディ-ゼル発電設備設備区分（２）
機器名称
機器番号

非常用ディーゼル
発電機　　Ｃ

R43-C001Ｃ
ディ-ゼル機関　

シ
リ
ン
ダ
内
最
高
圧
力

R43-C001Ａ R43-C001Ｂ
非常用ディーゼル

発電機　　Ａ
非常用ディーゼル

発電機　　Ｂ

発電機周波数（Hz）
機関回転数(rpm)

５２０℃以下
(メーカー仕様)

発電機出力(KW)

項　　　　　　　　　　　　　目 判定基準

１３．７ＭＰａ以
下

(メーカー仕様)

排
気
温
度
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表-1　非常用ディーゼル発電設備(機関本体)　設備点検結果一覧

R43-C001

今回
前回

(H18.11.1)
今回

前回
(H18.9.23)

今回
前回

(H18.11.9)

非常用ディ-ゼル発電設備設備区分（２）
機器名称
機器番号

非常用ディーゼル
発電機　　Ｃ

R43-C001Ｃ
ディ-ゼル機関　

R43-C001Ａ R43-C001Ｂ
非常用ディーゼル

発電機　　Ａ
非常用ディーゼル

発電機　　Ｂ
項　　　　　　　　　　　　　目 判定基準

圧力 － 0.36 0.36 0.36 0.36 0.36 0.36

温度（機関入口） － 72 72.0 73.5 73.0 72.5 73.0

温度（シリンダ出口）
９０℃未満
(メーカー仕様)

76 77.0 76.0 76.0 77.5 77.0

温度(クーラー入口） － 75.0 76.0 76.0 78.0 76.0 76.0
温度（クーラー出口） － 54.0 58.0 58.0 60.0 58.0 60.0

温度（総入口） － 27.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0

温度（総出口） － 35.0 36.0 38.0 40.0 37.0 36.0

圧力(ポンプ出口） － 0.66 0.66 0.65 0.66 0.67 0.66

圧力（主軸受）
0.540～0.637MPa
(メーカー仕様)

0.58 0.58 0.56 0.56 0.60 0.59

温度(機関入口）
８３℃未満
(メーカー仕様)

63.0 63.0 61.5 63.0 63.0 63.0

温度（ポンプ入口） － 75.5 76.0 74.0 76.0 74.0 75.0
温度(クーラー入口） － 73.0 74.0 74.0 76.0 74 74.0
温度(クーラー出口） － 52.0 52.0 56.0 56.0 54 52.0
燃料油圧力 － 0.095 0.095 0.09 0.085 0.095 0.095
燃料油温度 － 20.0 25.5 19.0 32.0 21.5 23.0
吸気圧力 － 0.22 0.22 0.21 0.210 0.22 0.21
排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口操縦側 510.0 530 515.0 550 520.0 545
排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口操縦側 500.0 525 510.0 540 515.0 545

排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口操縦側 525.0 550 525.0 555 515.0 550

排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口ＧＥＮ側 520.0 540 535.0 550 510.0 540

排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口ＧＥＮ側 510.0 535 510.0 535 505.0 535

排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口ＧＥＮ側 520 545 535.0 565 510.0 540

排気ガス温度Ｔ．Ｂ出口操縦側 345.0 355 355.0 380 512.5 370
排気ガス温度Ｔ．Ｂ出口ＧＥＮ側 350.0 365 360.0 390 350.0 370
空気温度ブロア入口操縦側 28.0 28.0 26.0 33.0 29 27.0
空気温度ＡＣ入口操縦側 141.0 118.0 149.0 167.0 146 154.0
空気温度ＡＣ入口ＧＥＮ側 146.0 122.0 143.0 168.0 146 155.0
空気温度ＡＣ出口 47.0 36.0 43.0 43.0 43 44.0
冷却水温度ＡＣ入口 27.0 28.0 28.0 28.0 28 28.0
冷却水温度ＡＣ出口 37.0 38.0 43.0 41.0 38 38.0
過給器架台部　振動 500(μｍP-P） 100.0 95.0 100.0 75.0 100 85.0

機関架台部
50(μｍP-P）
(メーカー仕様)

6.0 6.5 9.0 6.0 17 13.0

13秒以内
(メーカー仕様)

9.04 9.02 9.04 9.66 9.32 8.76

113～115%
(メーカー仕様)

113.0 114.5 114.5 114.9 113.5 113.5

109.5% 以内
(メーカー仕様)

105.8 105.6 106.0 106.6 107.0 107.0

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

良 良 良 良 良 良判定結果

－

振
動

始動時間（電圧確立）

過速度停止（機械式）

オーバーシュート量

漏　え　い
異　　　臭
異　　　音

一
次

冷
却
水

５２０℃以下
(メーカー仕様)

二
次

冷
却

水

潤
滑
油

燃
料

過
給
器

６５０℃以下
(メーカー仕様)
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表
-
1
　
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

設
備

（
空

気
圧

縮
機

）
　
設

備
点
検
結
果
一
覧

R
4
3
-
C
0
0
5

今
回

前
回

(H
1
8
.1
0
.2

8
)

今
回

前
回

(H
1
8
.1
0
.2

8
)

今
回

(H
2
0
.1
.2
8

)

前
回

(H
1
8
.9
.1
9

)

今
回

(H
2
0
.1
.2
8

)

前
回

(H
1
8
.9
.1
9

)
今

回
前

回
(H
1
8
.1
0
.2

7
)

今
回

前
回

(H
1
8
.1
0
.2

7
)

2
.4
6
M
P
a以

上
（
保
安
規
定
の
値
）

2
.8

2
.8

2
.8

2
.8

2
.8

2
.8

2
.8

2
.8

2
.8

2
.8

2
.8

2
.8

8
0
以

下
(メ

ー
カ
ー
仕

様
)

1
3
.0

1
3
.0

1
4
.0

1
2
.0

1
3

1
2
.5

1
2
.0

1
1
.5

1
2
.0

1
3
.0

9
.0

9
.5

2
5
0
以

下
(メ

ー
カ
ー
仕

様
)

4
2
.0

4
4
.0

3
3
.0

4
0
.0

5
0
.0

4
7
.0

3
7
.0

3
6
.0

3
7
.0

5
0
.0

4
0
.0

3
7
.0

m
ax
8
5
℃
以
下

(周
囲
温
度
+
4
0
℃
以

下
)

4
8
.0

(2
3
.0
)

5
1
.0

(3
4
.0
)

4
6
.0

(2
6
.5
)

5
1
.5

(3
2
.0
)

5
2
.5

(3
2
.5
)

5
5
.0

(3
5
.0
)

5
2
.0

(3
5
.5
)

5
5
.0

(3
3
.0
)

4
3
.0

(2
2
.5
)

4
4
.0

(2
5
.0
)

4
4
.0

(2
4
.0
)

4
5
.5

(2
5
.0
)

－
異
常
な
し

-
異
常
な
し

-
異
常
な
し

-
異

常
な
し

-
異

常
な
し

-
異

常
な
し

-

－
異
常
な
し

-
異
常
な
し

-
異
常
な
し

-
異

常
な
し

-
異

常
な
し

-
異

常
な
し

-

－
異
常
な
し

-
異
常
な
し

-
異
常
な
し

-
異

常
な
し

-
異

常
な
し

-
異

常
な
し

-

　
（
　
　
):
周

囲
温

度

空
気

圧
縮

機

空
気

圧
縮

機
C
-
2

空
気

圧
縮

機
B
-
2

空
気

圧
縮

機
C
-
1

空
気
圧
縮
機

A
-
1

空
気
圧
縮
機

A
-
2

空
気
圧
縮
機

B
-
1

非
常

用
デ
ィ
-
ゼ
ル

発
電
設
備

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

R
4
3
-
C
0
0
5
A
-
1

R
4
3
-
C
0
0
5
B
-
2

R
4
3
-
C
0
0
5
C
-
1

R
4
3
-
C
0
0
5
A
-
2

R
4
3
-
C
0
0
5
C
-
2

R
4
3
-
C
0
0
5
B
-
1

機
器
番
号

漏
え
い

異
　
　
音

異
　
　
臭

温
　
　
度
（
℃
）

シ
リ
ン
ダ
振
動
(μ

ｍ
P
-
P
）

軸
受
部
振
動
(μ

ｍ
P
-
P
）

圧
力
(M

P
a）

判
定

基
準

項
　
　
　
　
　
目
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表
－
１
　
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
（
発
電
機
）
点
検

結
果

前
回

前
回

前
回

前
回

絶
縁
抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

判
定

基
準

(μ
m
P
-
P
)

以
下

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

判
定

基
準

(℃
)以

下
温

度
(℃

)
電

流
（
A
）

判
定
基
準

定
格
(A
)以

下

電
流

（
A
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

あ
り

※
2
0
0
0

(H
2
0
.3
.1
2
)

1
0

(実
績

か
ら
の

仕
様
）

2
0
0
0

(H
1
8
.1
0
.2
)

9
(H
2
0
.3
.2
8
)

5
0

（
実
績
か
ら

の
仕
様
）

1
0

(H
1
8
.1
1
.1
)

6
4
.0

(H
2
0
.3
.2
8
)

9
5

(J
E
C
)

6
5
.0

(H
1
8
.1
1
.1
)

4
4
0

(H
2
0
.3
.2
8
)

5
2
3

(定
格
電

流
)

5
1
0

(H
1
8
.1
1
.1
)

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

□
－

否
※

※
基
礎
台
グ
ラ
ウ
ト
部
に
微
小
な
ひ

び
を
確
認
し
た
が
、
基
礎
ボ
ル
ト
・
機

器
等
に
つ
い
て
は
緩
み
・
損
傷
等
の

異
常
は
見
ら
れ
て
お
ら
ず
、
モ
ル
タ
ル

部
分
の
熱
収
縮
に
よ
っ
て
発
生
す
る

経
年
的
な
劣
化
事
象
と
想
定
さ
れ
、

補
修
方
法
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
す
る
。

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

あ
り

※
2
0
0
0

(H
2
0
.1
.1
7
)

1
0

(実
績

か
ら
の

仕
様
）

2
0
0
0

(H
1
8
.9
.1
7
)

1
2

(H
2
0
.2
.2
)

5
0

（
実
績
か
ら

の
仕
様
）

1
2

(H
1
8
.9
.2
3
)

6
3

(H
2
0
.2
.2
)

9
5

(J
E
C
)

6
5
.5

(H
1
8
.9
.2
3
)

5
0
0

(H
2
0
.2
.2
)

5
2
3

(定
格
電

流
)

5
1
0

(H
1
8
.9
.2
3
)

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

□
－

否
※

※
基
礎
台
グ
ラ
ウ
ト
部
に
微
小
な
ひ

び
を
確
認
し
た
が
、
基
礎
ボ
ル
ト
・
機

器
等
に
つ
い
て
は
緩
み
・
損
傷
等
の

異
常
は
見
ら
れ
て
お
ら
ず
、
モ
ル
タ
ル

部
分
の
熱
収
縮
に
よ
っ
て
発
生
す
る

経
年
的
な
劣
化
事
象
と
想
定
さ
れ
、

補
修
方
法
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
す
る
。

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

あ
り

※
2
0
0
0

(H
2
0
.4
.4
)

1
0

(実
績

か
ら
の

仕
様
）

2
0
0
0

(H
1
8
.1
0
.2
)

1
8

(H
2
0
.4
.1
5
)

5
0

（
実
績
か
ら

の
仕
様
）

1
4

(H
1
8
.1
1
.9
)

6
2
.5

(H
2
0
.4
.1
5
)

9
5

(J
E
C
)

6
5
.0

(H
1
8
.1
1
.9
)

5
2
0

(H
2
0
.4
.1
5
)

5
2
3

(定
格
電

流
)

5
1
0

(H
1
8
.1
1
.9
)

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

○
異
常
な
し

否
※

設
置
階
と
機
器
容
量
は
同
条
件
で
あ

り
１
台
を
選
定

※
基
礎
台
グ
ラ
ウ
ト
部
に
微
小
な
ひ

び
を
確
認
し
た
が
、
基
礎
ボ
ル
ト
・
機

器
等
に
つ
い
て
は
緩
み
・
損
傷
等
の

異
常
は
見
ら
れ
て
お
ら
ず
、
モ
ル
タ
ル

部
分
の
熱
収
縮
に
よ
っ
て
発
生
す
る

経
年
的
な
劣
化
事
象
と
想
定
さ
れ
、

補
修
方
法
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
す
る
。

種
類

安
全

重
要

度

異
臭
確
認

漏
え
い
確

認

電
流
確
認

異
音
確
認

今
回

今
回

非
常
用
デ
ィ
-
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１２）制御棒 
 

（１） 点検対象設備点検結果一覧 
点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 

（２） 点検結果及び評価 
【基本点検】 

① 炉内配置点検 
制御棒の変形・損傷により制御棒の挿入状態に異常が生じていないこ

とを確認するため，炉内配置点検にて制御棒が全挿入状態になっている

ことを炉心上部より全数確認した結果，制御棒の挿入状況に異常が確認

されたものは見受けられなかった。 
② 目視点検 
制御棒自体の変位過大や炉内構造物との衝突により制御棒の変形・損

傷が生じていないことを，外観目視点検により制御棒全長に対して確認

した結果，変形・損傷等の異常が確認されたものは見受けられなかった。 
なお，ハフニウムフラットチューブ型制御棒について，ハンドルのガ

イドローラ部に軽微なひびが確認されたが，当該事象は，ひびの発生箇

所，形状等から照射誘起型応力腐食割れ（ＩＡＳＣＣ）により運転中に

発生しているものと判断され，過去の点検において他の制御棒でも確認

されている。 
当該ひびについては，継続使用しても健全性が損なわれることはなく，

制御棒挿入性に問題のないことが既に評価されている事象（「沸騰水型原

子炉における制御棒ひび発生事象について」経済産業省，平成 16・06・
30 原院第４号，平成 16 年 7 月 12 日）であり，点検の判定結果に影響を

及ぼさないことから，異常なしと判断した。 
③ 作動試験 
制御棒の変形・損傷により制御棒の挿入性に異常が生じていないことを

確認するため，制御棒と制御棒駆動機構（ＦＭＣＲＤ）がカップリングし

た状態で，制御棒駆動機構の作動試験の中で大気圧スクラム試験を実施し，

スクラム時間が規定値以内であることを確認した。今後，運転圧状態にお

いてもスクラム試験を実施する。 
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１３）制御棒駆動機構 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 
（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

目視点検にて健全性が確認できる項目として，制御棒駆動機構ハウジ

ング，取付ボルト，スクラム配管及び水圧制御ユニットのスクラム弁，

アキュムレータ，窒素容器とそのフレームが挙げられ，制御棒駆動機構

ハウジング，取付ボルト，スクラム配管等について目視点検し，異常の

無いことを確認した。また，水圧制御ユニットの各機器も含めて目視点

検を実施し異常の無いことを確認した。 
 

② 作動試験 
基本点検としてフリクション試験（制御棒駆動ストロークの摺動抵抗

確認），常駆動試験（電動駆動動作確認），大気圧スクラム試験（スクラ

ム時間の測定）を実施し異常ないことを確認した。 
今後，運転圧スクラム試験を予定しており，水圧制御ユニットについ

ても，運転圧スクラム試験に合わせてスクラム弁及びアキュムレータの

作動ならびに漏えい確認を実施していくこととしている。 
 

 
   【追加点検】 

① 分解点検 
ａ．制御棒駆動機構 

原子炉配置上の地震による影響を配慮して，予め計画された追加点検と

して，１３体／２０５体の分解点検（炉心配置上の地震動の影響を配慮し

て，外周８体（４５°ピッチ ８方向）＋中心１体の制御棒駆動機構の分

解点検とともに地震時に中間ポジションにあった４体(９０°ピッチ４方

向)の分解点検を実施）を行い，作動機能上重要な部位である中空ピスト

ン，ガイドチューブ，バッファースリーブ，ボールネジ等の各部における

分解目視点検を実施した。 
地震による中空ピストンの摺動等も考慮し，摺動痕の状況を含め確認を

行い，異常のないことを確認した。 
また，燃料移動時に引き抜き不良が確認された制御棒駆動機構１体につ
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いても同様に分解点検を実施し，その原因調査を実施したが，内部構造部

品に異常は確認されず，クラッド等の一時的な干渉による動作不良であり

地震影響ではないと判断した。 
 

ｂ．水圧制御ユニット（スクラム弁，アキュムレータ） 
 原子炉建屋の配置を考慮して，予め計画された追加点検として，８体

のスクラム弁，アキュムレータの分解目視点検を実施し，地震による摺

動等も考慮し，摺動痕の状況を含め確認を行い，異常の無いことを確認

した。 
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１４）主タービン 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 
（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される，ケーシング，主蒸気止め弁，

蒸気加減弁の弁箱について目視点検を実施した。その結果，軸受の油切

りにロータとの接触による損傷及び接触の痕等が確認された。 
 

② 作動試験 
駆動源及び内部流体が蒸気であるため，作動試験及び運転圧にての漏

洩試験が困難なため，予め計画する追加点検を実施している。 
 
【追加点検】 

① 分解点検 
主タービンについて，全車室を開放し，追加点検として分解点検を行い，

軸，翼，軸受，ケーシング等の各部における目視点検と非破壊検査を実施

した。 
その結果，主タービンの分解時の目視点検と非破壊検査において，通常

の劣化である蒸気による浸食等の他に，地震の影響と考えられる翼（動翼

と静翼）及び車軸の接触の痕・傷ならびに地震の荷重を直接受け保つ中間

軸受台キーの変形，オイルシールリングの割れ等が確認された。これらの

損傷は主タービンの非常停止機能等に影響を及ぼすものではなかった。 
対策としては，各部の機器の損傷に応じて取替え又は補修を行うことと

している。 
なお，動翼については，さらなる追加点検として，翼植込部の目視点検

及び非破壊検査を行った結果，低圧タービンの第１４段の翼植込部におい

て 2 本の折損が確認されるとともに，第１４段から第１６段まで磁粉指示

模様が確認された（第１４段：９０枚／９１２枚，第１５段：１枚／７５

６枚，第１６段：９６枚／７８０枚）。これらについては破面の調査等を

行った結果，高サイクル疲労によるものであると考えられ，今回の地震以

前によるものであり地震の影響でないことを確認した。 
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検
査

、
作

動
試

験
の

実
施

が
困

難
な

た
め

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
検

査
）
を

実
施

し
た

。
そ

の
結

果
，

通
常

の
劣

化
で

あ
る

蒸
気

に
よ

る
浸

食
等

の
他

に
，

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
及

び
車

軸
の

接
触

の
痕

・
傷

、
中

間
軸

受
台

キ
ー

の
変

形
、

オ
イ

ル
シ

ー
ル

リ
ン

グ
の

割
れ

等
が

確
認

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

損
傷

は
主

タ
ー

ビ
ン

の
非

常
停

止
機

能
等

に
影

響
を

及
ぼ

す
も

の
で

は
な

か
っ

た
。

対
策

と
し

て
は

、
各

部
の

機
器

の
損

傷
に

応
じ

て
取

替
え

又
は

補
修

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

。
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ラ
ス

３
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異
常

あ
り

※
0
.1

7
5

(メ
ー

カ
ー

仕
様

）
0
.1

7
5

(メ
ー

カ
ー

仕
様

）

1
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(設
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値
根

拠
書

）

1
0
7

(設
定

値
根

拠
書

）
－

-
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異
常

あ
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※
異

常
あ

り
※

否

※
目

視
点

検
に

お
い

て
軸

受
の

油
切

り
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
に

よ
る

損
傷

及
び

接
触

の
痕

等
が

確
認

さ
れ

た
。

ま
た

駆
動

源
及

び
内

包
流

体
が

蒸
気

で
あ

り
、

漏
洩

検
査

、
作

動
試

験
の

実
施

が
困

難
な

た
め

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
検

査
）
を

実
施

し
た

結
果

、
通

常
の

劣
化

で
あ

る
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
の

他
に

，
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
及

び
車

軸
の

接
触

の
痕

・
傷

が
確

認
さ

れ
た

。
こ

れ
ら

の
損

傷
は

主
タ

ー
ビ

ン
の

非
常

停
止

機
能

等
に

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
は

な
か

っ
た

。
対

策
と

し
て

は
、

各
部

の
機

器
の

損
傷

に
応

じ
て

取
替

え
又

は
補

修
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
。

な
お

，
動

翼
に

つ
い

て
は

，
翼

植
込

部
の

目
視

点
検

及
び

非
破

壊
検

査
を

行
っ

た
結

果
，

第
１

４
段

か
ら

第
１

６
段

ま
で

磁
粉

指
示

模
様

が
確

認
さ

れ
た

（
第

１
４

段
タ

ー
ビ

ン
側

：
１

枚
／

１
５

２
枚

，
第

１
６

段
タ

ー
ビ

ン
側

：
１

枚
／

１
３

０
枚

，
第

１
６

段
発

電
機

側
：
１

８
枚

／
１

３
０

枚
）
。

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

破
面

の
調

査
等

を
行

っ
た

結
果

，
高

サ
イ

ク
ル

疲
労

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
，

今
回

の
地

震
以

前
に

よ
る

も
の

で
あ

り
地

震
の

影
響

で
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
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の

油
切

り
に
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ー

タ
と

の
接

触
に

よ
る

損
傷

及
び

接
触

の
痕

等
が

確
認

さ
れ

た
。

ま
た

駆
動

源
及

び
内

包
流

体
が

蒸
気

で
あ

り
、

漏
洩

検
査

、
作

動
試

験
の

実
施

が
困

難
な

た
め

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
検

査
）
を

実
施

し
た

結
果

、
通

常
の

劣
化

で
あ

る
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
の

他
に

，
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
及

び
車

軸
の

接
触

の
痕

・
傷

等
が

確
認

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

損
傷

は
主

タ
ー

ビ
ン

の
非

常
停

止
機

能
等

に
影

響
を

及
ぼ

す
も

の
で

は
な

か
っ

た
。

対
策

と
し

て
は

、
各

部
の

機
器

の
損

傷
に

応
じ

て
取

替
え

又
は

補
修

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

。
な

お
，

動
翼

に
つ

い
て

は
，

翼
植

込
部

の
目

視
点

検
及

び
非

破
壊

検
査

を
行

っ
た

結
果

，
第

１
４

段
か

ら
第

１
６

段
ま

で
磁

粉
指

示
模

様
が

確
認

さ
れ

た
（
第

１
４

段
タ

ー
ビ

ン
側

：
５

０
枚
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１
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枚
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，
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発
電

機
側

：
１

８
枚

／
１

３
０

枚
）
。

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

破
面

の
調

査
等

を
行

っ
た

結
果

，
高

サ
イ

ク
ル

疲
労

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
，

今
回

の
地

震
以

前
に

よ
る

も
の

で
あ

り
地

震
の

影
響

で
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
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○
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あ
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※
異
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あ

り
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否

※
目

視
点

検
に

お
い

て
軸

受
の

油
切

り
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
に

よ
る

損
傷

及
び

接
触

の
痕

等
が

確
認

さ
れ

た
。

ま
た

駆
動

源
及

び
内

包
流

体
が

蒸
気

で
あ

り
、

漏
洩

検
査

、
作

動
試

験
の

実
施

が
困

難
な

た
め

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
検

査
）
を

実
施

し
た

結
果

，
通

常
の

劣
化

で
あ

る
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
の

他
に

，
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
及

び
車

軸
の

接
触

の
痕

・
傷

が
確

認
さ

れ
た

。
こ

れ
ら

の
損

傷
は

主
タ

ー
ビ

ン
の

非
常

停
止

機
能

等
に

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
は

な
か

っ
た

。
対

策
と

し
て

は
、

各
部

の
機

器
の

損
傷

に
応

じ
て

取
替

え
又

は
補

修
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
。

な
お

，
動

翼
に

つ
い

て
は

，
翼

植
込

部
の

目
視

点
検

及
び

非
破

壊
検

査
を

行
っ

た
結

果
，

第
１

４
段

タ
ー

ビ
ン

側
に

１
枚

の
翼

植
込

部
に

折
損

が
確

認
さ

れ
る

と
と

も
に

、
第

１
４

段
か

ら
第

１
６

段
ま

で
磁

粉
指

示
模

様
が

確
認

さ
れ

た
（
第

１
４

段
タ

ー
ビ

ン
側

：
１

７
枚

／
１

５
２

枚
，

第
１

５
段
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ビ
ン
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枚
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１
２
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，
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６
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０
枚

，
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１
６

段
発

電
機

側
：
３

１
枚

／
１

３
０

枚
）
。

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

破
面

の
調

査
等

を
行

っ
た

結
果

，
高

サ
イ

ク
ル

疲
労

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
，

今
回

の
地

震
以

前
に

よ
る

も
の

で
あ

り
地

震
の

影
響

で
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
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１５）発電機 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果

を表－１に示す。 
 
（２） 点検結果及び評価 

  【基本点検】 
    ①目視点検 
      追加点検で実施。 
     
   【追加点検】 

①絶縁抵抗測定 

固定子コイル（ブッシング含む），回転子コイルについて絶縁抵抗測定

を実施し，異常のないことを確認した。 

懸念された現象である固定子，回転子及びブッシングへの加速度過大

による損傷といった影響がないことを確認した。 

 

②固定子本格点検 

 固定子本格点検として，固定子各部の目視点検，固定子コイル端部の

打振試験，固定子コイル楔の打音試験を実施した。 

・目視点検 

固定子コイル，コア他各部について目視点検を実施し異常のない

ことを確認した。 

      ・打振試験 

固定子コイル端部について打振試験を実施し，緩み等異常のない

ことを確認した。 

      ・打音試験 

        固定子コイル楔について打音試験を実施し，3 個の楔に緩みが確

認されたことから，当該楔の打ち替えを実施した。 

        楔の緩みについては地震の影響ではなく，経年劣化によるものと

判断した。 

 懸念された現象であるフレーム材応力過大，固定子加速度過大及び固

定子・回転子接触による固定子への影響がないことを確認した。 

 

③回転子本格点検 

 回転子本格点検として，回転子各部の目視点検，非破壊検査を実施し

た。 
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・目視点検（回転子各部） 

回転子コイル，コア，ファン，シャフト外周，コレクタリング，

カップリング他各部について目視点検を実施し異常ないことを確認

した。 

軸受廻り構成品及びブラシホルダー廻り構成品との接触部につい

ては手入れ等にて補修を実施した。 

      ・非破壊検査 

エンドリング（ＰＴ，ＵＴ），シャフト外周部（ＭＴ），カップリ

ング（ＵＴ，ＭＴ）について非破壊検査を実施し，異常のないこと

を確認した。 

 

④軸受廻り詳細点検 

 軸受廻り詳細点検として，軸受廻り各部の目視点検，非破壊検査を実

施した。 

・目視点検 

ベアリングブラケット，軸受メタル，水素シール部，油切他軸受

廻り構成品について目視点検を実施した。 

その結果油切と回転子シャフトに軽微な接触のあることが目視

点検にて確認されたため，当該油切の歯部について交換を実施した。

また，水素シール部のうちシールリングの一部に摺動面の強い当た

りが確認され，シールリングスプリングに伸びが確認されたことか

ら，交換を実施した。 

その他各部については異常のないことを確認した。 

      ・非破壊検査 

軸受メタルについて非破壊検査（ＰＴ，ＵＴ）を実施し，異常の

ないことを確認した。 

 懸念された現象である軸受荷重過大による影響がないことを確認した。

一方，懸念されたとおり回転子・固定子の接触による一部軸受構成品の

損傷が確認された。 

 

⑤ブラシホルダー廻り詳細点検 

ブラシホルダー廻り詳細点検として，ブラシホルダー，ブラシについ

て目視点検を実施した。 

その結果，ブラシホルダー廻りの構成品と回転子コレクタ部の一部接

触が確認されたため，接触のあった部品等（ブラシホルダー，コレクタ

ハウジング防風板，コレクタファンデフレクタ）について取替等の修理

を実施する予定である。 
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⑥水素冷却器詳細点検 

      水素冷却器詳細点検として，水素冷却器の目視点検及び耐圧漏えい試

験を実施し，分解点検前の耐圧漏えい試験において水室締付ボルトから

の漏えいを確認した。水素冷却器に損傷等確認されていないこと及び通

常の手入れにより復旧されたことからパッキン類の経年劣化によるもの

と判断する。 

再組立後の耐圧漏えい試験においては漏えい等の異常がないことを確

認している。 

 

⑦キー部，基礎ボルト詳細点検 

      キー部詳細点検としてキーの目視点検を実施し，若干のセンターキー

変形，アライメントキーの傷を確認した。 

また，基礎ボルト詳細点検として基礎ボルトの打振試験を実施し，異

常ないことを確認した。 

発電機の脚板下ライナーについて目視点検を実施し，ライナーの飛び

出し，一部損傷を確認した。 

 

⑧配管溶接部ＰＴ 

      固定子フレーム貫通配管の溶接部についてＰＴを実施し，異常のない

ことを確認した。 

      懸念された現象であるフレーム材応力過大による固定子フレーム貫通

配管への影響がないことを確認した。 

 

⑨ブッシング目視点検 

 高圧ブッシング全数について目視点検を実施し，異常のないことを確

認した。 

懸念されるブッシング応力過大，フレーム転倒モーメント過大及び固

定子加速度過大といった影響がないことを確認した。 

 

⑩リーク試験 

 今後，主発電機の本体及び固定子コイルについてリーク試験を実施し，

気密性に異常のないことを確認する予定である。 
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１６）インターナルポンプ 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を表

－１に示す。 
 
 
（２） 点検結果及び評価 
【基本点検】 
① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される，ケーシング及び周辺構造物（ラ

グ類含む）の目視点検を実施し，変形，有害な傷および漏えい等の異常がな

いことを確認した。モータカバー／補助カバー・ドレン配管接続部フランジ

については，規定値に締め付けられていることを確認した。羽根車及び周辺

構造物についても，炉内から水中カメラにより遠隔目視点検を実施し，変形，

有害な傷等の異常のないことを確認した。 
 

② 作動試験 
今後，作動試験として性能を確認する項目としては，回転機能・水力特性

機能及び液体保持機能（バウンダリ）があり，これらの機能のうち回転機能・

水力特性機能に異常のないこと確認するために，作動試験として寸動・テス

トラン及びハイフロー試験を実施し振動確認及び温度確認を実施する。あわ

せて異音について確認を実施する。 
また，液体保持機能（バウンダリ）の確認として原子炉定格圧力にてフラ

ンジ部からの漏えいのないことを確認する。なお，地震時運転していたポン

プで，スクラム信号により停止して回転機能が確認できていないＡ，Ｄ，Ｆ

号機及び予め計画する追加点検として分解するＣ，Ｅ，Ｊ号機については，

電動機に対してハンドターニングを実施し，回転機能を阻害するような力が

加わっていないことを確認した。 
 

・振動確認 
ケーシング振動（Ｘ・Ｙ方向）についてテストラン及びハイフロー試験

時に確認し，地震発生以前に採取した５回分程度の数値と比較して顕著

な変化がないことを確認する。 
 

・ 温度確認 
冷却水温度についてテストラン及びハイフロー試験時に確認し，地震発

生以前に採取した５回分程度の数値と比較して顕著な変化がないこと
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を確認する。 
 

・異音 
 異音についてテストラン及びハイフロー試験時に確認し，異常のない

ことを確認する。 
 

・漏えい確認 
 原子炉定格圧力にてフランジ部からの漏えいのないことを確認する。 
 

【追加点検】 
① 分解点検 

機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点か

ら，１０台中３台（Ｃ・Ｅ・Ｊ号機）について分解点検を実施し軸の変形・

損傷，軸受のかじり・損傷，ウェアリングのかじりの有無を確認した。 

・インペラ取り外し後，ウェアリングのかじりの有無を確認したが，異常

は確認されなかった（Ｃ・Ｅ・Ｊ号機共）。 
・インペラの変形，損傷の有無を確認したが，異常は確認されなかった（Ｃ・

Ｅ・Ｊ号機共）。 
・軸受のかじり・損傷の有無を確認したが，異常は確認されなかった（Ｃ・

Ｅ・Ｊ号機共）。 
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１７）燃料取替機 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した設備点検結果一覧を

表－１に示す。 
 
（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 
地震発生時に想定される主な損傷の部位は，走行，横行レールとその

駆動系，各種ボルト類，伸縮管等が挙げられ，これらを包含する下記部

位について目視点検を実施し，異常がないことを確認した。 
・走行，横行のレール 
・走行，横行のサイドローラ 
・走行，横行の転倒防止金具 
・走行，駆動系 
・走行，横行位置検出系 
・走行，横行リミットスイッチ（レバー含む） 
・各部締め付けボルト及びワイヤリング 
・伸縮管，振れ止め装置 
・機上搭載機器 
・機上及び遠隔操作室設置の制御盤 
・燃料取替機～中継端子盤～遠隔操作室制御盤までの電路 
・機内配線 
・各単体機器 
・その他機器 
但し，各部締め付けボルトのうち，走行駆動用のシャフトカップリン

グ部（カップリングキーにて繋ぎ合わせる構造）のボルトの折損が確認

されており，地震時の加重がシャフトのトルク方向に作用し，折損した

ものと推測される。当該ボルトについては新品に交換するとともに，念

のためカップリングキーの交換も行った。 
また，伸縮管について，伸縮管の垂直方向を支持するガイドレールの

締め付け用皿ネジの１ヶ所が頭部より折損していることが確認されてお

り，地震時伸縮管が伸びていた状態にあったことから地震加重が伸縮管

の曲げ方向に作用し，折損したものと推測される。当該ネジについて新

品に交換を行った。 
 なお，地震後に確認された「電気室異常」警報については，地震によ

り燃料取替機台車が動いたことにより、位置を検出する信号が急変して

発生したものと推定される。 
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② 絶縁抵抗測定 

下記部位について絶縁抵抗測定を実施し，異常がないことを確認した。 
・燃料取替機～中継端子盤～遠隔操作室制御盤までの電路 
・機内配線 
・電動機コイル 

③ 作動試験 
上記で確認されている事象（走行駆動用のシャフトカップリング，伸

縮管ガイドレール）についてメンテナンスを完了させ，下記部位につい

て作動試験を実施し，異常がないことを確認した。 
・走行，横行位置検出系 
・走行，横行リミットスイッチ（レバー含む） 
・伸縮管，振れ止め装置 
・各単体機器 
・その他機器 
・プール内模擬燃料の手動運転 
・プール内模擬燃料の自動運転 
特に，伸縮管については地震発生時に格納位置ではなく伸びた状況

であったことから，地震動の影響を大きく受けた可能性を伴うため，追

加点検を行うとともに作動試験において，偏芯・曲がりがないことを伸

縮管を伸ばした状態で確認している。 
 

【追加点検】 
走行駆動用カップリング部，伸縮管について分解点検を実施した。不適合部を補修

するとともにその他の部位に異常の無いことを確認した。（基本点検記載参照）
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１８）クレーン 

 

（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 

 

（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 

      ①目視点検 

原子炉建屋クレーン（U31-E001）の地震発生時に予想される損傷の主

な部位は，走行・横行レール，走行・横行駆動部，各種ボルト類，ワイ

ヤリング部等が挙げられ，これらを包含する下記部位について目視点検

を実施し，歪みや折損などの異常がないことを確認した。 

・ランウエイ（走行レール） 

・鋼造部分（ガータ，サドル，横行レール） 

・走行機械装置（歯車類） 

・横行機械装置（歯車類） 

・巻上機械装置（ドラム，フック） 

・潤滑装置（配管，ホース） 

・安全装置（巻過防止装置） 

・電気品（制御盤，コントローラ，分電盤，トランス，電動機） 

・その他機器（ワイヤーロープ等） 

 

なお，クレーントロリのケーブルベアが地震の影響により，レールか

ら逸脱している事象があったが，ケーブルベア及びレールに著しい損傷

が無いことを確認し，ケーブルベアのレール上への復旧を実施した。 

目視点検の結果，著しい損傷は無く，復旧後の作動確認も異常が無か

ったことから，追加点検は実施しない。 

 

      ②作動試験 

       原子炉建屋クレーン（U31-E001）について，以下の作動試験を実施し，

機器およびインターロックの作動状態等すべてにおいて異常が無いこ

とを確認した。 

       ・走行機械装置（運転作動・ブレーキ作動「無負荷・荷重」） 

       ・横行機械装置（運転作動・ブレーキ作動「無負荷・荷重」） 

       ・巻上機械装置（運転作動・ブレーキ作動「無負荷・荷重」） 

       ・安全装置（運転作動・ブレーキ作動「無負荷・荷重」） 

       ・動力源喪失試験 
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       ・インターロック試験（キャスク移送モード） 

       ・制御盤等絶縁抵抗測定 

       ・その他試験（ペンダントスイッチ等） 

 

 

【追加点検】 

目視点検，作動試験の結果，異常がなかったため追加点検は実施しなかった。 
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【静的機器】 
１９）原子炉圧力容器および付属機器 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を表

－１に示す。 

 
（２） 点検結果及び評価 

   【基本点検】 
① 目視点検 
地震の荷重を直接受ける基礎ボルト（全数）の損傷及び原子炉容器支持

スカート部の変形，損傷等の異常の無いことを確認した。 
また，原子炉圧力容器の主蒸気ノズル，給水ノズル，低圧注水ノズル等

のノズル・ノズル－セーフエンド及び取合配管，原子炉圧力容器スタビラ

イザ，制御棒駆動機構ハウジングレストレントビーム，原子炉冷却再循環

ポンプモータケーシングに対して，変形，損傷等の異常の無いことを確認

した。 
尚，炉内点検として，シュラウドサポート及び中性子計測ハウジング・

制御棒ハウジングの炉内部分について，原子炉内側より水中カメラにて，

変形，損傷等異常の無いことを確認している。 
中性子計測ハウジング及び制御棒駆動機構ハウジングについても原子

炉圧力容器の底部側から目視点検を実施した結果，異常が無いことを確認

した。 
 

② 漏えい確認 
 原子炉定格圧力にて漏えいのないことを確認する。 
 なお，自主的に地震による不適合の早期発見の観点から通常運転圧力未

満の圧力で漏えい確認を実施し，漏えい等の異常がないことを確認した。 
 

【追加点検】 
 ①詳細点検 

      現状までの点検において，不適合が確認され追加点検として，詳細点検

を行っているものは無い。 
 原子力安全・保安院「追加指示」における追加点検として，地震応答解

析の結果，比較的裕度が小さかったと評価される低圧注水ノズル（Ｎ６）

セーフエンドの立ち上がり部の浸透探傷試験，並びに原子炉冷却材再循環

ポンプモータケーシング２台についてＣＣＤカメラを用いて，付け根部か

らパット位置のケーシング全周の目視点検を実施した結果，異常は確認さ
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れなかった。 
 また，地震によって相対変位が生じる可能性が高いと考えられる箇所

（ノズル部）における異常が発生していないことを確認するため，予め計

画する追加点検として低圧注水ノズル（Ｎ６）他ノズルセーフエンドにつ

いて浸透探傷試験または超音波探傷試験を実施した結果，異常は確認され

なかった。 
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２０）炉内構造物 
 
（１）点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 
（２）点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

制御棒駆動機構ハウジング及び中性子束計測ハウジング（スタブチュ

ーブを含む）の炉内部分を含め，各炉内構造物について，荷重が加わる

と想定される支持部を含む接近可能な全範囲について，変形，損傷等，

異常の無いことを確認した。 
なお，各炉内構造物の変形，損傷のみならず，スパージャブラケット部・

炉心支持板スタッドボルト部・中性子束計測案内管スタビライザ部等の機

械締結部について，ずれや脱落等異常の無いことを確認した。 
    

【追加点検】 
① 詳細点検 

基本点検において，異常が確認されなかったことから，詳細点検は実施

しない。 
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表
ｰ
1
　
炉
内
構
造
物
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

原
子
炉
本
体

圧
力
容

器
内

部
構

造
物

蒸
気

乾
燥

器
①

蒸
気

乾
燥

器
ユ
ニ
ッ
ト

②
蒸

気
乾

燥
器

ハ
ウ
ジ
ン
グ

－
－

ク
ラ
ス
３

Ａ
異
常
な
し

ー
良

シ
ュ
ラ
ウ
ド
ヘ
ッ
ド

－
－

ク
ラ
ス
３

Ａ
異
常
な
し

ー
良

気
水

分
離

器
①

気
水

分
離

器
②

ス
タ
ン
ド
パ

イ
プ

－
－

ク
ラ
ス
３

Ａ
異
常
な
し

ー
良

給
水

ス
パ

ー
ジ
ャ

－
－

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

ー
良

高
圧

炉
心

注
水

ス
パ

ー
ジ
ャ

－
－

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

ー
良

低
圧

注
水

ス
パ
ー
ジ
ャ

－
－

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

ー
良

高
圧

炉
心

注
水

系
配

管
（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

）
－

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

ー
良

中
性

子
束

計
測

案
内

管
－

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

ー
良

炉
心
支

持
構

造
物

炉
心

シ
ュ
ラ
ウ
ド

－
－

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
良

上
部

格
子

板
－

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
良

炉
心

支
持

板
－

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
良

燃
料

支
持

金
具

①
中

央
燃

料
支

持
金

具
②

周
辺

燃
料

支
持

金
具

－
－

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
良

制
御

棒
案

内
管

－
－

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
良

圧
力
容

器
付

属
構

造
物

中
性

子
束

計
測
ハ

ウ
ジ
ン
グ
（
ス
タ
ブ
チ
ュ
ー
ブ
含

む
）

－
－

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

※
ー

良

制
御

棒
駆

動
機

構
ハ

ウ
ジ
ン
グ
（
ス
タ
ブ
チ
ュ
ー
ブ
含

む
）

－
－

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

※
ー

良

※
：
炉
内
部
分

所
見

設
備
点
検

基
本

点
検

判
定

結
果

目
視

点
検

追
加

点
検

詳
細

点
検

種
類

安
全

重
要
度

耐
震

重
要
度

設
備
区
分
（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

番
号

機
器

名
称
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２１）配管 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検

結果を表－１に示す。 
 

（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

配管のき裂・割れ，変形等の損傷の有無，漏えい，漏えい痕の有無，

保温のずれ，スリーブの損傷等に対して目視点検を実施した。その結果，

床・壁貫通部のモルタルの割れや配管移動に伴う保温材の損傷等が確認

されているものの著しい損傷は，確認されていない。 
 

② 漏えい試験 
 漏えい試験に関しては，現段階までに確認した範囲の配管においては

漏えいがないことを確認した。今後も継続して漏えい確認を計画し，実

施していく予定である。 
 

【追加点検】 
① 非破壊検査 

建屋貫通部近傍の配管の溶接部等，地震の影響を比較的受けやすいと

想定される箇所を選定して非破壊検査を実施した。その結果，損傷・割

れは，確認されなかった。 
地震応答解析の結果，他の箇所に比べて地震の影響が比較的大きい箇

所について非破壊検査（詳細目視点検・浸透探傷試験・超音波探傷試験・

硬さ試験）を実施した。その結果，変形・割れは確認されず，また，地

震による有意な塑性ひずみの影響についても確認されなかった。 
     内包する流体が蒸気である等の理由により，現時点で運転圧による 

漏えい確認ができない箇所について，詳細点検を実施した。その結果， 
損傷・割れは確認されなかった。 
なお，圧力抑制室プール水排水系配管壁貫通スリーブの穴仕舞に損傷

があることが確認されたが，配管表面の浸透探傷検査を実施し，健全で

あることを確認した。 
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表
ー
１
　
配
管
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

目
視
点
検

漏
え
い

試
験

非
破
壊

検
査

分
解
点
検

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

A
s

未
異
常
な
し

-
主

配
管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
３

A
s

－
異
常

な
し

-
良

主
配

管
３

－
配

管
ク
ラ
ス
３

B
－

異
常

な
し

-
良

主
配

管
４

配
管

ク
ラ
ス
２

B
－

異
常

な
し

-
良

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

A
s

未
異
常

な
し

-
主

配
管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
２

B
未

-
-

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

未
-

主
配

管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
１

B
異
常

な
し

-
良

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

未
異
常

な
し

-
漏
え
い
確
認

に
つ
い
て

主
配

管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
-

良
R
P
V
L
/
T
時

に
実
施

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
1

A
s

未
異
常

な
し

-
主

配
管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
3

A
s

－
異
常

な
し

-
良

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

-
良

主
配

管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常

な
し

-
良

主
配

管
３

－
配

管
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常

な
し

-
良

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

Ｂ
異
常

な
し

－
-

良
主

配
管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常

な
し

異
常

な
し

-
良

主
配

管
３

－
配

管
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ
異
常

な
し

－
-

良
主

配
管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

A
s

未
異
常
な
し

-
良

主
配

管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
３

A
s

異
常

な
し

－
-

良
主

配
管
３

－
配

管
ク
ラ
ス
３

B
異
常

な
し

異
常
な
し

-
良

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

未
異
常

な
し

-
主

配
管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常

な
し

異
常

な
し

-
良

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
２

Ａ
異
常

な
し

異
常

な
し

-
良

主
配

管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常

な
し

－
-

良
放

射
線

管
理

設
備

非
常
用

ガ
ス
処
理
系

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

－
異
常

な
し

-
良

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

A
s

異
常

な
し

－
-

良
主

配
管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
３

B
異
常

な
し

異
常

な
し

-
良

原
子

炉
格

納
施

設
原
子
炉
格
納
施
設

原
子

炉
格

納
容

器
貫

通
部

（
配
管

貫
通

部
）

－
原

子
炉

格
納

容
器

及
び
付

属
機

器
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

-
良

ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
フ
ロ
ア

－
原

子
炉

格
納

容
器

及
び
付

ク
ラ
ス
１

Ａ
未

未
-

良

ベ
ン
ト
管

－
原

子
炉

格
納

容
器

及
び
付

ク
ラ
ス
１

Ａ
未

未
-

良

原
子

炉
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
管

（
ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ｳ
ｪﾙ

側
）

原
子

炉
格

納
容

器
及

び
付

ク
ラ
ス
１

Ａ
未

未
-

良

原
子

炉
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
管

（
ｻ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｼ
ｮﾝ

ﾁ
ｪﾝ

ﾊ
ﾞ側

）

原
子

炉
格

納
容

器
及

び
付

属
機

器
ク
ラ
ス
１

Ａ
未

未
-

良

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
良

主
配

管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常

な
し

－
-

良
主

配
管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
良

主
配

管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
3

C
異
常

な
し

異
常

な
し

-
良

主
配

管
３

－
配

管
ノ
ン
ク
ラ
ス

C
異
常

な
し

異
常

な
し

-
良

廃
棄

設
備

廃
ス
ラ
ッ
ジ
系

主
配

管
－

配
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

未
異
常

な
し

-

設
備

区
分

（
１
）

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

残
留
熱
除
去
系

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

原
子

炉
格

納
施

設

不
活
性
ガ
ス
系

圧
力
低
減
装
置
そ
の
他
の
安
全
装
置

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系

廃
棄

設
備

安
全

重
要

度
機

器
番

号
種

類
機

器
種

別

補
給
水
系

ほ
う
酸
水
注
入
系

機
器

名
称

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御
棒
駆
動
系

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

燃
料

設
備

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系

耐
震

重
要
度

設
備
区
分
（
２
）

高
圧
炉
心
注
水
系

主
蒸
気
系

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機

冷
却
海
水
系
含
む
）

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系

異
常
な
し

異
常
な
し

液
体
廃
棄
物
処
理
系

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て

は
R
P
V
L
/
T
時
に
実
施

異
常
な
し

異
常
な
し

所
見

追
加
点
検

異
常
な
し

基
本
点
検

判
定
結
果

設
備
点
検

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て

は
R
P
V
L
/
T
時
に
実
施

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て

は
R
P
V
L
/
T
時
に
実
施

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て

は
R
P
V
L
/
T
時
に
実
施

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て

は
R
P
V
L
/
T
時
に
実
施

異
常
な
し

漏
え
い
確
認
に
つ
い
て

は
R
P
V
L
/
T
時
に
実
施
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表
ー
１
　
配
管
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

目
視
点
検

漏
え
い

試
験

非
破
壊

検
査

分
解
点
検

設
備

区
分

（
１
）

安
全

重
要

度
機

器
番

号
種

類
機

器
種

別
機

器
名

称
耐
震

重
要
度

設
備
区
分
（
２
）

所
見

追
加
点
検

基
本
点
検

判
定
結
果

設
備
点
検

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

リ
ー
ド
管

－
配

管
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

-
良

ク
ロ
ス
ア
ラ
ウ
ン
ド
管

－
配

管
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

-
良

湿
分

分
離

加
熱

器
第

１
段

加
熱

器
加

熱
蒸

気
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

－
良

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

第
１
抽

気
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

－
良

第
２
抽

気
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

－
良

第
３
抽

気
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

－
良

第
４
抽

気
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

－
良

グ
ラ
ン
ド
蒸

気
蒸

化
器

加
熱

蒸
気

管
―

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

-
良

タ
ー
ビ
ン
補

助
蒸

気
系

の
管

－
配

管
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

-
良

抽
気

系
の

管
－

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

-
良

タ
ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
蒸

気
系

の
管

－
配

管
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

-
良

復
水

器
空

気
抽

出
系

の
管

－
配

管
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

-
良

復
水

給
水

系
の

管
－

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
異
常
な
し

-
（
給
復
水
系
水
張
り
後

漏
え
い
確
認
実
施
予

定
）

給
水

加
熱

器
ド
レ
ン
ベ
ン
ト
系

の
管

－
配

管
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

-
良

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
設

備

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
附
属
す
る
管
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表
ー
１
　
配
管
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

目
視
点
検

漏
え
い

試
験

非
破
壊

検
査

分
解
点
検

設
備

区
分

（
１
）

安
全

重
要

度
機

器
番

号
種

類
機

器
種

別
機

器
名

称
耐
震

重
要
度

設
備
区
分
（
２
）

所
見

追
加
点
検

基
本
点
検

判
定
結
果

設
備
点
検

復
水
浄
化
系

主
配

管
－

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
－

-
（
給
復
水
系
水
張
り
後

漏
え
い
確
認
実
施
予

定
）

主
配

管
１

－
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
異
常
な
し

-
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て

は
R
P
V
L
/
T
時
に
実
施

主
配

管
２

－
配

管
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
異
常
な
し

-
（
給
復
水
系
水
張
り
後

漏
え
い
確
認
実
施
予

定
）

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ベ
ン
ト
系

主
配

管
－

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
異
常
な
し

-
（
給
復
水
系
水
張
り
後

漏
え
い
確
認
実
施
予

定
）

抽
気
系

主
配

管
－

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

－
異
常
な
し

-
良

計
測

制
御

系
統

設
備

計
装
用
圧
縮
空
気
系

主
配

管
－

配
管

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
良

廃
棄

設
備

気
体
廃
棄
物
処
理
系

主
配

管
－

配
管

ク
ラ
ス
2

B
異
常
な
し

未
異
常
な
し

-
(復

水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時
に
実
施
）

廃
棄

設
備

液
体
廃
棄
物
処
理
系

主
配

管
－

配
管

ノ
ン
ク
ラ
ス

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
良

廃
棄

設
備

圧
力
抑
制
室
プ
ー
ル
水
排
水
系

主
配

管
－

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
良

補
助

ボ
イ
ラ
ー

補
助
ボ
イ
ラ
ー
に
附
属
す
る
管

主
配

管
-

配
管

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

未
異
常
な
し

-

（
漏
え
い
確
認
に
つ
い
て

は
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク

試
験
時
に
実
施
）

（
一
部
未
実
施
の
漏
え

い
確
認
に
つ
い
て
は
暖

房
使
用
時
実
施
）

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

復
水
給
水
系
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２２）燃料ラック類 
 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を表

－１に示す。 
 
（２）点検結果及び評価 
 【基本点検】 

① 目視点検 
燃料ラック類の地震時の損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地震の荷 

重を直接受け保つ基礎部及びラック，ハンガ部材の損傷が主に発生すると想定 
される。これらの損傷形態は，水中カメラによる目視点検での確認が有効と考 
えられる。このため使用済燃料貯蔵ラック，制御棒・破損燃料貯蔵ラック， 
制御棒貯蔵ハンガの基礎ボルト部については，ナットの着座面に隙間のないこ 
と，ラック，ハンガ部材については，歪み・変形がないことをそれぞれ水中カ 
メラにて目視点検を行い，異常の無いことを確認した。 
 なお，使用済燃料貯蔵ラックの基礎ボルト目視点検に際しては，応力評価を 
行い，許容応力に対して裕度の小さい基礎ボルトを代表箇所として選定し点検 
を行った。 
 新燃料貯蔵設備については，気中雰囲気であるためカメラ等は使用せず，ラ 
ック部材及び取付ボルトの直接目視確認を実施し，異常のないことを確認した。 

 
② 基礎ボルトの緩み確認 

・使用済燃料貯蔵ラック 
使用済燃料貯蔵ラックの基礎ボルトに緩みが生じていないことを確認 

するとの観点から，工具を用いた基礎ボルトの緩み確認を行い，異常の無 
いことを確認した。 

   なお，使用済燃料ラックの基礎ボルト緩み確認は，目視点検と同様の箇 
所を代表箇所として選定し点検を行った。 
 

・制御棒・破損燃料貯蔵ラック，制御棒貯蔵ハンガ 
制御棒・破損燃料貯蔵ラック，制御棒貯蔵ハンガの基礎ボルトに緩みが 

生じていないことを念のため確認するとの観点から，工具を用いた基礎ボ 
ルトの緩み確認を行い，異常の無いことを確認した。 
 なお，制御棒貯蔵ハンガの基礎ボルトの緩み確認については，可能な範 
囲を代表箇所として点検を行った。 
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    ・新燃料貯蔵設備 
      新燃料貯蔵ラック取付ボルトに緩みが生じていないことを確認するた 

め，取付ボルトの打診試験を行い，異常のないことを確認した。 
 なお，取付ボルトの緩み確認は，中越沖地震時に燃料が貯蔵されていた 
ラック（代表１ラック）について打診試験を実施した。 

 
【追加点検】 
基本点検において，異常が確認されなかったことから，追加点検は実施してい

ない。 
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表
-
1
　

燃
料

ラ
ッ

ク
 設

備
点

検
結

果
一

覧

燃
料

貯
蔵

設
備

新
燃

料
貯

蔵
設

備
ー

ー
ク

ラ
ス

２
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

良

使
用

済
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

ー
ー

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

良

制
御

棒
・
破

損
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

ー
ー

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

良

制
御

棒
貯

蔵
ハ

ン
ガ

ー
ー

ク
ラ

ス
２

B
異

常
な

し
異

常
な

し
良

使
用

済
燃

料
貯

蔵
設

備

燃
料

設
備

所
見

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
種

類
安

全
重

要
度

判
定

結
果

目
視

点
検

基
本

点
検

耐
震

重
要

度
ボ

ル
ト

の
緩

み
確

認

設
備

点
検
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２３）熱交換器 
 

（１）点検対象設備点検結果一覧 
点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した設備点検結果を表－

１に示す。 
 

 
（２）点検結果及び評価 

【基本点検】 
①目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される熱交換器の本体，支持脚，フ

ランジ部，管台部について，変形，損傷及び漏えい痕の有無等を確認す

るため，目視点検を実施した。原子炉冷却材浄化系再生・非再生熱交換

器，残留熱除去系，原子炉補機冷却系の熱交換器，燃料プール冷却浄化

系熱交換器，グランド蒸気蒸化器，グランド蒸気復水器，気体廃棄物処

理系排ガス予熱器，気体廃棄物処理系排ガス復水器，及び気体廃棄物処

理系除湿冷却器について異常の無いことを確認した。 
 

 
②漏えい試験 

伝熱性能が確保されていることを確認するため，伝熱管漏えい確認を実施

した。また，バウンダリ機能を確認するため，本体，フランジ等からの外部

漏えい試験を実施した。 
・ 伝熱管漏えい試験 

現在までに，原子炉冷却材浄化系非再生熱交換器，残留熱除去系及び原

子炉補機冷却系熱交換器，燃料プール冷却浄化系熱交換器の伝熱管の漏え

い試験（胴側のみ通水による漏えい確認）を実施し，伝熱管より漏えいの

無いことを確認した。また，原子炉冷却材浄化系再生熱交換器についても

熱交換器伝熱管の漏えい試験（管側のみ通水による漏えい確認）を実施し，

伝熱管より漏えいの無いことを確認した。この結果から，伝熱管が健全で

あること，伝熱性能を満足することを確認した。 
今後も，これらの方法による伝熱管の健全性確認を進める予定である。 

・外部漏えい試験 
 現在までに，残留熱除去系，原子炉補機冷却系及び燃料プール冷却浄

化系の熱交換器外部漏えい試験を実施し，熱交換器本体部分，フランジ

部より漏えいの無いことを確認した。 
なお，漏えい試験を実施していない気体廃棄物処理系の熱交換器につい

ては，復水器インリーク試験時に合わせ実施する。 
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【追加点検】 

①分解点検 
追加点検として，内部構造である管板，フランジ部，伝熱管の健全性を

確認するために分解点検による詳細確認が可能であるが，これまでの基本

点検において不適合が確認されておらず，追加点検として分解点検を行っ

ているものは無い。グランド蒸気蒸化器及びグランド蒸気復水器について

は蒸気が発生しなければ漏えい確認ができないため，予め計画する追加点

検として非破壊試験及び分解点検（開放点検）を実施した。本体（水室，

管板），伝熱管，管台について損傷状況を確認した結果，地震の影響と思わ

れる損傷は確認されなかった。 
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表
－
１
　
熱
交
換
器
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

原
子
炉
冷
却
材
浄
化

系
再
生
熱
交
換
器

G
3
1
-
B
0
0
1

ク
ラ
ス
２

B
異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
確

認
に
つ
い
て
は

Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／

Ｔ
時

に
実

施
）

A
ク
ラ
ス
２

B
異
常
な
し
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－

－
（
漏

え
い
確

認
に
つ
い
て
は

Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／

Ｔ
時

に
実

施
）

B
ク
ラ
ス
２

B
異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
確

認
に
つ
い
て
は

Ｒ
Ｐ
Ｖ
　
Ｌ
／

Ｔ
時

に
実

施
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

E
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

F
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
化
器

N
3
3
-
B
0
0
1

-
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
○

異
常

な
し

良

グ
ラ
ン
ド
蒸
気
復
水
器

N
3
3
-
B
0
0
2

-
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
○

異
常

な
し

良

気
体
廃
棄
物
処
理
系

排
ガ
ス
予
熱
器

N
6
2
-
B
0
0
1

-
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ラ
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２

B
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）

気
体
廃
棄
物
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排
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復
水
器

N
6
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0
0
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-
ク
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２
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（
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冷
却
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（
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）
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体
廃
棄
物
処
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系
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棄
設
備

燃
料
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ー
ル

冷
却

浄
化
系

燃
料
設
備
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蒸
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蒸
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蒸
気
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ー
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備
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補
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冷
却
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原
子
炉
補
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冷
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冷
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水

系
熱
交
換
器

P
2
1
-
B
0
0
1

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

原
子
炉
冷
却
材
浄

化
系

原
子
炉
冷
却
材
浄
化

系
非
再
生
熱
交
換
器

G
3
1
-
B
0
0
2

残
留
熱
除
去
系

残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器

E
1
1
-
B
0
0
1

所
見

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
判

定
結

果

目
視

点
検

点
検

結
果

燃
料

プ
ー
ル

冷
却

浄
化

系
熱
交
換
器

G
4
1
-
B
0
0
1

設
備

点
検

基
本

点
検

耐
震

重
要
度

 
 

漏
え
い
確

認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
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す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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２４）復水器・湿分分離加熱器・給水加熱器 
 

（１）点検対象設備点検結果一覧 
点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を表

－１に示す。 
 
 

（２）点検結果及び評価 
【基本点検】 

①目視点検 
地震により損傷が発生すると想定される復水器，湿分分離加熱器，給

水加熱器の本体，支持脚等について目視点検を実施した結果，湿分分離

加熱器及び給水加熱器については異常は確認されなかった。復水器につ

いては水室蓋のズレ跡・ボルトナットの締付けトルクの低下，漏えい痕

や，内部整流板の干渉等軽微な損傷及び水室連絡弁エキスパンション用

ストレッチャーボルトの緩みが確認された。これらの事象については復

水器のバウンダリ機能等に影響を及ぼすものではなかった。 
なお，水室連絡弁エキスパンション用ストレッチャーボルトの緩みに

ついては，その後，経年的な事象であることが確認された。 
 

②漏えい試験 
 漏えい試験を実施するにあたり，蒸気が発生しなければ漏えい試験が

できないことから，予め計画する追加点検を実施した。 
 

【追加点検】 
①分解点検及び非破壊試験 

分解点検及び非破壊試験を実施した結果，湿分分離加熱器及び給水加熱

器については異常は確認されなかった。復水器については新たに器内小口

径配管とサポートとの地震による軽微なこすれ痕が確認されたものの，著

しい損傷は確認されなかった。 
基本点検で確認された内部整流板の干渉や水室蓋のズレ跡・ボルトナッ

トの締付トルクの低下，漏えい痕について詳細な目視点検やボルトのトル

ク確認等を行った結果，経年的な事象であることが確認されたため，地震

とは直接関係ないものと考えられる。 
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表
－
１
　
復
水
器
・
湿
分

分
離

加
熱

器
・
給

水
加

熱
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
あ
り
※

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
,□

否

※
基

本
点

検
で
確

認
さ
れ

た
内

部
整

流
板

の
干

渉
や

水
室

蓋
の

ズ
レ
跡

・
ボ
ル

ト
ナ
ッ
ト
の

締
付

ト
ル

ク
の

低
下

，
漏

え
い
痕

，
水

室
連

絡
弁

エ
キ
ス
パ

ン
シ
ョ
ン
用

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
ボ
ル

ト
の

緩
み

に
つ
い
て

詳
細

な
目

視
点

検
や

ボ
ル

ト
の

ト
ル

ク
確

認
等

を
行

っ
た
結

果
，
経

年
的

な
事

象
で
あ
る
こ
と
が

確
認

さ
れ

た
た
め
，
地

震
と
は

直
接

関
係

な
い
の

と
考

え
ら
れ

る
。

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
あ
り
※

-
異
常
な
し

異
常

あ
り
※

○
,□

否

※
基

本
点

検
で
確

認
さ
れ

た
内

部
整

流
板

の
干

渉
や

水
室

蓋
の

ズ
レ
跡

・
ボ
ル

ト
ナ
ッ
ト
の

締
付

ト
ル

ク
の

低
下

，
漏

え
い
痕

，
水

室
連

絡
弁

エ
キ
ス
パ

ン
シ
ョ
ン
用

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
ボ
ル

ト
の

緩
み

に
つ
い
て

詳
細

な
目

視
点

検
や

ボ
ル

ト
の

ト
ル

ク
確

認
等

を
行

っ
た
結

果
，
経

年
的

な
事

象
で
あ
る
こ
と
が

確
認

さ
れ

た
た
め
，
地

震
と
は

直
接

関
係

な
い
の

と
考

え
ら
れ

る
。
追

加
点

検
で
確

認
さ
れ

た
器

内
小

口
径

配
管

と
サ

ポ
ー
ト
と
の

地
震

に
よ
る
軽

微
な
こ
す
れ

痕
に
つ
い
て
は

，
非

破
壊

検
査

を
実

施
し
，
異

常
の

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
あ
り
※

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
,□

否

※
基

本
点

検
で
確

認
さ
れ

た
内

部
整

流
板

の
干

渉
や

水
室

蓋
の

ズ
レ
跡

・
ボ
ル

ト
ナ
ッ
ト
の

締
付

ト
ル

ク
の

低
下

，
漏

え
い
痕

，
水

室
連

絡
弁

エ
キ
ス
パ

ン
シ
ョ
ン
用

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
ボ
ル

ト
の

緩
み

に
つ
い
て

詳
細

な
目

視
点

検
や

ボ
ル

ト
の

ト
ル

ク
確

認
等

を
行

っ
た
結

果
，
経

年
的

な
事

象
で
あ
る
こ
と
が

確
認

さ
れ

た
た
め
，
地

震
と
は

直
接

関
係

な
い
の

と
考

え
ら
れ

る
。

非
破

壊
検

査

耐
震

重
要
度

 
 

漏
え
い
確

認

設
備

点
検

追
加

点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
設
備

N
6
1
-
B
0
0
1

復
水
器

復
水
器

所
見

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器

番
号

種
類

安
全
重
要
度

判
定

結
果

目
視

点
検

分
解

点
検
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表
－
１
　
復
水
器
・
湿
分

分
離

加
熱

器
・
給

水
加

熱
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

非
破

壊
検

査

耐
震

重
要
度

 
 

漏
え
い
確

認

設
備

点
検

追
加

点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

所
見

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器

番
号

種
類

安
全
重
要
度

判
定

結
果

目
視

点
検

分
解

点
検

Ａ
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

異
常

な
し

○
良

N
2
1
-
B
0
0
2

N
2
1
-
B
0
0
6

N
2
1
-
B
0
0
3

N
2
1
-
B
0
0
4

N
2
1
-
B
0
0
5

N
2
1
-
B
0
0
1

原
子

炉
冷
却
系
統
設
備

復
水
給
水
系

第
３
給
水
加
熱
器

第
１
給
水
加
熱
器

第
２
給
水
加
熱
器

第
４
給
水
加
熱
器

第
５
給
水
加
熱
器

第
６
給
水
加
熱
器

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
設
備

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に

付
属
す
る
熱
交
換

器

湿
分
分
離
加
熱
器

N
3
5
-
B
0
0
1

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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２５）プールライニング 
 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を表

－１に示す。 
  
（２）点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 外観目視点検 

     プールライニングの地震時の損傷形態や機種の特性などを考慮すると，地

震の荷重を直接受け保つライニング及び使用済燃料貯蔵プールゲート取付

金物等の損傷が主に発生すると想定される。これらの損傷形態は外観目視点

検での確認が有効と考えられる。使用済燃料貯蔵プール，キャスクピットに

ついては，ライニング，プールゲート取付金物の外観目視点検を実施し，異

常のないことを確認した。 
また，復水貯蔵槽についても，ライニングの外観目視点検を実施し，異常

のないことを確認した。 
  

② 漏えい目視点検 
ライニングおよびプールゲートパッキンの損傷形態については，外観目視

点検で確認する他，さらに漏えい目視点検にて健全性を確認することが有効

と考えられる。このため，プールライニングの漏えい目視点検は，機器付帯

設備であるライニングドレン漏えい検出樋での目視点検にて確認すること

とし，復水貯蔵槽について，漏えい検出樋での漏えい目視点検を行い，異常

のないことを確認した。使用済燃料貯蔵プール及びキャスクピットについて

は漏えい検出器（フローグラス）での漏えい目視点検を行い，異常のないこ

とを確認した。 
なお，使用済燃料貯蔵プールゲートパッキンの漏えい目視点検は，原子炉

ウェルの水抜き時に実施し，漏えいの無いことを確認した。 
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表
－
１
　
プ
ー
ル
ラ
イ
ニ
ン
グ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

補
給
水
系

復
水
貯
蔵
槽

P
1
3
-
A
0
0
1

-
ク
ラ
ス
１

B
異

常
な
し

異
常
な
し

良

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー

ル
F
3
1
-
V
0
0
1

-
ク
ラ
ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常
な
し

良

キ
ャ
ス
ク
ピ
ッ
ト

F
3
1
-
V
0
0
4

-
ク
ラ
ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常
な
し

良

燃
料
設
備

使
用
済
燃
料
貯
蔵

設
備

所
見

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

判
定

結
果

目
視

点
検

基
本
点
検

耐
震

重
要

度

漏
洩

確
認

設
備
点
検
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２６）変圧器 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を表－１に

示す。 

 

（２） 点検結果及び評価 
   【基本点検】（現地点検） 

追加点検にて実施。 
 

【追加点検】 
  対象設備である主変圧器，所内変圧器，原子炉冷却材再循環ポンプ電源装置用入力

変圧器について下記の点検を実施した。 
 

①現地外観目視点検   
「基礎ボルト」，「タンク」，「ブッシング」，「冷却器」について，外観目視点検に

より損傷状況の確認を実施した。 
その結果，主変圧器について，放圧管からの油漏れが確認されたため，放圧板

および安全ピンの交換を実施した。放圧装置の動作は地震の影響によるものであ

るが，機器保護のための動作であり，機器の損傷ではない。 
その他の部位については異常のないことを確認した。 
以上より，地震力過大による本体等の基礎ボルトの損傷，ブッシングの損傷，

タンク損傷，冷却器損傷のないことを確認した。 
 
    ②現地油中ガス分析 
      地震発生時に運転していた変圧器内部の損傷を確認するために油中ガス分析を

実施した。 
      その結果，過熱・放電等を示すデータはなく，地震力過大による巻線，鉄心等

の損傷がないことを確認した。 
     
    ③低電圧電気試験 
      主変圧器および所内変圧器は現地にて，また原子炉冷却材再循環ポンプ電源装

置用入力変圧器は工場にて以下の低電圧電気試験を実施した。 
     ・巻線の損傷状況の確認を行うために「絶縁抵抗測定」「変圧比測定」「短絡イン

ピーダンス測定」を実施した。 
      その結果，地震力過大による巻線損傷を示すデータはなく，異常のないことを

確認した。 
     ・鉄心の損傷状況の確認を行うために「励磁電流測定」を実施した。 
      その結果，地震力過大による鉄心損傷を示すデータはなく，異常のないことを
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確認した。 
 

④工場内部目視点検 
「巻線」，「鉄心」，「内部金物」，「内部固定ボルト」等について内部目視点検に

より損傷状況の確認を実施した。 

その結果，主変圧器については，巻線部の絶縁物の一部に，地震の影響によ

ると思われるズレが確認されたが，巻線変形などの異常はなく絶縁性能等に影

響はない。ズレが確認された絶縁物は元の位置に修復を実施した。また、変圧

器を工場へ搬出する際のブッシングの取外し作業において、ブッシング内の絶

縁油の分析を行った結果，変圧器二次側ブッシング3本及び中性点ブッシング

1 本に微量の PCB が検出されたが、製造時に混入したものであり、地震による

影響では無いと判断した。 

所内変圧器，原子炉冷却材再循環ポンプ電源装置用入力変圧器については，

異常のないことを確認した。 

以上より，地震力過大による巻線，鉄心，内部金物，内部固定ボルト等の損

傷のないことを確認した。 
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表
－

１
　
変

圧
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
結
果

【
判
定
基
準
】

点
検
結
果

【
判
定
基
準
】

点
検
結
果

【
判
定
基
準
】

電
気

設
備

変
圧
器

主
変
圧
器

S
1
1

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
あ
り

異
常
あ
り

異
常
な
し

※
１

－
－

異
常
な
し

※
１

否

※
２
：
地
震
の
影
響
に
よ
り
放
圧
装

置
が
動
作
し
、
放
圧
管
か
ら
油
漏
れ

が
確
認
さ
れ
た
。

変
圧
器
本
体
を
保
護
す
る
為
の
動

作
で
あ
り
、
機
械
性
能
等
に
影
響
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
放
圧
板
お

よ
び
安
全
ピ
ン
の
交
換
を
実
施
し

た
。

※
３
：
工
場
持
ち
出
し
点
検
に
お
い

て
、
内
部
損
傷
状
況
を
確
認
し
た
結

果
、
巻
線
部
の
絶
縁
物
の
一
部
に
、

地
震
の
影
響
と
想
定
さ
れ
る
絶
縁

物
の
ズ
レ
が
確
認
さ
れ
た
。
巻
線
変

形
な
ど
の
異
常
は
な
く
絶
縁
性
能
等

に
影
響
は
な
い
。
絶
縁
物
の
ズ
レ
を

修
復
し
た
。

そ
の
他
：
変
圧
器
を
工
場
へ
搬
出
す

る
際
に
、
ブ
ッ
シ
ン
グ
内
の
絶
縁
油

の
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
微
量
の

P
C
B
が
検
出
さ
れ
た
。
製
造
時
に
混

入
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
震
に
よ
る

影
響
で
は
無
い
と
判
断
し
た
。

電
気

設
備

変
圧
器

所
内
変
圧
器
（
Ａ
）

R
1
1

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

※
１

－
－

異
常
な
し

※
１

良

電
気

設
備

変
圧
器

所
内
変
圧
器
（
Ｂ
）

R
1
1

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

※
１

－
－

異
常
な
し

※
１

良

計
測

制
御

設
備

原
子

炉
冷

却
材
再
循

環
ポ
ン
プ
電
源
装
置

原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
ポ
ン

プ
可
変
周
波
数
電
源
装
置
用

入
力
変
圧
器
(A
-
1
)

C
8
1

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
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２７）蓄電池 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果

を表－１に示す。 

 

（２） 点検結果及び評価 
①目視点検 

蓄電池架台および蓄電池については，基礎ボルトの損傷，架台締付け

部の損傷及び緩み，電槽の損傷の有無を目視点検により確認し，異常の

ないことを確認した。 
 
②電圧確認 
 蓄電池の電圧確認を行い異常のないことを確認した。 

･単電池電圧測定 

  蓄電池各セル毎の単電池電圧を測定し，電圧が管理値を満足してお

り，蓄電池内部の極板に損傷がなく，蓄電池各セル毎の機能を維持

していることを確認した。 

  １２５Ｖ蓄電池７Ａ Ｎｏ.４で端子電圧が低下していた。当該蓄

電池の点検および補水を実施後に均等充電を行い，端子電圧が判定

基準値内に復旧したことを確認した。 

     本事象は，蓄電池の通常使用による劣化であり，通常実施してい

る是正処置により電圧が復旧している。同様な事象は地震発生前か

ら他の蓄電池にも確認されており，地震の影響によるものではない。 

 

・総電圧測定 

               浮動充電時の蓄電池の総電圧を測定し，管理値を満足しており，

直流電源系の機能を維持していることを確認した。  

 

③電解液確認 

・電解液の比重を測定することにより，蓄電池の充電状態に異常のな

いことを確認した。 
・充電器の故障により蓄電池が過充電状態になると電解液の温度が上

昇することから，温度測定を実施し，異常のないことを確認した。 

・電解液の液位確認は，電槽損傷による電解液の漏洩の有無を点検す

るため実施し，漏洩のないことを確認した。 
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２８）遮断器 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を表

－１に示す。 
 

（２）点検結果及び評価 
【基本点検】 
① 目視点検 

 地震により損傷が発生すると想定される，タンク，操作機構，絶縁ス

ペーサ，基礎ボルト，付属品について目視点検を実施し，損傷等のない

ことを確認した。 
 

② 性能確認試験 
・ 主回路抵抗測定 

 主回路抵抗測定を実施し，導体および接点の通電性能に異常のな

いことを確認した。 
・ 絶縁抵抗測定 

 主回路及び制御回路について絶縁抵抗測定を実施し，絶縁性能に

異常のないことを確認した。 
・ 開閉特性試験 

 開閉特性試験を実施し，遮断性能に異常のないことを確認した。

また，付属品（操作用油圧スイッチおよびガス密度スイッチ）の校

正・動作確認を実施し，動作値および警報回路に異常のないことを

確認した。 
・ コロナ・超音波測定 

 コロナ・超音波測定を実施し遮断器内部に異常がなく，絶縁性能

に異常のないことを確認した。 
・ 主回路耐電圧試験 

 主回路耐電圧試験（商用課電）を実施し，絶縁性能に異常のない

ことを確認した。   
性能確認試験においても，異常は見られず，操作機構や絶縁スペーサ，

導体，接点部品等の損傷が発生していないことを確認した。 
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２９－１）計器・変換器・検出器 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果

を表－１に示す。 

 

（２） 点検結果及び評価 
【基本点検】 
① 計器・変換器・検出器 

・ 目視点検 
 地震により損傷が発生すると想定される，計器本体及び取り付け状態

について計器損傷，流体等の飛散痕，ケーブル接続部損傷の有無等の観

点で目視点検を実施し，損傷のないことを確認した。 
「スラスト軸受磨耗検出装置（Ｎ３１－ＰＯＥ－０５５Ａ～Ｃ）」に

タービン本体との接触による検出部損傷が認められた。 
・ 機能確認 

 機能確認として，ループ試験を実施し部品故障，ケーブル損傷，ドリ

フト等異常の無いことを確認した。 
 なお，「スラスト軸受磨耗検出装置（Ｎ３１－ＰＯＥ－０５５Ａ～Ｃ）」

については，目視点検により計器損傷が確認されたため機能確認は実施

しなかった。 
 

② 核計装設備・モニタ設備（制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備）  
・ 目視点検 

 地震により損傷が発生すると想定される，基礎ボルト，盤，筐体，計

器・器具・ポンプ・基板類，管・継手部・フランジ部等の損傷状況及び

計器・器具類の異常状況について，器具損傷の有無，ケーブル接続部損

傷の有無等の観点で目視点検を実施し，損傷のないことを確認した。 
・ 機能確認 

 機能確認として，計器・検出器のループ試験，トリップユニットの設

定値確認を実施し検出器・器具の損傷の無いことを確認した。 
 「格納容器内雰囲気放射線モニタドライウェル（Ｄ２３－ＲＥ－００

５Ｂ）」の点検において対数線量率計から記録計への出力信号に“ふら

つき”が認められた。 
・ 耐圧または漏えい確認 

 現場機器・サンプリング設備について，系統運転圧力にて漏えい確認

を実施し，損傷の無いことを確認した。 
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③ 核計装設備・モニタ設備（炉内計装管・ドライチューブ・放射線モニタ検出器） 
・ 目視点検 

 地震により損傷が発生すると想定される，炉内計装管・モニタ検出

器・コネクタ部及び器具類等の損傷等について，計装管の曲がりや検出

器脱落，ケーブル損傷の有無等の観点で目視点検を実施し，損傷のない

ことを確認した。 
・ 機能確認 

 機能確認として，電気特性及び検出器特性確認を実施し検出器・器具

等の損傷の無いことを確認した。 
なお，起動領域モニタ（検出器）については燃料装荷前までに実施で

きる電気特性及び検出器特性確認について異常のないことを確認してお

り，今後は燃料装荷後に検出器に中性子を照射した状態での特性確認を

実施する予定である。 
また，ＴＩＰ検出器については電気特性及び検出器特性確認は完了し

ており，今後は平均出力領域モニタ（検出器）の漏えい確認後にＴＩＰ

案内管を復旧し，検出器走行試験による検出器の健全性確認を実施する

予定である。 
・ 耐圧または漏えい確認 

 炉内計装管（平均出力領域モニタ（検出器））及びドライチューブ（起

動領域モニタ（検出器））については，原子炉圧力容器漏えい試験に合

わせて漏えい確認を実施する予定である。 
 

【追加点検】 
① 計器・変換器・検出器 

分解点検 
「スラスト軸受磨耗検出装置（Ｎ３１－ＰＯＥ－０５５Ａ～Ｃ）」の検

出部に損傷が認められたことから，検出装置を取り付け台より取外して

確認したところ，地震の影響によりタービン本体と検出部が接触し，検

出部先端部の削れと検出コイルの断線が確認された。 
  なお，地震時には「スラスト軸受摩耗」の警報が発生しており，機能

上の問題はなかった。 
単体校正 

「スラスト軸受磨耗検出装置（Ｎ３１－ＰＯＥ－０５５Ａ～Ｃ）」につ

いて，新品の計器と交換後，単体校正及びループ点検を実施し、異常の

ないことを確認した。 
タービン組立完了後に検出装置を取り付け台に装着し，位置設定を含

めた最終確認を実施する予定である。 
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② 核計装設備・モニタ設備（制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備）  
「格納容器内雰囲気放射線モニタドライウェル（Ｄ２３－ＲＥ－００５

Ｂ）」の機能確認において対数線量率計から記録計への出力信号に“ふらつ

き”が認められたことから，記録計出力用可変抵抗器付近の打振試験を実

施したところ同様な事象が再現した。 
可変抵抗器の外観に異常が見られず，同一部位に取り付けられている他

の可変抵抗器からの信号に異常が見られないことから，地震の影響ではな

く記録計出力用可変抵抗器の経年的な劣化事象と想定され，当該可変抵抗

器を交換し異常のないことを確認した。 
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し
異

常
な

し
－

－
良

C
-
2

変
換

器
ク

ラ
ス

２
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

　
系

統
流

量
）

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
入

口
流

量
E
3
1
-
F
T
-
0
0
1

A
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

　
系

統
流

量
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
E
5
1
-
F
T
-
0
0
6

－
変

換
器

ク
ラ

ス
２

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

E
5
1
-
P

T
-
0
0
4

－
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

計
測

制
御

系
統

設
備

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
駆

動
用

蒸
気

タ
-
ビ

ン
入

口
蒸

気
圧

力
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
タ

-
ビ

ン
入

口
圧

力
E
5
1
-
P

T
-
0
0
8

－
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

s

異
常

な
し

（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良

G
3
1
-
T
E
-
0
4
7

－
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

G
3
1
-
T
E
-
0
5
3

－
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
主

蒸
気

系
　

主
蒸

気
圧

力
）

主
蒸

気
圧

力
N

1
1
-
P

T
-
0
0
1

A
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
検

出
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

D
検

出
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
-
1

変
換

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
-
2

変
換

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
-
1

変
換

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
-
2

変
換

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

※
１

　
計

装
ラ

ッ
ク

収
納

計
器

で
は

な
い

た
め

、
計

装
配

管
の

漏
え

い
を

含
め

て
確

認

　
　

　
　

（
他

の
漏

え
い

確
認

が
必

要
な

計
器

は
「
計

装
ラ

ッ
ク

」
点

検
時

に
漏

え
い

確
認

を
実

施
）

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
高

圧
炉

心
注

水
系

　
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ吐

出
圧

力
）

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
主

蒸
気

系
　

主
蒸

気
温

度
）

原
子

炉
給

水
流

量

N
1
1
-
T
E
-
0
0
6

N
2
1
-
F
T
-
0
8
7

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

原
子

炉
圧

力
容

器
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
温

度
）

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
給

水
系

　
給

水
流

量
）

高
圧

炉
心

注
水

系
系

統
流

量
E
2
2
-
F
T
-
0
0
7

主
蒸

気
温

度

E
2
2
-
P

T
-
0
0
4

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
高

圧
炉

心
注

水
系

　
系

統
流

量
）

高
圧

炉
心

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力 原

子
炉

圧
力

容
器

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

温
度

計
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表
－

１
　

計
器

・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
所

見
種

類
機

器
種

別
安

全
重

要
度

追
加

点
検

判
定

基
本

点
検

耐
震

重
要

度
機

器
番

号
機

器
名

称
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

計
測

制
御

系
統

設
備

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
復

水
系

　
復

水
流

量
）

復
水

流
量

N
2
1
-
F
T
-
0
2
3

A
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

D
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

E
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

F
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

計
測

制
御

系
統

設
備

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

ろ
過

脱
塩

器
入

口
導

電
率

）

原
子

炉
ド

レ
ン

､原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
ろ

過
脱

塩
器

入
口

導
電

率
（
Ｗ

ＩＤ
Ｅ

)

P
9
1
-
C

E
-
R

B
0
3

A
-
2

検
出

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
復

水
浄

化
系

　
復

水
ろ

過
装

置
入

口
導

電
率

）

復
水

ろ
過

装
置

入
口

導
電

率
P

9
1
-
C

E
-
T
B

0
5

A
(A

)
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
復

水
浄

化
系

　
復

水
脱

塩
装

置
出

口
導

電
率

）

復
水

脱
塩

装
置

出
口

導
電

率
P

9
1
-
C

E
-
T
B

0
7

A
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
弁

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
弁

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

C
弁

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

D
弁

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
弁

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
弁

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

C
弁

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

D
弁

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良
B

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良

※
１

　
計

装
ラ

ッ
ク

収
納

計
器

で
は

な
い

た
め

、
計

装
配

管
の

漏
え

い
を

含
め

て
確

認

　
　

　
　

（
他

の
漏

え
い

確
認

が
必

要
な

計
器

は
「
計

装
ラ

ッ
ク

」
点

検
時

に
漏

え
い

確
認

を
実

施
）

N
2
2
-
F
T
-
0
0
9

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
ろ

過
脱

塩
器

出
口

導
電

率
P

9
1
-
C

E
-
R

B
0
4

第
１

給
水

加
熱

器
出

口
給

水
温

度

高
圧

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

吐
出

流
量

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
(主

蒸
気

隔
離

弁
閉

)

主
蒸

気
内

側
隔

離
弁

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
(制

御
棒

駆
動

機
構

充
て

ん
水

圧
力

低
)

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

ろ
過

脱
塩

器
出

口
導

電
率

）

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
給

水
加

熱
器

ド
レ

ン
系

高
圧

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

吐
出

流
量

）

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
給

水
系

　
給

水
温

度
）

N
2
1
-
T
E
-
0
8
6

B
2
1
-
N

O
-
F
0
0
2

C
1
2
-
P

T
-
0
1
1

制
御

棒
駆

動
機

構
充

て
ん

水
ラ

イ
ン

圧
力

主
蒸

気
外

側
隔

離
弁

B
2
1
-
A

O
-
F
0
0
3
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表
－

１
　

計
器

・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
所

見
種

類
機

器
種

別
安

全
重

要
度

追
加

点
検

判
定

基
本

点
検

耐
震

重
要

度
機

器
番

号
機

器
名

称
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

計
測

制
御

系
統

設
備

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

計
測

制
御

系
統

設
備

A
計

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
計

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

D
計

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ク

ラ
ス

１
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
計

器
ク

ラ
ス

１
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

C
計

器
ク

ラ
ス

１
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

D
計

器
ク

ラ
ス

１
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
計

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
計

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

D
計

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

計
測

制
御

系
統

設
備

A
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良

B
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良

C
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良

D
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良

※
１

　
計

装
ラ

ッ
ク

収
納

計
器

で
は

な
い

た
め

、
計

装
配

管
の

漏
え

い
を

含
め

て
確

認

　
　

　
　

（
他

の
漏

え
い

確
認

が
必

要
な

計
器

は
「
計

装
ラ

ッ
ク

」
点

検
時

に
漏

え
い

確
認

を
実

施
）

N
3
2
-
P

O
S
-
1
0
2

水
平

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

(R
/
B

上
部

）

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
(主

蒸
気

止
め

弁
閉

)

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
(蒸

気
加

減
弁

急
速

閉
)

蒸
気

加
減

弁
急

閉
用

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
(地

震
加

速
度

大
)

C
7
1
-
V

B
S
-

D
0
0
3

C
7
1
-
V

B
S
-

D
0
0
2

垂
直

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

(R
/
B

下
部

）

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
高

）

そ
の

他
の

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁 (ﾄ

ﾞﾗ
ｲ
ｳ

ｪﾙ
圧

力
高

)

非
常

用
ｶ
ﾞｽ

処
理

系
(ﾄ

ﾞﾗ
ｲ
ｳ

ｪﾙ
圧

力
高

)

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
(ﾄ

ﾞﾗ
ｲ
ｳ

ｪﾙ
圧

力
高

)

残
留

熱
除

去
系

(ﾄ
ﾞﾗ

ｲ
ｳ

ｪﾙ
圧

力
高

)

自
動

減
圧

系
(ﾄ

ﾞﾗ
ｲ
ｳ

ｪﾙ
圧

力
高

)

主
蒸

気
止

め
弁

原
子

炉
保

護
用

水
平

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

(R
/
B

下
部

）

B
2
1
-
P

T
-
0
2
5

蒸
気

加
減

弁
急

速
作

動
電

磁
弁

作
動

用

C
7
1
-
V

B
S
-

D
0
0
1

D
/
W

圧
力

N
3
2
-
P

O
S
-
1
0
6

N
3
2
-
P

S
-
1
0
0
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計
器

・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
所

見
種

類
機

器
種

別
安

全
重

要
度

追
加

点
検

判
定

基
本

点
検

耐
震

重
要

度
機

器
番

号
機

器
名

称
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

計
測

制
御

系
統

設
備

E
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良

F
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良

G
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良

H
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

（
※

１
）

異
常

な
し

－
－

良

A
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

E
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
F

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

G
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
H

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

J
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
K

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

L
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
M

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

N
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
P

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

R
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
S

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

※
１

　
計

装
ラ

ッ
ク

収
納

計
器

で
は

な
い

た
め

、
計

装
配

管
の

漏
え

い
を

含
め

て
確

認

　
　

　
　

（
他

の
漏

え
い

確
認

が
必

要
な

計
器

は
「
計

装
ラ

ッ
ク

」
点

検
時

に
漏

え
い

確
認

を
実

施
）

E
3
1
-
D

P
T
-
0
0
2

E
3
1
-
T
E
-
1
2
3

E
3
1
-
T
E
-
1
2
1

E
3
1
-
T
E
-
1
0
1

E
3
1
-
T
E
-
1
2
2

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
流

量
大

）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
ﾄﾝ

ﾈ
ﾙ

温
度

高
）

そ
の

他
の

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

(ﾄ
ﾞﾗ

ｲ
ｳ

ｪﾙ
圧

力
高

)

非
常

用
ｶ
ﾞｽ

処
理

系
(ﾄ

ﾞﾗ
ｲ
ｳ

ｪﾙ
圧

力
高

)

高
圧

炉
心

注
水

系
(ﾄ

ﾞﾗ
ｲ
ｳ

ｪﾙ
圧

力
高

)

残
留

熱
除

去
系

(ﾄ
ﾞ

ﾗ
ｲ
ｳ

ｪﾙ
圧

力
高

)

自
動

減
圧

系
(ﾄ

ﾞﾗ
ｲ

ｳ
ｪﾙ

圧
力

高
)

主
蒸

気
管

ﾄﾝ
ﾈ

ﾙ
室

漏
え

い
検

出
（
雰

囲
気

温
度

）

B
2
1
-
P

T
-
0
2
5

D
/
W

圧
力

主
蒸

気
管

流
量

ﾀ
-
ﾋ
ﾞﾝ

建
屋

主
蒸

気
管

漏
え

い
検

出
（
雰

囲
気

温
度

）
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１
　

計
器

・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
所

見
種

類
機

器
種

別
安

全
重

要
度

追
加

点
検

判
定

基
本

点
検

耐
震

重
要

度
機

器
番

号
機

器
名

称
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

計
測

制
御

系
統

設
備

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
変

換
器

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

変
換

器
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
2
1
-
L
S
-
0
0
1
-
2

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
K
2
1
-
L
S
-
0
0
1
-
1

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
K
2
1
-
L
S
-
0
5
1
-
2

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
K
2
1
-
L
S
-
0
5
1
-
1

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
A

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
A

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
A

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
C

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
E

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
A

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
C

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
E

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
A

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
A

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
A

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
A

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

計
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
K
1
1
-
L
S
-
0
0
2

-
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
1
1
-
L
S
-
0
0
3

-
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
1
1
-
L
S
-
1
0
1

-
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
1
1
-
L
S
-
1
0
2

-
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

D
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

E
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
1
1
-
L
S
-
0
5
2

E
3
1
-
T
E
-
1
2
4

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
ﾄﾝ

ﾈ
ﾙ

温
度

高
）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
圧

力
低

）

廃
棄

設
備

漏
え

い
検

出
装

置
及

び
警

報
装

置

放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

主
蒸

気
隔

離
弁

（
復

水
器

真
空

度
低

）

廃
ス

ラ
ッ

ジ
系

K
1
1
-
L
S
-
0
1
4

K
1
1
-
L
S
-
1
1
2

K
1
1
-
L
S
-
1
1
1

K
1
1
-
L
S
-
1
5
1

K
1
1
-
L
S
-
0
5
1

K
1
1
-
L
S
-
0
5
3

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

H
Ｃ

Ｗ
サ

ン
プ

液
位

Ｒ
／

Ｂ
　

Ｌ
Ｃ

Ｗ
サ

ン
プ

液
位

Ｒ
／

Ｂ
　

Ｈ
Ｃ

Ｗ
サ

ン
プ

液
位

Ｔ
／

Ｂ
　

Ｌ
Ｃ

Ｗ
サ

ン
プ

液
位

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

Ｌ
Ｃ

Ｗ
サ

ン
プ

液
位

Ｔ
／

Ｂ
　

Ｈ
Ｃ

Ｗ
サ

ン
プ

液
位

Ｒ
／

Ｂ
　

Ｈ
Ｃ

Ｗ
サ

ン
プ

液
位

Ｃ
Ｆ

逆
洗

水
受

タ
ン

ク
液

位

Ｃ
Ｕ

Ｗ
逆

洗
水

受
タ

ン
ク

液
位

N
3
6
-
P

T
-
0
2
6

N
1
1
-
P

T
-
0
0
5

主
蒸

気
管

圧
力

復
水

器
真

空
度

ﾀ
-
ﾋ
ﾞﾝ

建
屋

主
蒸

気
管

漏
え

い
検

出
（
雰

囲
気

温
度

）

Ｔ
／

Ｂ
　

Ｈ
Ｃ

Ｗ
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
-
0
1
2

K
1
1
-
L
S
-
0
1
3

Ｒ
／

Ｂ
　

Ｌ
Ｃ

Ｗ
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
-
1
5
2

K
1
1
-
L
S
-
1
1
3

K
1
1
-
L
S
-
1
5
3

Ｔ
／

Ｂ
　

Ｌ
Ｃ

Ｗ
サ

ン
プ

液
位

-118-



表
－

１
　

計
器

・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
所

見
種

類
機

器
種

別
安

全
重

要
度

追
加

点
検

判
定

基
本

点
検

耐
震

重
要

度
機

器
番

号
機

器
名

称
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

A
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

※
１

－
異

常
な

し
※

２
異

常
あ

り
※

１
否

B
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

※
１

－
異

常
な

し
※

２
異

常
あ

り
※

１
否

C
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

※
１

－
異

常
な

し
※

２
異

常
あ

り
※

１
否

A
変

換
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
変

換
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
変

換
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

水
素

純
度

低
検

出
装

置
（
警

報
用

）
N

4
2
-
H

2
Ｔ

-
0
0
8

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

N
4
1
-
T
E
0
0
1

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
N

4
1
-
T
E
0
0
2

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
N

4
1
-
T
E
0
0
3

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
N

4
1
-
T
E
0
0
4

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
水

素
圧

力
高

検
出

装
置

（
警

報
用

）
N

4
2
-
P

S
-
0
0
6

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

水
素

圧
力

低
検

出
装

置
（
警

報
用

）
N

4
2
-
P

S
-
0
0
7

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

発
電

機
固

定
子

冷
却

水
温

度
高

検
出

装
置

（
警

報
用

）
N

4
3
-
T
E
-
0
1
6

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

発
電

機
並

列
用

5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ガ
ス

圧
力

低
検

出
装

置
（
警

報
）

-
-

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

主
変

圧
器

温
度

高
検

出
装

置
(警

報
用

）
S
1
1
-
T
IS

0
0
4

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

主
変

圧
器

衝
撃

油
圧

検
出

装
置

(警
報

用
）

-
-

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

※
１

地
震

の
影

響
に

よ
り

タ
ー

ビ
ン

本
体

と
検

出
部

が
接

触
し

，
検

出
部

先
端

部
が

削
れ

，
検

出
コ

イ
ル

が
断

線
し

た
。

地
震

時
に

は
「
ス

ラ
ス

ト
軸

受
摩

耗
」
の

警
報

が
発

生
し

て
お

り
，

機
能

上
の

問
題

は
な

か
っ

た
。

※
２

新
品

の
計

器
と

交
換

し
、

単
体

校
正

及
び

ル
ー

プ
点

検
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
健

全
性

を
確

認
し

た
。

タ
ー

ビ
ン

組
立

完
了

後
に

位
置

設
定

を
含

め
た

最
終

確
認

を
実

施
す

る
。

R
1
1
-
P

S
-
0
0
1

R
1
1
-
T
IS

-
0
1
1

N
4
3
-
P

T
-
0
1
4

所
内

変
圧

器
衝

撃
油

圧
検

出
装

置
(警

報
用

）

発
電

機
固

定
子

冷
却

水
喪

失
検

出
装

置

電
気

設
備

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

所
内

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

主
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

水
素

温
度

高
検

出
装

置
（
警

報
用

）

ス
ラ

ス
ト

軸
受

磨
耗

検
出

装
置

所
内

変
圧

器
温

度
高

検
出

装
置

(警
報

用
）

N
3
1
-
P

O
Ｅ

-
0
5
5
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表
－

１
　

計
器

・
変

換
器

・
検

出
器

 　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ
（
検

出
器

）
C

5
1
-
L
P

R
M

2
0
8
個

検
出

器
ク

ラ
ス

１
A

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

A
計

器
ク

ラ
ス

１
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良

B
計

器
ク

ラ
ス

１
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良

C
計

器
ク

ラ
ス

１
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良

D
計

器
ク

ラ
ス

１
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良

起
動

領
域

モ
ニ

タ
（
検

出
器

）
C

5
1
-
S
R

N
M

１
０

個
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A

異
常

な
し

未
※

未
－

※
中

性
子

未
照

射
状

態
で

の
特

性
試

験
を

実
施

し
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
済

み

A
計

器
ク

ラ
ス

１
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
B

計
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

C
計

器
ク

ラ
ス

１
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
D

計
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

E
計

器
ク

ラ
ス

１
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
F

計
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

G
計

器
ク

ラ
ス

１
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
H

計
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

J
計

器
ク

ラ
ス

１
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
L

計
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

1
制

御
盤

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

2
制

御
盤

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

3
制

御
盤

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

4
制

御
盤

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ク

ラ
ス

３
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
B

計
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

A
制

御
盤

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
制

御
盤

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

未
※

-
－

B
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

未
※

-
－

C
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

未
※

-
－

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

B
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

※
検

出
器

の
特

性
試

験
を

実
施

し
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
済

み

機
器

番
号

計
測

制
御

系
統

設
備

移
動

式
炉

心
内

計
装

装
置

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
(主

蒸
気

管
放

射
能

高
)

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
放

射
能

高
)

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

設
備

D
1
1
-
R

E
-
0
7
0

出
力

領
域

モ
ニ

タ

起
動

領
域

モ
ニ

タ

出
力

領
域

モ
ニ

タ

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

、
中

性
子

束
計

装
動

作
不

能
）

起
動

領
域

モ
ニ

タ

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
原

子
炉

周
期

(ペ
リ

オ
ド

短
)、

中
性

子
束

計
装

動
作

不
能

）

H
1
1
-
P

6
3
5

C
5
1
-
N

T
S
-
6
0
3

制
御

棒
引

抜
監

視
モ

ニ
タ

起
動

領
域

モ
ニ

タ

C
5
1
-
N

T
S
-
6
0
4

C
5
1
-
N

E
-
0
0
7

H
1
1
-
P

6
3
9

C
5
1
-
N

T
S
-
6
0
1

Ｔ
ＩＰ

検
出

器

主
蒸

気
管

放
射

線
モ

ニ
タ

Ｍ
Ｒ

Ｂ
Ｍ

盤

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称

核
計

装
系

　
盤

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ

制
御

棒
引

抜
監

視
装

置

計
測

制
御

系
統

設
備

放
射

線
管

理
設

備

所
見

種
類

機
器

種
別

安
全

重
要

度
判

定
耐

震
重

要
度

追
加

点
検

基
本

点
検
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表
－

１
　

計
器

・
変

換
器

・
検

出
器

 　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

機
器

番
号

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
種

類
機

器
種

別
安

全
重

要
度

判
定

耐
震

重
要

度
追

加
点

検

基
本

点
検

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

B
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

D
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

B
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

C
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

D
検

出
器

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

排
ｶ
ﾞｽ

放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ
（
除

湿
冷

却
器

出
口

）
D

1
1
-
R

E
-
0
0
1

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

B
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

排
ｶ
ﾞｽ

線
形

放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ

D
1
1
-
R

E
-
0
0
2

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
ﾄﾞ

蒸
気

復
水

器
及

び
復

水
器

真
空

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ排

ｶ
ﾞｽ

放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ

D
1
1
-
R

E
-
0
2
6

-
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良

A
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
B

検
出

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

C
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
D

検
出

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

B
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

B
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

B
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

A
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

B
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

A
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
B

検
出

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

C
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
A

検
出

器
ク

ラ
ス

２
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良
B

検
出

器
ク

ラ
ス

２
A

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
１

-
異

常
あ

り
※

２
否

※
１

，
※

２
対

数
線

量
率

計
か

ら
記

録
計

へ
の

出
力

信
号

が
出

力
用

可
変

抵
抗

器
付

近
の

打
振

に
よ

り
ふ

ら
つ

く
こ

と
を

確
認

し
た

。
可

変
抵

抗
器

の
外

観
に

異
常

は
な

く
，

同
一

部
位

に
取

り
付

け
ら

れ
て

い
る

他
の

可
変

抵
抗

器
か

ら
の

信
号

に
異

常
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
か

ら
，

地
震

の
影

響
で

は
な

く
当

該
可

変
抵

抗
器

の
経

年
的

な
劣

化
事

象
と

考
え

ら
れ

る
。

当
該

可
変

抵
抗

器
の

交
換

を
実

施
し

た
。

放
射

線
管

理
設

備

排
ｶ
ﾞｽ

放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ
（
ﾎ

-
ﾙ

ﾄﾞ
ｱ

ｯ
ﾌ
ﾟ

塔
出

口
）

排
気

筒
放

射
線

ﾓ
ﾆ
ﾀ
(S

C
IN

)

排
気

筒
放

射
線

ﾓ
ﾆ
ﾀ
(I
C

)

非
常

用
排

ｶ
ﾞｽ

処
理

系
排

ｶ
ﾞｽ

放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ
(I
C

)

D
1
1
-
R

E
-
0
6
6

非
常

用
排

ｶ
ﾞｽ

処
理

系
排

ｶ
ﾞｽ

放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ
(S

C
IN

)

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
ﾓ
ﾆ

ﾀ
ﾄﾞ

ﾗ
ｲ
ｳ

ｪﾙ

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
放

射
線

ﾓ
ﾆ
ﾀ

D
1
1
-
R

E
-
0
6
2

D
1
1
-
R

E
-
0
1
6

D
1
1
-
R

E
-
0
3
7

D
1
1
-
R

E
-
0
6
7

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

設
備

気
体

廃
棄

物
処

理
系

設
備

ｴ
ﾘ
ｱ

排
気

放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ

非
常

用
ｶ
ﾞｽ

処
理

系 （
原

子
炉

区
域

換
気

空
調

系
排

気
放

射
能

高
）

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

設
備

D
2
3
-
R

E
-
0
0
5

D
1
1
-
R

E
-
0
6
8

D
1
1
-
R

E
-
0
4
7

原
子

炉
区

域
換

気
空

調
系

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

D
1
1
-
R

E
-
0
5
2

D
1
1
-
R

E
-
0
5
8

非
常

用
ｶ
ﾞｽ

処
理

系
（
燃

料
取

替
ｴ
ﾘ

ｱ
排

気
放

射
能

高
）

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

設
備

燃
料

取
替

エ
リ

ア
排

気
放

射
線

モ
ニ

タ
計

測
制

御
系

統
設

備

放
射

線
管

理
設

備
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表
－

１
　

計
器

・
変

換
器

・
検

出
器

 　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

機
器

番
号

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
種

類
機

器
種

別
安

全
重

要
度

判
定

耐
震

重
要

度
追

加
点

検

基
本

点
検

A
検

出
器

ク
ラ

ス
２

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

B
検

出
器

ク
ラ

ス
２

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

漏
え

い
検

出
系

ﾀ
ﾞｽ

ﾄ放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ

E
3
1
-
R

E
-
1
5
2

-
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ド
レ

ン
放

射
線

モ
ニ

タ
(Ｌ

Ｃ
Ｗ

)
D

1
1
-
R

E
-
0
8
9

-
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ド
レ

ン
放

射
線

モ
ニ

タ
(Ｈ

Ｃ
Ｗ

)
D

1
1
-
R

E
-
0
9
0

-
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良

排
ガ

ス
放

射
線

モ
ニ

タ
（
排

ガ
ス

除
湿

冷
却

器
出

口
）
　

サ
ン

プ
ル

チ
ェ

ン
バ

ラ
ッ

ク

H
2
2
-
P

3
1
5

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

異
常

な
し

－
良

H
2
2
-
P

3
2
4

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

異
常

な
し

－
良

H
2
2
-
P

3
2
5

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

異
常

な
し

－
良

ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
ﾄﾞ

蒸
気

復
水

器
及

び
復

水
器

真
空

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ排

ｶ
ﾞｽ

放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ

ｶ
ﾞｽ

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾗ

ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

3
1
2

-
計

装
ラ

ッ
ク

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
－

良

H
2
2
-
P

3
3
0

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

異
常

な
し

－
良

H
2
2
-
P

3
3
1

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

異
常

な
し

－
良

H
2
2
-
P

3
3
2

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

異
常

な
し

－
良

H
2
2
-
P

3
3
3

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

異
常

な
し

－
良

H
2
2
-
P

3
4
9

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

異
常

な
し

－
良

H
2
2
-
P

3
5
0

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

異
常

な
し

－
良

漏
え

い
検

出
系

ﾀ
ﾞｽ

ﾄ放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ

ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

3
0
0

-
計

装
ラ

ッ
ク

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
－

良

R
/
B

　
4
F
　

北
西

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
0
1

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

D
2
1
-
R

E
-
0
0
2

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

D
2
1
-
R

E
-
0
0
3

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

原
子

炉
区

域
D

2
1
-
R

E
-
0
0
4

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

D
2
1
-
R

E
-
0
0
5

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

R
/
B

　
4
F
　

南
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
0
6

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

M
S
IV

/
S
R

V
　

ﾗ
ｯ
ﾋ
ﾟﾝ

ｸ
ﾞ室

D
2
1
-
R

E
-
0
0
7

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

R
/
B

　
3
F
　

南
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
0
8

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

R
/
B

　
2
F
　

北
西

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
0
9

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

R
/
B

　
2
F
　

南
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
1
0

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

R
/
B

　
1
F
　

北
西

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
1
1

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

R
/
B

　
機

器
搬

出
入

口
D

2
1
-
R

E
-
0
1
2

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

R
/
B

　
1
F
　

南
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
1
3

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
操

作
ｴ
ﾘ

D
2
1
-
R

E
-
0
1
4

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

炉
水

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ室

D
2
1
-
R

E
-
0
1
5

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

D
2
1
-
R

E
-
0
1
6

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

D
2
1
-
R

E
-
0
1
7

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

R
/
B

　
B

1
F
　

南
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
1
8

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

T
IP

駆
動

装
置

室
D

2
1
-
R

E
-
0
1
9

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

T
IP

装
置

室
D

2
1
-
R

E
-
0
2
0

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

C
R

D
/
R

IP
　

補
修

室
D

2
1
-
R

E
-
0
2
1

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

R
/
B

　
B

2
F
　

南
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
2
2

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

D
2
1
-
R

E
-
0
2
3

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

D
2
1
-
R

E
-
0
2
4

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

R
/
B

　
B

3
F
　

南
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
2
5

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

放
射

線
管

理
設

備

排
気

筒
放

射
線

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ｶ
ﾞｽ

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾗ

ﾗ
ｯ
ｸ

C
R

D
水

圧
制

御
ﾕ

ﾆ
ｯ
ﾄｴ

ﾘ
ｱ

非
常

用
ｶ
ﾞｽ

処
理

系
排

ｶ
ﾞｽ

放
射

線
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ｶ
ﾞｽ

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾗ

ﾗ
ｯ
ｸ

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
（
原

子
炉

建
屋

放
射

線
モ

ニ
タ

）

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

設
備

計
装

ﾗ
ｯ
ｸ
室

燃
料

貯
蔵

ﾌ
ﾟ-

ﾙ
ｴ
ﾘ
ｱ

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
ﾓ
ﾆ

ﾀ
ｻ

ﾌ
ﾟﾚ

ｯ
ｼ
ｮﾝ

ﾁ
ｪﾝ

ﾊ
ﾞ

排
気

筒
放

射
線

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ｻ

ﾝ
ﾌ
ﾟﾙ

ﾁ
ｪ

ﾝ
ﾊ

ﾞﾗ
ｯ
ｸ

排
ガ

ス
放

射
線

モ
ニ

タ
（
活

性
炭

ﾎ
ｰ

ﾙ
ﾄﾞ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ塔

出
口

）
ガ

ス
サ

ン
プ

ラ
ラ

ッ
ク

D
2
3
-
R

E
-
0
0
6
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表
－

１
　

計
器

・
変

換
器

・
検

出
器

 　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

機
器

番
号

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
種

類
機

器
種

別
安

全
重

要
度

判
定

耐
震

重
要

度
追

加
点

検

基
本

点
検

T
/
B

　
ｵ

ﾍ
ﾟﾚ

-
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

北
側

ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
2
6

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

T
/
B

　
ｵ

ﾍ
ﾟﾚ

-
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

南
側

ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
2
7

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

T
/
B

　
1
F
　

東
側

通
路

D
2
1
-
R

E
-
0
2
8

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

T
/
B

　
機

器
搬

出
入

口
D

2
1
-
R

E
-
0
2
9

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

T
/
B

　
B

1
F
　

北
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
3
0

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

原
子

炉
給

水
系

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
室

D
2
1
-
R

E
-
0
3
1

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

T
/
B

　
M

B
2
F
　

北
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-
0
3
2

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

排
ｶ
ﾞｽ

ﾓ
ﾆ
ﾀ
室

D
2
1
-
R

E
-
0
3
3

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
（
コ

ン
ト

ロ
-

ル
建

屋
放

射
線

モ
ニ

タ
）

中
央

制
御

室
D

2
1
-
R

E
-
0
3
4

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

－
良

放
射

線
管

理
設

備
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

（
タ

-
ビ

ン
建

屋
放

射
線

モ
ニ

タ
）
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２９－２）継電器 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果

を表－１に示す。 
 
（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 
①外観点検 
  地震により損傷が発生すると想定される，内部器具，構造物，整定部等  
について外観点検を実施し，損傷等のないことを確認した。 
 Ｍ／Ｃ７Ａ－１－４Ｂ及びＭ／Ｃ７Ｂ－１－５Ａの５１要素コイルに

変形が確認された。同一電源盤に取り付けられている他の継電器に異常は

見られないこと，機械的な損傷ではなく経年的な熱の影響による変形であ

ることから，地震により発生したものではない。当該継電器を交換し，機

能確認試験により異常のないことを確認した。その他の継電器については，

破損・損傷等のないことを確認した。 
 

② 機能確認試験 
機能確認として，絶縁抵抗測定，継電器の単体試験を実施し，整定値の

ずれ・動作不良等の異常のないことを確認した。 
また，継電器の自端試験を実施し，遮断器組合せ・警報動作等による総

合動作確認を行い，機能が健全であることを確認した。 
 非常用ディーゼル発電機（Ｂ）界磁地絡継電器Ｒ４３－６４ＦＤＢで不

動作が確認された。原因として，酸化被膜等の絶縁物が補助継電器の接点

部に付着し，導通不良に至ったと想定されたため、当該補助継電器を手動

にて数回動かしたところ，正常に動作した。このため本事象は地震の影響

ではなく，絶縁物の付着による一過性の動作不良と考えられる。当該補助

継電器の交換を実施し，異常ないことを確認した。 
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作

値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

電
気

設
備

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
逆
電
力
継
電
器
1

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
6
7
G
1

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
逆
電
力
継
電
器
2

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
6
7
G
2

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
地
絡
継
電
器
1

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
6
4
G
1

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
地
絡
継
電
器
2

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
6
4
G
2

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
界
磁
喪
失
継
電
器

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
4
0
G

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
・
変
圧
器
過
励
磁
継
電

器
H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
5
9
/
9
5
G

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
逆
相
電
流
継
電
器
1

H
1
1
-
P
7
3
7
-
4
6
G
1

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

－
－

異
常
な
し

良
絶

縁
抵

抗
測

定
は

実
施

し
て
い
な
い
が

、
回

路
の

健
全

性
は

機
能

確
認

（
シ
ー
ケ
ン
ス
試

験
）
に

て
代

用
。

発
電
機
逆
相
電
流
継
電
器
2

H
1
1
-
P
7
3
7
-
4
6
G
2

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

－
－

異
常
な
し

良
絶

縁
抵

抗
測

定
は

実
施

し
て
い
な
い
が

、
回

路
の

健
全

性
は

機
能

確
認

（
シ
ー
ケ
ン
ス
試

験
）
に

て
代

用
。

発
電
機
界
磁
地
絡
継
電
器

－
－

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

－
－

異
常
な
し

良
絶

縁
抵

抗
測

定
は

実
施

し
て
い
な
い
が

、
回

路
の

健
全

性
は

機
能

確
認

（
シ
ー
ケ
ン
ス
試

験
）
に

て
代

用
。

励
磁
電
源
変
圧
器
過
電
流
継

電
器

（
Ｐ
－
Ｂ
Ａ
Ｒ
過
電
流
継
電
器
(5
0
)）

-
－

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

5
0
0

2
異
常
な
し

良

励
磁
電
源
巻
線
地
絡
継
電
器

（
界
磁
地
絡
継
電
器
(6
4
F
)）

-
－

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

5
0
0

2
異
常
な
し

良

発
電
機
電
圧
不
平
衡
継
電
器

（
警

報
用

）
H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
6
0
G

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
主
変
圧
器
中
性
点
過
電
流
継

電
器

（
主
変
圧
器
後
備
　
地
絡
過
電

流
継

電
器

）
7
5
1
G
N

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

所
内
変
圧
器
7
B
比
率
差
動
継

電
器

H
1
1
-
P
6
7
5
-
2
-
8
7
H
T
-
7
B

所
内

変
圧

器
（
保

護
継
電
装
置
の
種
類
）

所
内
変
圧
器
7
A
過
電
流
継
電
器

所
内
変
圧
器
7
B
過
電
流
継
電

器

H
1
1
-
P
6
7
5
-
2
-
5
1
H
T
-
7
A

H
1
1
-
P
6
7
5
-
2
-
5
1
H
T
-
7
B

発
電
機
・
主
変
圧
器
比
率
差
動

継
電

器
H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
8
7
G
M
T

所
内
変
圧
器
7
A
比
率
差
動
継
電

器
H
1
1
-
P
6
7
5
-
2
-
8
7
H
T
-
7
A

距
離
継
電
器
（
過
電
流
）

（
発
電
機
後
備
保
護
継
電
器
）

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
4
4
G

主
変
圧
器
比
率
差
動
継
電
器

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
8
7
M
T

機
器
名
称

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

発
電
機
比
率
差
動
継
電
器

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
8
7
G

設
備
区

分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

主
変

圧
器

（
保

護
継
電
装
置
の
種
類
）

発
電

機
（
保

護
継

電
装
置
の
種
類
）

所
見

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

設
備
点
検

耐
震

重
要
度

判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作

値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

機
器
名
称

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備
区

分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

所
見

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

設
備
点
検

耐
震

重
要
度

判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

電
気

設
備

5
0
0
kV

　
7
号
母
線
保
護
継
電
器
1

（
母
線
保
護
比
率
差
動
継
電
器

）
（
母
線
高
速
後
備
継
電
器
）

（
高
速
後
備
継
電
器
）

5
0
0
kV

#
7
　
B
P
R
(1
)

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

2
0
0

2
異
常
な
し

良

5
0
0
kV

　
7
号
母
線
保
護
継
電
器
2

（
母
線
保
護
比
率
差
動
継
電
器

）
（
母
線
高
速
後
備
継
電
器
）

（
高
速
後
備
継
電
器
）

5
0
0
kV

#
7
　
B
P
R
(2
)

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

2
0
0

2
異
常
な
し

良

系
統
安
定
化
継
電
装
置
Ａ
系

N
P
S
S

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0

2
異
常
な
し

良

系
統
安
定
化
継
電
装
置
Ｂ
系

N
P
S
S

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0

2
異
常
な
し

良

表
示
線
継
電
器

7
1
7
-
1
,2
,3

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
脱
調
分
離
継
電
器

7
5
6

－
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

2
0
0

2
異
常
な
し

良

過
電
流
継
電
器

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
２

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
２

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
２

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
２

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
２

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
２

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
過
電
流
継
電
器

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
S

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電

機
並

列
用

5
0
0
kV

遮
断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類
）

M
/
C
　
7
A
-
1
-
1
B
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
1
B
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
1
B
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
2
B
-
5
1

M
/
C
　
7
C
-
1
B
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
1
B
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
1
-
2
B
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
2
B
-
5
1

M
/
C
　
7
C
-
6
A
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
2
B
-
5
1

M
/
C
　
7
D
-
1
B
-
5
1

M
/
C
　
7
D
-
6
A
-
5
1

M
/
C
　
7
E
-
1
B
-
5
1

M
/
C
　
7
E
-
6
A
-
5
1

所
内

母
線

受
電

用
6
.9
kV

遮
断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類
）

所
内

母
線

-
起

動
母

線
連
絡
用
6
.9
kV

遮
断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類
）
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作

値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

機
器
名
称

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備
区

分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

所
見

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

設
備
点
検

耐
震

重
要
度

判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

電
気

設
備

過
電
流
継
電
器

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
あ
り
※

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

否

※
５
１
要

素
コ
イ
ル

に
変

形
が

確
認

さ
れ

た
。
同

一
電

源
盤

に
取

り
付

け
ら
れ

て
い
る
他

の
継

電
器

に
異

常
は

見
ら
れ

ず
，
経

年
的

な
熱

の
影

響
に
よ
る
変

形
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
地

震
に
よ
り
発

生
し
た
も
の

で
は

な
い
。
当

該
継

電
器

の
交

換
を

実
施

し
，
正

常
に
復

旧
し
た
こ
と
を
確

認
し
た
。

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
あ
り
※

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

否

※
５
１
要

素
コ
イ
ル

に
変

形
が

確
認

さ
れ

た
。
同

一
電

源
盤

に
取

り
付

け
ら
れ

て
い
る
他

の
継

電
器

に
異

常
は

見
ら
れ

ず
，
経

年
的

な
熱

の
影

響
に
よ
る
変

形
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
地

震
に
よ
り
発

生
し
た
も
の

で
は

な
い
。
当

該
継

電
器

の
交

換
を

実
施

し
，
正

常
に
復

旧
し
た
こ
と
を
確

認
し
た
。

M
/
C
　
7
B
-
1
-
4
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
5
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
8
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
8
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
3
A
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
4
A
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
6
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
6
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
7
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
7
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
4
A
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
4
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
5
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
1
-
6
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
1
-
7
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
1
-
7
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
2
-
3
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
1
-
5
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
1
-
4
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
1
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
1
-
6
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
1
-
3
A
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
A
-
1
-
4
A
-
5
0
-
5
1

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9
kV

遮
断
器

（
保

護
継

電
装

置
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種
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作

値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

機
器
名
称

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備
区

分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

所
見

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

設
備
点
検

耐
震

重
要
度

判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

電
気

設
備

過
電
流
継
電
器

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
２

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
２

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
　
7
D
-
2
A
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
D
-
3
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
D
-
4
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
D
-
2
B
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
D
-
3
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
7
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
8
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
C
-
5
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
C
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
8
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
C
-
2
A
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
C
-
2
B
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
C
-
3
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
C
-
3
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
C
-
4
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
6
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
6
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
7
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
3
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
4
A
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
4
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
2
-
5
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
6
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
7
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
7
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
8
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
B
-
1
-
6
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9
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遮
断
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（
保

護
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作

値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

機
器
名
称

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備
区

分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

所
見

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

設
備
点
検

耐
震

重
要
度

判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

電
気

設
備

過
電
流
継
電
器

R
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
比
率
作
動
継
電
器

R
4
3
-
8
7
D
A

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
4
3
-
8
7
D
B

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
4
3
-
8
7
D
C

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
過
電
流
継
電
器

R
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
R

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
逆
電
力
継
電
器

R
4
3
-
6
7
D
A

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
4
3
-
6
7
D
B

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
4
3
-
6
7
D
C

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
非

常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
（
発
電
機
）

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類
）

発
電
機
比
率
作
動
継
電
器

R
4
3
-
8
7
D
A

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
逆
電
力
継
電
器

R
4
3
-
6
7
D
A

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
地
絡
継
電
器
（
警
報
用

）
R
4
3
-
6
4
G
D
A

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
界
磁
地
絡
（
警
報
用
）

R
4
3
-
6
4
F
D
A

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
過
電
圧
（
警
報
用
）

R
4
3
-
5
9
D
A

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
比
率
作
動
継
電
器

R
4
3
-
8
7
D
B

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
逆
電
力
継
電
器

R
4
3
-
6
7
D
B

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
地
絡
継
電
器
（
警
報
用

）
R
4
3
-
6
4
G
D
B

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
界
磁
地
絡
継
電
器
（
警

報
用

）
R
4
3
-
6
4
F
D
B

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
あ
り
※

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

否

※
継

電
器

の
不

動
作

が
確

認
さ
れ

た
。
補

助
継

電
器

の
導

通
不

良
に
よ
る
も
の

で
あ
り
，
当

該
補

助
継

電
器

を
手

動
に
て
数

回
動

か
し
た
と
こ
ろ
，

正
常

に
動

作
し
た
。
こ
の

た
め
地

震
の

影
響

で
は

な
く
，
絶

縁
物

の
付

着
に
よ
る
一

過
性

の
動

作
不

良
と
考

え
ら
れ

る
。
当

該
補

助
継

電
器

の
交

換
を
実

施
し
，
正

常
に
動

作
す
る
こ
と
を
確

認
し

た
。

発
電
機
過
電
圧
継
電
器
（
警
報

用
）

R
4
3
-
5
9
D
B

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
比
率
作
動
継
電
器

R
4
3
-
8
7
D
C

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
逆
電
力
継
電
器

R
4
3
-
6
7
D
C

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
4
3
-
5
1
V
D
B

R
4
3
-
5
1
V
D
A

R
4
3
-
5
1
V
D
C

M
/
C
　
7
D
-
5
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
E
-
5
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
E
-
2
A
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
E
-
2
B
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
E
-
3
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

M
/
C
　
7
E
-
4
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
4
3
-
5
1
V
D
B

R
4
3
-
5
1
V
D
A

発
電
機
過
電
流
継
電
器

発
電
機
過
電
流
継
電
器

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
用
6
.9
kV

遮
断
器

（
保

護
継

電
装

置
の
種
類
）

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9
kV

遮
断
器

（
保

護
継

電
装

置
の
種
類
）
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作

値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

機
器
名
称

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備
区

分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

所
見

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

設
備
点
検

耐
震

重
要
度

判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

R
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
地
絡
継
電
器
（
警
報
用

）
R
4
3
-
6
4
G
D
C

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
界
磁
地
絡
継
電
器
（
警

報
用

）
R
4
3
-
6
4
F
D
C

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
過
電
圧
継
電
器
（
警
報

用
）

R
4
3
-
5
9
D
C

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常

な
し

1
0
0
0

1
0

異
常
な
し

良

非
常

用
予

備
発

電
装

置

非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
（
発
電
機
）

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類
）

R
4
3
-
5
1
V
D
C

発
電
機
過
電
流
継
電
器
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２９－３）調整器 
(1) 点検対象設備点検結果一覧 

 点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を表

－１に示す。 
(2) 点検結果及び評価 

【基本点検】 
ａ．非常用ディーゼル発電機自動電圧調整器盤 
①目視点検 
地震により損傷が発生すると想定される，基礎ボルト，筐体，盤内配線，

内蔵器具類，基板類，母線・導体類等について目視点検を実施し，損傷・

緩み等のないことを確認した。 
②機能確認 
機能確認として，計器・器具類の校正・動作確認，保護リレーの動作確

認・自端試験を実施し，計器・器具類や保護リレーの異常等のないことを

確認した。また，絶縁抵抗測定を実施し，異常のないことを確認した。 
③静特性試験 
調整器の静特性試験を実施し，自動電圧調整に関する機能・性能に異常

のないことを確認した。  
④動特性試験 
非常用ディーゼル発電機の運転状態において，電圧確立確認試験等を実

施し，自動電圧調整に関する機能・性能に異常のないことを確認した。 
 
ｂ．主発電機ＡＶＲ 
①目視点検 
地震により損傷が発生すると想定される，基礎ボルト，筐体，盤内配線，

内蔵器具類，基板類，母線・導体類等について目視点検を実施し，損傷・

緩み等のないことを確認した。 
②機能確認 
機能確認として，計器・器具類の校正・動作確認，保護リレーの動作確

認及び自端試験等を実施し，計器・器具類や保護リレーの異常等のないこ

とを確認した。また，絶縁抵抗測定を実施し，異常のないことを確認した。 
③静特性試験 
調整器の静特性試験を実施し，自動電圧調整に関する機能・性能に異常

のないことを確認した。  
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表
－

１
　

調
整

器
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

電
気

特
性

試
験

（
計

器
校

正
、

器
具

動
作

）
（
保

護
リ

レ
ー

動
作

確
認

）

点
検

結
果

点
検

結
果

絶
縁

抵
抗

値
判

定
基

準
点

検
結

果
点

検
結

果
点

検
結

果

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
機

7
A

自
動

電
圧

調
整

器
盤

 D
IV

-
Ⅰ

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
1
0
0
M

Ω
※

1
2
M

Ω
以

上
※

1
異

常
な

し
異

常
な

し
-

良
※

１
：
P

T
2
次

回
路

，
C

T
2
次

回
路

，
A

V
R

出
力

回
路

，
励

磁
回

路
に

つ
い

て
各

々
測

定

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
機

7
B

 自
動

電
圧

調
整

器
盤

 D
IV

-
Ⅱ

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
1
0
0
M

Ω
※

1
2
M

Ω
以

上
※

1
異

常
な

し
異

常
な

し
-

良
同

上

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
機

7
C

自
動

電
圧

調
整

器
盤

 D
IV

-
Ⅲ

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
1
0
0
M

Ω
※

1
2
M

Ω
以

上
※

1
異

常
な

し
異

常
な

し
-

良
同

上

発
電

機
励

磁
装

置
主

発
電

機
A

V
R

  
  

E
X
-
2
0
0
0

（
励

磁
装

置
）

H
2
1
-
P

2
2
5

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

1
,0

0
0
M

Ω
以

上
3
M

Ω
以

上
異

常
な

し
-

-
良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
非

常
用

デ
ィ

-
ゼ

ル
発

電
設

備
（
発

電
機

）

所
見

機
器

番
号

機
能

確
認

絶
縁

抵
抗

測
定

種
類

安
全

重
要

度
判

定
結

果
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
目

視
点

検
機

器
名

称

H
2
1
-
P

6
0
1

基
本

点
検

静
特

性
試

験
動

特
性

試
験

耐
震

重
要

度

設
備

点
検

追
加

点
検
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３０）原子炉格納容器および付属機器 
 

（１）点検対象設備点検結果一覧 
点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結

果を表－１に示す。 
 

（２）点検結果及び評価 
 

    【基本点検】 
① 目視点検 
地震により損傷が発生すると想定される原子炉格納容器本体，原子炉

格納容器貫通部，真空破壊弁，ダイヤフラムフロア，ベント管（気中部，

水中部可能な範囲（最大応力点含む）），原子炉格納容器スプレイ管，高

圧炉心注水系ストレーナ，残留熱除去系ストレーナについて損傷の有無

を確認するため，目視点検を実施した。き裂・変形等の異常は確認され

なかった。 
原子炉格納容器本体に一部塗装の剥離が確認された。母材部のき裂，

変形は確認されていないが，念のため追加点検として当該部近傍の塗装

を剥がし，母材部の詳細目視点検を実施した。 
また，原子炉遮へい壁において，Ｎ３Ｄ扉及び人員用扉の閉防止ストッ

パーが損傷していることを確認した。このため，追加点検として閉防止ス

トッパー取付部の原子炉遮へい壁について詳細目視点検を実施した。 
② 作動試験 
・真空破壊弁 

損傷の有無を確認するため作動試験を実施した結果，いずれの弁も

規定どおりに作動し異常がないことを確認した。 
・ストレーナ 

ストレーナの機能については，ＥＣＣＳポンプ作動試験時にポンプ

の性能を確認した結果，機能に異常のないことを確認した。 
③ 漏えい試験 
・真空破壊弁 

        二重シールガスケット部を加圧し外部漏えいの有無と圧力降下を

測定する漏えい試験を実施した結果，いずれの弁も判定基準を満足し

異常がないことを確認した。 
      ・原子炉格納容器貫通部（配管貫通部を除く） 
        損傷の有無を確認するため貫通部を加圧し外部漏えいの有無と圧

力降下を測定する漏えい試験を実施した結果，いずれの貫通部も判定

基準を満足し異常がないことを確認した。 
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・原子炉格納容器全体漏えい率試験を実施し，漏えい率が判定値を満足

することを確認した。また，今回測定された漏えい率は，地震前の過

去の測定結果とほぼ同様なものであり，地震の影響による顕著な変化

は確認されなかった。 
 

【追加点検】 
① 詳細点検 

      不適合が確認された原子炉格納容器本体（塗装剥離）については，母材

部の詳細目視点検を実施し健全であることを確認した。原因として，塗膜

の経年劣化及びこれまでの点検作業等により工具等が接触したことによる

剥がれであると考える。剥離した塗装部については，再塗装を行った。ま

た，損傷が確認されたＮ３Ｄ扉及び人員用扉の閉防止ストッパーの取付部

の原子炉遮へい壁については詳細目視点検の結果，遮へい機能に影響する

異常は確認されなかった。原因として，地震動によりＮ３Ｄ扉及び人員用

扉が何度か閉防止ストッパーに衝突したことにより損傷したと考える。閉

防止ストッパーの強度を上げ，補修を完了した。 
原子力安全・保安院「追加指示」による追加点検として，電気配線貫通

部のプレートについて詳細目視点検及び浸透探傷検査（浸透探傷検査につ

いては設置位置が比較的高い箇所を代表部として選定した）を実施した結

果，異常は確認されなかった。 
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３１）アキュムレータ 
 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 

（２）点検結果及び評価 
【基本点検】 

①目視点検 
アキュムレータ本体，及びベースプレートとパイプホイップストラクチャ

ーまたは埋込金物との溶接部について亀裂・変形等について点検を行い，異

常のないことを確認した。また，アキュムレータ本体，及び取合い配管との

接続部について点検を行い，漏えい痕が無いことを確認した。 
 

   ②漏えい試験 
流体保持機能を確認するため，ＳＲＶが復旧された２箇所についてはアキ

ュムレータ本体，及び取合い配管との接続部について漏えい確認を実施し異

常が無いことを確認した。今後，未実施箇所についてはＳＲＶが復旧され次

第，漏えい確認を実施する。 
 
  【追加点検】 

基本点検において異常が確認された機器について追加点検として非破壊点

検を実施することとしているが，これまでに実施した基本点検において異常は

確認されていないことから，追加点検は実施していない。 
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ス
１

Ａ
ｓ

異
常

無
し

未
-

D
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
無
し

異
常
な
し

-
良

E
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
無
し

異
常
な
し

-
良

F
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
無
し

未
-

G
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

無
し

未
-

H
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
無
し

未
-

J
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

無
し

未
-

K
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
無
し

未
-

L
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

無
し

未
-

M
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

無
し

未
-

N
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
無
し

未
-

P
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
無
し

未
-

R
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

無
し

未
-

S
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
無
し

未
-

T
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
無
し

未
-

U
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
無
し

未
-

A
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常

無
し

未
-

C
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
無
し

未
-

F
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常

無
し

未
-

H
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常

無
し

未
-

L
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
無
し

未
-

N
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常

無
し

未
-

R
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常

無
し

未
-

T
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常

無
し

未
-

計
測
制
御
系

統
設

備
制

御
棒

駆
動

系
水

圧
制

御
ユ
ニ
ッ
ト
（
ｱ
ｷ
ｭ
ﾑ
ﾚ
ｰ
ﾀ
）
C
1
2
-
D
0
0
4
-

1
2
5

1
0
3

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ク
ラ
ス
１

A
s

-
※

-
※

-
※

※
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
制
御
棒

駆
動
機
構
と
合
わ
せ
て
評
価

判
定
結
果

所
見

基
本
点
検

設
備
区

分
（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器
番
号

安
全
重
要
度

耐
震

重
要
度

点
検
内
容

主
蒸

気
逃

が
し
安

全
弁

逃
が
し

弁
機

能
用

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

主
蒸

気
逃

が
し
安

全
弁

自
動
減

圧
機

能
用

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

種
類

機
器
種
別

B
2
1
-
A
0
0
4

B
2
1
-
A
0
0
3

原
子
炉
冷
却

系
統

設
備

主
蒸

気
系
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３２）ろ過脱塩器  

 

（１）点検対象設備点検結果一覧 
点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を表－

１に示す。 

 
 

（２）点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を直接受け保つ，容器本体，支持脚，管台等について目視点検を実

施した結果，損傷は確認されなかった。 
 

② 性能確認 
燃料プール冷却浄化系ろ過脱塩器において性能試験を実施し，性能に異常のな

いことを確認した。今後他のろ過脱塩器の性能確認を実施する予定。 
 

③ 漏えい検査 
流体保持機能を確認するため，漏えい試験を実施した機器については現段階に

おいて，タンク本体及び管台から漏えいは確認されていない。 
また復水ろ過装置及び復水脱塩塔については，給・復水系水張り後及び，復水

器インリーク試験時に合わせ，漏えい確認を実施する。 
 

【追加点検】 
① 分解点検 

現段階では，ろ過脱塩器の分解点検は，行っていないが，基本点検の結果を踏ま

えて，必要に応じて実施する予定である。 
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表
-
１
　
ろ
過

脱
塩

器
　
設

備
点

検
結

果
一
覧

A
ク
ラ
ス
２

B
異
常
な
し

未
異
常
な
し

-
-

B
ク
ラ
ス
２

B
異
常
な
し

未
異
常
な
し

-
-

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

良

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
未

-
-

（
給
復
水
系
水
張
り
後
漏
え
い
確
認
実
施
予
定
）

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
未

-
-

（
給
復
水
系
水
張
り
後
漏
え
い
確
認
実
施
予
定
）

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
未

-
-

（
給
復
水
系
水
張
り
後
漏
え
い
確
認
実
施
予
定
）

A
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
未

-
-

（
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実

施
予
定
）

B
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
未

-
-

（
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実

施
予
定
）

C
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
未

-
-

（
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実

施
予
定
）

D
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
未

-
-

（
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実

施
予
定
）

E
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
未

-
-

（
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実

施
予
定
）

F
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

未
未

-
-

（
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実

施
予
定
）

復
水
脱
塩
装
置
陽
イ
オ

ン
樹
脂
再
生
塔

N
2
7
-
D
0
0
3

ノ
ン
ク
ラ
ス

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

-
-

良

復
水
脱
塩
装
置
陰
イ
オ

ン
樹
脂
再
生
塔

N
2
7
-
D
0
0
4

ノ
ン
ク
ラ
ス

B
異
常
な
し

-
異
常
な
し

-
-

良

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化

系
ろ
過
脱
塩
器

G
4
1
-
D
0
0
3

原
子
炉
冷
却
系

統
設
備

復
水
脱
塩
装
置
復
水
脱

塩
塔

N
2
7
-
D
0
0
1

G
3
1
-
Ｄ
0
0
3

復
水
ろ
過
装
置
復
水
ろ

過
器

N
2
6
-
D
0
0
1

復
水
浄
化
系

原
子
炉
冷
却

材
浄
化
系

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系

ろ
過
脱
塩
器

燃
料
プ
ー
ル
冷

却
浄
化
系

所
見

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

追
加
点
検

基
本
点
検

耐
震

重
要
度

設
備
点
検

判
定
結
果

点
検
結
果

目
視

点
検

漏
え
い

確
認

分
解
点
検

点
検

目
的

性
能

確
認

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検

△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検

□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点
検
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３３）ストレーナ・フィルタ 
 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を  

表－１に示す。 
 

（２）点検結果及び評価 
【基本点検】 

①目視点検 
表－１に示す機器について，基礎台部，本体，支持脚部，管台等の，変形，

損傷及び漏えい痕の有無等を確認し，異常の無いことを確認した。 
また，放射線管理設備に属する特殊なフィルタ（非常用ガス処理系及び中

央制御室換気空調系）については装置内部の構造物に変形，損傷の有無を確

認し異常の無いことを確認した。 
②漏えい試験 

流体保持機能（バウンダリ機能）を確認するため，系統運転状態にて本体，

管台，フランジ等からの漏えいの無いことを確認した。 
また，漏えい試験に併せて，フィルタエレメント類の損傷の有無を確認す

る為，通水（通気）時における状況（異音）を確認することで異常がないこ

とを確認した。 
放射線管理設備に属する特殊なフィルタ（非常用ガス処理系及び中央制御

室換気空調系）については内部に設置されるヒータ類が正常に作動すること

を確認するとともにフィルタについて総合効率試験によりフィルタの除去効

率を確認し，異常の無いことを確認した。 
 
  【追加点検】 

①分解点検 
基本点検の結果，異常が確認されたものはなく，追加点検として分解点検

を行ったものは無い。 
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表
－
１
　
ス
ト
レ
ー
ナ
・
フ
ィ
ル
タ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

E
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

F
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良

非
常
用
ガ
ス
処
理
系

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ィ
ル

タ
（
乾
燥
装
置
、
フ
ィ
ル

タ
装

置
）

T
2
2
-
D
0
0
2

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良

中
央
制
御
室
換
気
空
調
系

中
央
制
御
室
再
循
環
フ
ィ
ル

タ
（
フ
ィ
ル
タ
装
置
）

U
4
1
-
B
6
0
3

－
ク
ラ
ス
１

Ａ
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良

放
射

線
管

理
設
備

所
見

設
備

区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
判

定
結

果

目
視

点
検

耐
震

重
要

度

分
解

点
検

追
加

点
検

非
破

壊
試

験

設
備

点
検

基
本

点
検

漏
え
い
確

認

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

（
原

子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
含

む
）

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水

系
ス
ト
レ
ー
ナ

P
4
1
-
D
0
0
1

原
子

炉
冷

却
系
統
設
備

C
1
2
-
D
0
0
2

制
御
棒
駆
動
系

計
測

制
御

系
統
設
備

サ
ク
シ
ョ
ン
フ
ィ
ル
タ

駆
動
水
フ
ィ
ル
タ

C
1
2
-
D
0
0
1
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３４）空気抽出器 
 
（１）点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 
（２）点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される中間冷却器，エゼクタの本体，支

持脚，フランジ部，管台部について，変形，損傷及び漏えい痕の有無等を確

認するため，目視点検を実施した結果，異常は確認されなかった。 
 

② 漏えい試験 
漏えい試験を実施するにあたり，蒸気が発生しなければ漏えい試験ができ

ないことから，予め計画する追加点検を実施することとした。 
 

  【追加点検】 
① 非破壊試験 

漏えい試験の代替として，中間冷却器の伝熱管，管板面，支持脚取付部，

管台について非破壊検査（渦流探傷試験，浸透探傷試験）を実施した結果，

地震の影響による損傷は確認されなかった。 
 

② 分解点検（開放点検） 
中間冷却器及びエゼクタの分解点検（開放点検）にて，本体，フランジ等

について点検を実施した結果，地震の影響による損傷は確認されなかった。 
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表
-
1
　
空

気
抽

出
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視
点
検

漏
え
い
試

験
点

検
目

的
非

破
壊

試
験

分
解

点
検

（
開

放
点

検
）

N
2
1
-
D
0
2
2

空
気
抽
出
器

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
○

異
常

な
し

異
常

な
し

良

N
2
1
-
D
0
2
3

空
気
抽
出
器

ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
○

異
常

な
し

異
常

な
し

良

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
に

付
属

す
る
熱

交
換

器

蒸
気
式
空
気
抽
出
器

N
2
1
-
B
0
0
7

-
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

-
○

異
常

な
し

異
常

な
し

良

設
備

区
分

（
２
）

起
動
停
止
用
蒸
気
式

空
気
抽
出
器

基
本
点
検

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

機
器
種
別

追
加

点
検

蒸
気

タ
ー
ビ
ン

設
備

所
見

安
全
重
要
度

耐
震

重
要
度

復
水

器

点
検

内
容

判
定

結
果

設
備

区
分

（
１
）

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検 □
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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３５）除湿塔 
 
（１）点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 
（２）点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震時に損傷が想定される除湿塔の本体，支持脚，取合い配管との接続部

等について目視点検を実施した。点検の結果，地震の影響と思われる損傷は，

確認されなかった。 
 

② 漏えい試験 
バウンダリ機能を確認するため，除湿塔の本体，取合い配管との接続部に

ついて漏えい試験を実施した。 
    ・漏えい試験 

除湿塔の本体，取合い配管との接続部について漏えい試験を実施し，除

湿塔の本体，取合い配管より漏えいの無いことを確認した。 
 

【追加点検】 
  除湿塔においては、基本点検の結果，異常が確認されなかったことから追加

点検は実施していない。 
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表
-
１
　
除

湿
塔

　
設

備
点

検
結

果
一

覧 目
視

点
検

漏
え
い
試
験

非
破
壊
試
験

開
放
点
検
等

A
除
湿
塔

ク
ラ
ス
３

C
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
除
湿
塔

ク
ラ
ス
３

C
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
除
湿
塔

ク
ラ
ス
３

C
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

D
除
湿
塔

ク
ラ
ス
３

C
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

所
見

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

計
測
制
御
系
統
設
備

計
装
用
圧
縮
空
気

系

点
検
内
容

判
定
結
果

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

機
器
種
別

計
装
用
圧
縮
空
気
系
除
湿
装

置
除
湿
塔

P
5
2
-
D
0
1
2

追
加
点
検

基
本
点
検
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３６）タンク 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を表

－１に示す。 
 

（２） 点検結果及び評価 
【基本点検】 
 ①目視点検 
 地震により損傷が発生すると想定されるタンクの本体及び支持脚，機器付付

属品（計器含む）について，変形，損傷の確認及び流体保持機能（バウンダリ）

の確認として，タンク本体・フランジ等において漏えい痕の有無を確認するた

め，目視点検を実施した。 
 

なお、制御棒駆動系水圧制御ユニット（窒素容器）の基本点検・追加点検は

制御棒駆動機構と合わせて評価を実施することとしている。 
 

 ②漏えい試験 
  流体保持機能（バウンダリ）が確保されていることを確認するため，水張り

状態での漏えい確認を実施し（開放タンクに限る），タンク本体・フランジ部

等からの漏えい確認を実施した。 
 

  その結果，下記を除き漏えいの無いことを確認した。 
 

  ・湿分分離加熱器ドレンタンク，湿分分離加熱器第１段加熱器ドレンタンク，

湿分分離加熱器第２段加熱器ドレンタンク，低圧ドレンタンク及び高圧ド

レンタンクについては，蒸気が発生しなければ漏えい確認ができないこと

から予め計画する追加点検を実施した。 
 

・気体廃棄物処理系排ガス再結合器、気体廃棄物処理系活性炭式希ガスホー

ルドアップ塔及び気体廃棄物処理系排ガスフィルタについては復水器イ

ンリーク試験時に合わせて実施予定である。 
 

 【追加点検】 
①分解点検 
これまでの基本点検において不適合は確認されておらず，基本点検の結果か

ら追加点検を実施したものは無い。 
一方，湿分分離加熱器ドレンタンク，湿分分離加熱器第１段加熱器ドレンタ
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ンク，湿分分離加熱器第２段加熱器ドレンタンク，低圧ドレンタンク及び高圧

ドレンタンクについては，蒸気が発生しなければ漏えい確認ができないことか

ら，追加点検として分解点検を行い，本体内部の損傷状況，管台部，支持脚取

付部の点検を実施した。地震の影響と思われる損傷は確認されなかった。 
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表
－
１
　
タ
ン
ク
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

目
視

点
検

漏
え
い
試
験

点
検
目
的

分
解
点
検

制
御

棒
駆

動
系

水
圧

制
御

ユ
ニ
ッ
ト
（
窒

素
容

器
）

C
1
2
-
D
0
0
4
-

1
2
8

1
0
3

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
１

A
s

-
※

-
※

-
※

-
※

-
※

※
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
制
御
棒
駆
動
機
構

と
合
わ
せ
て
評
価

ほ
う
酸

水
注

入
系

ほ
う
酸

水
注

入
系

貯
蔵

タ
ン
ク

C
4
1
-
A
0
0
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
１

Ａ
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良
A

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良
A

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良
B

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良
C

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良
D

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良
E

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

低
電

導
度

廃
液

サ
ン
プ

K
1
1
-
A
0
0
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

高
電

導
度

廃
液

サ
ン
プ

K
1
1
-
A
1
0
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
逆

洗
水

受
タ
ン
ク

K
2
1
-
A
0
0
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

ー
ー

良

復
水

浄
化

系
逆

洗
水

受
タ
ン
ク

K
2
1
-
A
0
5
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

ー
ー

良
A
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
A
2

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
B
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
B
2

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
A
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
A
2

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
B
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
B
2

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
A
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
A
2

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
B
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良
B
2

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常
な
し

良

低
圧

ド
レ
ン
タ
ン
ク

N
2
2
-
A
0
0
2

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常
な
し

良

高
圧

ド
レ
ン
タ
ン
ク

N
2
2
-
A
0
0
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

－
○

異
常
な
し

良

計
測
制
御
系
統
設
備

計
装

用
圧

縮
空

気
系

計
装

用
圧

縮
空

気
系

空
気
貯

槽
P
5
2
-
A
0
0
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異

常
な
し

異
常

な
し

ー
ー

良

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ
ス
再

結
合

器
N
6
2
-
D
0
0
1

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
２

B
異

常
な
し

未
ー

ー
(復

水
器
イ
ン
リ
-
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実
施

予
定
)

A
タ
ン
ク

ク
ラ
ス
２

B
異

常
な
し

未
ー

ー
(復

水
器
イ
ン
リ
-
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実
施

予
定
)

B
タ
ン
ク

ク
ラ
ス
２

B
異

常
な
し

未
ー

ー
(復

水
器
イ
ン
リ
-
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実
施

予
定
)

C
タ
ン
ク

ク
ラ
ス
２

B
異

常
な
し

未
ー

ー
(復

水
器
イ
ン
リ
-
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実
施

予
定
)

D
タ
ン
ク

ク
ラ
ス
２

B
異

常
な
し

未
ー

ー
(復

水
器
イ
ン
リ
-
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実
施

予
定
)

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ
ス

フ
ィ
ル

タ
N
6
2
-
D
0
0
3

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
２

B
異

常
な
し

未
ー

ー
(復

水
器
イ
ン
リ
-
ク
試
験
時
に
漏
え
い
確
認
実
施

予
定
)

A
タ
ン
ク

ク
ラ
ス
２

B
異

常
な
し

異
常

な
し

ー
ー

良
B

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
２

B
異

常
な
し

異
常

な
し

ー
ー

良
A

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

ー
ー

良
B

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

ー
ー

良
A

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

ー
ー

良
B

タ
ン
ク

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

異
常

な
し

－
－

良

点
検
内
容

判
定
結
果

設
備
区
分
（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器

番
号

種
類

機
器

種
別

追
加
点
検

K
1
1
-
A
0
0
2

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

K
1
1
-
A
1
0
2

基
本

点
検

廃
ス
ラ
ッ
ジ
系

計
測
制
御
系
統
設
備

給
水

加
熱

器
ド
レ

ン
ベ
ン
ト
系

所
見

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

廃
棄
設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

廃
棄
設
備

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
体

廃
棄

物
処

理
系

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
設
備

気
体

廃
棄

物
処

理
系

廃
棄
設
備

湿
分

分
離

加
熱

器
湿

分
分

離
器

ド
レ
ン
タ
ン
ク

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
に

付
属

す
る
管

原
子
炉
冷
却
系
統
設

備

N
2
2
-
A
0
0
5

N
2
2
-
A
0
0
4

N
2
2
-
A
0
0
3

湿
分

分
離

加
熱

器
第

１
段

加
熱

器
ド
レ
ン
タ
ン
ク

湿
分

分
離

加
熱

器
第

２
段

加
熱

器
ド
レ
ン
タ
ン
ク

N
6
2
-
D
0
0
2

気
体

廃
棄

物
処

理
系

活
性
炭

式
希

ガ
ス
ホ
ー
ル

ド
ア
ッ
プ
塔

K
1
1
-
A
0
5
1

K
1
1
-
A
1
5
1

タ
ー
ビ
ン
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

タ
ー
ビ
ン
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ
ス
循

環
水

タ
ン
ク

N
6
2
-
A
0
0
1

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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３７）計装ラック 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１に示す。 
 

（２） 点検対象設備及び結果 
   【基本点検】 

①目視点検 
地震により損傷が発生すると想定される，計装ラックの基礎ボルト・連

結ボルト，筐体・扉・照明器具・スペースヒータの損傷や計器・配管の損

傷等について，収納機器の損傷，継手部からの漏えい痕の確認，ボルトの

緩み等の観点で目視点検を実施し，損傷のないことを確認した。 
 
②漏えい確認 
 系統運転圧力にて漏えい確認を実施し，損傷のないことを確認した。 
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表
-
1
　
計

装
ラ
ッ
ク
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

漏
え
い
確

認

原
子
炉
系
（
Ⅰ
）
計
装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P
0
0
1

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

原
子
炉
系
（
Ⅱ
）
計
装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P
0
0
2

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

原
子
炉
系
（
Ⅲ
）
計
装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P
0
0
3

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

原
子
炉
系
（
Ⅳ
）
計
装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P
0
0
4

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

炉
心
流
量
（
Ⅰ
）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P
0
0
5

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

炉
心
流
量
（
Ⅱ
）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P
0
0
6

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

炉
心
流
量
（
Ⅲ
）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P
0
0
7

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

炉
心
流
量
（
Ⅳ
）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P
0
0
8

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

主
蒸
気
流
量
(Ⅰ

)計
装
ラ
ッ
ク

H
2
2
-
P
0
0
9

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

主
蒸
気
流
量
(Ⅱ

)計
装
ラ
ッ
ク

H
2
2
-
P
0
1
0

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

主
蒸
気
流
量
(Ⅲ

)計
装
ラ
ッ
ク

H
2
2
-
P
0
1
1

ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

─
良

主
蒸
気
流
量
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３８）制御盤・電源盤 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果

を表－１に示す。 
 

 （２） 点検結果及び評価 
【基本点検】 
①制御盤・電源盤 
・目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される，基礎ボルト，筐体，配線，

内蔵器具類（遮断器含む），母線・導体類の目視点検を実施し，損傷・

緩み等のないことを確認した。 
・機能確認 

機能確認として，計器・器具類の校正・動作確認，遮断器の単体動作

確認，保護リレーの動作確認・試験を実施し，設定値のずれ・動作不良

等の損傷のないことを確認した。 
また，絶縁抵抗測定を実施し，異常のないことを確認した。 
バイタル交流電源装置 7D の直流電圧検出ユニットの動作値が管理

値を逸脱していた。調査の結果，基板内の抵抗器が断線していた。基板

内の抵抗器が断線した原因は，施工不良によるものであり，地震による

ものではなかった。 
   
②充電器 

   ・目視点検 
地震により損傷が発生すると想定される，基礎ボルト，筐体，配線，

内蔵器具類，母線・導体等の目視点検を実施し，損傷・緩み等のないこ

とを確認した。 
     ・機能・性能確認 

脈動電圧および波形の確認，浮動・均等充電時の電圧・電流確認，垂

下特性等の確認を実施し，充電器としての機能・性能等に異常のないこ

とを確認した。 
 

    ③原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置（ＰＬＲ－ＩＮＶ，ＲＩＰ－ＡＳＤ） 
     ・目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される，基礎ボルト，筐体，配線，

内蔵器具類，母線・導体類について，目視点検を実施し，破損・損傷・

緩み等のないことを確認した。 
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     ・機能確認 
機能確認として，計器・器具類の校正・動作確認，保護リレーの動作

確認等に加え，絶縁抵抗測定を実施した。 
同装置（Ｈ）出力電圧計の校正試験において，判定基準値を逸脱して

いた。経年的な劣化事象と想定され，当該電圧計については交換を実施

し，正常に復旧したことを確認した。 
今後，インターナルポンプと組み合わせた負荷運転試験を実施し，出力

電圧・周波数に異常がないことを確認する。 
 

【追加点検】 
    ①制御盤・電源盤 

バイタル交流電源装置 7D の直流電圧検出ユニットの動作値が管理値を

逸脱していた件については，当該抵抗器について交換を実施し，正常に復旧

したことを確認した。 
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ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

－
良

発
電

機
逆

相
過

電
流

保
護

継
電

器
盤

H
1
1
-
P

7
3
7

－
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

－
良

所
内

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
所

内
変

圧
器

保
護

継
電

器
盤

H
1
1
-
P

6
7
5
-
2

－
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

－
良

主
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
主

変
圧

器
後

備
保

護
盤

－
－

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
－

良

Ｏ
Ｆ

ｹ
-
ﾌ
ﾞﾙ

表
示

線
保

護
盤

H
1
1
-
P

9
2
0
-
1

－
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

－
良

5
0
0
kV

 7
号

母
線

保
護

継
電

器
盤

　
1

－
－

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
－

良

5
0
0
kV

 7
号

母
線

保
護

継
電

器
盤

　
2

－
－

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
－

良

系
統

安
定

化
装

置
Ａ

系
－

－
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

－
良

系
統

安
定

化
装

置
Ｂ

系
－

－
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

－
良

発
電

機
脱

調
分

離
保

護
継

電
器

盤
－

－
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

－
良

廃
棄

設
備

漏
え

い
検

出
装

置
及

び
警

報
装

置

電
気

設
備

発
電

機
並

列
用

5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

所
内

母
線

受
電

用
6
.9

kV
遮

断
器

所
内

母
線

－
起

動
母

線
連

絡
用

6
.9

kV
遮

断
器

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用
6
.9

kV
遮

断
器

計
測

制
御

系
統

設
備

目
視

点
検

機
器

名
称

制
御

棒
位

置
制

御

安
全

保
護

系

制
御

棒
操

作
監

視
制

御
盤

設
備

区
分

（
１

）

Ｅ
Ｓ

Ｆ
盤

設
備

区
分

（
２

）

H
1
1
-
P

6
1
5

所
見

機
能

確
認

絶
縁

抵
抗

測
定

種
類

安
全

重
要

度

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
追

加
点

検
判

定
結

果
機

器
番

号

基
本

点
検

安
全

保
護

系
盤

H
1
1
-
P

6
6
1

H
1
1
-
P

6
6
2

中
性

点
接

地
装

置
（
所

内
変

圧
器

）
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表
－

１
　

制
御

盤
・
電

源
盤

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

電
気

特
性

試
験

（
計

器
校

正
、

器
具

動
作

）
（
遮

断
器

動
作

確
認

）
（
保

護
リ

レ
ー

動
作

確
認

）

点
検

結
果

点
検

結
果

絶
縁

抵
抗

値
（
M

Ω
）

判
定

基
準

（
M

Ω
以

上
）

点
検

結
果

目
視

点
検

機
器

名
称

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
所

見

機
能

確
認

絶
縁

抵
抗

測
定

種
類

安
全

重
要

度

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
追

加
点

検
判

定
結

果
機

器
番

号

基
本

点
検

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
機

7
A

リ
ア

ク
ト

ル
盤

 D
IV

-
Ⅰ

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
2
0
0
0

1
0

－
良

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
機

7
B

リ
ア

ク
ト

ル
盤

 D
IV

-
Ⅱ

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
2
0
0
0

1
0

－
良

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
機

7
C

リ
ア

ク
ト

ル
盤

 D
IV

-
Ⅲ

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
2
0
0
0

1
0

－
良

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
機

7
A

中
性

点
接

地
装

置
盤

 D
IV

-
Ⅰ

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
－

良

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
機

7
B

中
性

点
接

地
装

置
盤

 D
IV

-
Ⅱ

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
－

良

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
機

7
C

中
性

点
接

地
装

置
盤

 D
IV

-
Ⅲ

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
－

良

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
(A

)
A

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
未

1
0
0
0

5
－

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
(B

)
B

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
未

1
0
0
0

5
－

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
(C

)
C

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
未

1
2
0
0

5
－

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
(D

)
D

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
未

1
0
0
0

5
－

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
(E

)
E

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
未

1
0
0
0

5
－

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
(F

)
F

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
未

1
2
0
0

5
－

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
(G

)
G

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
未

1
0
0
0

5
－

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
(H

)
H

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
あ

り
＊

１
1
2
0
0

5
－

否

＊
１

：
出

力
電

圧
計

の
単

体
試

験
に

お
い

て
、

判
定

基
準

逸
脱

を
確

認
し

た
。

経
年

的
な

劣
化

で
あ

り
、

計
器

の
交

換
を

実
施

し
て

正
常

に
復

旧
し

た
。

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
(J

)
J

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
未

1
0
0
0

5
－

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
(K

)
K

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
未

1
0
0
0

5
－

非
常

用
予

備
発

電
装

置
非

常
用

デ
ィ

-
ゼ

ル
発

電
設

備
（
発

電
機

）

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

電
源

装
置

H
2
1
-
P

6
0
3

C
8
1
-
P

0
0
1
,2

,3

H
2
1
-
P

6
0
6
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表
－

１
　

制
御

盤
・
電

源
盤

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

電
気

特
性

試
験

（
計

器
校

正
、

器
具

動
作

）
（
遮

断
器

動
作

確
認

）
（
保

護
リ

レ
ー

動
作

確
認

）

点
検

結
果

点
検

結
果

絶
縁

抵
抗

値
（
M

Ω
）

判
定

基
準

（
M

Ω
以

上
）

点
検

結
果

目
視

点
検

機
器

名
称

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
所

見

機
能

確
認

絶
縁

抵
抗

測
定

種
類

安
全

重
要

度

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
追

加
点

検
判

定
結

果
機

器
番

号

基
本

点
検

直
流

2
5
0
V

充
電

器
盤

R
4
2
-
P

0
0
3

－
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

－
良

直
流

2
5
0
V

充
電

器
盤

（
予

備
）

R
4
2
-
P

0
0
4

－
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

－
良

直
流

1
2
5
V

充
電

器
盤

 7
A

 D
IV

-
Ⅰ

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
－

良

直
流

1
2
5
V

充
電

器
盤

 7
B

 D
IV

-
Ⅱ

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
－

良

直
流

1
2
5
V

充
電

器
盤

 7
C

 D
IV

-
Ⅲ

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
－

良

直
流

1
2
5
V

充
電

器
盤

 7
D

 D
IV

-
Ⅳ

D
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
－

良

直
流

1
2
5
V

充
電

器
盤

 7
A

・
7
B

予
備

A
ク

ラ
ス

３
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
－

良

直
流

1
2
5
V

充
電

器
盤

 7
C

・
7
D

予
備

B
ク

ラ
ス

３
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
－

良

バ
イ

タ
ル

交
流

電
源

装
置

 7
A

 D
IV

-
Ⅰ

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
5
0
0

3
－

良

バ
イ

タ
ル

交
流

電
源

装
置

 7
B

 D
IV

-
Ⅱ

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
5
0
0

3
－

良

バ
イ

タ
ル

交
流

電
源

装
置

 7
C

 D
IV

-
Ⅲ

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
5
0
0

3
－

良

バ
イ

タ
ル

交
流

電
源

装
置

 7
D

 D
IV

-
Ⅳ

D
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
あ

り
＊

１
5
0
0

3
異

常
な

し
＊

２
否

＊
１

直
流

電
圧

検
出

ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ

不
良

（
施

工
不

良
に

よ
る

も
の

で
地

震
の

関
連

は
な

い
）

＊
２

追
加

点
検

と
し

て
工

場
点

検
を

行
い

、
抵

抗
器

断
線

を
確

認
。

抵
抗

器
の

交
換

を
実

施
し

正
常

に
復

旧

そ
の

他
の

発
電

装
置

蓄
電

池
及

び
充

電
器

バ
イ

タ
ル

交
流

電
源

設
備

R
4
6
-
P

0
0
1

R
4
2
-
P

0
0
8

R
4
2
-
P

0
0
6
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４０）燃料体（燃料集合体およびチャンネルボックス） 
 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した，設備点検結果を

表－１－１，表－１－２に示す。 
 
（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 炉内配置点検 

チャンネルボックスの変位過大によりチャンネルボックスに附属している

チャンネルファスナが損傷し脱落していないことを，炉内配置点検にて炉心

上部から取り付け状況を確認することにより確認したが，チャンネルファス

ナ脱落等の異常が確認されたものは見受けられなかった。 
② 目視点検 

燃料棒，チャンネルボックスについて外観目視点検にて変形の有無を確認

したが，燃料の崩壊熱除去可能な形状の維持に影響を及ぼす燃料棒の変形，

及び制御棒そう入性に影響を及ぼすチャンネルボックスの変形等の異常が確

認されたものは，見受けられなかった。 
チャンネルファスナについては，炉内配置点検にて異常がないことが確認

されているものの，念のため外観目視点検にて損傷・脱落の有無を確認した

が，異常が確認されたものは見受けられなかった。 
 

【追加点検】 
燃料集合体，チャンネルボックスの基本点検において異常が見受けられなか

ったため，追加点検は実施しなかった。 
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表
－

１
－

１
　

燃
料

集
合

体
 設

備
点

検
結

果
一

覧

燃
料

集
合

体
(K

7
C

1
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
ー

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
C

9
0
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
G

8
3
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
G

1
0
7
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
C

2
1
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
C

4
8
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
C

G
4
5
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検
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異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
C

G
5
0
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
C

G
6
2
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
C

G
7
1
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
G

1
9
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
G

7
0
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
G

9
1
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
G

9
7
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
G

1
0
2
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
G

1
0
9
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
G

1
6
6
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
G

1
7
3
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
C

6
7
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

(全
数

点
検

）
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

燃
料

集
合

体
(K

7
C

G
2
7
)

ー
ー

ク
ラ

ス
１

ー
－

異
常

な
し

（
全

数
点

検
）

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

目
視

点
検

（
燃

料
集

合
体

）

原
子

炉
本

体
炉

心

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
耐

震
重

要
度

機
器

名
称

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
目

視
点

検
（
チ

ャ
ン

ネ
ル

フ
ァ

ス
ナ

）
寸

法
確

認

判
定

結
果

所
見

追
加

点
検

点
検

目
的

設
備

点
検

基
本

点
検

炉
内

配
置

点
検

（
燃

料
集

合
体

）

炉
内

配
置

点
検

（
チ

ャ
ン

ネ
ル

フ
ァ

ス
ナ

）
※

※
　

炉
内

配
置

に
て

全
数

点
検

し
、

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。
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表－１－２　チャンネルボックス 設備点検結果一覧　（1/3）

原子炉本体 炉心 チャンネルボックス
(KKB00K088)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K104)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K108)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K092)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H148)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H189)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H112)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H114)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB05K127)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB05K125)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB05K128)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB05K126)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H134)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H173)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H129)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H136)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H147)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H154)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H164)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H163)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H139)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H153)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H137)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H140)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H156)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H155)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H161)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K203)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K169)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K172)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K174)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K163)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K162)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K183)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K175)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K164)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K173)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K137)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K140)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K187)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K185)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K139)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K138)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K176)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K161)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K188)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K135)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

所見設備区分（１） 設備区分（２）
耐震

重要度

寸法確認

機器名称 機器番号 種類 判定結果安全重要度

炉内配置
点検

基本点検

設備点検

目視
点検

追加点検

確認目的
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表－１－２　チャンネルボックス 設備点検結果一覧　（2/3）

所見設備区分（１） 設備区分（２）
耐震

重要度

寸法確認

機器名称 機器番号 種類 判定結果安全重要度

炉内配置
点検

基本点検

設備点検

目視
点検

追加点検

確認目的

原子炉本体 炉心 チャンネルボックス
(KKB01K189)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K128)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K127)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K125)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K126)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K050)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K087)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K089)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K192)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K090)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K191)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K190)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K115)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H116)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB05K005)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H115)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H110)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB05K007)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H109)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB05K008)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB05K006)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H113)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H111)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K120)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H067)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H074)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K119)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H041)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K089)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H012)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K117)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H047)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H122)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K102)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H009)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H037)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB04H073)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K096)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K093)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K021)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K051)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K107)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K095)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K023)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB01K066)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K032)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K031)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良
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表－１－２　チャンネルボックス 設備点検結果一覧　（3/3）

所見設備区分（１） 設備区分（２）
耐震

重要度

寸法確認

機器名称 機器番号 種類 判定結果安全重要度

炉内配置
点検

基本点検

設備点検

目視
点検

追加点検

確認目的

原子炉本体 炉心 チャンネルボックス
(KKB02K030)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K081)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K084)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K075)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K010)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K029)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K073)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K076)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K074)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K083)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K082)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K111)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K110)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB02K112)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K140)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K013)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K032)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K102)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K109)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K100)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K029)

－ － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良

チャンネルボックス
(KKB00K125) － － クラス１ Ａｓ － 異常なし － － 良
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【支持構造物】 
４１）基礎ボルト 

 

（１）点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

基礎ボルト，基礎定着部，支持脚の損傷等について目視点検を実施し，

以下の事象を確認した。 
 
・蒸気タービンの中間軸受台基礎部コンクリート（グラウト部）に割れ

が確認されたが，基礎に至るようなひびではないと考えられる。 
・復水器の基礎部について基礎台のひび割れ，基礎ボルト用ワッシャの

固着・変形傷を確認した。基礎台のひび割れについては，剥落に至る

ようなひびの形状ではないと考えられる。 
・気体廃棄物処理系排ガス再結合器基礎定着部を確認したところ，モル

タルとソールプレートの間にずれが確認された。 
・非常用ディーゼル発電機７Ａ，７Ｂ，７Ｃにおいて，基礎コンクリー

ト部にひび割れが確認されたが，コンクリートの乾燥収縮によるもの

と考えられる。 
・非常用ディーゼル発電機７Ａ，７Ｂ，７Ｃリアクトル盤および中性点

接地装置盤並びに原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置(A)，
(B)，（C），（D），（E），（F），（J）において，基礎ベース周辺のグラ

ウト部にひび割れが確認された。 
 

② 打診試験 
基礎ボルト，基礎定着部等，地震の影響を比較的受けやすいと想定さ

れる箇所を選定して打診試験を実施し，以下の事象を確認した。 
・原子炉冷却材浄化系 再生熱交換器の基礎ボルト８本のうち内側２本

について，ナットの緩みが確認された。 
・気体廃棄物処理系再結合器の基礎ボルトについて１６本のうち１０

本にナットの緩みが確認された。 
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【追加点検】 
① 分解点検 

基本点検において，ナットの緩みが確認された原子炉冷却材浄化系 再
生熱交換器基礎ボルト，気体廃棄物処理系再結合器基礎部及び基礎ボル

ト，復水器の基礎ボルトについて，以下のとおり追加点検を実施した。 
・原子炉冷却材浄化系 再生熱交換器の基礎ボルト８本のうち内側２本に

ついて，締付けトルク値の低下が確認された。残存する固定側２本の

ボルトの締結力は維持されており，また目視点検の結果から機器の移

動の痕跡が見受けられないため、地震による機器の移動は発生してお

らず、機能上の問題は発生していないことを確認した。念のため，こ

れらについて，超音波探傷試験を実施し，異常の有無を確認した。 
・気体廃棄物処理系排ガス再結合器のソールプレートのずれについては，

追加点検として，詳細目視点検を行い接触痕，傷等異常のないことを

確認した。また基礎ボルトについては超音波探傷試験を実施し，異常

のないことを確認した。 
・復水器の基礎ボルトについては，ナットワッシャを取外し、詳細目視点

検を実施したところ、ナットとワッシャの間に入り込んだ塗料による固

着であることを確認した。 
    
 

予め計画する追加点検として，代表的な基礎ボルトを選定し，追加点

検（詳細目視点検※・超音波探傷試験・トルク確認）を実施した。 
・原子炉建屋フロア毎に代表機器を選定 

原子炉建屋の各フロアレベルを網羅するように，原子炉圧力容器，原

子炉圧力容器支持スカート，ほう酸水注入系タンク，主蒸気逃し安全弁

逃し弁機能用アキュムレータ，ディーゼル機関（A），非常用ディーゼ

ル発電機（A），残留熱除去系熱交換器（A）を選定した。 
これらのうち，原子炉圧力容器，ほう酸水注入系タンク，非常用ディ

ーゼル発電機（A），残留熱除去系熱交換器（A）に対し，基礎ボルトの

超音波探傷試験・トルク確認を実施し，異常のないことを確認した。 
なお，トルク確認においては，原子炉圧力容器，残留熱除去系熱交換

器（A）において締付けトルク値の低下を確認したが，緩め方向のトル

ク確認により締結力が喪失していないことを確認した。 
・機種ごとに代表機器を選定 

機種ごとに代表性を考慮して，高圧炉心注水系ポンプ（B），燃料プ

ール冷却浄化系ポンプ（A），原子炉冷却材再循環ポンプ MG セット（A），

中央制御室送風機（A），ほう酸水注水系ポンプ（A），原子炉給水ポン
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プ駆動用蒸気タービン（A），計装用圧縮空気系空気圧縮機（B），低圧

タービン（A），第一給水加熱器（A），燃料取替エリア排気放射線モニ

タ（A），水圧制御ユニット（アキュムレータ），原子炉冷却材浄化系ろ

過脱塩器（A），非常用ガス処理系フィルタ装置，R/B 床漏えい検出現

場盤を選定した。 
これらのうち，高圧炉心注水系ポンプ（B），燃料プール冷却浄化系

ポンプ（A），ほう酸水注水系ポンプ（A），原子炉給水系ポンプ駆動用

タービン（A），中央制御室送風機（A），計装用圧縮空気系空気圧縮機

（B），低圧タービン（A），第一給水加熱器（A），原子炉冷却材浄化系

ろ過脱塩器（A），非常用ガス処理系フィルタ装置に対し，基礎ボルト

の超音波探傷試験を実施し，異常のないことを確認した。また，ほう酸

水注水系ポンプ（A），原子炉冷却材再循環ポンプ MG セット（A），中

央制御室送風機（A），燃料取替エリア排気放射線モニタ（A），水圧制

御ユニット（アキュムレータ），原子炉冷却材浄化系ろ過脱塩器（A），

非常用ガス処理系フィルタ装置，R/B 床漏えい検出現場盤に対し，トル

ク確認を実施し，異常のないことを確認した。 
なお，トルク確認においては，燃料取替エリア放射線モニタ（A），

非常用ガス処理系フィルタ装置について締付けトルク値の低下を確認

したため，緩め方向のトルク確認を行うことで締結力が喪失していない

ことを確認した。※詳細目視点検は，基本点検における目視点検として

実施している。 
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設
備

所
見

非
破

壊
検

査

追
加

点
検

設
備

点
検

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

P
2
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

P
2
1
-
B

0
0
1

P
4
1
-
C

0
0
1

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

G
3
1
-
B

0
0
2
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表
－

1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

A
ス

ト
レ

ー
ナ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
B

ス
ト

レ
ー

ナ
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
ス

ト
レ

ー
ナ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
D

ス
ト

レ
ー

ナ
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

E
ス

ト
レ

ー
ナ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
F

ス
ト

レ
ー

ナ
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

補
給

水
系

A
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

主
蒸

気
系

A
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

B
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

C
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

D
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

E
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

F
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

G
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

H
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

J
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

K
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

L
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

M
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

N
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

P
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

R
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

S
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

T
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

U
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

－
－

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

A
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

（
ｱ

ｷ
ｭ
ﾑ

ﾚ
ｰ

ﾀ
）

C
1
2
-
D

0
0
4
-

1
2
5

1
0
3

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
(ﾕ

ﾆ
ｯ
ﾄﾌ

ﾚ
ｰ

ﾑ
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

※
良

※
詳

細
目

視
点

検

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

（
窒

素
容

器
）

C
1
2
-
D

0
0
4
-

1
2
8

1
0
3

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

１
A

s
異

常
な

し
(ﾕ

ﾆ
ｯ
ﾄﾌ

ﾚ
ｰ

ﾑ
）

異
常

な
し

-
-

A
フ

ィ
ル

タ
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
B

フ
ィ

ル
タ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
往

復
動

式
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
１

Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

良

B
往

復
動

式
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

ほ
う

酸
水

注
入

系
貯

蔵
タ

ン
ク

C
4
1
-
A

0
0
1

-
タ

ン
ク

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
良

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

ス
ト

レ
ー

ナ
P

4
1
-
D

0
0
1

P
1
3
-
C

0
0
1

ほ
う

酸
水

注
入

系
ポ

ン
プ

復
水

移
送

ポ
ン

プ

サ
ク

シ
ョ

ン
フ

ィ
ル

タ

制
御

棒
駆

動
水

ポ
ン

プ

C
1
2
-
D

0
0
1

C
4
1
-
C

0
0
1

制
御

棒
駆

動
系

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
逃

が
し

弁
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
B

2
1
-
A

0
0
4

C
1
2
-
C

0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

計
測

制
御

系
統

設
備

ほ
う

酸
水

注
入

系
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1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

燃
料

取
替

機
F
1
5
-
E
0
0
1

-
燃

料
取

替
機

ク
ラ

ス
２

Ｂ
異

常
な

し
ー

-
-

原
子

炉
建

屋
ク

レ
ー

ン
U

3
1
-
E
0
0
1

-
ク

レ
ー

ン
ク

ラ
ス

２
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

新
燃

料
貯

蔵
設

備
-

-
燃

料
ラ

ッ
ク

類
ク

ラ
ス

２
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

使
用

済
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

-
-

燃
料

ラ
ッ

ク
類

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

-
※

１
-

-
※

１
：
機

器
側

で
緩

み
確

認
を

実
施

制
御

棒
・
破

損
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

-
-

燃
料

ラ
ッ

ク
類

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

-
※

１
-

-
※

１
：
機

器
側

で
緩

み
確

認
を

実
施

制
御

棒
貯

蔵
ハ

ン
ガ

-
-

燃
料

ラ
ッ

ク
類

ク
ラ

ス
２

Ｂ
異

常
な

し
-
※

１
-

-
※

１
：
機

器
側

で
緩

み
確

認
を

実
施

A
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

良

B
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
熱

交
換

器
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
熱

交
換

器
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
フ

ァ
ン

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
フ

ァ
ン

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

フ
ィ

ル
タ

(乾
燥

装
置

、
フ

ィ
ル

タ
装

置
）

T
2
2
-
D

0
0
2

-
ス

ト
レ

ー
ナ

、
フ

ィ
ル

タ
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

あ
り

異
常

な
し

否

基
礎

ボ
ル

ト
の

ト
ル

ク
確

認
に

よ
り

ナ
ッ

ト
の

回
転

が
認

め
ら

れ
た

が
，

緩
め

方
向

の
ト

ル
ク

確
認

に
よ

り
締

結
力

が
喪

失
し

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

換
気

空
調

系
パ

ー
ジ

用
排

風
機

U
4
1
-
C

1
0
3

-
フ

ァ
ン

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
A

フ
ァ

ン
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

良

B
フ

ァ
ン

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
フ

ァ
ン

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
フ

ァ
ン

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
フ

ァ
ン

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
フ

ァ
ン

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

中
央

制
御

室
再

循
環

フ
ィ

ル
タ

（
フ

ィ
ル

タ
装

置
）

U
4
1
-
B

6
0
3

-
ス

ト
レ

ー
ナ

、
フ

ィ
ル

タ
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
タ

ン
ク

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
タ

ン
ク

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
タ

ン
ク

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
タ

ン
ク

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
タ

ン
ク

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

D
タ

ン
ク

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

E
タ

ン
ク

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

D
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

中
央

制
御

室
換

気
空

調
系

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

熱
交

換
器

燃
料

取
扱

装
置

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ろ
過

脱
塩

器

中
央

制
御

室
送

風
機

U
4
1
-
C

6
0
1

中
央

制
御

室
排

風
機

中
央

制
御

室
再

循
環

送
風

機

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

G
4
1
-
C

0
0
1

K
1
1
-
A

0
0
2

K
1
1
-
A

1
0
2

K
1
1
-
C

0
0
2

U
4
1
-
C

6
0
2

U
4
1
-
C

6
0
3

放
射

線
管

理
設

備
T
2
2
-
C

0
0
1

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
風

機

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

燃
料

貯
蔵

設
備

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ

燃
料

設
備

G
4
1
-
D

0
0
3

G
4
1
-
B

0
0
1

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系非

常
用

ガ
ス

処
理

系
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基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

A
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

D
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

E
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

F
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

G
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

H
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

I
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

J
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

Ａ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

B
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

Ｃ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
-
1

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
-
2

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
-
1

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
-
2

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
-
1

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
-
2

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
1

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

３
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
2

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

３
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
1

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

３
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
2

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

３
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
1

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

３
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
2

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

３
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

Ａ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
３

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
３

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
３

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

Ｃ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

空
気

圧
縮

機

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

空
気

だ
め

空
気

だ
め

燃
料

デ
ィ

タ
ン

ク

内
燃

機
関

に
附

属
す

る
煙

突

K
1
1
-
C

1
0
１

R
4
3
-
A

0
0
4

K
1
1
-
C

1
0
2

K
1
1
-
C

0
0
１

－

R
4
3
-
C

0
0
1

R
4
3
-
A

0
0
4

R
4
3
-
A

0
0
5

R
4
3
-
C

0
0
5

非
常

用
予

備
発

電
装

置
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

廃
棄

設
備
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表
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基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
逆

洗
水

受
タ

ン
ク

K
2
1
-
A

0
0
1

-
タ

ン
ク

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

復
水

浄
化

系
逆

洗
水

受
タ

ン
ク

K
2
1
-
A

0
5
1

-
タ

ン
ク

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

原
子

炉
系

（
Ⅰ

）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
0
1

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

原
子

炉
系

（
Ⅱ

）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
0
2

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

原
子

炉
系

（
Ⅲ

）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
0
3

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

原
子

炉
系

（
Ⅳ

）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
0
4

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

炉
心

流
量

（
Ⅰ

）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
0
5

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

炉
心

流
量

（
Ⅱ

）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
0
6

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

炉
心

流
量

（
Ⅲ

）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
0
7

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

炉
心

流
量

（
Ⅳ

）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
0
8

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

主
蒸

気
流

量
(Ⅰ

)計
装

ラ
ッ

ク
H

2
2
-
P

0
0
9

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

主
蒸

気
流

量
(Ⅱ

)計
装

ラ
ッ

ク
H

2
2
-
P

0
1
0

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

主
蒸

気
流

量
(Ⅲ

)計
装

ラ
ッ

ク
H

2
2
-
P

0
1
1

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

主
蒸

気
流

量
(Ⅳ

)計
装

ラ
ッ

ク
H

2
2
-
P

0
1
2

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

残
留

熱
除

去
系

(A
)計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
3
0

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
２

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

残
留

熱
除

去
系

(B
)計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
3
1

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
２

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

残
留

熱
除

去
系

(Ｃ
)計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
3
2

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
２

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

高
圧

炉
心

注
水

系
(Ｂ

)計
装

ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
3
3

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
２

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

高
圧

炉
心

注
水

系
(Ｃ

)計
装

ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
3
4

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
２

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

（
原

子
炉

冷
却

水
系

）
計

装
ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

0
3
7

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
２

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

主
蒸

気
系

（
主

蒸
気

圧
力

）
主

蒸
気

圧
力

計
装

ﾗ
ｯ
ｸ

H
2
2
-
P

2
0
0

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
１

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

給
水

系
（
給

水
流

量
）

原
子

炉
給

水
流

量
計

器
架

台
H

2
2
-
P

8
3
4

-
計

装
ラ

ッ
ク

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
-

-
-

良

復
水

系
（
復

水
流

量
）

復
水

流
量

計
器

架
台

H
2
2
-
P

8
0
6

-
計

装
ラ

ッ
ク

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

-
-

-
良

給
水

加
熱

器
ﾄﾞ

ﾚ
ﾝ

系
　

高
圧

ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ吐

出
流

量

Ｈ
Ｐ

Ｄ
Ｐ

　
計

装
ラ

ッ
ク

H
2
2
-
P

2
1
2

-
計

装
ラ

ッ
ク

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

-
-

-
良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
　

ろ
過

脱
塩

器
導

電
率

原
子

炉
水

導
電

率
計

ラ
ッ

ク
H

2
2
-
P

4
5
4

-
計

装
ラ

ッ
ク

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

-
-

-
良

1
制

御
盤

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

2
制

御
盤

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

3
制

御
盤

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

4
制

御
盤

ク
ラ

ス
１

A
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
制

御
盤

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
制

御
盤

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

核
計

装
系

　
盤

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
逆

洗
水

移
送

ポ
ン

プ

復
水

浄
化

系
逆

洗
水

移
送

ポ
ン

プ

H
1
1
-
P

6
3
9

K
2
1
-
C

0
0
1

H
1
1
-
P

6
3
5

K
2
1
-
C

0
5
1

Ｍ
Ｒ

Ｂ
Ｍ

盤

原
子

炉
系

炉
心

流
量 炉

心
流

量
急

減

原
子

炉
系

主
蒸

気
管

流
量

主
蒸

気
管

流
量

大

廃
棄

設
備

廃
ス

ラ
ッ

ジ
系

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
水

位
原

子
炉

圧
力

原
子

炉
水

位
低

原
子

炉
圧

力
高

残
留

熱
除

去
系

（
系

統
流

量
）

制
御

棒
引

抜
監

視
装

置

出
力

領
域

モ
ニ

タ
起

動
領

域
モ

ニ
タ

高
圧

炉
心

注
水

系
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検
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検
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検
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検
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検
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検
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検
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検
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蒸
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Ｃ
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台
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蒸
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Ａ
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Ｂ
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Ｃ
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P
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３
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環
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-
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-
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３
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３
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s
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Ｓ

Ｆ
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蒸
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蒸
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検
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３
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ﾄﾞ
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ﾟ
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ﾞｽ
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ﾗ
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ｸ
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３
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ﾟﾙ
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ﾆ
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ｸ
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ﾘ
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ﾆ
ﾀ
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ﾘ
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ﾀ
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ﾎ
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ﾌ
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ｽ

ﾓ
ﾆ
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ﾘ
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ｸ
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系
操

作
ｴ
ﾘ

ｱ
D

2
1
-
R

E
-

0
1
4

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

炉
水

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ室

D
2
1
-
R

E
-

0
1
5

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

D
2
1
-
R

E
-

0
1
6

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

D
2
1
-
R

E
-

0
1
7

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

R
/
B

　
B

1
F
　

南
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-

0
1
8

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

T
IP

駆
動

装
置

室
D

2
1
-
R

E
-

0
1
9

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

T
IP

装
置

室
D

2
1
-
R

E
-

0
2
0

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

C
R

D
/
R

IP
　

補
修

室
D

2
1
-
R

E
-

0
2
1

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

R
/
B

　
B

2
F
　

南
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-

0
2
2

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

R
/
B

　
B

3
F
　

南
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-

0
2
5

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

T
/
B

　
ｵ

ﾍ
ﾟﾚ

ｰ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

北
側

ｴ
ﾘ

ｱ
D

2
1
-
R

E
-

0
2
6

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

T
/
B

　
ｵ

ﾍ
ﾟﾚ

ｰ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞﾌ

ﾛ
ｱ

南
側

ｴ
ﾘ

ｱ
D

2
1
-
R

E
-

0
2
7

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

T
/
B

　
1
F
　

東
側

通
路

D
2
1
-
R

E
-

0
2
8

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

T
/
B

　
機

器
搬

出
入

口
D

2
1
-
R

E
-

0
2
9

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

T
/
B

　
B

1
F
　

北
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-

0
3
0

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

原
子

炉
給

水
系

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
室

D
2
1
-
R

E
-

0
3
1

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

T
/
B

　
M

B
2
F
　

北
東

側
ｴ
ﾘ
ｱ

D
2
1
-
R

E
-

0
3
2

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

排
ｶ
ﾞｽ

ﾓ
ﾆ
ﾀ
室

D
2
1
-
R

E
-

0
3
3

-
検

出
器

ク
ラ

ス
３

C
異

常
な

し
-

-
-

良

廃
棄

設
備

Ｃ
Ｕ

Ｗ
逆

洗
水

受
タ

ン
ク

制
御

盤
H

2
1
-
P

0
4
4

-
制

御
盤

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

Ｒ
／

Ｂ
床

漏
え

い
検

出
現

場
盤

H
2
1
-
P
6
7
0
-
1

-

制
御

盤

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

※
良

※
詳

細
目

視
点

検

Ｔ
／

Ｂ
床

漏
え

い
検

出
現

場
盤

H
2
1
-
P

6
7
1

-
制

御
盤

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

K
2
1
-
C

0
5
1

K
2
1
-
C

0
0
1

計
装

ﾗ
ｯ
ｸ
室

Ｃ
Ｆ

逆
洗

水
移

送
ポ

ン
プ

電
動

機

Ｃ
Ｕ

Ｗ
逆

洗
水

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

漏
え

い
検

出
装

置
及

び
警

報
装

置

廃
ス

ラ
ッ

ジ
系

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
（
タ

ー
ビ

ン
建

屋
放

射
線

モ
ニ

タ
）

放
射

線
管

理
設

備
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

（
原

子
炉

建
屋

放
射

線
モ

ニ
タ

）
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表
－

1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
※

良
※

詳
細

目
視

点
検

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
B

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

D
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

E
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

F
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

D
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

E
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

F
電

動
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

あ
り

※
1

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

否

※
1
基

礎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
部

に
ひ

び
割

れ
が

確
認

さ
れ

た
が

、
地

震
時

に
基

礎
ボ

ル
ト

か
ら

の
応

力
に

よ
り

発
生

す
る

と
想

定
さ

れ
る

ひ
び

割
れ

と
異

な
る

こ
と

及
び

基
礎

ボ
ル

ト
の

緩
み

・
損

傷
等

の
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
乾

燥
収

縮
に

よ
る

経
年

的
な

事
象

で
あ

り
、

地
震

に
よ

り
発

生
し

た
も

の
で

は
な

い
と

考
え

れ
ら

れ
る

。

B
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

あ
り

※
1

異
常

な
し

-
-

否

※
1
基

礎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
部

に
ひ

び
割

れ
が

確
認

さ
れ

た
が

、
地

震
時

に
基

礎
ボ

ル
ト

か
ら

の
応

力
に

よ
り

発
生

す
る

と
想

定
さ

れ
る

ひ
び

割
れ

と
異

な
る

こ
と

及
び

基
礎

ボ
ル

ト
の

緩
み

・
損

傷
等

の
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
乾

燥
収

縮
に

よ
る

経
年

的
な

事
象

で
あ

り
、

地
震

に
よ

り
発

生
し

た
も

の
で

は
な

い
と

考
え

れ
ら

れ
る

。
C

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

あ
り

※
1

異
常

な
し

-
-

否

※
1
基

礎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
部

に
ひ

び
割

れ
が

確
認

さ
れ

た
が

、
地

震
時

に
基

礎
ボ

ル
ト

か
ら

の
応

力
に

よ
り

発
生

す
る

と
想

定
さ

れ
る

ひ
び

割
れ

と
異

な
る

こ
と

及
び

基
礎

ボ
ル

ト
の

緩
み

・
損

傷
等

の
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
乾

燥
収

縮
に

よ
る

経
年

的
な

事
象

で
あ

り
、

地
震

に
よ

り
発

生
し

た
も

の
で

は
な

い
と

考
え

れ
ら

れ
る

。

高
圧

炉
心

注
水

系
ポ

ン
プ

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

制
御

棒
駆

動
水

ポ
ン

プ
C

1
2
-
C

0
0
1

R
4
3
-
C

0
0
1

P
2
1
-
C

0
0
1

C
4
1
-
C

0
0
1

P
4
1
-
C

0
0
1

C
8
1
-
C

0
0
2

E
1
1
-
C

0
0
1

E
2
2
-
C

0
0
1

ほ
う

酸
水

注
入

系
ポ

ン
プ

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

電
源

装
置

計
測

制
御

系
統

設
備

ほ
う

酸
水

注
入

系
ポ

ン
プ

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

M
G

セ
ッ

ト

制
御

棒
駆

動
系

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

非
常

用
予

備
発

電
設

備

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

高
圧

炉
心

注
水

ポ
ン

プ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ
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表
－

1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

A
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
B

電
動

機
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(A
)ポ

ン
プ

(A
)

A
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(B
)ポ

ン
プ

(B
)

B
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(A
)ポ

ン
プ

(C
)

C
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(B
)ポ

ン
プ

(D
)

D
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
B

電
動

機
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(A
)ポ

ン
プ

(A
)

A
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(B
)ポ

ン
プ

(B
)

B
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(C
)ポ

ン
プ

(C
)

C
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(D
)ポ

ン
プ

(D
)

D
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(E
)ポ

ン
プ

(E
)

E
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(A
)ポ

ン
プ

(F
)

F
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(B
)ポ

ン
プ

(G
)

G
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(C
)ポ

ン
プ

(H
)

H
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(D
)ポ

ン
プ

(I
)

I
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

(E
)ポ

ン
プ

(J
)

J
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

低
圧

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

高
圧

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

高
圧

復
水

ポ
ン

プ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

N
2
2
-
C

0
0
1

N
2
2
-
C

0
0
2

N
2
1
-
C

0
0
8

N
2
1
-
C

0
0
2

K
1
1
-
C

0
0
1

K
1
1
-
C

1
0
1

K
1
1
-
C

0
0
2

K
1
1
-
C

1
0
2

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ

低
圧

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

高
圧

復
水

ポ
ン

プ

高
圧

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

復
水

移
送

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

P
1
3
-
C

0
0
1

復
水

移
送

ポ
ン

プ
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表
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1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

D
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

D
電

動
機

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
電

動
機

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

発
電

機
主

発
電

機
本

体
-

-
発

電
機

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

主
変

圧
器

主
変

圧
器

S
1
1
-
M

T
R

-
変

圧
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
変

圧
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
-

-
-

良

B
変

圧
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
-

-
-

良

６
．

９
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 ７
Ａ

-
１

M
/
C

7
A

-
1

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

６
．

９
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 ７
Ａ

-
２

M
/
C

7
A

-
2

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

２
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

６
．

９
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 ７
Ｂ

-
１

M
/
C

7
B

-
1

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

６
．

９
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 ７
Ｂ

-
２

M
/
C

7
B

-
2

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

２
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

６
．

９
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 ７
Ｃ

M
/
C

7
C

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

６
．

９
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 ７
Ｄ

M
/
C

7
D

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

６
．

９
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 ７
Ｅ

M
/
C

7
E

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

中
性

点
接

地
装

置
（
発

電
機

、
主

変
圧

器
）

発
電

機
　

N
G

R
盤

H
2
1
-
P

2
3
0

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

所
内

変
圧

器
7
A

N
G

R
盤

7
A

-
1

H
2
1
-
P

2
3
1

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

所
内

変
圧

器
7
A

N
G

R
盤

7
A

-
2

H
2
1
-
P

2
3
3

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

所
内

変
圧

器
7
B

N
G

R
盤

7
B

-
1

H
2
1
-
P

2
3
2

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

所
内

変
圧

器
7
B

N
G

R
盤

7
B

-
2

H
2
1
-
P

2
3
4

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

保
護

継
電

器
盤

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-

制
御

盤
電

源
盤

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

発
電

機
逆

相
過

電
流

保
護

継
電

器
盤

H
1
1
-
P

7
3
7

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

所
内

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

所
内

変
圧

器
保

護
継

電
器

盤
H

1
1
-
P

6
7
5
-

2
-

制
御

盤
電

源
盤

ク
ラ

ス
３

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

K
1
1
-
C

1
5
1

廃
棄

設
備

廃
棄

設
備

気
体

廃
棄

物
処

理
系

燃
料

設
備

電
気

設
備

K
1
1
-
C

0
5
1

G
4
1
-
C

0
0
1

R
1
1
H

T
R

-
7

N
6
2
-
C

0
0
1

所
内

変
圧

器
所

内
変

圧
器

所
内

母
線

受
電

用
6
.9

kV
遮

断
器

所
内

母
線

-
起

動
母

線
連

絡
用

6
.9

kV
遮

断
器

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用
6
.9

kV
遮

断
器

T
/
B

 H
C

W
サ

ン
プ

ポ
ン

プ

T
/
B

 L
C

W
サ

ン
プ

ポ
ン

プ

中
性

点
接

地
装

置
（
所

内
変

圧
器

）

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ

排
ガ

ス
真

空
ポ

ン
プ
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表
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1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

電
気

設
備

#
7
B

A
N

K
遮

断
器

O
2
7

-
遮

断
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

5
0
0
kV

 7
号

母
線

保
護

継
電

器
盤

　
1

-
-

制
御

盤
電

源
盤

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

5
0
0
kV

 7
号

母
線

保
護

継
電

器
盤

　
2

-
-

制
御

盤
電

源
盤

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

Ｏ
Ｆ

ｹ
ｰ

ﾌ
ﾞﾙ

表
示

線
保

護
盤

H
1
1
-
P

9
2
0
-

1
-

制
御

盤
電

源
盤

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

発
電

機
脱

調
分

離
盤

-
-

制
御

盤
電

源
盤

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

主
変

圧
器

後
備

保
護

盤
-

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
7
A

自
動

電
圧

調
整

器
盤

 D
IV

-
Ⅰ

A
調

整
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
7
B

自
動

電
圧

調
整

器
盤

 D
IV

-
Ⅱ

B
調

整
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
7
C

自
動

電
圧

調
整

器
盤

 D
IV

-
Ⅲ

C
調

整
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
7
A

リ
ア

ク
ト

ル
盤

 D
IV

-
Ⅰ

A
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

あ
り

＊
１

異
常

な
し

-
-

否

＊
１

：
グ

ラ
ウ

ト
部

の
ひ

び
割

れ
は

、
剥

離
・
剥

落
等

が
見

ら
れ

な
い

こ
と

か
ら

経
年

的
な

事
象

で
あ

り
、

地
震

に
よ

り
発

生
し

た
も

の
で

は
な

い
と

想
定

さ
れ

、
実

用
上

問
題

な
い

と
判

断
し

た
。

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
7
B

リ
ア

ク
ト

ル
盤

 D
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ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

R
4
6
-
P

0
0
1

R
4
2
-
P

0
0
8

R
4
2
-
P

0
0
6

蓄
電

池
及

び
充

電
器 バ

イ
タ

ル
交

流
電

源
設

備

そ
の

他
の

発
電

装
置
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表
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1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

高
圧

タ
ー

ビ
ン

N
3
1
-
C

0
0
1

-
主

タ
ー

ビ
ン

ク
ラ

ス
３

B

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
否

※
地

震
の

荷
重

を
直

接
受

け
保

つ
中

間
軸

受
台

基
礎

部
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

割
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

は
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
て

い
な

い
）
で

あ
っ

て
、

基
礎

に
至

る
よ

う
な

ひ
び

で
は

な
い

。
な

お
、

現
状

の
目

視
点

検
の

結
果

に
よ

っ
て

、
地

震
に

よ
る

影
響

評
価

が
可

能
で

あ
る

た
め

、
追

加
点

検
は

実
施

し
な

い
。

A
主

タ
ー

ビ
ン

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

良

B
主

タ
ー

ビ
ン

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
主

タ
ー

ビ
ン

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

Ａ
湿

分
分

離
加

熱
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
湿

分
分

離
加

熱
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
復

水
器

ク
ラ

ス
３

B

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
否

※
基

礎
台

の
ひ

び
割

れ
，

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

の
固

着
・
変

形
傷

を
確

認
し

た
。

基
礎

台
の

ひ
び

割
れ

は
、

剥
落

に
至

る
よ

う
な

ひ
び

の
形

状
で

は
な

い
。

ま
た

、
基

礎
台

の
打

診
試

験
に

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
現

状
の

目
視

点
検

の
結

果
に

よ
っ

て
、

地
震

に
よ

る
影

響
評

価
が

可
能

で
あ

る
た

め
、

追
加

点
検

は
実

施
し

な
い

。
基

礎
ボ

ル
ト

用
ワ

ッ
シ

ャ
の

固
着

・
変

形
に

つ
い

て
は

、
詳

細
目

視
点

検
が

必
要

と
判

断
し

、
追

加
点

検
を

実
施

す
る

。
ナ

ッ
ト

ワ
ッ

シ
ャ

を
取

外
し

、
詳

細
目

視
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

ナ
ッ

ト
と

ワ
ッ

シ
ャ

の
間

に
入

り
込

ん
だ

塗
料

に
よ

る
固

着
で

あ
る

こ
と

が
確

認
し

た
。

B
復

水
器

ク
ラ

ス
３

B

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
否

※
基

礎
台

の
ひ

び
割

れ
，

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

の
固

着
・
変

形
傷

を
確

認
し

た
。

基
礎

台
の

ひ
び

割
れ

は
、

剥
落

に
至

る
よ

う
な

ひ
び

の
形

状
で

は
な

い
。

ま
た

、
基

礎
台

の
打

診
試

験
に

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
現

状
の

目
視

点
検

の
結

果
に

よ
っ

て
、

地
震

に
よ

る
影

響
評

価
が

可
能

で
あ

る
た

め
、

追
加

点
検

は
実

施
し

な
い

。
基

礎
ボ

ル
ト

用
ワ

ッ
シ

ャ
の

固
着

・
変

形
に

つ
い

て
は

、
詳

細
目

視
点

検
が

必
要

と
判

断
し

、
追

加
点

検
を

実
施

す
る

。
ナ

ッ
ト

ワ
ッ

シ
ャ

を
取

外
し

、
詳

細
目

視
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

ナ
ッ

ト
と

ワ
ッ

シ
ャ

の
間

に
入

り
込

ん
だ

塗
料

に
よ

る
固

着
で

あ
る

こ
と

が
確

認
し

た
。

C
復

水
器

ク
ラ

ス
３

B

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
否

※
基

礎
台

の
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。
基

礎
台

の
ひ

び
割

れ
は

、
剥

落
に

至
る

よ
う

な
ひ

び
の

形
状

で
は

な
い

。
ま

た
、

基
礎

台
の

打
診

試
験

に
て

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
な

お
、

現
状

の
目

視
点

検
の

結
果

に
よ

っ
て

、
地

震
に

よ
る

影
響

評
価

が
可

能
で

あ
る

た
め

、
追

加
点

検
は

実
施

し
な

い
。

N
6
1
-
B

0
0
1

N
3
1
-
C

0
0
2

N
3
5
-
B

0
0
1

復
水

器

低
圧

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

設
備

湿
分

分
離

加
熱

器
湿

分
分

離
加

熱
器

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

復
水

器
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表
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1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

A
1

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
2

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
1

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
2

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
1

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
2

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
1

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
2

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
1

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
2

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
1

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
2

タ
ン

ク
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

蒸
化

器
N

3
3
-
B

0
0
1

-
熱

交
換

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

復
水

器
N

3
3
-
B

0
0
2

-
熱

交
換

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

空
気

抽
出

器
，

復
水

ポ
ン

プ
等

復
水

器
真

空
ポ

ン
プ

N
2
1
-
C

0
0
5

-
横

形
ポ

ン
プ

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

蒸
気

式
空

気
抽

出
器

蒸
気

式
空

気
抽

出
器

N
2
1
-
B

0
0
7

-
熱

交
換

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
グ

ラ
ウ

ト
部

に
ひ

び
割

れ
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
目

視
代

替
の

解
析

評
価

結
果

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

B
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
グ

ラ
ウ

ト
部

に
ひ

び
割

れ
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
目

視
代

替
の

解
析

評
価

結
果

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

C
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
グ

ラ
ウ

ト
部

に
ひ

び
割

れ
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
目

視
代

替
の

解
析

評
価

結
果

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

N
7
1
-
C

0
0
1

N
2
2
-
A

0
0
4

N
2
2
-
A

0
0
5

湿
分

分
離

加
熱

器
（
第

１
段

加
熱

器
ド

レ
ン

タ
ン

ク
)

N
2
2
-
A

0
0
3

湿
分

分
離

加
熱

器
（
湿

分
分

離
器

ド
レ

ン
タ

ン
ク

）
蒸

気
タ

ー
ビ

ン
設

備

空
気

抽
出

器
，

復
水

ポ
ン

プ
等

湿
分

分
離

加
熱

器
（
第

２
段

加
熱

器
ド

レ
ン

タ
ン

ク
)

低
圧

復
水

ポ
ン

プ

循
環

水
ポ

ン
プ

N
2
1
-
C

0
0
1

タ
ン

ク

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

蒸
化

器
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表
－

1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

機
器

種
別

目
視

点
検

打
診

試
験

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
所

見
非

破
壊

検
査

追
加

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

ト
ル

ク
確

認

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

機
器

番
号

基
本

点
検

A
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

D
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

E
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

F
ろ

過
脱

塩
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

復
水

脱
塩

装
置

陽
イ

オ
ン

樹
脂

再
生

塔
N

2
7
-
D

0
0
3

-
ろ

過
脱

塩
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

復
水

脱
塩

装
置

陰
イ

オ
ン

樹
脂

再
生

塔
N

2
7
-
D

0
0
4

-
ろ

過
脱

塩
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
ポ

ン
プ

駆
動

用
タ

ー
ビ

ン
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
良

B
ポ

ン
プ

駆
動

用
タ

ー
ビ

ン
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
給

水
加

熱
器

ク
ラ

ス
３

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

良
B

給
水

加
熱

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
A

給
水

加
熱

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
B

給
水

加
熱

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
A

給
水

加
熱

器
ク

ラ
ス

３
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
B

給
水

加
熱

器
ク

ラ
ス

３
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３
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熱
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３
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熱
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３
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熱
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３
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熱
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３
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熱
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熱
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熱
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熱
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３
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熱
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３
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３
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３
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３
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３
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３
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検
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検
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２
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２
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理
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器
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D
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タ

ン
ク

ク
ラ

ス
２

B

異
常

あ
り

※
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あ

り
※

-
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な
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否

※
目
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検
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定
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部
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タ
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検
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気
体

廃
棄

物
処

理
系
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ス
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水
器
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0
2
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熱
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器
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２
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体
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湿
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熱
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２
B
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２
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２
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C
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２
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-
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D

タ
ン

ク
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２
B
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異
常

な
し

-
-

良
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体
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２
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２
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２
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２
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２
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３
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３
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３
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３
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Ｃ
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サ
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サ
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塔
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0
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0
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【支持構造物】 
４２）支持構造物  

 

（１）点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

支持構造物の変形，架構部のひび割れ，金物の浮き，ボルト・ナット

の損傷等について目視点検を実施した。主蒸気系，残留熱除去系，給水

系の支持構造物について下記事象が確認された以外は異常は確認され

なかった。 
・ 主蒸気系配管サポート(RE-MS-R015)に溶接割れが確認された。割れ内

部に塗料が塗布されていることが確認されたが,地震後に塗装を実施し

ていないことから割れは地震前に発生したものであり,地震の影響によ

るものではないと判断される。今後サポートの補修を実施する予定であ

る。 
・ 残留熱除去系リジットハンガロット(RH-RHR-R034,R059)にロッドの

緩みが確認された。 
・ 給水系スプリングハンガー(SH-FDW-R009,R011)のインジケータ指示

値が設計値と相違していることが確認された。 
 
【追加点検】 
① 非破壊検査 

予め計画する追加点検として建屋貫通部に施設される配管近傍のサ

ポート鋼材と金物溶接部等の浸透探傷検査を実施した。その結果，地震

によると判断される損傷・割れは確認されなかった。 
 

② 作動確認（低速走行試験） 
予め計画する追加点検として内包する流体が蒸気であるとの理由に

より現時点で運転時の支持値の確認ができない箇所のメカニカルスナ

ッバに対し，地震応答解析等により裕度が比較的少ないものと判断され

るメカニカルスナッバを選定し，低速走行試験を実施した。その結果，

地震によると判断される異常のないことを確認した。 
 

③ 分解点検 
基本点検の結果を踏まえて分解を実施した配管支持構造物はない。 
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ス
１

A
s

ク
ラ
ス
３

B
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ク
ラ
ス
１

Ａ
配

管
ク
ラ
ス
1

A
s

ク
ラ
ス
3

Ｃ
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
廃
棄
設
備

廃
ス
ラ
ッ
ジ
系

主
配

管
配

管
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
-

良

安
全
重
要
度

機
器
種
別

補
給
水
系

ほ
う
酸
水
注
入
系

機
器
名
称

廃
棄

設
備設
備
区
分
（
１
）

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

計
測
制
御
系
統
設
備

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

燃
料
設
備

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

原
子
炉
格
納
施
設

耐
震

重
要
度

主
配
管

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

残
留
熱
除
去
系

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系

設
備
区
分
（
２
）

高
圧
炉
心
注
水
系

制
御
棒
駆
動
系

配
管

配
管

主
配
管

主
配
管

主
配
管

主
配
管

主
配
管

主
配
管

主
配
管

主
配
管

液
体
廃
棄
物
処
理
系

主
蒸
気
系

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

不
活

性
ガ
ス
系

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制

御
系

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系

所
見

追
加
点
検

異
常

な
し

基
本
点
検

判
定
結
果

設
備
点
検

異
常
あ
り

異
常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

主
蒸

気
系

配
管

サ
ポ
ー
ト
(R
E
-
M
S
-
R
0
1
5
)

に
溶
接
割
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
割
れ
内
部
に

塗
料
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
が

,地
震

後
に
塗

装
を
実

施
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
割
れ
は
地
震
前
に
発
生
し
た
も
の
で

あ
り
,地

震
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と

判
断
さ
れ
る
。
今
後
サ
ポ
ー
ト
の
補
修
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

異
常

な
し

異
常
あ
り

異
常

な
し

残
留

熱
除

去
系

リ
ジ
ッ
ト
ハ

ン
ガ
ロ
ッ
ト
(R
H
-

R
H
R
-
R
0
3
4
,R
0
5
9
)に

ロ
ッ
ド
の

緩
み

が
確

認
さ
れ
た
。

-

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-

- -

異
常

な
し

異
常

な
し

- -
-

配
管

配
管

配
管

配
管

主
配
管

主
配
管

主
配
管

主
配
管

異
常

な
し

-
-

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
良

-
良

-
良

-
良

-
良

-
良

-
良

-
良

-
良

-
良

-
良

-
良

-
良

異
常

な
し

-

配
管

配
管

配
管

配
管

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

配
管
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表
ー
１
　
配

管
支

持
構

造
物

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視
点
検

非
破
壊

検
査

走
行
試
験

分
解
点
検

安
全
重
要
度

機
器
種
別

機
器
名
称

設
備
区
分
（
１
）

耐
震

重
要
度

設
備
区
分
（
２
）

所
見

追
加
点
検

基
本
点
検

判
定
結
果

設
備
点
検

リ
ー
ド
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

ク
ロ
ス
ア
ラ
ウ
ン
ド
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

湿
分
分
離
加
熱
器
第
１
段
加
熱

器
加
熱
蒸
気
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

第
１
抽

気
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

第
２
抽

気
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

第
３
抽

気
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

第
４
抽

気
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
化
器
加
熱
蒸
気

管
配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

タ
ー
ビ
ン
補
助
蒸
気
系
の
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

抽
気
系
の
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
異

常
な
し

-
良

タ
ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
蒸
気
系
の
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

復
水
器
空
気
抽
出
系
の
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

復
水
給
水
系
の
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
異

常
な
し

-
良

給
水

加
熱

器
ド
レ
ン
ベ
ン
ト
系

の
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

復
水
浄
化
系

主
配
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ク
ラ
ス
３

B

給
水

加
熱

器
ド
レ
ン
ベ
ン
ト
系

主
配
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

抽
気
系

主
配
管

配
管

ク
ラ
ス
３

B
異

常
な
し

-
-

-
良

計
測
制
御
系
統
設
備

計
装
用
圧
縮
空
気
系

主
配
管

配
管

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
-

良

廃
棄
設
備

気
体
廃
棄
物
処
理
系

主
配
管

配
管

ク
ラ
ス
２

B
異

常
な
し

異
常

な
し

-
-

良

廃
棄
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理
系

主
配
管

配
管

ノ
ン
ク
ラ
ス

B
異

常
な
し

-
-

-
良

廃
棄

設
備

圧
力
抑
制
室
プ
ー
ル
水
排
水
系

主
配
管

配
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
-

良

補
助

ボ
イ
ラ
ー

補
助

ボ
イ
ラ
ー
に
附

属
す
る
管

主
配

管
配

管
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異

常
な
し

-
-

-
良

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
設

備

復
水
給
水
系

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
附
属
す
る
管

給
水

系
ス
プ
リ
ン
グ
ハ

ン
ガ
ー
(S
H
-
F
D
W
-

R
0
0
9
,R
0
1
1
)の

イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
指

示
値

が
設

計
値
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

主
配
管

異
常

な
し

異
常

な
し

-

良

異
常
あ
り

配
管
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予め計画する追加点検結果一覧表（1／5）

点検範囲 点検機器 数量 点検方法 備考

 【動的機器】機種および建屋ごとに代表１機器等

立形ポンプ　 高圧炉心注水系ポンプ（Ｃ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

立形ポンプ　 原子炉補機冷却海水系ポンプ（Ｂ） 1 台 分解点検 異常なし － タービン建屋

横形ポンプ　 燃料プール浄化系ポンプ（Ａ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

横形ポンプ　 高圧復水ポンプ（Ｃ） 1 台 分解点検 異常なし － タービン建屋

往復動式ポンプ ほう酸水注入系ポンプ（Ａ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

インターナルポンプ インターナルポンプ（Ｃ）（Ｅ）（Ｊ） 3 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

非常用ディーゼル機関 非常用ディーゼル機関（Ａ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

非常用ディーゼル機関 調速装置（Ａ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

非常用ディーゼル機関 非常調速装置（Ａ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

非常用ディーゼル機関 排気タ-ビン過給機（Ｃ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

非常用ディーゼル機関 空気圧縮機（Ａ１） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

空気圧縮機 計装用圧縮空気系空気圧縮機（Ｂ） 1 台 分解点検 異常なし － タービン建屋

制御棒駆動機構 制御棒駆動機構 13 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

弁 主蒸気逃し安全弁 18 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

弁 主蒸気系主要弁（B21-F002A，3A） 2 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

ファン 非常用ガス処理系排風機（Ａ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

ファン 中央制御室送風機（Ａ） 1 台 分解点検 異常なし － コントロール建屋

ファン 原子炉区域 ・タービン区域送風機（Ｃ） 1 台 分解点検 異常なし － タービン建屋

非常用ディーゼル機関 非常用ディーゼル発電機（Ｃ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

電動機
原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット用電動
機（Ｂ）

1 台 分解点検 異常あり

電動機，発電機，フライホイールの油切
り接触による傷がシャフトに見られ、
ギャップ測定の結果、許容値を逸脱して
いた。

ラドウェスト建屋

電動機
原子炉冷却材再循環ポンプ用電動機（Ｃ）（Ｅ）
（Ｊ）

3 台 分解点検
異常なし（Ｃ）
異常あり（Ｅ）
異常なし（Ｊ）

（Ｅ）：スラストカラーのＰＴを実施した結
果、線状指示模様を確認
また、回転子，固定子表面に錆が確認

タービン建屋

電動機 残留熱除去系ポンプ用電動機（Ｂ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

電動機 高圧炉心注水系ポンプ用電動機（Ｃ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

電動機 燃料プール浄化系ポンプ用電動機（Ａ） 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

電動機
原子炉補機冷却海水系ポンプ用電動機（Ｃ）
（Ｄ）

2 台 分解点検 異常なし － タービン建屋

電動機 高圧復水ポンプ用電動機（Ａ）（Ｃ） 2 台 分解点検 異常あり
（Ａ）：固定子巻線の楔緩みを確認
（Ｃ）：固定子巻線の楔緩みを確認

タービン建屋

電動機 電動機駆動原子炉給水ポンプ電動機（Ａ） 1 台 分解点検 異常あり （Ａ）：固定子巻線楔の緩みを確認 タービン建屋

電動機 高圧ドレンポンプ電動機（Ａ）（Ｃ） 2 台 分解点検 異常あり

（Ａ）：固定子巻線部分放電、楔緩み、油
切りﾈｼﾞ穴摩耗あり。
（Ｃ）：固定子巻線部分放電(コロナ)劣化
を確認

タービン建屋

 【動的機器】駆動源が蒸気である等の理由により、作動試験が実施出来ない機器

横形ポンプ　 原子炉隔離時冷却系ポンプ 1 台 分解点検 異常なし －

横形ポンプ　
タービン駆動原子炉給水系ポンプ
（Ａ）（Ｂ）

2 台 分解点検 異常あり
（Ｂ）：軸継ぎ手の分解を行った結果、軸
継ぎ手面にへこみを確認

ポンプ駆動用タービン
原子炉隔離時冷却系ポンプ背圧式
蒸気タービン

1 台 分解点検 異常なし －

ポンプ駆動用タービン
原子炉給水系ポンプ駆動用蒸気タービン（Ａ）
（Ｂ）

2 台 分解点検 異常あり
（Ｂ）：軸受の分解を行った結果、軸受油
切り部（車軸と油切り歯先部）について
接触痕を確認

主タービン 主タービン 1 台 分解点検 異常あり

主タービンの分解時に，地震の影響と考
えられる翼（動翼と静翼）及び車軸の接
触の痕・傷ならびに地震の荷重を直接
受け保つ中間軸受台キーの変形，オイ
ルシールリングの割れ等を確認。
動翼については，低圧タービンの翼植
込部において折損を確認。

発電機 主発電機 1 台 分解点検 異常あり
地震の影響による回転子とブラシホル
ダーとの接触等を確認

結果

1



予め計画する追加点検結果一覧表（2／5）

点検範囲 点検機器 数量 点検方法 備考結果

 【配管】地震応答解析の結果、他の箇所に比べて地震の影響が比較的大きい箇所

ＡＳクラス配管 主蒸気系 1 系統

詳細目視点検
浸透探傷試験
超音波探傷試験
硬さ試験

異常なし －

ＡＳクラス配管 原子炉冷却材浄化系 1 系統
詳細目視点検
浸透探傷試験
超音波探傷試験

異常なし －

ＡＳクラス配管 高圧炉心注水系 1 系統
詳細目視点検
浸透探傷試験
超音波探傷試験

異常なし －

ＡＳクラス配管 残留熱除去系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

ＡＳクラス配管 原子炉隔離時冷却系 1 系統
詳細目視点検
浸透探傷試験
硬さ試験

異常なし －

ＡＳクラス配管 制御棒駆動系 1 系統
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

Ａクラス配管 ほう酸水注入系 1 系統
詳細目視点検
浸透探傷試験
硬さ試験

異常なし －

Ａクラス配管 非常用ガス処理系 1 系統

詳細目視点検
浸透探傷試験
超音波探傷試験
硬さ試験

異常なし －

ＡＳクラス配管 可燃性ガス濃度制御系 1 系統
詳細目視点検
浸透探傷試験
超音波探傷試験

異常なし －

ＡＳクラス配管 不活性ガス系 1 系統
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

ＡＳクラス配管 復水給水系 1 系統
詳細目視点検
浸透探傷試験
超音波探傷試験

異常なし －

 【配管】建屋貫通部に施設される箇所

配管 主蒸気系 83 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 給水系 1 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験
超音波探傷試験

異常なし －
・解析実施範囲に対し，超音
波探傷試験も実施

配管 給水系 41 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 原子炉補機冷却系 113 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 不活性ガス系 6 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 制御棒駆動系 19 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 液体廃棄物処理系 5 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 高圧炉心注水系 26 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 復水補給水系 15 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 圧力抑制室プール水排水系 5 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 放射性ドレン移送系 26 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 気体廃棄物処理系 26 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 制御用空気圧縮系 10 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管
補助ボイラーに付属する管（所内蒸気系／所
内蒸気戻り系）

31 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

配管 廃スラッジ系 9 箇所
詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし －

 【配管】内包する流体が蒸気である等の理由により、現時点で運転圧による漏えいができない箇所

配管 主蒸気系（原子炉建屋） 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 主蒸気系(タービン建屋) 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 原子炉隔離時冷却系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 抽気系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 補助蒸気系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管
タービングランド蒸気系の管
（タービングランド蒸気系）

1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 給水加熱器ドレン系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 給水加熱器ベント系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －
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予め計画する追加点検結果一覧表（3／5）

点検範囲 点検機器 数量 点検方法 備考結果

 【復水器等】内包する流体が蒸気である等の理由により，現時点で運転圧による漏えい確認ができない箇所

復水器，給水加熱器，湿分
分離器

復水器（Ａ，Ｂ，Ｃ） 3 台 分解点検 異常あり
復水器（Ｂ）：器内小口径配管とサポート
との地震による軽微なこすれ痕等を確認

復水器，給水加熱器，湿分
分離器

湿分分離加熱器（Ａ，Ｂ） 2 台 分解点検 異常なし －

復水器，給水加熱器，湿分
分離器

第１～第６給水加熱器 16 台 分解点検 異常なし －

熱交換器 グランド蒸気浄化器 1 台 分解点検 異常なし －

熱交換器 グランド蒸気復水器 1 台 分解点検 異常なし －

熱交換器 蒸気式空気抽出器 1 台 分解点検 異常なし －

空気抽出器 起動・停止用蒸気式空気抽出器 2 台 分解点検 異常なし －

タンク
湿分分離加熱器
湿分分離器ドレンタンク

4 台 分解点検 異常なし －

タンク
湿分分離加熱器
第１段加熱器ドレンタンク

4 台 分解点検 異常なし －

タンク
湿分分離加熱器
第２段加熱器ドレンタンク

4 台 分解点検 異常なし －

タンク 低圧ドレンタンク 1 台 分解点検 異常なし －

タンク 高圧ドレンタンク 1 台 分解点検 異常なし －

 【原子炉圧力容器】地震によって相対変位が生じる可能性が高いと考えられる箇所（ノズルセーフエンド）

原子炉圧力容器 低圧注水ノズルセーフエンド（Ｎ６Ｂ、Ｃ） 2 箇所 浸透探傷試験 異常なし －
原子力安全保安院「追加指
示」範囲

原子炉圧力容器 主蒸気ノズルセーフエンド（Ｎ３Ａ，Ｄ） 2 箇所 浸透探傷試験 異常なし －

原子炉圧力容器 給水ノズルセーフエンド（Ｎ４Ａ） 1 箇所 浸透探傷試験 異常なし －

原子炉圧力容器
原子炉停止時冷却材出口ノズルセーフエンド
（Ｎ１０Ａ）

1 箇所
浸透探傷試験
超音波探傷試験

異常なし －
解析上発生応力大きいこと等
から，念のため超音波探傷試
験も実施

原子炉圧力容器 計装ノズルセーフエンド（Ｎ１２Ｂ，Ｄ） 2 箇所 浸透探傷試験 異常なし －

原子炉圧力容器 計装ノズルセーフエンド（Ｎ１３Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ） 4 箇所 浸透探傷試験 異常なし －

原子炉圧力容器 計装ノズルセーフエンド（Ｎ１４Ａ，Ｃ） 2 箇所 浸透探傷試験 異常なし －
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予め計画する追加点検結果一覧表（4／5）

点検範囲 点検機器 数量 点検方法 備考結果

 【基礎部】機種ごとに代表１機器および原子炉建屋フロアごとに代表１機器

20 詳細目視点検 異常なし －

2
トルク確認
超音波探傷試験

異常なし －

アキュームレータ
主蒸気逃がし安全弁逃し弁機能用アキュム
レータ　支持脚

18 箇所 詳細目視点検 異常なし － 原子炉建屋2階

非常用ディーゼル発電機 ディーゼル機関（A)基礎ボルト 20 本 詳細目視点検 異常なし － 原子炉建屋1階

14 詳細目視点検 異常なし －

2
トルク確認
超音波探傷試験

異常なし －

120 本 詳細目視点検 異常なし － 原子炉建屋地下1階

12 本
トルク確認
超音波探傷試験

異常なし
基礎ボルトのトルク確認により締付力の低下が認
められたが，緩め方向のトルク確認により締結力
が喪失していないことを確認

原子炉圧力容器及び付属設
備

原子炉圧力容器支持スカート 1 箇所 詳細目視点検 異常なし －

8 詳細目視点検 異常なし －

2
トルク確認
超音波探傷試験

異常なし
基礎ボルトのトルク確認により締付力の低下が認
められたが，緩め方向のトルク確認により締結力
が喪失していないことを確認

12 詳細目視点検 異常なし －

2 超音波探傷試験 異常なし －

6 詳細目視点検 異常なし －

2 超音波探傷試験 異常なし －

10 詳細目視点検 異常なし －

2
トルク確認
超音波探傷試験

異常なし －

4 詳細目視点検 異常なし －

2 超音波探傷試験 異常なし －

12 詳細目視点検 異常なし －

2 トルク確認 異常なし －

13 本 詳細目視点検 異常なし －

2 本
トルク確認
超音波探傷試験

異常なし －

10 詳細目視点検 異常なし －

2 超音波探傷試験 異常なし －

44 詳細目視点検 異常なし －

4 超音波探傷試験 異常なし －

16 詳細目視点検 異常なし －

2 超音波探傷試験 異常なし －

4 詳細目視点検 異常なし －

2 トルク確認 異常なし
基礎ボルトのトルク確認により締付力の低下が認
められたが，緩め方向のトルク確認により締結力
が喪失していないことを確認

208 詳細目視点検 異常なし －

8 トルク確認 異常なし －

8 詳細目視点検 異常なし －

2
トルク確認
超音波探傷試験

異常なし －

18 詳細目視点検 異常なし －

2
トルク確認
超音波探傷試験

異常なし
基礎ボルトのトルク確認により締付力の低下が認
められたが，緩め方向のトルク確認により締結力
が喪失していないことを確認

4 詳細目視点検 異常なし －

2 トルク確認 異常なし －
本

本アキュームレータ
水圧制御ユニット（アキュムレータ）基礎ボルト
（東側ユニット）

ろ過脱塩器
原子炉冷却材浄化系ろ過脱塩器（A)基礎ボル
ト

本

本

本

本

ストレーナ／フィルタ 非常用ガス処理系フィルタ装置基礎ボルト

制御盤・電源盤 R/B床漏えい検出現場盤基礎ボルト

復水器，給水加熱器，湿分
分離器

第１給水加熱器（Ａ）基礎ボルト

計器・継電器・調整器・検出
器・変喚器

燃料取替エリア排気放射線モニタ(A)基礎ボル
ト

本主タービン 低圧タービン（Ａ）基礎ボルト

ファン 中央制御室送風機（A)基礎ボルト

空気圧縮機 計装用圧縮空気系空気圧縮機（B）基礎ボルト 本

本ＲＩＰＭＧセット用電動機（A）基礎ボルト電動機

ポンプ駆動用タービン
原子炉給水系ポンプ駆動用タービン（Ａ）基礎
ボルト

本

往復動ポンプ

燃料プール冷却浄化系ポンプ（A)
基礎ボルト

本

ほう酸水注入系ポンプ（A)
基礎ボルト

本

立形ポンプ　

横型ポンプ

高圧炉心注水系ポンプ（B)
基礎ボルト

本

熱交換器 残留熱除去系熱交換器（A)基礎ボルト 本

本

原子炉圧力容器及び付属設
備

原子炉圧力容器基礎ボルト

非常用ディーゼル発電機 ディーゼル機関発電機（A)基礎ボルト

ほう酸水注入系タンク基礎ボルト 本

原子炉建屋地下3階

原子炉建屋地下1階

原子炉建屋3階

原子炉建屋1階

タンク
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予め計画する追加点検結果一覧表（5／5）

点検範囲 点検機器 数量 点検方法 備考結果

 【支持構造物等】建屋貫通部に施設される配管近傍のサポート等（配管に準ずる箇所）

支持構造物 主蒸気系 9 箇所 浸透探傷試験 異常なし － －

支持構造物 気体廃棄物処理系 2 箇所 浸透探傷試験 異常なし － －

支持構造物 所内蒸気及び戻り系 3 箇所 浸透探傷試験 異常なし － －

支持構造物 復水給水系 6 箇所 浸透探傷試験 異常なし － －

支持構造物 計装用圧縮空気系 4 箇所 浸透探傷試験 異常なし － －

支持構造物 制御棒駆動系 2 箇所 浸透探傷試験 異常なし － －

支持構造物 復水補給水系 4 箇所 浸透探傷試験 異常なし － －

 【支持構造物等】内包する流体が蒸気である等の理由により，現時点で運転時の指示値の確認が出来ない箇所

メカニカルスナバ 原子炉建屋設置 16 台 低速走行試験 異常なし －

残留熱除去系，原子炉冷却材浄化
系
補給水系，原子炉隔離時冷却系
主蒸気系

メカニカルスナバ タービン建屋設置 6 台 低速走行試験 異常なし 主蒸気系，給水系，抽気系

5



保安院指示追加点検結果一覧表(1／1)

点検範囲 点検機器 数量 点検方法 備考

【原子力安全保安院指示文書】追加指示範囲

原子炉圧力容器 低圧注水ノズルセーフエンド（Ｎ６Ｂ、Ｃ） 2 箇所 浸透探傷試験 異常なし －

原子炉冷却材再循環ポンプ
モータケーシング

モータケーシング部 2 箇所 詳細目視点検 異常なし －
解析上，裕度が比較的小さい
箇所

フランジプレート部
（ペネ番号：X101～X105）

31 箇所 詳細目視点検 異常なし －
解析上，裕度が比較的小さい
箇所

フランジプレート部
（ペネ番号：X101B･F，X104A･B･E・Ｆ）

6 箇所 浸透探傷試験 異常なし －
エレベーション等考慮し，代表
で実施

燃料取替機 プラットホーム梁 1 箇所 詳細目視点検 異常なし －
解析上，裕度が比較的小さい
箇所

ＡＳクラス配管 残留熱除去系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －
解析上，裕度が比較的小さい
箇所

原子炉格納容器
電気配線貫通部

結果
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柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

A クラス2 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス2 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良

原動機台取
付ボルト

基礎ボルト
良 良 良

C クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良

原動機台取
付ボルト

基礎ボルト
良 良 良

A クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機台取
付ボルト

基礎ボルト
良 良 良

B クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機台取
付ボルト

基礎ボルト
良 良 良

C クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機台取
付ボルト

基礎ボルト
良 良 良

A クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

B クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

C クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

D クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

E クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

F クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

D クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

D クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

E クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

F クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

G クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

H クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

I クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

J クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類

原子炉建屋低電導
度廃液サンプポンプ

目視
点検

基本点検

基礎ボルト

原子炉建屋高電導
度廃液サンプポンプ

K11-C102

K11-C002

E22-C001

安全重要度
追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果

廃棄設備

設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

原子炉冷却系統設備

液体廃棄物処理
系

原子炉冷却材浄化
系ポンプ

原子炉補機冷
却水系（原子炉
補機冷却海水
系含む）

残留熱除去系 残留熱除去系ポンプ

判定結
果

評価部位

地震応答解析

原子炉補機冷却海
水ポンプ

機器番号

E11-C001

（1）立形ポンプ

選定理由

総合評価

判定結果

原子炉冷却材浄
化系

P41-C001

G31-C001

高圧炉心注水系 高圧炉心注水系ポン
プ

1／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

D クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B

異常なし 異常あり※ 異常なし 異常なし 異常なし □ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）
良

(対策完了）

※作動試験前のハンドターニングにて動作不
良を確認したため、追加点検を実施した。点検
の結果グランドパッキンの劣化による固着，軸
受内面の異物によると思われる摺動傷が認め
られ地震の影響によるもので無いことを確認し
た。グランドパッキン及び軸受の交換後、作動
試験を実施し、異常のないことを確認した。

D クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

A クラス3 C
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Cクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

C クラス3 C
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Cクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

ドライウェル低電導
度廃液サンプポンプ

ドライウェル高電導
度廃液サンプポンプ

タービン建屋低電導
度廃液サンプポンプ

低圧復水ポンプ

タービン建屋高電導
度廃液サンプポンプ

復水器

循環水ポンプ

蒸気タービン設備 N21-C001

N71-C001

K11-C151

K11-C101

K11-C051

K11-C001廃棄設備 液体廃棄物処理
系

2／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

原子炉隔離時冷
却系

原子炉隔離時冷却
系ポンプ

E51-C001 - クラス1 As

異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良
ポンプ取付

ボルト
基礎ボルト

良 良 良

（駆動源が蒸気のため予め計画する追加点検
を実施）

A クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

B クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

D クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

E クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

F クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

蒸気タービン設備 復水器 復水器真空ポンプ N21-C005 ノンクラス B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（復水器インリ-ク試験時に作動試験・漏えい
確認実施予定）

A クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし ○ 異常なし - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B

異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

（駆動源が蒸気のため予め計画する追加点検
を実施）

B クラス3 B

異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）
良

（対策完
了）

（駆動源が蒸気のため予め計画する追加点検
を実施）

※軸継ぎ手面にへこみが確認された。が，こ
のへこみは地震発生以前に確認されているへ
こみの状況から変化がないこと、，また，その
他の部位に接触等の異常が確認されていな
いことから、，地震の影響によるものではない
と考えられる。

＊
原子炉補機冷却水系ポンプA, B,
D, Eにて代表

良＊

原子炉冷却系統設備 復水給水系

タービン駆動原子炉
給水ポンプ

高圧復水ポンプ

電動機駆動原子炉
給水ポンプ

N21-C007

N21-C002

N21-C008

廃棄設備 廃スラッジ系 原子炉冷却材浄化
系逆洗水移送ポンプ

原子炉冷却系統設備

復水浄化系逆洗水
移送ポンプ

原子炉補機冷却
水系（原子炉補
機冷却海水系含
む）

原子炉補機冷却水
ポンプ

補給水系 復水移送ポンプ

（2）横形ポンプ

G41-C001燃料設備 燃料プール冷却
浄化系

燃料プール冷却浄化
系ポンプ

計測制御系統設備 制御棒駆動系 制御棒駆動水ポンプ

＊ 良＊

P13-C001

P21-C001

K21-C001

K21-C051

C12-C001

3／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

B クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

C クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

A クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

B クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

C クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

A クラス2 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス2 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉冷却系統設備 給水加熱器ドレ
ンベント系

低圧ドレンポンプ N22-C002

高圧ドレンポンプ

廃棄設備 気体廃棄物処理
系

気体廃棄物処理系
排ガス真空ポンプ

N22-C001

N62-C001

4／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス1 A

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良
ポンプ取付

ボルト
基礎ボルト

良 良 良

B クラス1 A
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

ポンプ取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

原子炉冷却系統設備 原子炉隔離時冷
却系

原子炉隔離時冷却
系ポンプ背圧式蒸気
タービン

E51-C002 - クラス1 As

異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良
タービン取付

ボルト
基礎ボルト

良 良 良

駆動源が蒸気のため予め計画する追加点検
を実施

A クラス3 B

異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

駆動源が蒸気のため予め計画する追加点検
を実施

B クラス3 B

異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）
良

(対策完
了）

駆動源が蒸気のため予め計画する追加点検
を実施

※軸受油切り部（車軸と油切り歯先部）に接触
痕が確認された。地震発生以前の点検でも当
該事象は確認されていること，接触痕の状況
が新しいものでないこと及び，他の箇所に接
触痕が確認されなかったことから地震の影響
による接触痕であることは極めて低いものと考
えられる。当該部品については再使用可能で
あることから点検・手入を実施し、復旧を行っ
た。

（4）ポンプ駆動用タービン

復水給水系 原子炉給水ポンプ駆
動用蒸気タービン

N38-C001

計測制御系統設備

（3）往復動ポンプ
ほう酸水注入系 ほう酸水注入ポンプ C41-C001

5／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス1 A 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

B クラス1 A 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

A クラス3 C

異常あり
※１

未 未 異常なし 異常なし
□※２

○※３

異常あり
※２

異常なし

否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※１目視点検  センターゲージのずれを確認。
当該のセンターゲージずれについては、機器
の停止時にエンドプレー（軸方向に動く寸法）
の範囲内で生じた事象であり、地震による影
響ではなく設計通りの通常な事象である。な
お、ＭＧ単体試運転にて位置確認を実施し異
常の無いことを確認した。
※２追加点検  Ｂ号機の油切り判定基準逸脱
事象に伴い、油切りとシャフトのギャップ測定
を実施した結果、同様に判定基準逸脱あり。
シャフトに接触痕が見られることから、地震に
より発生したものと考えられる。単体試験を行
い、油漏えい等の異常が無く、回転機能に影
響がないと評価したが、正規状態に戻すため
油切りを修理することとした。工場持ち出し修
理を実施中。
（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）
※３基礎ボルトについて，予め計画する追加
点検（詳細目視点検・トルク確認）を実施し，異
常のないことを確認した。

B クラス3 C

異常あり
※１

未 未 異常なし 異常なし ○
異常あり

※２
否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※１目視点検  センターゲージのずれを確認。
当該のセンターゲージずれについては、機器
の停止時にエンドプレー（軸方向に動く寸法）
の範囲内で生じた事象であり、地震による影
響ではなく設計通りの通常な事象である。な
お、ＭＧ単体試運転にて位置確認を実施し異
常の無いことを確認した。
※２追加点検  油切りとシャフトのギャップ測定
の結果、判定基準逸脱あり。シャフトに接触痕
が見られることから、地震により発生したもの
と考えられる。単体試験を行い、油漏えい等の
異常が無く、回転機能に影響がないと評価し
たが、正規状態に戻すため油切りを修理する
こととした。工場持ち出し修理を実施中。
（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

制御材駆動装置 ＦＭCＲＤ電動機 C12-D005 205 クラス3 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

良＊
＊ポンプ本体と合わせて構造強
度評価／動的機能維持評価を
実施

（5）電動機
廃棄設備 廃スラッジ系

計測制御系統設備

ほう酸水注入系ポン
プ電動機

原子炉冷却材再
循環ポンプ電源
装置

制御棒駆動系

ほう酸水注入系
ポンプ

原子炉冷却材再循
環ポンプMGセット

＊ 良＊

制御棒駆動水ポンプ
電動機

C41-C001

C81-C002

C12-C001

CＦ逆洗水移送ポン
プ電動機

K21-C051

CＵＷ逆洗水移送ポ
ンプ電動機

K21-C001

6／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス1 As
異常なし 未 未 - - - -

（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

B クラス1 As
異常なし 未 未 - - - -

（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

C クラス1 As
異常なし 未 未 - - ○ 異常なし

（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

D クラス1 As
異常なし 未 未 - - - -

（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

E クラス1 As

異常なし 未 未 - - ○ 異常あり※ 否

※スラストカラー摺動面下面に指示模様あり。
これまでも経験している熱疲労による微細なき
裂であり、地震によるものではない。き裂の深
さを測定した結果、運転中に進展するき裂で
はなく、回転機能に影響がないことから、再使
用可能と評価した。
※回転子、固定子表面に錆が確認された。軽
微な錆であり電動機特性に影響が無いことか
ら、特別な対応は行わず補修塗装のみ実施し
た。
（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

F クラス1 As
異常なし 未 未 - - - -

（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

G クラス1 As
異常なし 未 未 - - - -

（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

H クラス1 As
異常なし 未 未 - - - -

（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

J クラス1 As
異常なし 未 未 - - ○ 異常なし

（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

K クラス1 As
異常なし 未 未 - - - -

（原子炉復旧後作動試験・漏えい確認実施予
定）

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

D クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

E クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

F クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 良

D クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 良

E クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

F クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

G31-C001 A クラス2 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス2 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

＊
ポンプ本体と合わせて構造強度
評価／動的機能維持評価を実
施

＊
ポンプ本体と合わせて構造強度
評価／動的機能維持評価を実
施

ポンプ本体と合わせて構造強度
評価／動的機能維持評価を実
施

＊
ポンプ本体と合わせて構造強度
評価／動的機能維持評価を実
施

良＊

-

＊

B31-C001

＊
ポンプ本体と合わせて構造強度
評価を実施

E22-C001

P21-C001

P41-C001

E11-C001

良＊

＊

良＊良＊

良＊

良＊

＊

＊

良＊

原子炉補機冷却
海水ﾎﾟﾝﾌﾟ

原子炉冷却系統設備

残留熱除去系ポ
ンプ

原子炉補機冷却海
水ポンプ電動機

原子炉補機冷却
水ﾎﾟﾝﾌﾟ

原子炉冷却材浄
化系

原子炉冷却材浄化
系ポンプ電動機

原子炉冷却材再
循環系

原子炉補機冷却水
ポンプ電動機

残留熱除去系ポンプ
電動機

高圧炉心注水ポ
ンプ

原子炉冷却材再循
環ポンプ電動機

高圧炉心注水系ポン
プ電動機

良＊

良＊＊

7／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋低電導
度廃液サンプ(A)ポン
プ(A)電動機

A ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋低電導
度廃液サンプ(B)ポン
プ(B)電動機

B ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋低電導
度廃液サンプ(A)ポン
プ(C)電動機

C ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋低電導
度廃液サンプ(B)ポン
プ(D)電動機

D ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ(A)ポン
プ(A)電動機

A ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ(B)ポン
プ(B)電動機

B ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ(C)ポン
プ(C)電動機

C ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ(D)ポン
プ(D)電動機

D ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ(E)ポン
プ(E)電動機

E ノンクラス B

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ(A)ポン
プ(F)電動機

F ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ(B)ポン
プ(G)電動機

G ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ(C)ポン
プ(H)電動機

H ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ(D)ポン
プ(I)電動機

I ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ(E)ポン
プ(J)電動機

J ノンクラス B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※固定子巻線楔の緩みを確認。固定子巻線
絶縁ワニス劣化収縮による楔の緩みであり、
地震によるものではない。これまでに実施して
いる対策と同様に楔の打替え又は補修材の
再塗布を実施した。
（給復水系水張り後，作動試験を実施予定）

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B

異常なし 未 未 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※固定子巻線楔の緩みを確認。固定子巻線
絶縁ワニス劣化収縮による楔の緩みであり、
地震によるものではない。これまでに実施して
いる対策と同様に楔の打替え又は補修材の
再塗布を実施した。
（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

A クラス3 B

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※固定子巻線楔の緩みを確認。固定子巻線
絶縁ワニス劣化収縮による楔の緩みであり、
地震によるものではない。これまでに実施して
いる対策と同様に楔の打替え又は補修材の
再塗布を実施した。
（給復水系水張り後，作動試験を実施予定）

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

廃棄設備

高圧復水ポンプ

電動機駆動原子
炉給水ポンプ

K11-C102

K11-C001

K11-C101

N21-C002

N21-C008電動機駆動原子炉
給水ポンプ電動機

高圧復水ポンプ電動
機

K11-C002

ドライウェル低電導
度廃液サンプポンプ
電動機

液体廃棄物処理
系

ドライウェル高電導
度廃液サンプポンプ
電動機

8／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　
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動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

原子炉冷却系統設備 A クラス3 B

異常あり※ 未 未 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※目視点検 電動機停止状態でセンターゲー
ジのずれを確認した。機器の停止時にエンド
プレー（軸方向に動く寸法）の範囲内で生じた
事象であり、地震による影響ではなく設計通り
の通常な事象であるが、念のため作動試験時
に位置確認を実施予定
※追加点検 固定子巻線楔の緩み。固定子巻
線絶縁ワニス劣化収縮による楔の緩みであ
り、地震によるものではない。
　追加点検 固定子巻線部分放電痕あり。絶縁
ワニスの表面に塵埃等が付着して発生したも
のであり、地震によるものではない。
　追加点検 油切りﾈｼﾞ穴摩耗。油切りのネジ
穴摩耗は，油切りの取付・取外時に発生したも
のと考えられ，地震によるものではない。
部分放電痕部，楔緩み部に補修材塗布による
修理、油切りネジ穴磨耗部にはヘリサートによ
る修理を実施した。
（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

B クラス3 B

異常あり※ 未 未 異常なし 異常なし - - 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※電動機停止状態でセンターゲージのずれを
確認した。機器の停止時にエンドプレー（軸方
向に動く寸法）の範囲内で生じた事象であり、
地震による影響ではなく設計通りの通常な事
象であるが、念のため作動試験時に位置確認
を実施予定
（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

C クラス3 B

異常なし 未 未 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※固定子巻線部分放電痕あり。絶縁ワニスの
表面に塵埃等が付着して発生したものであり、
地震によるものではない。
部分放電痕部に補修材塗布による修理を実
施した。
（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

A クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

B クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

C クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後作動試験・漏えい確認実
施予定）

A クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

D ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

D ノンクラス B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

燃料設備

低圧ドレンポンプ

N22-C001

N22-C002低圧ドレンポンプ電
動機

P13-C001

N62-C001

G41-C001燃料プール冷却浄化
系ポンプ電動機

高圧ドレンポンプ

復水移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

燃料プール冷却
浄化系

高圧ドレンポンプ電
動機

T/B HCWサンプポン
プ電動機

気体廃棄物処理
系

排ガス真空ポンプ電
動機

液体廃棄物処理
系

T/B LCWサンプポン
プ電動機

K11-C051

K11-C151

廃棄設備

復水移送ポンプ電動
機

9／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　
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動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス1 A

異常あり※ 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし □ 異常あり※ 否
排風機取付

ボルト
基礎ボルト

良 良
良

(対策完
了）

※基本点検で確認したスペーサの緩みについ
て，分解点検時にベアリングナットの締付不足
であることを確認した。よって地震影響による
ものではない。
ベアリングナットの廻り止めに変形等がないた
め、スペーサ・軸受け取付時の組立不良と推
定される。尚、取り外したスペーサ及びシャフト
に摩耗・変形等の異常は認められなかった。
これまでの定例試験での運転性能に異常が
無いことが確認されており，機器の機能に影
響を及ぼすものではない。対策として、新製の
スペーサを取付け、締付時、スペーサに緩み
のないことを確認した。
対策後、試運転を実施し、振動・温度等異常
のないことを確認した。

B クラス1 A
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

排風機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

換気空調系 パ-ジ用排風機 U41-C103 - ノンクラス C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス1 A
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良

送風機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

B クラス1 A
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

送風機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

A クラス1 A
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

B クラス1 A
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

原動機取付
ボルト

基礎ボルト
良 良 良

A クラス1 A
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 基礎ボルト 良 良 良

B クラス1 A
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 基礎ボルト 良 良 良

A クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

対象機器なし - - - - - - - - - - - - - - - - - -

A クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

（7）冷凍機

（6）ファン

U41-C102

中央制御室排風機

T22-C001

計測制御系統設備 計装用圧縮空気
系

中央制御室再循環
送風機

原子炉区域・タ-ビン
区域排風機

放射線管理設備 非常用ガス処理
系

（8）空気圧縮器

換気空調系 原子炉区域・タ-ビン
区域送風機

非常用ガス処理系排
風機

U41-C101

中央制御室換気
空調系

中央制御室送風機

計装用圧縮空気系
空気圧縮機

U41-C602

U41-C603

P52-C001

U41-C601

10／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　
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動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

主蒸気系 A クラス1 As
異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実
施）

B クラス1 As

異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常あり※ 否

※ロッド部他に損傷が確認された。折れた破
断面のＳＥＭ観察の結果，疲労破壊であると
判明した。運転時の微振動によりロッドとブッ
シュが擦れ、ロッドが変形し損傷に至ったもの
と考えられ，地震による影響ではないものと判
断した。
当該部品については同型、新品への交換を実
施済み。
尚、当該部品は弁の駆動及び遮断機能に影
響を及ぼすものではない。
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実
施）

C クラス1 As
異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実
施）

D クラス1 As

異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常あり※ 否

※Ｂ21-Ｆ001Ｂ同様
＊ﾛｯﾄﾞは折れていないためSEM観察は未実施
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実
施）

E クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

F クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

G クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

H クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

J クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

K クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

L クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

M クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

N クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

P クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

R クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

S クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

T クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

U クラス1 As

異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常あり※ 否

※Ｂ21-Ｆ001Ｂ同様
＊ﾛｯﾄﾞは折れていないためSEM観察は未実施
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実
施）

A クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

C クラス1 As

異常なし 異常なし 未 - - ※ 異常なし

※主蒸気隔離弁漏えい率検査（停止後）を実
施した結果、漏えい率が分解点検の実施を判
断するﾚﾍﾞﾙを超えたため、追加点検として分
解点検を実施した。
分解点検後，起動前L／Tにおいて漏えい率
が判定基準内であることを確認した。
弁体・弁棒・弁座等に割れ，曲がりはないこと
から地震の影響によるものではなく,スラッジの
付着等によりシート面の当りが低下したことに
より漏えい率が上昇したものであることを確認
した。
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実
施）

D クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

A クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

C クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

D クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

1 クラス2 B
異常なし 未 異常なし - - - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（危険物施設停止命令に伴いオイルフラッシン
グ未実施のため、解除後実施予定）

2 クラス2 B
異常なし 未 異常なし - - - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（危険物施設停止命令に伴いオイルフラッシン
グ未実施のため、解除後実施予定）

3 クラス2 B
異常なし 未 異常なし - - - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（危険物施設停止命令に伴いオイルフラッシン
グ未実施のため、解除後実施予定）

＊
B21-F002B（応答の大きい配管
に付属）にて代表

良＊-

原子炉冷却系統設備

（9）弁

タービンバイパス弁

主要弁

主蒸気逃がし安全弁

B21-F002

N37-F001

B21-F001

--

B21-F003

＊
J弁（応答の大きい配管に付属）に
て代表

良＊

-

11／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

G31-F002 - クラス1 As

異常あり※ 異常なし 未 - - □ 異常なし 否

※駆動部に油漏れが確認された。
分解点検の結果ギアボックス内機器等異常の
無いことを確認した。地震前の前回定検より油
滲みが確認されていたもので、継続監視と
なっていたものであり，Ｄ／W内の温度上昇に
より弁駆動部内の油が膨張したこと及びギヤ
ボックス内のパッキン劣化しシール機能が低
下したものと推測される。よって地震影響では
無いと判断した。
パッキンを交換後作動試験を実施し、異常の
無いことを確認した。
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実
施）

G31-F003 - クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

G31-F017 - クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

G31-F018 - クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

C クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

C クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

C クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

C クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

C クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

E51-F004 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

E51-F006 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

E51-F035 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

E51-F036 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

E51-F037 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

E51-F039 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C41-F007 - クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C41-F008 - クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

K11-F003 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

K11-F004 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

K11-F103 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

K11-F104 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

＊
E51-F037（応答の大きい配管に
付属）にて代表

＊
E22-F003C（応答の大きい配管
に付属）にて代表

廃棄設備

良＊

良＊

E11-F019

E11-F011

-

E22-F004

E11-F010

＊
G31-F002（応答の大きい配管に
付属）にて代表

良＊-

＊
E11-F010B（応答の大きい配管
に付属）にて代表

＊
C41-F007（応答の大きい配管に
付属）にて代表

＊
K11-F103（応答の大きい配管に
付属）にて代表

- -

-

良＊

E22-F003

-

E11-F008

E11-F018

-

主要弁

主要弁

液体廃棄物処理
系

原子炉冷却系統設備 原子炉冷却材浄
化系

良＊

良＊-

-

計測制御系統設備

主要弁

-

-

E22-F006

E11-F001

E11-F006

高圧炉心注水系

ほう酸水注入系

残留熱除去系

-

原子炉隔離時冷
却系

E11-F005

主要弁

主要弁

主要弁

12／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

T31-F001 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

T31-F002 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

T31-F003 - クラス1 As

異常なし 異常あり※ 異常なし - - □ 異常なし 否 良
（対策完了）

※作動試験時，駆動部上部パッキン箱よりエ
アリークを確認した。追加点検として駆動部上
部パッキン箱の分解点検を行った。
パッキンシート面に塗装片の付着を確認し，他
に異常のないことを確認した。塗装片の混入
は偶発事象であり，地震影響によるものでは
ない。
シート面の手入れ後パッキン箱の漏えい確
認，及び作動確認を実施し異常のないことを
確認した。

T31-F010 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

T31-F011 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

T31-F012 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

T31-F016 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

T31-F019 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

T31-F020 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

T31-F021 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

T31-F022 - クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

A クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

D クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

グランド蒸気蒸化器
加熱蒸気減圧弁

N36-F022 - クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

グランド蒸気蒸化器
加熱蒸気減圧弁

N36-F023 - クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

起動用グランド蒸気
減圧弁

N33-F006 - クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

A クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As 異常なし 異常なし 未 - - - - （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

所内蒸気系タービン
建屋入口減圧弁

P61-F006 - クラス3 C
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

所内温水系バック
アップ熱交換器入口
減圧弁

P61-F201 - クラス3 C
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

所内蒸気系タービン
建屋入口安全弁

P61-F009 - クラス3 C
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

所内温水系バック
アップ熱交換器入口
安全弁

P61-F205 - クラス3 C
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

計測制御系統設備 計装用圧縮空気
系

計装用圧縮空気系
空気貯槽安全弁

P52-F008 - クラス3 C
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

良＊

良＊

T49-F007

＊
T49-F001（応答の大きい配管に
付属）にて代表

T49-F003

＊
T31-F001（応答の大きい配管に
付属）にて代表

-

N33-F011

N33-F002

N36-F010

N39-F035

原子炉格納施設

グランド蒸気減圧弁

不活性ガス系

主要弁

蒸気タービンに
附属する管

可燃性ガス濃度
制御系

蒸気タービン設備 第2段加熱器加熱蒸
気減圧弁

グランド蒸気蒸化器
加熱蒸気安全弁

主要弁

減圧装置

グランド蒸気管安全
弁

原子炉冷却系統設備

T49-F001

-

-

-

T49-F008

良＊

補助ボイラー

-

B21-F051

-

主要弁

安全弁

＊
B21-F051（応答の大きい配管に
付属）にて代表

B21-F052

13／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　
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動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

対象機器なし - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 基礎ボルト 良 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 基礎ボルト 良 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 基礎ボルト 良 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

A クラス3 As 異常なし - 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（クラス3） 良

B クラス3 As 異常なし - 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（クラス3） 良

C クラス3 As 異常なし - 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（クラス3） 良

A-1 クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

胴板
スカ-ト

基礎ボルト
良 - 良

A-2 ノンクラス As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

胴板
スカ-ト

基礎ボルト
良 - 良

B-1 クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

胴板
スカ-ト

基礎ボルト
良 - 良

B-2 ノンクラス As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

胴板
スカ-ト

基礎ボルト
良 - 良

C-1 クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

胴板
スカ-ト

基礎ボルト
良 - 良

C-2 ノンクラス As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

胴板
スカ-ト

基礎ボルト
良 - 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

A ノンクラス As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B ノンクラス As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C ノンクラス As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

A1 クラス3 As

異常あり※ 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 否 - - - 解析対象外（クラス3） 良
（対策完了）

※スポンジ製吸入フィルターについて硬化によ
る経年劣化であり，地震による影響では無い
ものと判断した。フィルターの損傷により、空気
圧縮機能に即時に影響を及ぼすものではな
い。
対策として，当該フィルターについて新品に交
換し、吸入に異常のないことを確認した。

A2 クラス3 As

異常あり※ 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし － ー 否 - - - 解析対象外（クラス3） 良
（対策完了）

※スポンジ製吸入フィルターについて硬化によ
る経年劣化であり，地震による影響では無い
ものと判断した。フィルターの損傷により、空気
圧縮機能に即時に影響を及ぼすものではな
い。
対策として，当該フィルターについて新品に交
換し、吸入に異常のないことを確認した。

B1 クラス3 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（クラス3） 良

B2 クラス3 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（クラス3） 良

C1 クラス3 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（クラス3） 良

C2 クラス3 As 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（クラス3） 良

R43-Ｆ071

R43-Ｆ070

R43-C005

非常用予備発電装置 ディ-ゼル機関

R43-C007

内燃機関に附属する
煙突

-

-

機関付清水ポンプ

空気圧縮機

-

R43-A004

良＊

空気だめの安全弁

空気だめ

非常用ディ-ゼル
発電設備

＊空気だめにて代表-＊

（11）非常用ディーゼル発電機

調速装置

非常調速装置

R43-C001

排気タ-ビン過給機 -

（10）ダンパ

14／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

スカ-ト
基礎ボルト

良 - 良

B クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

スカ-ト
基礎ボルト

良 - 良

C クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

スカ-ト
基礎ボルト

良 - 良

非常用予備発電設備 非常用ディ-ゼル
発電設備

A クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし 異常あり※ 異常なし ○ 異常なし 否

機関側軸受
台下部ベ-ス
取付ボルト
基礎ボルト

良 - 良

確認されたひびは、形状、発生場所から判断
すると地震時に想定されるコンクリート部の損
傷パターンとは大きく異なるものである。また、
地震応答解析では、評価基準値に対して、十
分に余裕のある結果が得られている。さらに、
コンクリート破壊に対して、基礎ボルトが先行
して破壊するよう設計されているのに対し、ボ
ルトは目視点検、打診試験、トルク確認、超音
波探傷検査によって健全性が確認されてい
る。以上から、コンクリートの乾燥収縮に起因
したひび割れであり、地震による影響ではない
と判断した。

B クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし 異常あり※ 異常なし - 異常なし 否

機関側軸受
台下部ベ-ス
取付ボルト
基礎ボルト

良 - 良

確認されたひびは、形状、発生場所から判断
すると地震時に想定されるコンクリート部の損
傷パターンとは大きく異なるものである。また、
地震応答解析では、評価基準値に対して、十
分に余裕のある結果が得られている。さらに、
コンクリート破壊に対して、基礎ボルトが先行
して破壊するよう設計されているのに対し、ボ
ルトは目視点検、打診試験によって健全性が
確認されている。以上から、コンクリートの乾
燥収縮に起因したひび割れであり、地震によ
る影響ではないと判断した。

C クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし 異常あり※ 異常なし ○ 異常なし 否

機関側軸受
台下部ベ-ス
取付ボルト
基礎ボルト

良 - 良

確認されたひびは、形状、発生場所から判断
すると地震時に想定されるコンクリート部の損
傷パターンとは大きく異なるものである。また、
地震応答解析では、評価基準値に対して、十
分に余裕のある結果が得られている。さらに、
コンクリート破壊に対して、基礎ボルトが先行
して破壊するよう設計されているのに対し、ボ
ルトは目視点検、打診試験によって健全性が
確認されている。以上から、コンクリートの乾
燥収縮に起因したひび割れであり、地震によ
る影響ではないと判断した。

R43-C001

非常用予備発電装置 R43-A005燃料ディタンク非常用ディ-ゼル
発電設備

非常用ディ-ゼル発
電機

15／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

計測制御系統設備 制御材 制御棒 - 205 クラス1 As

異常なし※ 未※ - - - - - - -

良
（燃料集合体の相対変位
が、試験により挿入性が
確認された相対変位以
下であることを確認）

※目視　炉内配置及び外観
※作動　運転圧状態でのスクラム試験のみ未
実施

計測制御系統設備 制御材駆動装置 制御棒駆動機構 C12-D005 205 クラス1 As

異常なし 未※ 未 - -
○

□※
異常なし ＊ 良＊ -

＊制御棒駆動機構ハウジングに
て代表

※追加点検/点検　燃料移動時に引抜き不良
が確認されたロケーション番号34-27は、スク
ラム水による高圧水の通水により、スムーズ
に引き抜きが可能となった。その後、分解点検
を実施し、内部構造物（中空ピストン、バッ
ファースリーブ等）に異常の無いことが確認さ
れ、クラッド等一時的な干渉による動作不良と
判断し，地震影響によるものではないとした。
また、スクラム試験などの作動試験を実施し、
作動機能性能に異常のないことを確認した。
※作動試験　運転圧状態でのスクラム試験の
み未実施

（13）制御棒駆動機構

（12）制御棒

16／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

高圧タービン N31-C001 - クラス3 B

異常あり※ - - 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※軸受の油切りにロータとの接触による損傷及
び接触の痕等、翼（動翼と静翼）及び車軸の接
触の痕・傷、中間軸受台キーの変形、オイル
シールリングの割れ等については地震により
ロータと軸受けが揺れたことにより発生したもの
と判断した。なお、これらの損傷は主タービンの
非常停止機能等に影響を及ぼすものではなかっ
た。対策としては、各部の機器の損傷に応じて
取替え又は補修を行うこととしている。

A クラス3 B

異常あり※ - - 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※目視点検において軸受の油切りにロータとの
接触による損傷及び接触の痕等が確認された。
また駆動源が蒸気のため予め計画する追加点
検を実施した結果，主タービンの分解点検と非
破壊検査において，通常の劣化である蒸気によ
る浸食等の他に，地震の影響と考えられる翼
（動翼と静翼）及び車軸の接触の痕・傷が確認さ
れた。これらの損傷は主タービンの非常停止機
能等に影響を及ぼすものではなかった。対策と
しては、各部の機器の損傷に応じて取替え又は
補修を行うこととしている。
なお，動翼については，さらなる追加点検とし
て、翼植込部の目視点検及び非破壊検査を行っ
た結果，第１４段から第１６段まで磁粉指示模様
が確認された（第１４段タービン側：１枚／１５２
枚，第１６段タービン側：１枚／１３０枚，第１６段
発電機側：１８枚／１３０枚）。これらについては
破面の調査等を行った結果，高サイクル疲労に
よるものであると考えられ，今回の地震以前によ
るものであり地震の影響でないことを確認した。

B クラス3 B

異常あり※ - - 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※目視点検において軸受の油切りにロータとの
接触による損傷及び接触の痕等が確認された。
また駆動源が蒸気のため予め計画する追加点
検を実施した結果，主タービンの分解点検と非
破壊検査において，通常の劣化である蒸気によ
る浸食等の他に，地震の影響と考えられる翼
（動翼と静翼）及び車軸の接触の痕・傷が確認さ
れた。これらの損傷は主タービンの非常停止機
能等に影響を及ぼすものではなかった。対策と
しては、各部の機器の損傷に応じて取替え又は
補修を行うこととしている。
なお，動翼については，さらなる追加点検とし
て、翼植込部の目視点検及び非破壊検査を行っ
た結果，第１４段から第１６段まで磁粉指示模様
が確認された（第１４段タービン側：５０枚／１５２
枚，第１４段発電機側：２２枚／１５２枚，第１６段
タービン側：１９枚／１３０枚，第１６段発電機側：
１８枚／１３０枚）。これらについては破面の調査
等を行った結果，高サイクル疲労によるものであ
ると考えられ，今回の地震以前によるものであり
地震の影響でないことを確認した。

C クラス3 B

異常あり※ - - 異常なし 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※目視点検において軸受の油切りにロータとの
接触による損傷及び接触の痕等が確認された。
また駆動源が蒸気のため予め計画する追加点
検を実施した結果，主タービンの分解点検と非
破壊検査において，通常の劣化である蒸気によ
る浸食等の他に，地震の影響と考えられる翼
（動翼と静翼）及び車軸の接触の痕・傷が確認さ
れた。これらの損傷は主タービンの非常停止機
能等に影響を及ぼすものではなかった。対策と
しては、各部の機器の損傷に応じて取替え又は
補修を行うこととしている。
なお，動翼については，さらなる追加点検とし
て、翼植込部の目視点検及び非破壊検査を行っ
た結果，第１４段タービン側に１枚の翼植込部に
折損が確認されるとともに、第１４段から第１６段
まで磁粉指示模様が確認された（第１４段タービ
ン側：１７枚／１５２枚，第１５段タービン側：１枚
／１２６枚，第１６段タービン側：９枚／１３０枚，
第１６段発電機側：３１枚／１３０枚）。これらにつ
いては破面の調査等を行った結果，高サイクル
疲労によるものであると考えられ，今回の地震
以前によるものであり地震の影響でないことを確
認した。

調速装置 - - クラス3 B

異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

主タービンの駆動源が蒸気のため予め計画す
る追加点検を実施

非常調速装置 - - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

主タービンの駆動源が蒸気のため予め計画す
る追加点検を実施

（14）主タービン
蒸気タービン設備

調速装置及び非常
調速装置の種類

蒸気タービン

N31-C002低圧タービン

17／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

電気設備 発電機 主発電機本体 - - クラス3 C

異常あり
※１

- - 異常なし 異常なし ○
異常あり

※２
否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※１目視点検は追加点検にて実施
※２地震の影響による以下の損傷を確認
・軸受廻りの油切と回転子が接触
・シールリング摺動面に焼け、線状痕、打痕
・シールリングスプリングに伸び
・コレクタファンとコレクタファンデフレクターの
接触
・発電機コレクタリングブラシホルダーのリテー
ナがコレクタリングと接触
・回転子シャフトとコレクタハウジングの防風板
が接触
・発電機脚板底面とソールプレート間のキーが
変形
・発電機脚板下のライナーのはみだしと一部ラ
イナーの損傷
・コレクタ側アライメントキーの損傷
各損傷について，軸受け廻り，ブラシホルダー
廻り，シールリングスプリング，キー等の部品
を交換または修理する予定。
※２水素冷却器の分解前耐圧漏えい検査に
て水室締付ボルトから漏えいを確認した。分
解手入れ後、パッキンの取替え及び適正トル
クでの締め付けを行った。組立後の耐圧漏え
い検査にて異常ないことを確認した。パッキン
類の経年劣化によるものであり，地震によるも
のではない。
※２地震の影響ではなく経年劣化事象である
が、固定子コイル楔の緩みを確認した。取替
え基準に達しているものについては取替えを
実施した。取替え後の打音試験にて異常ない
ことを確認した。

A クラス1 As
異常なし 未 未 - - - - スタッドボルト 良 -

（原子炉復旧後作動試験、漏えい確認につい
てはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス1 As
異常なし 未 未 - - - - スタッドボルト 良 -

（原子炉復旧後作動試験、漏えい確認につい
てはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

C クラス1 As
異常なし 未 未 - - ○ 異常なし スタッドボルト 良 -

（原子炉復旧後作動試験、漏えい確認につい
てはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

Ｄ クラス1 As
異常なし 未 未 - - - - スタッドボルト 良 -

（原子炉復旧後作動試験、漏えい確認につい
てはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

Ｅ クラス1 As
異常なし 未 未 - - ○ 異常なし スタッドボルト 良 -

（原子炉復旧後作動試験、漏えい確認につい
てはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

Ｆ クラス1 As
異常なし 未 未 - - - - スタッドボルト 良 -

（原子炉復旧後作動試験、漏えい確認につい
てはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

Ｇ クラス1 As
異常なし 未 未 - - - - スタッドボルト 良 -

（原子炉復旧後作動試験、漏えい確認につい
てはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

Ｈ クラス1 As
異常なし 未 未 - - - - スタッドボルト 良 -

（原子炉復旧後作動試験、漏えい確認につい
てはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

Ｊ クラス1 As
異常なし 未 未 - - ○ 異常なし スタッドボルト 良 -

（原子炉復旧後作動試験、漏えい確認につい
てはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

Ｋ クラス1 As
異常なし 未 未 - - - - スタッドボルト 良 -

（原子炉復旧後作動試験、漏えい確認につい
てはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

燃料設備 燃料取扱装置 燃料取替機 F15-E001 - クラス2 B

異常あり※ 異常なし - 異常なし - □ 異常あり※ 否
構造物
フレーム

良 -
As，Aクラス設備に波及的破損を
生じさせるおそれがある設備とし
て評価

良
（対策完了）

※目視点検 地震影響による走行駆動用の
シャフトカップリング部のボルトの折損が確認
されており、地震時の加重がシャフトのトルク
方向に作用し、折損したものと推測される。当
該ボルトについては新品に交換するとともに、
念のためカップリングキーの交換も行った。
また、伸縮管について、伸縮管の垂直方向を
支持するガイドレールの締め付け用皿ネジの
1ヶ所が頭部より折損していることが確認され
ており、地震時伸縮管が伸びていた状態に
あったことから地震加重が伸縮管の曲げ方向
に作用し、折損したものと推測される。当該ネ
ジについて新品に交換を行った
これらの部位について、対応後作動試験を実
施し、異常のないことを確認した。

　なお，地震後に「電気室異常」警報を確認し
た。基本点検において、目視点検・絶縁抵抗
測定・作動試験を実施し、異常の無いことを確
認した。当該警報は地震により燃料取替機台
車が動いたことにより、位置を検出する信号が
急変して発生したものと推定される。

（15）発電機

原子炉冷却系統設備 B31-C001原子炉冷却材再循
環ポンプ（インタ-ナ
ルポンプ：ＲＩＰ）

（16）インターナルポンプ
原子炉冷却材再
循環系

（17）燃料取替機

18／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

燃料設備 燃料取扱装置 原子炉建屋クレーン U31-E001 - クラス2 B

異常あり※ 異常なし - 異常なし 異常なし - - 否
ガ-ダ

中央部
良 -

As，Aクラス設備に波及的破損を
生じさせるおそれがある設備とし
て評価

良
（対策完了）

※クレーントロリのケーブルベアが地震の影響
により、レールから逸脱している事象があった
が、著しい損傷が無いことを確認し、ケーブル
ベアをレール上に復旧を行った。

円筒胴
（胴板）

良 -
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

下部鏡板
（球殻部）

良 -
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

原子炉冷却
材再循環ポ
ンプ貫通孔
（ケ-シング
側付け根R
部）

良 -

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

支持スカ-ト
（スカ-ト）

良 -
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

給水ノズル
（ノズルセ-フ

エンド）
良 -

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

低圧注水
ノズル

（ノズルセ-フ
エンド）

良 -

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

原子炉停止
時冷却材出

口ノズル
（ノズルセ-フ

エンド）

良 -

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

計装ノズル 良 -

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

ブラケット類
（ＲＰＶスタビ
ライザブラ

ケット）

良 -

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

主蒸気流量制限
器

主蒸気流量制限器
（主蒸気ノズル）

- - クラス1 As

異常なし - 未 - - ○ 異常なし
主蒸気ノズ
ル（ノズルセ
-フエンド）

良 -

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

原子炉圧力容器
支持構造物

原子炉圧力容器基
礎ボルト

- - クラス1 As

異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常あり 否 基礎ボルト 良 - 良

基礎ボルトのトルク確認により施工目標値か
らのトルク低下事象が認められたが，緩め方
向のトルク確認により締結力が喪失していな
いことを確認した。

原子炉圧力容器スタ
ビライザ

- - クラス1 As
異常なし - - - - - - 良 ロッド 良 - 良

制御棒駆動機構ハ
ウジングレストレント
ビーム

- - クラス1 As

異常なし - - - - - - 良
レストレント

ビ-ム
良 - 良

中性子束計測ハウジ
ング

- - クラス1 As
異常なし - 未 - - - - ＊ 良＊ -

＊中性子束計測案内管にて代
表

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

制御棒駆動機構ハ
ウジング

- - クラス1 As
異常なし - 未 - - - -

制御棒駆動機構
ハウジング貫通
孔（スタブチュ-

ブ）

良 -

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

原子炉冷却材再循
環ポンプモータケー
シング

- - クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

モータ
ケ-シング

良 -
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

炉心支持構造物 シュラウドサポート - - クラス1 As
異常なし - - - - - - 良 レグ 良 - 良

（18）クレーン

原子炉圧力容器

- -

B11-D003

-未

原子炉本体

異常なし

As

○

-

（19）原子炉圧力容器及び付属機器
原子炉圧力容器

異常なし

主要ノズルあるいは比較的余裕
が少ないノズルを選定

圧力容器付属構
造物

クラス1

19／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

原子炉本体 圧力容器内部構
造物

蒸気乾燥器
①蒸気乾燥器ユニッ
ト

- - クラス3 A
異常なし - - - - - - 良

耐震用
ブロック

良 - 良

シュラウドヘッド - - クラス3 A
異常なし - - - - - - 良 鏡板 良 - 良

気水分離器
①気水分離器
②スタンドパイプ

- - クラス3 A

異常なし - - - - - - 良
スタンド
パイプ

良 - 良

給水スパージャ - - クラス1 A
異常なし - - - - - - 良 ヘッダ 良 - 良

高圧炉心注水スパー
ジャ

- - クラス1 A
異常なし - - - - - - 良 ヘッダ 良 - 良

低圧注水スパージャ - - クラス1 A
異常なし - - - - - - 良 ヘッダ 良 - 良

高圧炉心注水系配管
（原子炉圧力容器内
部）

- - クラス1 A

異常なし - - - - - - 良 パイプ 良 - 良

中性子束計測案内
管

- - クラス1 A
異常なし - - - - - - 良

中性子束
計測案内管

良 - 良

炉心支持構造物 炉心シュラウド - - クラス1 As
異常なし - - - - - - 良 下部胴 良 - 良

上部格子板 - - クラス1 As
異常なし - - - - - - 良

グリッドプレ-
ト

良 - 良

炉心支持板 - - クラス1 As
異常なし - - - - - - 良 補強ビ-ム 良 - 良

燃料支持金具
①中央燃料支持金具
②周辺燃料支持金具

- - クラス1 As

異常なし - - - - - - 良
燃料支持金

具
良 - 良

制御棒案内管 - - クラス1 As
異常なし - - - - - - 良 下部溶接部 良 - 良

（20）炉内構造物

20／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

主配管1 - - クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし MS-PD-2 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

主配管2 - - クラス3 As 異常なし - － - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（クラス3） 良

主配管3 - - クラス3 B

異常あり - － - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

主蒸気系配管サポート(RE-MS-R015)に溶接
割れが確認された。ひびの開口部に塗料の付
着が確認されたが,地震後に塗装を実施してい
ないことから割れは地震前に発生したもので
あり,地震の影響によるものではないと判断さ
れる。今後サポートの補修を実施する予定で
ある。

主配管4 - - クラス2 B 異常なし - － - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

主配管1 - - クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし CUW-PD-2 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

主配管2 - - クラス2 B 異常なし - 未 - - - - - - - 解析対象外（Bクラス） （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

主配管1 - - クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし HPCF-R-4 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

主配管2 - - クラス1 B 異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

主配管1 - - クラス1 As

異常あり - 未 - - ○ 異常なし RHR-PD-2 良 -
設計時の余裕が少ない設備を選
定

リジットハンガ自体に異常が認められておら
ず，当該リジットハンガ近傍の配管支持構造
物にも異常が認められていない。また、地震応
答解析の結果が判定基準を満足していること
も踏まえ、地震による影響ではないと判断し
た。
今後、通常の保全対策と同様，スプリングハン
ガの位置をターンバックルで調整することで対
応する。今後、通常の保全作業として、念のた
めターンバックルの調整を行う予定である。
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実
施）

主配管2 - - クラス3 As
異常なし - 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（クラス３） 良

主配管1 - - クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし RCIC-R-1 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

主配管2 - - クラス3 As 異常なし - － - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（クラス３） 良

主配管1 - - クラス1 As
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 RCW-H-3 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

良

主配管2 - - クラス3 As 異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（クラス３） 良

主配管3 - - クラス3 C
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

主配管1 - - クラス1 B
異常なし - 異常なし - - - － 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

主配管2 - - クラス3 B
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

主配管3 - - ノンクラス B
異常なし - 異常なし - - - － 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

主配管1 - - クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし 良 CRD-R-1 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

主配管2 - - クラス3 As 異常なし - 異常なし - - - － 良 - - - 解析対象外（クラス３） 良

主配管3 - - クラス3 B 異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

主配管1 - - クラス1 As 異常なし - 未 - - ○ 異常なし （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

主配管2 - - クラス1 A
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 良

主配管1 - - クラス2 A
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 FPC-R-5 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

良

主配管2 - - クラス3 B 異常なし - 異常なし - - - － 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

放射線管理設備 非常用ガス処理
系

主配管1 - - クラス1 A
異常なし - － - - ○ 異常なし 良 SGTS-R-3 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

良

主配管1 - - クラス1 As
異常なし - 異常なし - - - － 良 RD-PD-2 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

良

主配管2 - - クラス3 B 異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

主配管1 - - クラス1 As
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 良

主配管2 - - クラス1 A 異常なし - 異常なし - - - － 良 良

主配管1 - - クラス1 As
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 AC-R-1 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

良

主配管2 - - クラス3 C 異常なし - 異常なし - - - 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

主配管3 - - ノンクラス C 異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

廃棄設備 廃スラッジ系 主配管 - - クラス3 B 異常なし - 未 - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良 漏えい確認は廃液が溜まり次第実施。

（21）配管

燃料プール冷却
浄化系

廃棄設備

ほう酸水注入系

制御棒駆動系

補給水系

高圧炉心注水系

原子炉冷却材浄
化系

可燃性ガス濃度
制御系

原子炉隔離時冷
却系

液体廃棄物処理
系

原子炉補機冷却
水系（原子炉補
機冷却海水系含
む）

原子炉冷却系統設備

不活性ガス系

計測制御系統設備

燃料設備

残留熱除去系

主蒸気系原子炉冷却系統設備

-
設計時の余裕が少ない設備を選
定

-
設計時の余裕が少ない設備を選
定

SLC-R-2 良

FCS-R-1 良

21／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

リード管 - - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

クロスアラウンド管 - - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

湿分分離加熱器第１
段加熱器加熱蒸気
管

- - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

第１抽気管 - - クラス3 B 異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

第２抽気管 - - クラス3 B 異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

第３抽気管 - - クラス3 B 異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

第４抽気管 - - クラス3 B 異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

グランド蒸気蒸化器
加熱蒸気管

- - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

タービン補助蒸気系
の管

- - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

抽気系の管 - - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

タービングランド蒸気
系の管

- - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

復水器空気抽出系
の管

- - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

復水給水系の管 - - クラス3 B
異常なし - 未 - - ○ 異常なし - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後漏えい確認実施予定）

給水加熱器ドレンベ
ント系の管

- - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

復水浄化系 主配管 - - クラス3 B 異常なし - 未 - - - - - - - 解析対象外（Bクラス） （給復水系水張り後漏えい確認実施予定）

主配管1 - - クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし FDW-T-1 良 -

設計時の余裕が少ない設備を選
定

（給復水系水張り後漏えい確認実施予定）

主配管2 - - クラス3 B

異常あり - 未 - - ○ 異常なし - - - 解析対象外（Bクラス）

当該事象は、通常運転中においても見られる
事象であるとともに，ハンガロッド，パイプラグ
等のスプリングハンガ構成部品に曲がり，損
傷は認められず，ターンバックル，ナットに緩
みがないこと，配管の外観点検でも変形が認
められないことからから地震による影響ではな
いものと判断した。
（給復水系水張り後漏えい確認実施予定）

給水加熱器ドレ
ンベント系

主配管 - - クラス3 B
異常なし - 未 - - ○ 異常なし - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後漏えい確認実施予定）

抽気系 主配管 - - クラス3 B
異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

計測制御系統設備 計装用圧縮空
気系

主配管 - - クラス3 C
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

気体廃棄物処
理系

主配管 - - クラス2 B
異常なし - 未 - - ○ 異常なし - - 解析対象外（Bクラス）

（漏えい確認については復水器インリーク試験
時に実施）

液体廃棄物処
理系

主配管 - - ノンクラス B
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス）

圧力抑制室プー
ル水排水系

主配管 - - クラス3 B
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

補助ボイラー 補助ボイラーに
附属する管

主配管 - - クラス3 C

異常なし - 未 - - ○ 異常なし - - - 解析対象外（Cクラス）

（漏えい確認については復水器インリーク試験
時に実施・タービンGr）
（一部未実施の漏えい確認については暖房使
用時実施）

廃棄設備

蒸気タービン

蒸気タービンに
附属する管

蒸気タービン設備

復水給水系

原子炉冷却系統設備

22／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

燃料貯蔵設備 新燃料貯蔵設備 - - クラス2 C
異常なし - - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

使用済燃料貯蔵ラッ
ク

- - クラス2 As
異常なし - - 異常なし 異常なし※ - - 良 基礎ボルト 良 - 良

※ボルトの緩み確認を実施し，異常のないこと
を確認した。

制御棒・破損燃料貯
蔵ラック

- - クラス2 As

異常なし - - 異常なし 異常なし※ - - 良

サポ-ト部基
礎ボルト

底部基礎ボ
ルト

良 - 良

※ボルトの緩み確認を実施し，異常のないこと
を確認した。

制御棒貯蔵ハンガ - - クラス2 B
異常なし - - 異常なし 異常なし※ - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

※ボルトの緩み確認を実施し，異常のないこと
を確認した。

原子炉冷却材浄化
系再生熱交換器

G31-B001 - クラス2 B

異常なし - 未 異常なし 異常あり※ □ 異常なし - - - 解析対象外（Bクラス）

※基礎ボルト点検にて異常あり
固定内側ボルト2本（全8本）について打診確認
を実施し、緩みを確認した。目視点検の結果，
塗装の割れなど、機器のずれの痕跡が確認さ
れていない。また，残存する固定側2本のボル
トの緩みが確認されていないこと、緩みが確
認されたボルトは、内側に設置された２本であ
ることから、地震による影響は低いものと判断
した。念のため、ボルトの健全性を確認するた
め、非破壊検査（ＵＴ）を実施し異常のないこと
を確認した。
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実
施）

A クラス2 B 異常なし - 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス） （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス2 B 異常なし - 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス） （漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

A クラス1 As

異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常あり 否
胴板
脚

基礎ボルト
良 - 良

基礎ボルトのトルク確認により施工目標値か
らのトルク低下事象が認められたが，緩め方
向のトルク確認により締結力が喪失していな
いことを確認した。

B クラス1 As

異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良
胴板
脚

基礎ボルト
良 - 良

C クラス1 As

異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良
胴板
脚

基礎ボルト
良 - 良

A クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

胴板
脚

基礎ボルト
良 - 良

B クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

胴板
脚

基礎ボルト
良 - 良

D クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

胴板
脚

基礎ボルト
良 - 良

E クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良

胴板
脚

基礎ボルト
良 - 良

C クラス1 As 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

F クラス1 As 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

A クラス3 B 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

グランド蒸気蒸化器 N33-B001 - クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

グランド蒸気復水器 N33-B002 - クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

気体廃棄物処理系
排ガス予熱器

N62-B001 - クラス2 B
異常なし - 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（漏えい確認については復水器インリーク試験
時に実施）

気体廃棄物処理系
排ガス復水器

N62-B002 - クラス2 B
異常なし - 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（漏えい確認については復水器インリーク試験
時に実施）

気体廃棄物処理系
除湿冷却器

N62-B003 - クラス2 B
異常なし - 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（漏えい確認については復水器インリーク試験
時に実施）

＊

P21-B001

-

E11-B001

G31-B002

残留熱除去系

燃料設備

使用済燃料貯蔵
設備

（23）熱交換器

蒸気タービンに
附属する熱交換
器

燃料プール冷却
浄化系

廃棄設備 気体廃棄物処理
系

G41-B001

＊
原子炉補機冷却水系熱交換器
A, B, D, Eにて代表

残留熱除去系熱交
換器

原子炉冷却系統設備

原子炉補機冷却
水系（原子炉補
機冷却海水系含
む）

燃料プール冷却浄化
系熱交換器

燃料設備

蒸気タービン設備

良＊

原子炉補機冷却水
系熱交換器

（22）燃料ラック

原子炉冷却材浄化
系非再生熱交換器

原子炉冷却材浄
化系

23／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス3 B

異常あり※ - - 異常あり※ 異常なし ○ 異常なし 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※基本点検で確認された内部整流板の干渉や
水室蓋のズレ跡・ボルトナットの締付トルクの低
下，漏えい痕，水室連絡弁エキスパンション用ス
トレッチャーボルトの緩みについて詳細な目視点
検やボルトのトルク確認等を行った結果，経年
的な事象であることが確認されたため，地震とは
直接関係ないものと考えられる。
基礎ボルト用ワッシャの固着・変形傷を確認し
た。
基礎ボルト用ワッシャの固着・変形については、
詳細目視点検が必要と判断し、追加点検を実施
した結果ナットとワッシャの間に入り込んだ塗料
による固着であることを確認した。

B クラス3 B

異常あり※ - - 異常あり※ 異常なし ○ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※基本点検で確認された内部整流板の干渉や
水室蓋のズレ跡・ボルトナットの締付トルクの低
下，漏えい痕，水室連絡弁エキスパンション用ス
トレッチャーボルトの緩みについて詳細な目視点
検やボルトのトルク確認等を行った結果，経年
的な事象であることが確認されたため，地震とは
直接関係ないものと考えられる。追加点検で確
認された器内小口径配管とサポートとの地震に
よる軽微なこすれ痕については，非破壊検査を
実施し，異常のないことを確認した。基礎ボルト
用ワッシャの固着・変形傷を確認した。
基礎ボルト用ワッシャの固着・変形については、
詳細目視点検が必要と判断し、追加点検を実施
した結果ナットとワッシャの間に入り込んだ塗料
による固着であることを確認した。

C クラス3 B

異常あり※ - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※基本点検で確認された内部整流板の干渉や
水室蓋のズレ跡・ボルトナットの締付トルクの低
下，漏えい痕，水室連絡弁エキスパンション用ス
トレッチャーボルトの緩みについて詳細な目視点
検やボルトのトルク確認等を行った結果，経年
的な事象であることが確認されたため，地震とは
直接関係ないものと考えられる。
なお、現状の目視点検の結果によって、地震に
よる影響評価が可能であるため、追加点検は実
施しない。

A クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B 異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

第5給水加熱器

N21-B004

N21-B006

N61-B001

蒸気タービンに
附属する熱交換
器

復水器蒸気タービン設備

N35-B001

N21-B002

N21-B003

N21-B001

復水器

第2給水加熱器

原子炉冷却系統設備 復水給水系

第3給水加熱器

湿分分離加熱器

第1給水加熱器

第4給水加熱器

蒸気タービン設備

第6給水加熱器

（24）復水器、給水加熱器、湿分分離加熱器

N21-B005

24／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

原子炉冷却系統設備 補給水系 復水貯蔵槽 P13-A001 - クラス1 B 異常なし - 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

使用済燃料貯蔵プー
ル

F31-V001 - クラス2 As
異常なし - 異常なし - - - - 良

プール
ライニング

良 - 良

キャスクピット F31-V004 - クラス2 As
異常なし - 異常なし - - - - 良

プール
ライニング

良 - 良

主変圧器 S11 - クラス3 C

異常あり
※１

- - - - ○
異常あり

※２
否 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

（対策完了）

※１目視点検は追加点検にて実施
※２放圧装置動作による油漏れ
  地震の影響により放圧装置が動作し、放圧
管から油漏れが確認された。変圧器本体を保
護する為の動作であり、機械性能等に影響す
るものではなかった。放圧板および安全ピンの
交換を実施した。
※２絶縁物のズレ
  工場持ち出し点検において、内部損傷状況
を確認した結果、巻線部の絶縁物の一部に、
地震の影響と想定される絶縁物のズレが確認
された。巻線にズレは無いことから絶縁距離に
変化は無く絶縁性能等に影響はない。絶縁物
のズレを修復した。
※２PCB検出
  変圧器を工場へ搬出する際に、ブッシング内
の絶縁油の分析を行ったところ，微量のPCB
が検出された。製造時に混入したものであり、
地震による影響では無いと判断した。

所内変圧器 R11 A クラス3 C 異常なし※ - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良 ※目視点検は追加点検にて実施

B クラス3 C 異常なし※ - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良 ※目視点検は追加点検にて実施

原子炉冷却材再循環
ポンプ可変周波数電
源装置用入力変圧器
(A 1)

C81 - クラス3 C

異常なし※ - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良
※目視点検は追加点検にて実施

原子炉冷却材再循環
ポンプ可変周波数電
源装置用入力変圧器
( )

C81 - クラス3 C

異常なし※ - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良
※目視点検は追加点検にて実施

原子炉冷却材再循環
ポンプ可変周波数電
源装置用入力変圧器

C81 - クラス3 C
異常なし※ - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

※目視点検は追加点検にて実施

原子炉冷却材再循環
ポンプ可変周波数電
源装置用入力変圧器
( )

C81 - クラス3 C

異常なし※ - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良
※目視点検は追加点検にて実施

125V蓄電池7A A - クラス1 As

異常なし 異常あり※ - 異常なし - - - 否 ＊ 良* - 125V蓄電池7Dにて代表 良
（対策完了）

※Ｎｏ．４セルで端子電圧低下が認められた。
本事象は蓄電池の通常使用による劣化であ
り，地震前から経験していること、蓄電池に外
観上の損傷はないことから，地震の影響によ
るものではない。補水及び均等充電により端
子電圧は正常範囲に復旧した。

125V蓄電池7B B - クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 ＊ 良* - 125V蓄電池7Dにて代表 良

125V蓄電池7C C - クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 ＊ 良* - 125V蓄電池7Dにて代表 良

125V蓄電池7D D - クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 取付ボルト 良 - 良

250V蓄電池 - - クラス3 C 異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

電気設備 発電機並列用
500kV遮断器

＃7BAＮＫ遮断器 Ｏ27 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

原子炉冷却材再
循環ポンプ電源
装置

（28）遮断器

（26）変圧器

その他の発電装置

（27）蓄電池
蓄電池及び充
電器

計測制御設備

変圧器電気設備

（25）プールライニング

燃料設備 使用済燃料貯蔵
設備

25／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　
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動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

発電機比率差動継電
器

H11-P675-
1-87G

R クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機逆電力継電器
1

H11-P675-
1-67G1

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機逆電力継電器
2

H11-P675-
1-67G2

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機地絡継電器1 H11-P675-
1-64G1

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機地絡継電器2 H11-P675-
1-64G2

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機界磁喪失継電
器

H11-P675-
1-40G

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機・変圧器過励
磁継電器

H11-P675-
1-59/95G

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機逆相電流継電
器1

H11-P737-
46G1

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機逆相電流継電
器2

H11-P737-
46G2

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機界磁地絡継電
器

- - クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

励磁電源変圧器過電
流継電器（Ｐ-BAＲ過
電流継電器(50)）

- - クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

励磁電源巻線地絡継
電器（界磁地絡継電
器(64F)）

- - クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機電圧不平衡継
電器（警報用）

H11-P675-
1-60G

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

主変圧器中性点過電
流継電器（主変圧器
後備　地絡過電流継
電器）

751GN - クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

H11-P675-
2-87HT-7B

発電機・主変圧器比
率差動継電器

所内変圧器7B比率差
動継電器

H11-P675-
2-87HT-7A

H11-P675-
1-44G

主変圧器比率差動継
電器

H11-P675-
1-87MT

H11-P675-
1-87GMT

距離継電器（過電流）
（発電機後備保護継
電器）

所内変圧器7A比率差
動継電器

H11-P675-
2-51HT-7B

H11-P675-
2-51HT-7A

電気設備

所内変圧器（保護
継電装置の種類）

所内変圧器7B過電流
継電器

所内変圧器7A過電流
継電器

発電機（保護継電
装置の種類）

主変圧器（保護継
電装置の種類）

（29）計器、継電器、調整器、検出器、変換器

26／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

500kV　7号母線保護
継電器1（母線保護比
率差動継電器）（母線
高速後備継電器）（高
速後備継電器）

500kV
#7　BPR(1)

- クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

500kV　7号母線保護
継電器2（母線保護比
率差動継電器）（母線
高速後備継電器）（高
速後備継電器）

500kV
#7　BPR(2)

- クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

Ａ クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

Ｂ クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

表示線継電器 717-1,2,3 - クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機脱調分離継電
器

756 - クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

電気設備 過電流継電器 R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス2 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス2 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス2 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

過電流継電器 R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス2 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス2 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス2 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

過電流継電器 R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

S クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

S クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

S クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

S クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

S クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

S クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

S クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

M/C　7A-
2-2B-51

M/C　7A-
1-1B-51

M/C　7B-
2-2B-51

所内母線-起動母
線連絡用6.9kV遮
断器
（保護継電装置の
種類）

M/C　7C-
1B-51

M/C　7B-
1-1B-51

M/C　7D-
1B-51

M/C　7A-
1-2B-51

M/C　7B-
2-1B-51

M/C　7A-
2-1B-51

系統安定化装置

所内母線受電用
6.9kV遮断器
（保護継電装置の
種類）

NPSS

M/C　7C-
6A-51

M/C　7E-
6A-51

M/C　7E-
1B-51

M/C　7B-
1-2B-51

M/C　7D-
6A-51

-
＊発電機界磁地絡継電器にて
代表

良＊

電気設備 発電機並列用
500kV遮断器
（保護継電装置の
種類）

-

27／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

電気設備 過電流継電器 R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C

異常あり※ 異常なし - - - - - 否 - - - 解析対象外（Cクラス） 良
（対策完了）

※５１要素コイルに変形が確認された。同一電
源盤に取り付けられている他の継電器に異常
は見らないことから、地震により発生したもの
ではないと判断した。コイルの変形は経年的
な熱の影響によるものと判断し、当該継電器
の交換を実施により、正常に復旧したことを確
認した。

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

M/C　7A-
2-3A-49-
50-51

M/C　7A-
1-4B-49-
50-51

M/C　7A-
1-7B-49-
50-51

M/C　7A-
1-6B-49-
50-51

M/C　7A-
1-7A-49-
50-51

M/C　7A-
1-4A-50-
51

M/C　7A-
2-4A-50-
51

M/C　7B-
1-4B-49-
50-51

M/C　7B-
1-3A-50-
51

M/C　7A-
2-8A-49-
50-51

M/C　7A-
2-8B-49-
50-51

M/C　7A-
2-6A-49-
50-51

所内母線負荷用
6.9kV遮断器
（保護継電装置の
種類）

M/C　7A-
1-6A-49-
50-51

M/C　7A-
1-5A-49-
50-51

M/C　7A-
1-5B-49-
50-51

M/C　7A-
1-3A-50-
51

M/C　7A-
2-5B-49-
50-51

M/C　7A-
2-6B-49-
50-51

M/C　7A-
2-7B-49-
50-51

M/C　7B-
1-4A-50-
51

M/C　7A-
2-7A-49-
50-51

M/C　7A-
2-5A-49-
50-51

M/C　7A-
2-4B-49-
50-51

28／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

電気設備 過電流継電器 R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C

異常あり※ 異常なし - - - - - 否 - - - 解析対象外（Cクラス） 良
（対策完了）

※５１要素コイルに変形が確認された。同一電
源盤に取り付けられている他の継電器に異常
は見らないことから、地震により発生したもの
ではないと判断した。コイルの変形は経年的
な熱の影響によるものと判断し、当該継電器
の交換を実施により、正常に復旧したことを確
認した。

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス2 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス2 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

所内母線負荷用
6.9kV遮断器
（保護継電装置の
種類）

M/C　7B-
2-5B-49-
50-51

M/C　7B-
2-8B-49-
50-51

M/C　7B-
1-7B-49-
50-51

M/C　7B-
1-6B-49-
50-51

M/C　7B-
1-6A-49-
50-51

M/C　7B-
1-5A-49-
50-51

M/C　7B-
2-6A-49-
50-51

M/C　7B-
2-8A-49-
50-51

M/C　7B-
2-7A-49-
50-51

M/C　7B-
2-3A-49-
50-51

M/C　7B-
1-5B-49-
50-51

M/C　7B-
2-6B-49-
50-51

M/C　7B-
1-8A-49-
50-51

M/C　7B-
1-7A-49-
50-51

M/C　7B-
2-5A-49-
50-51

M/C　7B-
2-4B-49-
50-51

M/C　7B-
2-4A-50-
51

M/C　7B-
2-7B-49-
50-51

29／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

電気設備 過電流継電器 R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R43-87DA - クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R43-87DB - クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R43-87DC - クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R43-67DA - クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R43-67DB - クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R43-67DC - クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

所内母線負荷用
6.9kV遮断器
（保護継電装置の
種類）

発電機比率差動継電
器

発電機過電流継電器

発電機逆電力継電器

M/C　7E-
4A-49-50-
51

M/C　7C-
4A-49-50-
51

M/C　7E-
5A-49-50-
51

M/C　7E-
2B-50-51

R43-51VDB

M/C　7C-
2B-50-51

M/C　7C-
5A-49-50-
51

M/C　7D-
2B-50-51

ディーゼル発電
機用6.9kV遮断器
（保護継電装置の
種類）

M/C　7D-
2A-50-51

M/C　7C-
3A-49-50-
51

M/C　7D-
3B-49-50-
51

M/C　7E-
3A-49-50-
51

M/C　7C-
5B-49-50-
51

R43-51VDC

M/C　7D-
3A-49-50-
51

M/C　7E-
2A-50-51

R43-51VDA

M/C　7D-
5A-49-50-
51

M/C　7D-
4A-49-50-
51 ＊発電機界磁地絡継電器にて

代表
良＊--

M/C　7C-
2A-50-51

M/C　7C-
3B-49-50-
51

30／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

非常用予備発電装置 発電機比率差動継電
器

R43-87DA - クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機逆電力継電器 R43-67DA - クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機過電流継電器 R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機地絡継電器
（警報用）

R43-64GDA - クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機界磁地絡（警
報用）

R43-64FDA - クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

発電機過電圧（警報
用）

R43-59DA - クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機比率差動継電
器

R43-87DB - クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機逆電力継電器 R43-67DB - クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機過電流継電器 R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機地絡継電器
（警報用）

R43-64GDB - クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機界磁地絡継電
器（警報用）

R43-64FDB - クラス1 As

異常なし 異常あり※ - - - - - 否 - - 良 良
(対策完了）

※継電器の不動作が確認された。補助継電器
の導通不良によるものであり，当該補助継電
器を手動にて数回動かしたところ，正常に動
作した。このため地震の影響ではなく，絶縁物
の付着による一過性の動作不良と考えられ
る。当該補助継電器の交換を実施し，正常に
動作することを確認した。

発電機過電圧継電器
（警報用）

R43-59DB - クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機比率差動継電
器

R43-87DC - クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機逆電力継電器 R43-67DC - クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機過電流継電器 R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

T クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機地絡継電器
（警報用）

R43-
64GDC

- クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

発電機界磁地絡継電
器（警報用）

R43-64FDC - クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

発電機過電圧継電器
（警報用）

R43-59DC - クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良＊

＊発電機界磁地絡継電器にて
代表

良

計測制御系統設備 A クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

Ｄ クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A-1 クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A-2 クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B-1 クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B-2 クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C-1 クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C-2 クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D-1 クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D-2 クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

Ｄ クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

原子炉水位（狭帯
域）

炉心流量（支持板差
圧）

R43-51VDB

R43-51VDA

-

B21-FT-
036

-
R43-51VDC

B21-FT-
035

B21-LT-
002

一次冷却材流量
計測装置
（原子炉系炉心
流量）
原子炉スクラム
信号（炉心流量
急減）

原子炉圧力容
器水位計測装
置
（原子炉水位）

一次冷却材流量
計測装置
（原子炉系主蒸
気流量）

非常用ディーゼ
ル発電設備（発電
機）
（保護継電装置の
種類）

主蒸気管流量

原子炉圧力容器
水位計測装置
（原子炉水位）
原子炉スクラム
信号（原子炉水
位低）
その他の原子炉
格納容器隔離弁
(原子炉水位低)
非常用ｶﾞｽ処理
系(原子炉水位
低)

B21-LT-
001

＊Ｄ／Ｗ圧力にて代表

良＊-

良＊

＊発電機界磁地絡継電器にて
代表

-
＊発電機界磁地絡継電器にて
代表

良＊
＊発電機界磁地絡継電器にて
代表

-

良＊-

-

-

31／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

E クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

F クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

G クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

H クラス1 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス3 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス3 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

Ｄ クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B21-PT-
027

- クラス3 As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

B クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

C クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

A クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

B クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

C クラス3 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

A-2 クラス2 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B-2 クラス2 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C-2 クラス2 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

原子炉圧力

原子炉水位（広帯
域）

- -

-

-

B21-LT-
003

原子炉圧力容器
水位計測装置
（原子炉水位）

その他の原子炉
格納容器隔離弁
(原子炉水位低)

高圧炉心注水系
（原子炉水位低）

残留熱除去系
(原子炉水位低)

自動減圧系(原
子炉水位低)

主蒸気隔離弁
（原子炉水位低)

B21-LT-
006

原子炉圧力容
器水位計測装
置
（原子炉水位）

原子炉水位（燃料
域）

B21-LT-
003

原子炉水位（広帯
域）

残留熱除去系系統
流量

原子炉圧力

B21-PT-
008

E11-FT-
008

良＊

B21-PT-
007

B21-PT-
026

B21-PT-
009

-

＊Ｄ／Ｗ圧力にて代表

-

＊Ｄ／Ｗ圧力にて代表良＊

＊Ｄ／Ｗ圧力にて代表

良＊

一次冷却材圧力
計測装置
（原子炉圧力）

原子炉スクラム
信号（原子炉圧
力高）

一次冷却材圧力
計測装置
（原子炉圧力）

一次冷却材流量
計測装置
（残留熱除去系
系統流量）

計測制御系統設備 原子炉圧力容器
水位計測装置
（原子炉水位）

その他の原子炉
格納容器隔離弁
(原子炉水位低)

原子炉隔離時冷
却系(原子炉水
位低)

残留熱除去系
(原子炉水位低)

自動減圧系(原
子炉水位低)

32／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

計測制御系統設備 A クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B-2 クラス2 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C-2 クラス2 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B ノンクラス As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C ノンクラス As
異常なし 異常なし - - - - - 良 良

一次冷却材流量
計測装置
（原子炉冷却材
浄化系　系統流
量）

原子炉冷却材浄化
系入口流量

E31-FT-
001

A ノンクラス A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

一次冷却材流量
計測装置
（原子炉隔離時
冷却系　系統流
量）

原子炉隔離時冷却
系系統流量

E51-FT-
006

- クラス2 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

一次冷却材圧力
計測装置
（原子炉隔離時
冷却系ポンプ吐
出圧力）

原子炉隔離時冷却
系ポンプ吐出圧力

E51-PT-
004

- ノンクラス As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

一次冷却材圧力
計測装置（原子
炉隔離時冷却系
ポンプ駆動用蒸
気タ-ビン入口蒸
気圧力）

原子炉隔離時冷却
系タ-ビン入口圧力

E51-PT-
008

- ノンクラス As

異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良＊ ＊Ｄ／Ｗ圧力にて代表 良

G31-TE-047 - クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

G31-TE-053 - クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

一次冷却材圧力
計測装置
（主蒸気系　主蒸
気圧力）

主蒸気圧力 N11-PT-
001

A ノンクラス B

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

D クラス3 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A-1 クラス3 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A-2 クラス3 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B-1 クラス3 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B-2 クラス3 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

一次冷却材流量
計測装置
（復水系　復水流
量）

復水流量 N21-FT-
023

A ノンクラス B

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

良＊

残留熱除去系熱交
換器出口温度

残留熱除去系熱交
換器入口温度

一次冷却材温度
計測装置
（主蒸気系　主蒸
気温度）

原子炉圧力容器ドレ
ンライン温度計

主蒸気温度

一次冷却材温度
計測装置（原子
炉冷却材浄化系
原子炉圧力容器
ドレンライン温
度）

高圧炉心注水系ポン
プ吐出圧力

高圧炉心注水系系
統流量

一次冷却材流量
計測装置
（給水系　給水流
量）

E11-TE-
006

一次冷却材流量
計測装置
（高圧炉心注水
系　系統流量）

給水流量 N21-FT-
087

E22-PT-
004

一次冷却材温度
計測装置
（残留熱除去系
熱交換器出口温
度）

E11-TE-
007

-

N11-TE-
006

E22-FT-
007

- ＊Ｄ／Ｗ圧力にて代表

一次冷却材温度
計測装置
（残留熱除去系
熱交換器入口温
度）

一次冷却材圧力
計測装置
（高圧炉心注水
系　ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出圧
力）

33／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

計測制御系統設備 A ノンクラス B
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

D ノンクラス B
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

E ノンクラス B
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

F ノンクラス B
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

一次冷却材水質
計測装置（原子
炉冷却材浄化系
ろ過脱塩器入口
導電率）

原子炉ドレン､原子炉
冷却材浄化系ろ過脱
塩器入口導電率（ＷＩ
ＤＥ)

P91-CE-
RB03

A-2 ノンクラス C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A ノンクラス C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B ノンクラス C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

一次冷却材水質
計測装置（復水
浄化系　復水ろ
過装置入口導電
率）

復水ろ過装置入口導
電率

P91-CE-
TB05

A(A) ノンクラス C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

一次冷却材水質
計測装置（復水
浄化系　復水脱
塩装置出口導電
率）

復水脱塩装置出口
導電率

P91-CE-
TB07

A ノンクラス C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

原子炉スクラム
信号（主蒸気隔
離弁閉）

主蒸気内側隔離弁 B21-NO-
F002

A クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

Ｄ クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

主蒸気外側隔離弁 B21-AO-
F003

A クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

Ｄ クラス1 As

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

Ｄ クラス1 As 異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

- - 良＊
＊B21-F002B（応答の大きい配
管に付属）にて代表

＊Ｄ／Ｗ圧力にて代表-

P91-CE-
RB04

-

原子炉冷却材浄化
系ろ過脱塩器出口導
電率

C12-PT-
011

高圧ドレンポンプ吐
出流量

制御棒駆動機構充て
ん水ライン圧力

N22-FT-
009

N21-TE-
086

良＊

一次冷却材流量
計測装置（給水
加熱器ドレン系
高圧ドレンポンプ
吐出流量）

一次冷却材温度
計測装置
（給水系　給水温
度）

一次冷却材水質
計測装置（原子
炉冷却材浄化系
ろ過脱塩器出口
導電率）

原子炉スクラム
信号（制御棒駆
動機構充てん水
圧力低）

第1給水加熱器出口
給水温度

34／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

計測制御系統設備 A クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

Ｄ クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

Ｄ クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - 良 良

Ｄ クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

Ｄ クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

A クラス1 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 計器要求ＭＳ－１の為耐震評価 良

B クラス1 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 計器要求ＭＳ－１の為耐震評価 良

C クラス1 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 計器要求ＭＳ－１の為耐震評価 良

Ｄ クラス1 B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 計器要求ＭＳ－１の為耐震評価 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - 良 良

Ｄ クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 - 良 良

A クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

B クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

C クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

D クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

E クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

F クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

G クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

H クラス1 As

異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 - - 良 良

N32-POS-
102

C71-VBS-
D003

C71-VBS-
D001

＊水平方向地震加速度検出器
(R/B上部）にて代表

B21-PT-
025

N32-PS-
100

-ー 良＊
C71-VBS-

D002

N32-POS-
106

-

B21-PT-
025

D/W圧力

蒸気加減弁急閉用

主蒸気止め弁原子
炉保護用

その他の原子炉
格納容器隔離弁
(ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ圧力
高)
非常用ｶﾞｽ処理
系(ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ圧力
高)
高圧炉心注水系
(ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ圧力
高)
残留熱除去系(ﾄﾞ
ﾗｲｳｪﾙ圧力高)
自動減圧系(ﾄﾞﾗｲ
ｳｪﾙ圧力高)

原子炉スクラム
信号（ドライウェ
ル圧力高）
その他の原子
炉格納容器隔
離弁
(ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ圧力
高)
非常用ｶﾞｽ処理
系(ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ圧
力高)
原子炉隔離時
冷却系(ﾄﾞﾗｲｳｪ
ﾙ圧力高)
残留熱除去系
(ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ圧力
高)
自動減圧系(ﾄﾞﾗ
ｲｳｪﾙ圧力高)

原子炉スクラム
信号（蒸気加減
弁急速閉）

原子炉スクラム
信号（主蒸気止
め弁閉）

蒸気加減弁急速作
動電磁弁作動用

D/W圧力

水平方向地震加速
度検出器(R/B下部）

垂直方向地震加速
度検出器(R/B下部）

水平方向地震加速
度検出器(R/B上部）

原子炉スクラム
信号（地震加速
度大）

35／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

計測制御系統設備 A クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

E クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

F クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

G クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

H クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

J クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

K クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

L クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

M クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

N クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

P クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

R クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

S クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

A クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D クラス1 As 異常なし 異常なし - - - - - 良 良

廃棄設備 K21-LS-001-2 - クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

K21-LS-001-1 - クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

K21-LS-051-2 - クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

K21-LS-051-1 - クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

＊主蒸気管ﾄﾝﾈﾙ室漏えい検出
（雰囲気温度）にて代表

＊主蒸気管ﾄﾝﾈﾙ室漏えい検出
（雰囲気温度）にて代表

＊Ｄ／Ｗ圧力にて代表良＊

良＊

良＊

-

-

E31-TE-
101

--

-

-

-

-

E31-DPT-
002

-

-

廃スラッジ系

主蒸気管流量主蒸気隔離弁
（主蒸気管流量
大）

主蒸気隔離弁
（復水器真空度
低）

CＦ逆洗水受タンク液
位

主蒸気隔離弁
（主蒸気管ﾄﾝﾈﾙ
温度高）

ﾀ-ﾋﾞﾝ建屋主蒸気管
漏えい検出（雰囲気
温度）

ﾀ-ﾋﾞﾝ建屋主蒸気管
漏えい検出（雰囲気
温度）

主蒸気隔離弁
（主蒸気管圧力
低）

主蒸気隔離弁
（主蒸気管ﾄﾝﾈﾙ
温度高）

主蒸気管圧力

CＵＷ逆洗水受タンク
液位

主蒸気管ﾄﾝﾈﾙ室漏
えい検出（雰囲気温
度）

復水器真空度

E31-TE-
122

E31-TE-
124

E31-TE-
121

E31-TE-
123

N11-PT-
005

N36-PT-
026

良＊

良

＊Ｄ／Ｗ圧力にて代表

36／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

廃棄設備 A ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

Ｄ ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

Ｅ ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

Ｄ ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

Ｅ ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

K11-LS-002 - ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

K11-LS-003 - ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

K11-LS-101 - ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

K11-LS-102 - ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

Ｄ ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

Ｅ ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B ノンクラス B 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B ノンクラス C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

Ｔ／B　ＬCＷサンプ
液位

K11-LS-
151

Ｔ／B　ＨCＷサンプ
液位

ドライウェルＬCＷサ
ンプ液位

K11-LS-
014

K11-LS-
113

K11-LS-
153

K11-LS-
053

漏えい検出装置
及び警報装置

Ｔ／B　ＬCＷサンプ
液位

Ｒ／B　ＬCＷサンプ
液位

Ｒ／B　ＨCＷサンプ
液位

Ｔ／B　ＨCＷサンプ
液位

Ｒ／B　ＬCＷサンプ
液位

放射性ドレン移
送系

K11-LS-
052

K11-LS-
152

K11-LS-
111

K11-LS-
012

K11-LS-
013

K11-LS-
051

K11-LS-
112

Ｒ／B　ＨCＷサンプ
液位

ドライウェルHCＷサ
ンプ液位

37／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

電気設備 A クラス3 C

異常あり※ - - - - □ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※地震の影響によりタービン本体と検出部が接
触し，検出部先端部が削れ，検出コイルが断線
した。地震時には「スラスト軸受摩耗」の警報が
発生しており，機能上の問題はなかったが、再
使用出来ないと判断し、計器を交換した。単体校
正及びループ点検を実施することにより健全性
を確認中であり、タービン組立完了後に位置設
定を含めた最終確認を実施する。

B クラス3 C

異常あり※ - - - - □ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※地震の影響によりタービン本体と検出部が接
触し，検出部先端部が削れ，検出コイルが断線
した。地震時には「スラスト軸受摩耗」の警報が
発生しており，機能上の問題はなかったが、再
使用出来ないと判断し、計器を交換した。単体校
正及びループ点検を実施することにより健全性
を確認中であり、タービン組立完了後に位置設
定を含めた最終確認を実施する。

C クラス3 C

異常あり※ - - - - □ 異常あり※ 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※地震の影響によりタービン本体と検出部が接
触し，検出部先端部が削れ，検出コイルが断線
した。地震時には「スラスト軸受摩耗」の警報が
発生しており，機能上の問題はなかったが、再
使用出来ないと判断し、計器を交換した。単体校
正及びループ点検を実施することにより健全性
を確認中であり、タービン組立完了後に位置設
定を含めた最終確認を実施する。

A クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

水素純度低検出装
置（警報用）

N42-H2Ｔ-
008

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

N41-TＥ001 - クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

N41-TＥ002 - クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

N41-TＥ003 - クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

N41-TＥ004 - クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

水素圧力高検出装
置（警報用）

N42-PS-
006

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

水素圧力低検出装
置（警報用）

N42-PS-
007

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機固定子冷却
水温度高検出装置
（警報用）

N43-ＴE-
016

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C 異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機並列用
500kV遮断器（保
護継電装置の種
類）

ガス圧力低検出装置
（警報）

- - クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

主変圧器温度高検
出装置(警報用）

S11-
TIS004

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

主変圧器衝撃油圧
検出装置(警報用）

- - クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

非常用ディ-ゼル発
電機7A 　自動電圧
調整器盤 DIV-Ⅰ

A クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 良

非常用ディ-ゼル発
電機7B　 自動電圧
調整器盤 DIV-Ⅱ

B クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 良

非常用ディ-ゼル発
電機7C 　自動電圧
調整器盤 DIV-Ⅲ

C クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 良

発電機 励磁装置 主発電機AVR
 EX-2000
（励磁装置）

H21-P225 - クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

H21-P601

＊形状毎に代表を評価-

所内変圧器温度高
検出装置(警報用）

所内変圧器衝撃油
圧検出装置(警報用）

N43-PT-
014

水素温度高検出装
置（警報用）

発電機固定子冷却
水喪失検出装置

スラスト軸受磨耗検
出装置

R11-PS-
001

N31-POＥ-
055

R11-TIS-
011

取付ボルト＊ 良＊

非常用ディ-ゼ
ル発電設備（発
電機）

発電機（保護継
電装置の種類）

非常用予備発電装置

所内変圧器
（保護継電装置
の種類）

主変圧器
（保護継電装置
の種類）

38／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

計測制御系統設備 局所出力領域モニタ
（検出器）

C51-LPRM 208個 クラス1 A

異常なし 異常なし 未 - - - -
カバー

チューブ
良 -

（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

A クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

D クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

計測制御系統設備 起動領域モニタ（検
出器）

C51-SRNM 10個 クラス1 A

異常なし 未 未 - - - - パイプ 良 -

（機能確認の残りについては燃料装荷後に実
施）
（漏えい確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実
施）

A クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

B クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

C クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

D クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

E クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

F クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

G クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

H クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

J クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

L クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - 良 良

計測制御系統設備 1 クラス1 A

異常なし - - 異常なし 異常なし - - 良 良

2 クラス1 A

異常なし - - 異常なし 異常なし - - 良 良

3 クラス1 A

異常なし - - 異常なし 異常なし - - 良 良

4 クラス1 A

異常なし - - 異常なし 異常なし - - 良 良

C51-NTS-
601

＊起動領域モニタにて代表

＊形状毎の代表を評価

核計装系　盤

起動領域モニタ

平均出力領域モニタ C51-NTS-
603

-

起動領域モニタ

原子炉スクラム
信号（原子炉周
期(ペリオド)短)、
中性子束計装動
作不能）

出力領域モニタ
起動領域モニタ

出力領域モニタ

原子炉スクラム
信号（中性子束
高、中性子束計
装動作不能）

良＊-

良＊ -
取付ボルト

＊

H11-P635

39／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

計測制御系統設備 A クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス3 C

異常なし - - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C

異常なし - - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A ノンクラス C

異常なし 未 - - - - - - - - 解析対象外（Cクラス）

（機能確認の残りについては燃料装荷後に実
施）

B ノンクラス C

異常なし 未 - - - - - - - - 解析対象外（Cクラス）

（機能確認の残りについては燃料装荷後に実
施）

C ノンクラス C

異常なし 未 - - - - - - - - 解析対象外（Cクラス）

（機能確認の残りについては燃料装荷後に実
施）

計測制御系統設備

放射線管理設備

A クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

C クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

Ｄ クラス1 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

計測制御系統設備

放射線管理設備

A クラス1 A

異常なし 異常なし - 異常なし - ○ 異常あり 否

検出器取付
ボルト

架台取付ボ
ルト

良 - 良

基礎ボルトのトルク確認により施工目標値か
らのトルク低下事象が認められたが，緩め方
向のトルク確認により締結力が喪失していな
いことを確認した。

B クラス1 A

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良

検出器取付
ボルト

架台取付ボ
ルト

良 - 良

C クラス1 A

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良

検出器取付
ボルト

架台取付ボ
ルト

良 - 良

D クラス1 A

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良

検出器取付
ボルト

架台取付ボ
ルト

良 - 良

A クラス1 A

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 良

B クラス1 A

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 良

C クラス1 A

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 良

D クラス1 A

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 良

＊燃料取替エリア排気放射線モ
ニタにて代表

＊燃料取替エリア排気放射線モ
ニタにて代表

-

-

ＴＩＰ検出器

制御棒引抜監視
装置

移動式炉心内計
装装置

原子炉スクラム
信号（主蒸気管
放射能高）

主蒸気隔離弁
（主蒸気管放射
能高)

ﾌﾟﾛｾｽﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
設備

主蒸気管放射線モニ
タ

原子炉区域換気空
調系排気放射線モニ
タ

燃料取替エリア排気
放射線モニタ

非常用ｶﾞｽ処理
系
（原子炉区域換
気空調系排気放
射能高）

ﾌﾟﾛｾｽﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
設備

非常用ｶﾞｽ処理
系（燃料取替ｴﾘ
ｱ排気放射能高）

ﾌﾟﾛｾｽﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
設備

C51-NTS-
604

H11-P639

良＊

＊ 良＊

D11-RE-
066

＊

D11-RE-
070

D11-RE-
067

制御棒引抜監視モニ
タ

ＭＲBＭ盤

C51-NE-
007

40／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

放射線管理設備 ﾌﾟﾛｾｽﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
設備

排ｶﾞｽ放射線ﾓﾆﾀ（除
湿冷却器出口）

D11-RE-
001

- クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

排ｶﾞｽ線形放射線ﾓﾆ
ﾀ

D11-RE-
002

- クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ蒸気復水器及
び復水器真空ﾎﾟﾝﾌﾟ
排ｶﾞｽ放射線ﾓﾆﾀ

D11-RE-
026

- ノンクラス C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

放射線管理設備 ﾌﾟﾛｾｽﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
設備

A ノンクラス C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B ノンクラス C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C ノンクラス C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D ノンクラス C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

A ノンクラス C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B ノンクラス C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C ノンクラス C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

原子炉補機冷却水
系放射線ﾓﾆﾀ

非常用排ｶﾞｽ処理系
排ｶﾞｽ放射線ﾓﾆﾀ
(SCIN)

排ｶﾞｽ放射線ﾓﾆﾀ（ﾎ-
ﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ塔出口）

非常用排ｶﾞｽ処理系
排ｶﾞｽ放射線ﾓﾆﾀ(IC)

気体廃棄物処理系
設備ｴﾘｱ排気放射線
ﾓﾆﾀ

D11-RE-
016

D11-RE-
052

D11-RE-
037

D11-RE-
058

D11-RE-
068

排気筒放射線ﾓﾆﾀ
(IC)

排気筒放射線ﾓﾆﾀ
(SCIN)

D11-RE-
062

D11-RE-
047

41／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

放射線管理設備 ﾌﾟﾛｾｽﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
設備

A クラス2 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス2 A

異常なし 異常あり※ - - - □ 異常あり※ 否 良
（対策完了）

※対数線量率計から記録計への出力信号が
出力用可変抵抗器付近の打振によりふらつく
ことを確認した。可変抵抗器の外観に異常は
なく，同一部位に取り付けられている他の可変
抵抗器からの信号に異常が見られないことか
ら，地震の影響ではなく当該可変抵抗器の経
年的な劣化事象と考えられる。当該可変抵抗
器の交換を実施した。

A クラス2 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

B クラス2 A

異常なし 異常なし - - - - - 良 良

漏えい検出系ﾀﾞｽﾄ放
射線ﾓﾆﾀ

E31-RE-
152

- ノンクラス C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

ドライウェルドレン放
射線モニタ(ＬCＷ)

D11-RE-
089

- ノンクラス C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

ドライウェルドレン放
射線モニタ(ＨCＷ)

D11-RE-
090

- ノンクラス C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

排ガス放射線モニタ
（排ガス除湿冷却器
出口）　サンプルチェ
ンバラック

H22-P315 - クラス3 C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

H22-P324 - クラス3 C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

H22-P325 - クラス3 C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ蒸気復水器及
び復水器真空ﾎﾟﾝﾌﾟ
排ｶﾞｽ放射線ﾓﾆﾀｶﾞｽ
ｻﾝﾌﾟﾗﾗｯｸ

H22-P312 - ノンクラス C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

H22-P330 - クラス3 C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

H22-P331 - クラス3 C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

H22-P332 - クラス3 C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

H22-P333 - クラス3 C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

H22-P349 - クラス3 C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

H22-P350 - クラス3 C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

漏えい検出系ﾀﾞｽﾄ放
射線ﾓﾆﾀﾗｯｸ

H22-P300 - ノンクラス C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

＊燃料取替エリア排気放射線モ
ニタにて代表

排気筒放射線ﾓﾆﾀｻ
ﾝﾌﾟﾙﾁｪﾝﾊﾞﾗｯｸ

格納容器内雰囲気
放射線ﾓﾆﾀﾄﾞﾗｲｳｪﾙ

排気筒放射線ﾓﾆﾀｶﾞ
ｽｻﾝﾌﾟﾗﾗｯｸ

非常用ｶﾞｽ処理系排
ｶﾞｽ放射線ﾓﾆﾀｶﾞｽｻﾝ
ﾌﾟﾗﾗｯｸ

排ガス放射線モニタ
（活性炭ﾎｰﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ
塔出口）ガスサンプラ
ラック

格納容器内雰囲気
放射線ﾓﾆﾀｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ
ﾁｪﾝﾊﾞ

D23-RE-
005

D23-RE-
006

-＊ 良＊

42／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

放射線管理設備 R/B　4F　北西側ｴﾘｱ D21-RE-
001

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D21-RE-
002

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D21-RE-
003

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

原子炉区域 D21-RE-
004

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D21-RE-
005

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R/B　4F　南東側ｴﾘｱ D21-RE-
006

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

MSIV/SRV　ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ
室

D21-RE-
007

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R/B　3F　南東側ｴﾘｱ D21-RE-
008

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R/B　2F　北西側ｴﾘｱ D21-RE-
009

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R/B　2F　南東側ｴﾘｱ D21-RE-
010

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R/B　1F　北西側ｴﾘｱ D21-RE-
011

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R/B　機器搬出入口 D21-RE-
012

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R/B　1F　南東側ｴﾘｱ D21-RE-
013

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

原子炉冷却材浄化
系操作ｴﾘｱ

D21-RE-
014

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

炉水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ室 D21-RE-
015

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D21-RE-
016

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D21-RE-
017

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R/B　B1F　南東側ｴﾘ
ｱ

D21-RE-
018

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

TIP駆動装置室 D21-RE-
019

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

TIP装置室 D21-RE-
020

- クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

CRD/RIP　補修室 D21-RE-
021

- クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R/B　B2F　南東側ｴﾘ
ｱ

D21-RE-
022

- クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D21-RE-
023

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D21-RE-
024

- クラス3 C
異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

R/B　B3F　南東側ｴﾘ
ｱ

D21-RE-
025

- クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

燃料貯蔵ﾌﾟ-ﾙｴﾘｱ

エリアモニタリン
グ設備（原子炉
建屋放射線モニ
タ）

CRD水圧制御ﾕﾆｯﾄｴ
ﾘｱ

計装ﾗｯｸ室

43／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

T/B　ｵﾍﾟﾚ-ﾃｨﾝｸﾞﾌﾛ
ｱ北側ｴﾘｱ

D21-RE-
026

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T/B　ｵﾍﾟﾚ-ﾃｨﾝｸﾞﾌﾛ
ｱ南側ｴﾘｱ

D21-RE-
027

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T/B　1F　東側通路 D21-RE-
028

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T/B　機器搬出入口 D21-RE-
029

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T/B　B1F　北東側ｴﾘ
ｱ

D21-RE-
030

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

原子炉給水系ｻﾝﾌﾟﾘ
ﾝｸﾞﾗｯｸ室

D21-RE-
031

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

T/B　MB2F　北東側
ｴﾘｱ

D21-RE-
032

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

排ｶﾞｽﾓﾆﾀ室 D21-RE-
033

- クラス3 C

異常なし 異常なし - 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

エリアモニタリン
グ設備（コントロ-
ル建屋放射線モ
ニタ）

中央制御室 D21-RE-
034

- クラス3 C

異常なし 異常なし - - - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

エリアモニタリン
グ設備（タ-ビン
建屋放射線モニ
タ）

放射線管理設備

44／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

原子炉格納施設

- -
ドライウェル
上鏡（フラン
ジプレ-ト）

良 -

- -

下部ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ
ｱｸｾｽﾄﾝﾈﾙ

（原子炉本体
基礎側ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ

ｼﾞｮｲﾝﾄ）

良 -

フランジ
プレ-ト
(X-204)

良 -

スリーブ
(X-210 B, C)

良 -

A クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

C クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

D クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

E クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

F クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

G クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

H クラス1 As
異常なし 異常なし 異常なし - - - - 良 良

ダイヤフラムフロア - - クラス1 A
異常なし - - - - - - 良 シアプレ-ト 良 - 良

ベント管 - - クラス1 A

異常なし - - - - - - 良
ﾘﾀ-ﾝﾗｲﾝの
垂直管との

結合部
良 - 良

原子炉格納容器スプ
レイ管
（ドライウェル側）

- - クラス1 A

異常なし - - - - - - 良 ＊ 良＊ -
＊サプレッションチェンバスプレイ
管にて代表

良

原子炉格納容器スプ
レイ管
（サプレッションチェン
バ側）

- - クラス1 A

異常なし - - - - - - 良 スプレイ管 良 - 良

A クラス1 As
異常なし - 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As
異常なし - 異常なし - - - - 良 良

C クラス1 As
異常なし - 異常なし - - - - 良 良

D クラス1 As
異常なし - 異常なし - - - - 良 良

E クラス1 As
異常なし - 異常なし - - - - 良 良

A クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

B クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

C クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

D クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

E クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＰＴ及びＶＴ実施

F クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＰＴ及びＶＴ実施

G クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

＊ベント管にて代表

原子炉格納容器貫通
部
（配管貫通部）

クラス1

良

良

※ライナー上の塗装の剥離を確認した。
経年劣化と機材接触による剥離であり、地震
の影響によるものではない。母材部の詳細目
視点検を実施し異常なし。補修塗装を実施し
た。

良

否

- 異常なし異常なし

原子炉格納施設

圧力低減装置そ
の他の安全装置

T31-F025

（30）原子炉格納容器及び付属機器

原子炉格納容器
貫通部

高圧動力 X-100

X-101

＊ ＊X-101～X-105にて代表

低圧動力

真空破壊装置
（真空破壊弁）

- 異常なし

原子炉格納容器 T11

-

-

□

- As

- クラス1 As

-

異常あり※

-

-

-

良＊

-

異常なし

良＊

＊

45／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
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判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

原子炉格納施設 A クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

B クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

C クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

D クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

E クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

F クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

G クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

計装 A クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

B クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

C クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

D クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

E クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

X-104 A クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＰＴ及びＶＴ実施

B クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＰＴ及びＶＴ実施

原子炉格納容器
貫通部

計装 X-104 C クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

D クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

E クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＰＴ及びＶＴ実施

F クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＰＴ及びＶＴ実施

G クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

H クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

A クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

B クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

C クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

D クラス1 As
異常なし - 異常なし - - □ 異常なし 良

フランジ
プレ-ト

良 - 良
追加点検にてＶＴ実施

制御・計装 A クラス1 As
異常なし - 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As
異常なし - 異常なし - - - - 良 良

B クラス1 As
異常なし - - - - - - 良

取付部
フランジ

良 - 良

C クラス1 As
異常なし - - - - - - 良

取付部
フランジ

良 - 良

A クラス1 As
異常なし - - - - - - 良

取付部
フランジ

良 - 良

B クラス1 As
異常なし - - - - - - 良

取付部
フランジ

良 - 良

C クラス1 As
異常なし - - - - - - 良

取付部
フランジ

良 - 良

放射線管理設備 生体遮へい装置 原子炉遮へい壁 - - クラス1 B

異常あり※ - - - - □ 異常なし 否 - - - 解析対象外（Bクラス） 良
（対策完了）

※R/B D/W 生体遮へい扉(３４０°人員扉、Ｎ
３Ｄノズル）閉防止ストッパーの地震影響によ
る損傷を確認した。
追加点検において、損傷箇所に対し詳細目視
点検を実施した結果、遮へい機能に影響する
異常は確認されなかった。閉防止ストッパーの
強度を上げ、補修を完了した。

残留熱除去系

X-105

X-300

高圧炉心注水系 高圧炉心注水系スト
レーナ

原子炉格納容器
貫通部

X-103

制御・計装

残留熱除去系スト
レーナ

X-102

原子炉冷却系統設備 E22-D003

E11-D001

＊ 良＊ ＊X-101～X-105にて代表-

46／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

B クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

C クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

D クラス1 As
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良

胴板
脚

良 - 良

E クラス1 As
異常なし - 異常なし - - ○ 異常なし 良

胴板
脚

良 - 良

F クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

G クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

H クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

J クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

K クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

L クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

M クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

N クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

P クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

R クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

S クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

T クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

U クラス1 As
異常なし - 未 - - ○ 異常なし

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

A クラス1 A
異常なし - 未 - - - -

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

C クラス1 A
異常なし - 未 - - - -

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

F クラス1 A
異常なし - 未 - - - -

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

H クラス1 A
異常なし - 未 - - - -

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

L クラス1 A
異常なし - 未 - - - -

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

N クラス1 A
異常なし - 未 - - - -

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

R クラス1 A
異常なし - 未 - - - -

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

T クラス1 A
異常なし - 未 - - - -

胴板
脚

良 -
（ＲＰＶリ-ク試験直前まで本弁取付け及びＮ2
充填を実施しないため（弁体保護のため））

計測制御系統設備 制御棒駆動系 水圧制御ユニット（ｱ
ｷｭﾑﾚｰﾀ）

C12-D004-
125

103 クラス1 As

異常なし※ -※ -※ -※ -※ ○※ 異常なし※
フレ-ム

取付ボルト
良 -

※水圧制御ユニットとして制御棒駆動機構と
合わせて評価

主蒸気逃がし安全弁
逃がし弁機能用ア
キュムレータ

主蒸気系

B21-A003

原子炉冷却系統設備

主蒸気逃がし安全弁
自動減圧機能用ア
キュムレータ

（31）アキュームレータ
B21-A004

47／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

A クラス2 B
異常なし 未 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし - - - 解析対象外（Bクラス）

（機能確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

B クラス2 B
異常なし 未 異常なし 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（機能確認についてはＲＰＶ　Ｌ／Ｔ時に実施）

A クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後漏えい確認実施予定）

B クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後漏えい確認実施予定）

C クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

（給復水系水張り後漏えい確認実施予定）

A クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

(復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予
定)

B クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

(復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予
定)

C クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

(復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予
定)

D クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

(復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予
定)

E クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

(復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予
定)

F クラス3 B
異常なし 未 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス）

(復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予
定)

復水脱塩装置陽イオ
ン樹脂再生塔

N27-D003 - ノンクラス B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

復水脱塩装置陰イオ
ン樹脂再生塔

N27-D004 - ノンクラス B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 基礎ボルト 良 - 良

B クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 基礎ボルト 良 - 良

D クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 基礎ボルト 良 - 良

E クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 基礎ボルト 良 - 良

C クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

F クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 良

A クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

非常用ガス処理
系

非常用ガス処理系
フィルタ（乾燥装置、
フィルタ装置）

T22-D002 - クラス1 A

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常あり 否
取付ボルト
基礎ボルト

良 - 良

基礎ボルトのトルク確認により施工目標値か
らのトルク低下事象が認められたが，緩め方
向のトルク確認により締結力が喪失していな
いことを確認した。

中央制御室換
気空調系

中央制御室再循環
フィルタ（フィルタ装
置）

U41-B603 - クラス1 A

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 基礎ボルト 良 - 良

N21-D022 - クラス3 B 異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

N21-D023 - クラス3 B 異常なし - - - - ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

蒸気タービンに
附属する熱交換
器

蒸気式空気抽出器 N21-B007 - クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 C 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

B クラス3 C 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

C クラス3 C 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

D クラス3 C 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

P52-D012

N27-D001

復水器

計測制御系統設備

（32）ろ過脱塩器

＊

復水浄化系

（33）ストレーナ、フィルタ

サクションフィルタ

燃料プール冷却
浄化系

原子炉冷却材浄
化系

原子炉冷却材浄化系
ろ過脱塩器

（34）空気抽出器
蒸気タービン設備

原子炉冷却系統設備

G31-Ｄ003

燃料プール冷却浄化
系ろ過脱塩器

原子炉冷却系統設備

原子炉補機冷却
水系（原子炉補
機冷却海水系含
む）

N26-D001

C12-D001

C12-D002

P41-D001原子炉補機冷却海
水系ストレーナ

復水ろ過装置復水ろ
過器

G41-D003

復水脱塩装置復水脱
塩塔

制御棒駆動系

起動・停止用蒸気式
空気抽出器

放射線管理設備

駆動水フィルタ

計装用圧縮空気系
除湿装置除湿塔

計装用圧縮空気
系

計測制御系統設備

（35）除湿塔

＊
原子炉補機冷却海水系ストレー
ナA, B, D, Eにて代表

-良＊

48／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

制御棒駆動系 水圧制御ユニット（窒
素容器）

C12-D004-
128

103 クラス1 As

異常なし※ -※ -※ 異常なし※ 未※ -※ -※
フレ-ム

取付ボルト
良 -

※水圧制御ユニットとして制御棒駆動機構と
合わせて評価
ウォークダウン時、異常なし

ほう酸水注入系 ほう酸水注入系貯蔵
タンク

C41-A001 - クラス1 A

異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 基礎ボルト 良 - 良

A クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

C クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

D クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

E クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

ドライウェル低電導
度廃液サンプ

K11-A001 - クラス3 B
異常なし - 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

ドライウェル高電導
度廃液サンプ

K11-A101 - クラス3 B
異常なし - 異常なし - - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉冷却材浄化
系逆洗水受タンク

K21-A001 - クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

復水浄化系逆洗水
受タンク

K21-A051 - クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A1 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A2 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B1 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B2 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A1 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A2 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

N22-A004 B1 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B2 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A1 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A2 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B1 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B2 クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

低圧ドレンタンク N22-A002 - クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

高圧ドレンタンク N22-A001 - クラス3 B
異常なし - - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

計測制御系統設備 計装用圧縮空
気系

計装用圧縮空気系
空気貯槽

P52-A001 - クラス3 C
異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

N22-A004

液体廃棄物処理
系

湿分分離加熱器
（湿分分離器ドレンタ
ンク）

K11-A102

計測制御系統設備

N22-A005

蒸気タービンに
附属する管

湿分分離加熱器
（第2段加熱器ドレン
タンク)

湿分分離加熱器
（第1段加熱器ドレン
タンク)

N22-A003

N22-A005

廃棄設備

廃棄設備 廃スラッジ系

原子炉冷却系統設備 給水加熱器ドレ
ンベント系

蒸気タービン設備

（36）タンク

原子炉建屋低電導
度廃液サンプ

原子炉建屋高電導
度廃液サンプ

K11-A002

49／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

気体廃棄物処理系
排ガス再結合器

N62-D001 - クラス2 B

異常なし - 未 異常あり※ 異常あり※ □ 異常なし 否 - - - 解析対象外（Bクラス）

※ベースプレートの詳細目視点検を行った結
果，ベースプレートのボルト穴部に基礎ボルト
との接触痕、傷、損傷等の異常は確認されな
かった。基礎ボルトについては非破壊試験（超
音波探傷試験）を実施し異常のないことを確
認した。
(復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予
定)

A クラス2 B 異常なし - 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス） (復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予定)

B クラス2 B 異常なし - 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス） (復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予定)

C クラス2 B 異常なし - 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス） (復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予定)

D クラス2 B 異常なし - 未 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Bクラス） (復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予定)

気体廃棄物処理系
排ガスフィルタ

N62-D003 - クラス2 B
異常なし - 未 異常なし 異常なし - -

(復水器インリ-ク試験時に漏えい確認実施予定)

A クラス2 B 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス2 B 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

A クラス3 B 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

B クラス3 B 異常なし - 異常なし 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

液体廃棄物処
理系

気体廃棄物処
理系

廃棄設備

N62-A001

K11-A051

気体廃棄物処理系
活性炭式希ガスホー
ルドアップ塔

タービン建屋低電導
度廃液サンプ

タービン建屋高電導
度廃液サンプ

気体廃棄物処理系
排ガス循環水タンク

N62-D002

K11-A151

50／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

計測制御系統設備 原子炉系（Ⅰ）計装
ﾗｯｸ

H22-P001 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉系（Ⅱ）計装
ﾗｯｸ

H22-P002 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉系（Ⅲ）計装
ﾗｯｸ

H22-P003 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉系（Ⅳ）計装
ﾗｯｸ

H22-P004 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

炉心流量（Ⅰ）計装
ﾗｯｸ

H22-P005 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

炉心流量（Ⅱ）計装
ﾗｯｸ

H22-P006 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

炉心流量（Ⅲ）計装
ﾗｯｸ

H22-P007 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

炉心流量（Ⅳ）計装
ﾗｯｸ

H22-P008 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

主蒸気流量(Ⅰ)計装
ラック

H22-P009 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

主蒸気流量(Ⅱ)計装
ラック

H22-P010 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

主蒸気流量(Ⅲ)計装
ラック

H22-P011 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

主蒸気流量(Ⅳ)計装
ラック

H22-P012 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

残留熱除去系(A)計
装ﾗｯｸ

H22-P030 - クラス2 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

残留熱除去系(B)計
装ﾗｯｸ

H22-P031 - クラス2 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

残留熱除去系(C)計
装ﾗｯｸ

H22-P032 - クラス2 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

高圧炉心注水系(B)
計装ﾗｯｸ

H22-P033 - クラス2 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

高圧炉心注水系(C)
計装ﾗｯｸ

H22-P034 - クラス2 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉隔離時冷
却系

原子炉隔離時冷却
系（原子炉冷却水
系）計装ﾗｯｸ

H22-P037 - クラス2 As

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

主蒸気系（主蒸
気圧力）

主蒸気圧力計装ﾗｯｸ H22-P200 - ノンクラス B
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

給水系（給水流
量）

原子炉給水流量計
器架台

H22-P834 - クラス3 B
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

復水系（復水流
量）

復水流量計器架台 H22-P806 - ノンクラス B
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

給水加熱器ﾄﾞﾚﾝ
系　高圧ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝ
ﾌﾟ吐出流量

ＨＰＤＰ　計装ラック H22-P212 - ノンクラス B
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Bクラス） 良

原子炉冷却材浄
化系　ろ過脱塩
器導電率

原子炉水導電率計
ラック

H22-P454 - ノンクラス C
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

復水浄化系　復
水ろ過装置入口
導電率

復水浄化系導電率
計ラック

H22-P511 - ノンクラス C

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

高圧炉心注水系

原子炉系炉心流
量
炉心流量急減

原子炉系主蒸気
管流量
主蒸気管流量大

原子炉水位
原子炉圧力
原子炉水位低
原子炉圧力高

残留熱除去系
（系統流量）

（37）計装ラック

取付ボルト＊ 良＊ - ＊形状毎の代表を評価

51／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

計測制御系統設備 H22-P839 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

H22-P840 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

H22-P841 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

H22-P842 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉保護用主蒸
気圧力（A）計器架台

H22-P800 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉保護用主蒸
気圧力（B）計器架台

H22-P801 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉保護用主蒸
気圧力（C）計器架台

H22-P802 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉保護用主蒸
気圧力（Ｄ）計器架台

H22-P803 - クラス1 As
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉保護用復水
器器内圧力（A）計器
架台

H22-P857 - クラス1 As

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉保護用復水
器器内圧力（B）計器
架台

H22-P858 - クラス1 As

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉保護用復水
器器内圧力（C）計器
架台

H22-P859 - クラス1 As

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

原子炉保護用復水
器器内圧力（Ｄ）計器
架台

H22-P860 - クラス1 As

異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 良

水素ガス計装ラック H22-P225 - クラス3 C
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

固定子冷却水計装
ラック

H22-P226 - クラス3 C
異常なし - 異常なし 異常なし - - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

主蒸気管圧力低

復水器真空度低

発電機（保護継
電装置の種類）

電気設備

蒸気加減弁急速
閉

原子炉保護用加減
弁急閉計器ラック

- ＊形状毎の代表を評価取付ボルト＊ 良＊

52／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　
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動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

圧力制御 主タービンEHC盤 H12-P685 - クラス3 C 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

原子炉再循環流
量制御

原子炉再循環流量制
御系盤

H11-P612-
2

- クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

給水制御 原子炉給水制御系盤 H11-P612-
1

- クラス3 C 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

1 クラス3 C 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

2 クラス3 C 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

1 クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

2 クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

3 クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

4 クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

1 クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

2 クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

3 クラス1 As 異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 良

廃棄設備 廃スラッジ系 CＵＷ逆洗水受タンク
制御盤

H21-P044 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

漏えい検出装置
及び警報装置

Ｒ／B床漏えい検出現
場盤

H21-P670-
1

- ノンクラス C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし ○ 異常なし 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

Ｔ／B床漏えい検出現
場盤

H21-P671 - ノンクラス C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

電気設備 6．9ｋＶ メタクラ 7A-1 M/C7A-1 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

6．9ｋＶ メタクラ 7A-2 M/C7A-2 - クラス2 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

6．9ｋＶ メタクラ 7B-1 M/C7B-1 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

6．9ｋＶ メタクラ 7B-2 M/C7B-2 - クラス2 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

6．9ｋＶ メタクラ 7C M/C7C - クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - 良 真空遮断器について評価 良

6．9ｋＶ メタクラ 7Ｄ M/C7D - クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - 良 真空遮断器について評価 良

6．9ｋＶ メタクラ 7Ｅ M/C7E - クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - 良 真空遮断器について評価 良

中性点接地装置
（発電機、主変圧
器）

発電機　NGR盤 H21-P230 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

所内変圧器7A　NGR
盤7A-1

H21-P231 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

所内変圧器7A　NGR
盤7A-2

H21-P233 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

所内変圧器7B　NGR
盤7B-1

H21-P232 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

所内変圧器7B　NGR
盤7B-2

H21-P234 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

電気設備 発電機保護継電器盤 H11-P675-
1

- クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機逆相過電流保
護継電器盤

H11-P737 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

所内変圧器（保護
継電装置の種類）

所内変圧器保護継電
器盤

H11-P675-
2

- クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

主変圧器（保護継
電装置の種類）

主変圧器後備保護盤 - - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機並列用
500kV遮断器

ＯＦｹ-ﾌﾞﾙ表示線保護
盤

H11-P920-
1

- クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

500kV 7号母線保護
継電器盤　1

- - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

500kV 7号母線保護
継電器盤　2

- - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

- A クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

- B クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

発電機脱調分離保護
継電器盤

- - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

計測制御系統設備

制御棒位置制御

安全保護系

発電機（保護継電
装置の種類）

ＥＳＦ盤

制御棒操作監視制御
盤

所内母線受電用
6.9kV遮断器
所内母線-起動母
線連絡用6.9kV遮
断器
所内母線負荷用
6.9kV遮断器
ディーゼル発電
機用6.9kV遮断器
ディ-ゼル発電機
用6.9kV遮断器

安全保護系盤

H11-P615

H11-P661

H11-P662

（保護継電装置の
種類）

中性点接地装置
（所内変圧器）

系統安定化装置

（38）制御盤、電源盤

＊形状毎の代表を評価-良＊
取付ボルト

＊

53／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

非常用予備発電装置 非常用ディ-ゼル発電
機7A 　リアクトル盤
DIV-Ⅰ

A クラス1 As

異常なし 異常なし - 異常あり※ 異常なし - - 否 良

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。

非常用ディ-ゼル発電
機7B　リアクトル盤
DIV-Ⅱ

B クラス1 As

異常なし 異常なし - 異常あり※ 異常なし - - 否 良

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。

非常用ディ-ゼル発電
機7Cリアクトル盤
DIV-Ⅲ

C クラス1 As

異常なし 異常なし - 異常あり※ 異常なし - - 否 良

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。

非常用ディ-ゼル発電
機7A 　中性点接地装
置盤 DIV-Ⅰ

A クラス1 As

異常なし 異常なし - 異常あり※ 異常なし - - 否 良

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。

非常用ディ-ゼル発電
機7B 　中性点接地装
置盤 DIV-Ⅱ

B クラス1 As

異常なし 異常なし - 異常あり※ 異常なし - - 否 良

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。

非常用ディ-ゼル発電
機7C 　中性点接地装
置盤 DIV-Ⅲ

C クラス1 As

異常なし 異常なし - 異常あり※ 異常なし - - 否 良

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。

計測制御系統設備 原子炉冷却材再
循環ポンプ電源
装置

原子炉冷却材再循環
ポンプ 　可変周波数
電源装置(A)

C81-
P001,2,3

A クラス3 C

異常なし 未 - 異常あり※ 異常なし - - 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。（原子炉復旧後
機能確認実施予定）

H21-P603

H21-P606

非常用ディ-ゼル
発電設備
（発電機）

-良＊取付ボルト＊ ＊形状毎の代表を評価

54／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　
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動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

原子炉冷却材再循環
ポンプ 　可変周波数
電源装置(B)

B クラス3 C

異常なし 未 - 異常あり※ 異常なし - - 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。（原子炉復旧後
機能確認実施予定）

原子炉冷却材再循環
ポンプ 可変周波数電
源装置(C)

C クラス3 C

異常なし 未 - 異常あり※ 異常なし - - 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。（原子炉復旧後
機能確認実施予定）

原子炉冷却材再循環
ポンプ 可変周波数電
源装置(D)

D クラス3 C

異常なし 未 - 異常あり※ 異常なし - - 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。（原子炉復旧後
機能確認実施予定）

原子炉冷却材再循環
ポンプ 可変周波数電
源装置(E)

E クラス3 C

異常なし 未 - 異常あり※ 異常なし - - 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。（原子炉復旧後
機能確認実施予定）

原子炉冷却材再循環
ポンプ 可変周波数電
源装置(F)

F クラス3 C

異常なし 未 - 異常あり※ 異常なし - - 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。（原子炉復旧後
機能確認実施予定）

原子炉冷却材再循環
ポンプ 可変周波数電
源装置(G)

G クラス3 C
異常なし 未 - 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Cクラス）

（原子炉復旧後機能確認実施予定）

原子炉冷却材再循環
ポンプ 可変周波数電
源装置(H)

H クラス3 C

異常なし 異常あり※ - 異常なし 異常なし - - 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※出力電圧計の単体試験において、判定基
準逸脱を確認した。経年的な劣化であり、計
器の交換を実施して正常に復旧した。（原子炉
復旧後機能確認実施予定）

原子炉冷却材再循環
ポンプ 可変周波数電
源装置(J)

J クラス3 C

異常なし 未 - 異常あり※ 異常なし - - 否 - - - 解析対象外（Cクラス）

※剥離・剥落等が見られないことから経年的
な事象であると考えられる。また、地震応答解
析の結果は判定基準を満足しているが、地震
による影響は否定できないと判断した。
グラウトは構造強度に影響を及ぼさない部材
（設計上はグラウトは考慮していない）であり、
基本点検にて確認されたひびは剥落に至るよ
うな形状ではないこと及び基礎ボルトの打診
試験結果に異常は無かったことから、構造強
度に影響はないと判断した。（原子炉復旧後
機能確認実施予定）

原子炉冷却材再循環
ポンプ 　可変周波数
電源装置(K)

K クラス3 C
異常なし 未 - 異常なし 異常なし - - - - - 解析対象外（Cクラス）

（原子炉復旧後機能確認実施予定）

原子炉冷却材再
循環ポンプ電源

装置

計測制御系統設備 C81-
P001,2,3

55／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　



柏崎刈羽原子力発電所　第７号機　新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価

動的機能維持評価

目視点検 打診試験 点検
的

点検結果

構造強度評価

作動試験
機能確認

種類
目視
点検

基本点検

基礎ボルト
安全重要度

追加点検

分解点検
非破壊検査

耐震
重要度 漏えい確認

設備点検

点検結果
設備区分（1） 設備区分（2） 機器名称

判定結
果

評価部位

地震応答解析

機器番号
選定理由

総合評価

判定結果

直流250V充電器盤 R42-P003 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

直流250V充電器盤
（予備）

R42-P004 - クラス3 C
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（Cクラス） 良

直流125V充電器盤
7A DIV-Ⅰ

A クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 取付ボルト 良 - 良

直流125V充電器盤
7B DIV-Ⅱ

B クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 取付ボルト 良 - 良

直流125V充電器盤
7C DIV-Ⅲ

C クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 取付ボルト 良 - 良

直流125V充電器盤
7D DIV-Ⅳ

D クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 取付ボルト 良 - 良

直流125V充電器盤
7A・7B予備

A クラス3 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（クラス３） 良

直流125V充電器盤
7C・7D予備

B クラス3 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 - - - 解析対象外（クラス３） 良

バイタル交流電源装
置 7A DIV-Ⅰ

A クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 取付ボルト 良 - 良

バイタル交流電源装
置 7B DIV-Ⅱ

B クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 取付ボルト 良 - 良

バイタル交流電源装
置 7C DIV-Ⅲ

C クラス1 As
異常なし 異常なし - 異常なし 異常なし - - 良 取付ボルト 良 - 良

バイタル交流電源装
置 7D DIV-Ⅳ

D クラス1 As

異常なし 異常あり※ - 異常なし 異常なし □ 異常なし※ 否 取付ボルト 良 - 良
（対策完了）

※作動試験 点検中の施工不良により、基板
内の抵抗器を断線させたため、直流電圧検出
ﾕﾆｯﾄの動作値が管理値を逸脱した。
※追加点検 抵抗器の交換を実施し、正常に
復旧した。

対象機器なし - - - - - - - - - - - - - - - - - -

原子炉本体 炉心 燃料集合体 - 872 クラス1 - 異常なし - - - - - - 良 燃料被覆管 良 - 良

チャンネルボックス - 872 クラス1 As

異常なし※ - - - - - - 良 - -

良
（燃料集合体の相対変位
が、試験により挿入性が
確認された相対変位以
下であることを確認）

良
※（炉内配置及び外観）

バイタル交流電
源設備

R46-P001

（40）燃料体（燃料集合体およびチャンネルボックス）

（39）空調ダクト

その他の発電装置 蓄電池及び充電
器

R42-P006

R42-P008

56／56 （注）　○：予め計画する追加点検　△：解析結果　により実施する追加点検　□：基本点検の結果実施する追加点検　　
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柏崎刈羽原子力発電所 第 7 号機 

目視点検困難で代替点検を実施した箇所 



Ｎｏ 機種名 部位名 分類
点検ができ
ない理由

点検ができない
部位

地震影響確認方法 地震影響確認内容 地震応答
解析の有無

1 原子炉圧力容器
および付属機器

原子炉圧
力容器ドレ
ンノズル

① 狭隘部 原子炉圧力容
器ドレンノズル
（Ｎ１５）

漏えい試験 ・漏えい確認により、損傷の有無は確認可
能である。（規定圧力の半分の圧力による
試験を実施済）
・地震応答解析による評価より，許容応力
内であることを確認している。（解析は、主
要ノズルあるいは比較的裕度が少ないノズ
ルで評価）

○

2 配管 原 子 炉 冷
却 材 浄 化
系
主配管

① 狭隘部 原子炉圧力容
器ドレンノズルと
の取合配管

漏えい試験 ・漏えい確認により、損傷の有無が確認可
能である。（規定圧力の半分の圧力による
試験を実施済）
・地震応答解析による評価より，許容応力
内であることを確認している。（解析は、設
計時の余裕の少ない部位で評価）

○

3 使 用 済 み
燃料プール
浄化系 主
配管

① 埋設 建屋躯体埋設
配管

燃料プールの漏えい
検知管からの漏えい確
認
躯体側と配管側部の
変位想定箇所の目視
点検

・躯体部から出た部分に配管側と躯体側に
変位が発生する可能性が高く，その部位に
ついて目視点検により確認した。
・埋設配管は、燃料プール周辺であり、配管
損傷があった場合、プールの漏えい検知管
より代替的に確認できる。確認したところ異
常は確認されていない。

4 炉内構造物 給 水 系 ス
パージャ配
管

② 狭隘部 サーマルスリー
ブ部

サーマルスリーブに接
続される給水スパー
ジャ及びティー部の目
視点検

・炉内側からの目視点検により、サーマル
スリーブに接続されたティー部及びスパー
ジャの変形等の有無により、当該部の健全
性を確認した。
・地震応答解析による評価より，許容応力
内であることを確認している。

○

5 高圧・低圧
注水スパー
ジャ配管

② 狭隘部 サーマルスリー
ブ部

サーマルスリーブに接
続される高圧・低圧注
水スパージャの及び
ティー部の目視点検

同上 ○

6 原子炉格納容器及
び付属設備

ベント管 ② 狭隘部（水
没部）

垂直管の一部
（水没部）

目視可能範囲の目視
点検

・地震応答解析による最大応力評価点含む
目視可能範囲の結果により当該部に大き
い変形等が無いことは確認可能である。
・地震応答解析の結果、当該部の健全性は
確認している。目視可能な範囲においても
健全性を確認した。

○

7 燃料取替機 走行用レー
ル の 締 付
けボルト

③ 埋設 グラウト内に埋
め込まれている
締付ボルト

モルタル部割れ及び塗
膜の割れ・剥がれの確
認による目視点検

・損傷（基礎ボルトの損傷等）するほどの地
震力を受けた場合、モルタルの割れや塗膜
の割れ、剥れなどを伴うことから、左記の部
位について目視点検を実施し健全性を確認
した。

○

8 計装ラック 基礎ボルト ③ 埋設 計装ラックのモル
タル内に埋め込ま
れている部分（埋
込金物・締付けボ
ルト・基礎ボルト・
チャンネルベース
等）

以下の観点で代替目
視点検
・モルタル部割れの有
無
・塗膜の割れ・剥がれ
の有無
・ベースと筐体とのズレ
の有無
・地震応答解析による
評価

・基礎部はモルタルで打設されており直接
目視することは出来ない。しかし、基礎部が
損傷（基礎ボルトの損傷等）するほどの地
震力を受けた場合、モルタルの割れやベー
スと筐体のずれ、筐体の変形などを伴うこと
から、モルタル部割れの有無等について目
視点検を実施することで基礎部の健全性を
確認している。
・地震応答解析による評価より，許容応力
内であることを確認している。

○

9 循環水ポンプ 基礎ボルト ③ 埋設 グラウト内に埋
め込まれている
締付ボルト

モルタル部割れ状況
確認による目視点検
及び
地震応答解析による
評価

・基礎部はモルタルで打設されており直接
目視することは出来ない。しかし、基礎部が
損傷するほどの地震力を受けた場合、モル
タルの割れの状態を目視点検することで基
礎部の健全性を確認している。
・地震応答解析による評価より，許容応力
内であることを確認している。

○

① 目視点検が不可であるが、他の基本点検または追加点検で地震影響の検出が可能。
② 点検対象の一部の目視点検で，点検対象全体の健全性を確認。
③ コンクリート等への埋設により，点検対象部位周辺の地震影響の検出を行うことにより点検対象部位の健全性を確認。

目視点検困難で代替点検を実施した箇所



添付資料６-１-１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コンクリートの微細なひび割れ確認事象について 
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コンクリートの微細なひび割れ確認事象ついて 
 
 
１．事象の概要 

支持構造物（基礎ボルト）の点検において、定着部の健全性を確認するためコンクリ

ートの目視点検を実施したところ、「非常用ディーゼル発電設備（A）（B）（C）の機関お

よび発電機」のコンクリート部に微細なひび割れが確認されたため、ひび割れ状況を記

録し、基礎ボルトの設計情報を基に考察を行うことによって、本地震により発生したひ

び割れであるか評価を行った。 
評価の結果、確認されたひび割れは本地震によるものではなく、また当該コンクリー

ト部は健全であることを確認した。 
 

２．事象の原因 
点検の結果、確認されたひび割れは添付（１）の通りであった。地震により基礎コン

クリートが損傷する場合、以下の 2 通りの破壊パターンが考えられる。 
・ シヤプレートへの過大な引っ張り力によるコンクリートのコーン状破壊・・・① 
・ 基礎ボルトへの過大なせん断力によるコンクリートのコーン状破壊、あるいはボ

ルトとの複合破壊・・・② 
当該コンクリートに設置された基礎ボルトの設置位置と埋め込み深さから想定される

パターン①および②のひび割れ位置と比較すると添付（２）の通り、今回確認されたひ

び割れとは形状、発生位置が大きく異なっている。 
また、当該設備の基礎ボルト耐力とコンクリート耐力の関係は以下の通りとなり①、

②いずれの破壊パターンにおいても基礎ボルトが先行して損傷する設計となっているこ

とから、コンクリートが先行して破壊するものではない。 
 

 
ここで、当該基礎ボルトについては、「４．４．２ 設備点検の結果」における目視点

検、打診試験により健全であることが確認されており、また「６．３．２ 構造強度評

価結果」における当該機器の地震応答解析による構造強度評価結果からも、以下の通り

評価基準値に対して十分に裕度があることを確認しているため、コンクリートについて

も本地震による損傷は発生していないと考えられる。 
 

非常用ディーゼル発電設備 
 基礎ボルト耐力  コンクリート耐力 想定される破壊モード 

引っ張り力 ８５０ｋN ＜ ８９０ｋN 基礎ボルト塑性変形・破断 
せん断力 ４９１ｋN ＜ ６５２ｋN 基礎ボルトせん断破壊 

表 添６－１ 非常用ディーゼル発電設備における基礎ボルトとコンクリートの耐力比較 
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以上より、ひび割れの形状と発生位置、基礎ボルトとコンクリートの耐力比較、いず

れの観点においても、今回確認されたひび割れは本地震により発生したものではなく、

環境温度の変化などに起因する乾燥収縮が原因であると推測される。 
 

３．健全性評価 
乾燥収縮によるひび割れについては、表面のみに発生するものでありコンクリートの

構造強度に影響しない。発電機側の基礎ボルトについては予め計画する追加点検として

トルク確認を実施しており、その結果が「異常なし」であったことからもコンクリート

内部のシヤプレート付近に損傷がないと考えられる。 
よって、今回確認されたひび割れは構造強度に影響するものではなく、当該コンクリ

ート部は健全であると評価することができる。 
 

４．今後の対策 
以上により今回確認されたひびは微細であり、表面のみの発生と想定できることから、

構造強度上の影響は無いものと考えられるが、今後の保全の観点から、有意なひびにつ

いてはエポキシによる補修を実施する。 
 

５．添付 
（１） 「非常用ディーゼル発電設備（A）（B）（C）の機関および発電機」におけるコ

ンクリート部のひび割れ状況 
（２） 非常用ディーゼル発電設備（A）（B）（C）に想定される破壊パターンと確認さ

れたひび割れ状況 

評価対象設備 評価部位 応力分類 発生応力 
（MPa） 

評価基準値（ⅢAS） 
（MPa） 

ディーゼル機関 基礎ボルト せん断 ２１ １９４ 非常用ディー

ゼル発電設備 発電機 基礎ボルト せん断 ９ １９４ 

表 添６－２ 地震応答解析による非常用ディーゼル発電設備の構造強度評価結果 
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基礎ボルトの建設時施工目標値からのトルク低下事象について 
 

１． 事象の概要 
基礎ボルトの点検は，基本点検として目視点検，打診試験を実施し，追加点検と

して基礎ボルトのトルク確認，ボルト部の超音波探傷試験を計画・実施した。 
基本点検については，すべての機器に対して実施され，目視点検では機器のずれ

やナットの回転などを，打診試験ではナットのガタつきを確認することで，ほとん

どの機器について締結状態の健全性を確認した。 
また，基礎ボルトの締結機能を念のために追加確認することを目的としたトルク

確認※１（予め計画する追加点検）を代表機器に対して実施し，これらの機器におけ

る締結状態を確認した。 
これらの点検によって確認された事象は，以下のとおりである。 
 

■ 基本点検 
基本点検では，打診試験で以下の機器に設置される基礎ボルトの一部にナット

の緩みが確認された。 
・ 原子炉冷却材浄化系再生熱交換器 
・ 気体廃棄物処理系排ガス再結合器 
 

■ 予め計画する追加点検 
予め計画する追加点検では，基礎ボルトのトルク確認を実施し，一部の機器に

トルクの低下が確認された。（表-1 参照） 
 

※１：トルク確認の実施要領 

基礎ボルトは，機器固定として締結機能が喪失しないよう締め付けられていれ

ば問題がなく，締め付けトルクに関しては設計上期待していないことから，建設

時に施工上の目安（以下施工目標値という）として締め付けた値をベースに，以

下の確認を実施する。 

① 施工目標値のトルク（施工管理下限値）による締め付け側の確認 

② 施工目標値の 1%以上のトルクによる緩め側の確認 

健全性確認は，②の点検の結果，締結機能が喪失していないことを以て確認す

る。また，試験員数は，機器に設置される基礎ボルトの 10%とし，①の点検によ

ってトルクの低下が確認された機器には，②の点検を実施する。なお①と②の点

検箇所はそれぞれ別の箇所を選択し実施する。 
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表-1 トルク確認の実施機器と結果について 
トルク確認結果 

（確認された員数） 対象機器 ボルト 
員数 

点検 
員数 

① ② 
備考 

ほう酸水注入系貯蔵タンク 20 2 0 0 ※２ 

非常用ディーゼル発電機（Ａ） 14 2 0 0 ※２ 

残留熱除去系熱交換機（Ａ） 8 2 2 0  

原子炉圧力容器 120 12 11 0  

ほう酸水注入系ポンプ（Ａ） 10 2 0 －  

原子炉冷却材再循環系ＭＧセット（Ａ） 12 2 0 －  

中央制御室送風機（Ａ） 13 2 0 －  

燃料取替エリア排気放射線モニタ（Ａ） 4 2 1 0  

水圧制御ユニット（アキュームレータ） 208 8 0 －  

原子炉冷却材浄化系ろ過脱塩器（Ａ） 8 2 0 －  

非常用ガス処理系フィルタ装置 18 2 2 0  

R/B 床漏えい検出現場盤 4 2 0 －  

※１：点検員数は，それぞれの点検で確認する員数を記載する。 

※２：①の確認の結果良好であったが②の点検を知見拡充の観点から実施した。 

※３：東側ユニットに着目した員数 

  

２． 事象の評価 
（１） 健全性評価 

予め計画する追加点検では，施工目標値での締め付け側のトルク確認によっ

て，残留熱除去系熱交換器，原子炉圧力容器，燃料取替エリア排気放射線モニ

タ，非常用ガス処理系フィルタ装置で建設時からのトルク低下が確認されたが，

施工目標値の 1%以上の緩め側の確認によって，締結力が喪失したボルト・ナッ

トはないことが確認されている。これらの基礎ボルトについては，目視点検お

よび打診試験の結果からも，締結機能を阻害する変形およびナットのゆるみに

関して問題のないことが確認されており，緩め側トルクの確認検査によって締

結機能が維持されていることが確認されたことから，機器の健全性として問題

ないものと評価する。 
 
 
 
 
 

※１ 

※３ 
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基本点検（打診試験）で異常が確認された原子炉冷却材浄化系再生熱交換器

は，8 本中の 2 本の基礎ボルトで緩みが確認され，残る 6 本のボルトの締結力は

維持されていたことが確認されている。また，目視点検の結果から機器の移動

の痕跡が見受けられない（図-1）ため，地震による機器の移動は発生しておらず，

機能上の問題は発生していないものと評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図―１ 原子炉冷却材浄化系再生熱交換器の事象 

 

：ナットの緩みが確認された箇所 

 

固定側 摺動側 

熱交換器 

原子炉冷却材浄化系 
再生熱交換器概略図 

Ａ Ａ 

Ａ－Ａ矢視図 

基礎台 



4 

また，気体廃棄物処理系排ガス再結合器も同様に基本点検（打診試験）で緩

みが確認された機器であり，基礎ボルト 16 本のうち，10 本に緩みが確認され，

残る 6 本のボルトの締結力は維持されていたことが確認されている。また目視

点検の結果で確認された塗装の剥離は，機器移動の痕跡によるものと考えられ

るが，いずれも外側への移動痕であり，胴体の熱膨張の方向に確認されている。

（図-2）排ガス再結合器は，運転中に約 300℃～400℃の温度となることからこ

れらに起因した移動痕と評価した。したがって地震時においては，機器の移動

は発生しておらず，機能上の問題は発生していないものと評価した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお，今回トルクの低下が確認されたボルトについては，ボルトが細径の燃

料取替エリア排気放射線モニタを除き，すべてに対して超音波探傷試験を実施

し，いずれにおいてもねじ部の亀裂発生などの異常は確認されていないことか

らボルト部についても健全性に問題のないものと評価した。また，地震応答解

析の結果からも許容値に対し，十分に裕度があることを確認している。 

図―２ 原子炉冷却材浄化系再生熱交換器の事象 

約φ2m

：ナットの緩みが確認された箇所 
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（２） トルク低下の原因について 
今回の点検でトルク低下が確認された残留熱除去系熱交換器では，基礎部構造を

模擬した試験体での加振試験を実施しており，7 号機における新潟県中越沖地震観

測波に加え，新たに設定される基準地震動相当の地震波，1 号機の観測波の 1.7 倍の

地震波についても入力したが，試験後にトルク低下は確認されていない。 

地震による影響でボルト・ナット締結部の締め付けトルクが低下する原因として，

機器ベースプレートとナットの接触面のずれによるものが考えられるが，気体廃棄

物処理系排ガス再結合器を除いて，トルク低下が確認された機器では， 

・ 目視点検の結果から塗装の割れなど，機器がずれた痕跡が見受けられないこと 

・ 基礎ボルトが複数ある機器で，全てのボルトに緩みが確認されていないこと 

などから，機器のずれが発生したことは考えられない。 

これらを踏まえると起動停止に伴う熱変形の繰り返しなどの経年的な影響などに

起因してボルト・ナット締結部がなじみ，締め付けトルクが低下したものと推測さ

れる。また原子炉圧力容器では，これらの原因に加え，ボルト本数が多く，据付施

工において周辺（隣接）ボルトの締付けによる影響（隣接ボルト締め付けによる干

渉）を受けたことによりボルト・ナット締結部の締め付けトルク値のバラツキが大

きくなったことも考えられる。 

一方，気体廃棄物処理系排ガス再結合器では，4 体の基礎台のうち，対角 2 体

の基礎台では，設置される 4 本の基礎ボルトがすべて緩んだ状態であった。点

検の記録から地震による移動痕が確認されていないことから，地震による影響

によって緩んだ可能性は低いと考えられるものの，地震による影響を否定する

結果は得られていない。しかし，熱膨張による移動痕が確認されていることか

ら，通常の運転停止に伴う熱膨張によって機器ベースプレートとナットの接触面

のずれが発生し，本事象に至った可能性が高いものと推測される。 

 

３． 今後の対策 
施工目標値に対して，確認されたボルト・ナット締結部の締め付けトルク値のバラ

ツキが大きいことから，ボルト・ナット締結部の締め付けトルク低下が確認された機

器については，施工目標値までの再締め付けを実施する。その際，ボルト本数が多い

機器では隣接ボルト締め付けによる干渉の影響が推測されるので，目標トルクでの締

め付けを複数回周回で行い，目標トルク設定を確実に行うようにする。また，経年的

な影響を考慮する観点から，施工目標値までの締め付けを本格点検等に合わせて実施

するよう保全プログラムの改善を実施する。 
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図―３ 原子炉圧力容器の目視点検状況（参考） 

図―４ 残留熱除去系熱交換器の目視点検状況（参考） 

鏡 

図―５ 非常用ガス処理系フィルタ装置 

の目視点検状況（参考） 
図―６ 燃料取替エリア排気放射線モニタ（Ａ）

の目視点検状況（参考） 
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支持構造物で確認された事象の概要について 

 

１．はじめに 

 7 号機の架構レストレイント，スナッバー，ハンガー等の配管支持構造物に対して，

これまで，地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した目視点検を実施してきた。 

 設備点検の結果，3 件の事象（「主蒸気系配管架構レストレイントのひび」「残留熱除

去系配管リジットハンガの緩み」「給水系配管スプリングハンガ指示値の変化」）が確

認されたが，いずれも地震に起因する事象ではなく，また，健全性に影響を与えるも

のではないことを確認した。 

 

２．事象の評価 

２．１ 主蒸気配管系架構レストレイントのひび 

（１）事象の概要 

基本点検における目視点検にて，主蒸気系配管の主蒸気隔離弁出口付近の配管架

構レストレイントにひび割れを確認した。架構レストレイントの変形は確認されな

かった。 

原因究明のため，損傷箇所に対し追加点検として詳細目視点検を実施した結果，

ひび割れは溶接部近傍に発生しており，開口部に塗料の付着が確認された（図-1 参

照）。 

 

（２）原因究明 

 架構レストレイントについては，地震による損傷形態として，配管からの反力の

増大による変形や，割れを想定している。 

 本件では，詳細点検の結果として，ひびの開口部に塗料の付着が確認されている

ことから，地震の発生以前より当該のひびが発生していたものである。 

 また，配管反力による荷重方向と，ひびの発生位置が一致しておらず，当該ひび

については，配管反力によるものではなく溶接割れであるものと推定した。 

 

（３）健全性評価及び対応策 

 新潟県中越沖地震による地震荷重（配管反力）を受けているにもかかわらず，当

該ひびの先端には進展した形跡がないことから（先端まで塗料の付着が見られるこ

とから），構造強度に問題が生じる状況ではなかったものと考えられる。 

 なお，当該ひびについては，補修を行うことで対応する。 
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図-1 主蒸気配管系架構レストレイント 

ひび割れ位置 

ひび割れ詳細 

ひびの開口部に塗料の付

着が確認された。 
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２．２ その他 

前項の他，配管支持構造物の事象として，「残留熱除去系配管リジットハンガの緩み」

「給水系配管スプリングハンガ指示値の変化」が設備点検の結果として確認された。 

 

（１）残留熱除去系配管リジットハンガの緩み（図-2 参照） 

 基本点検における目視点検にて，残留熱除去系配管（A 系，B 系とも）の熱交換器

入口付近のリジットハンガにおいて，ロッドに緩みを確認した。これは，本来手で

動かした程度では移動しないロッドが、クレビス内で移動するものであり，リジッ

トハンガおよび配管自体に問題があるわけではない。 

ターンバックル，リジットハンガロッドの曲がり，フック部の変形，各溶接部に

割れなど，リジットハンガ自体に異常が認められていないこと，ならびに，その他

の配管支持構造物（当該リジットハンガの近傍の支持構造物を含む）の点検におい

て不具合は確認されていないことから，新潟県中越沖地震において配管に過大な地

震力が負荷され，大きな配管反力がサポートに入力されたものではないものと考え

られる。 

配管は地震に対して当該リジットハンガの拘束を期待していない（解析上は拘束

無）ため，当該の状況においても，地震に対して構造上の影響を与えることはない

が，通常の保全対策と同様，ターンバックルの調整を行うことで対応する。 

（２）給水系配管スプリングハンガ指示値の変化（図-3 参照） 

基本点検における目視点検にて，復水給水系配管（A 系，B 系とも）のスプリング

ハンガのインディケータ指示値が設計値と相違していることが確認された。復水給

水系配管スプリングハンガのインディケータ指示値の変化については，通常運転中

においても見られる事象であるとともに，ハンガロッド，パイプラグ等のスプリン

グハンガ構成部品に曲がり，損傷は認められず，ターンバックル，ナットに緩みが

ないこと，配管の外観点検でも変形が認められないことからから地震による影響で

はないものと判断した。さらに，当該配管系の地震応答解析の結果も良好であるこ

とから，地震の影響ではないと判断した。 

当該事象に対しては，通常の保全対策と同様，スプリングハンガの位置をターン

バックルで調整することで対応する。 
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リジットハンガ全景 

ターンバックル部 

フック部 

Ａ系（RH-RHR-R034） 

リジットハンガ全景 

ターンバックル部 

フック部 

図-2 残留熱除去系配管リジットハンガ 

リジットハンガロッド 

B 系（RH-RHR-R059） 

リジットハンガロッド 

フック部と配管側ピンとの間に間

隙が確認された。 

フック部と配管側ピンとの間に間

隙が確認された。 

クレビス 

クレビス 
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ラグとスプリングハンガ 
の接続部品 

インディケータ指示値 

スプリングハンガ全景 

ハンガロッド 

ターンバックル 

パイプクランプ 

Ａ系（SH-FDW-R009） 

Ｂ系（SH-FDW-R011） 

スプリングハンガ全景 

ハンガロッド ターンバックル 

インディケータ指示値 

ラグとスプリングハンガ 
の接続部品 

図-3 給水系配管スプリングハンガ 

    ：今回の測定値 
   ：設計値（cold）

    ：今回の測定値 
   ：設計値（cold）

ラグ 

接続部品 
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主タービンに確認された事象の概要について 

 
 

 
１．事象の概要 
 

蒸気タービンは駆動源及び内包する流体が蒸気であるため，プラント停止中に作動試験や運転圧に

よる漏洩確認ができない設備であることから，予め計画する追加点検（分解点検）を実施した。これ

により確認された主な不適合は以下の通り。 
 （１）高・低圧タービンの動翼－静翼の接触（添付－１参照） 

・ 高・低圧タービンの一部に動翼と静翼の接触痕が確認された。 
・ 高圧タービンと低圧タービンの被害状況を比較すると，高圧タービンの方が被害の程度が小

さいことが確認された。 
・ 低圧タービン(A) (B) (C)の同じ段落の翼の被害を比較すると，スラスト軸受（主タービンの軸

を軸方向に拘束する軸受）から離れるほど，被害の程度が小さいことが確認された。 
  （２）オイルシールリング，中間軸受台の損傷（添付－２参照） 

・ スラスト軸受（主タービンの軸を軸方向に拘束する軸受）に取付られているオイルシールリ

ングの折損が確認された。 
・ 中間軸受台の固定キー（中間軸受台を基礎に固定）に変形が確認された。 

（３）ジャーナル軸受及び軸受油切り，タービンロータの損傷（添付－２参照） 
・ ジャーナル軸受（主タービンの軸荷重を支持する上下 2 分割の軸受）の上半側に軽微な接触

痕が確認された。 
・ 軸受油切の歯（軸受台内の潤滑油漏洩防止）とタービンロータに軽微な接触痕が確認された。 

  （４）動翼フォーク部（翼植込み部）の一部折損（添付－３参照） 
詳細点検で，低圧タービン (C)第14段の動翼フォーク部の止めピンの超音波探傷試験を実施し

たところ欠陥指示が確認されたことから，さらなる追加点検として翼植込み部の目視点検及び非

破壊検査を行った結果，低圧タービンの第１４段のフォーク部において2本の折損が確認される

とともに，第１４段から第１６段まで磁粉指示模様が確認された（第 14 段：90 枚／912 枚，第

15段：1枚／756枚，第16段96枚／780枚）。 
 
２．原因究明 
 

２．１高圧及び低圧タービンの動翼－静翼の接触について（添付－４参照） 
（１）高圧及び低圧タービンの損傷の要因について 

本事象は地震での揺れが，動翼（ロータ）と静翼（車室）に伝わる間の相対的な変位により発

生したものと推定される。 
以下にタービン基礎から動翼，静翼への揺れの伝わり方を示す。 

    ａ．動翼 
動翼は高圧タービン・低圧タービンともタービンロータに取付けられており，タービンロー

タは高圧タービンと低圧タービン(A)の間に設けられたスラスト軸受で軸方向に拘束されてい

る。スラスト軸受は中間軸受台に固定され，中間軸受台は固定キーでタービン基礎に固定され

ている。地震時のタービン基礎の揺れは，中間軸受台，スラスト軸受，タービンロータの順に

タービンロータに取付けられた動翼へと伝わる。 
    ｂ．静翼（高圧タービン側） 

静翼（高圧タービン側）は，高圧車室に固定され，高圧車室はスラスト軸受と同じ中間軸受

台に固定されている。地震時のタービン基礎が揺れは，中間軸受台，高圧車室を通じて静翼へ

と伝わる。 
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    ｃ．静翼（低圧タービン側） 
静翼（低圧タービン側）は，低圧内部車室に固定され，低圧内部車室は固定キーで低圧外部

車室に固定されている。低圧外部車室は固定キーでタービン基礎に固定されている。地震時の

タービン基礎の揺れは，低圧外部車室，低圧内部車室，静翼へと伝わる。 
 
なお，高・低圧タービンの動翼－静翼の接触事象についてFEM 解析を実施したことにより，

スラスト軸受及び低圧内部車室固定キーの変形が動翼－静翼の相対的な変位に対する寄与が大

きいこと，今回の接触事象は軸方向の地震加速度が大きかったため発生したこと，Ｂクラス地

震では接触が発生しないことが結果として得られた。（別紙－１参照） 
（２） 高圧タービンと低圧タービンの被害状況の違いについて 

高圧タービンと低圧タービンの被害状況の違いについては，高圧タービンと低圧タービンの

支持構造の違いによるものと推定される。 
高圧タービン：静翼を固定する高圧車室と動翼を固定するタービンロータはスラスト軸

受を介して，ともに中間軸受台に固定されていることから，静翼と動翼

の揺れの位相差が小さかったと推定される。 
低圧タービン：静翼を固定する低圧内部車室は低圧外部車室にキーで固定されている。

一方，動翼はタービンロータに固定され，スラスト軸受を介して，中間

軸受台に固定されている。低圧外部車室はスラスト軸受を固定する中間

軸受台とは独立して，基礎に固定されているため，位相差が大きかった

と推定される。 
これにより，低圧タービンより高圧タービンの方が被害の程度が小さかったものと推定される。 

（３） 低圧タービン (A) (B) (C) の被害状況の違いについて 
低圧タービン(A) (B) (C)の同じ段落で翼の被害状況の違いは，動翼－静翼の間隔（クリアラン

ス）の違いによるものと推定される。動翼－静翼の間隔管理値はスラスト軸受から離れるに従

い，熱伸びを考慮して大きくしている。これにより，低圧タービン(A) (B) (C)の同じ段落の翼の

被害を比較するとスラスト軸受から離れるほど，被害の程度が小さかったと考えられる。 
 

２．２動翼フォーク部（翼付け根部）の一部折損について（添付－５参照） 
 
（１） 動翼折損部の金属破面調査結果 

低圧タービン第 14 段の折損部について破面調査を行った結果，高サイクル疲労破面におい

て見られるビーチマーク及びストライエーション状模様が確認された。また，破面には酸化皮

膜が形成されていることを確認した。 
（２） 第14段磁粉探傷指示模様箇所の金属破面調査結果 

低圧タービン第14段の磁粉探傷指示模様部について破面調査を行った結果，高サイクル疲労

破面に見られるようなビーチマーク及びストライエーション状模様が確認された。また，破面

には酸化皮膜が形成されていることを確認した。 
（３） 第16段磁粉探傷指示模様箇所の金属調査結果 

低圧タービン第16段の磁粉探傷指示模様部については破面調査を行った結果，高サイクル疲

労破面に見られるようなビーチマークが確認された。また，破面には酸化皮膜が形成されてい

ることを確認した。 
（４） 調査結果のまとめ 

・ 第 14 段及び 16 段については磁粉指示模様の発生が確認されており，運転又は設計に起因し

た要因があるものと考えられる。 
・ 当該部には高サイクル疲労破面に見られるようなビーチマークおよびストライエーション状

模様が確認された。また，破面の表面には酸化皮膜も形成されていたことから，今回のプラ

ント停止（地震発生）以前に高サイクル疲労により損傷に至ったものと考えられる。 
・ 第15段は指示が微小であり，かつ，指示模様の発生が見られず第14段および第16段と様相

が異なる。製造過程や翼の取り外し作業等において生じたものと考えられる。 
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３．健全性評価及び今後の対応 
 

（１） 地震影響による損傷に対する評価 
高・低圧タービンの動翼－静翼の接触，オイルシールリングおよび中間軸受台の損傷，ジャ

ーナル軸受及び軸受油切りの損傷については，地震の影響により発生したものと考えられる。

地震発生時，主タービンは非常停止の信号を発生し，異常なく停止したことから，これらの損

傷は主タービンの非常停止機能等に影響するものではなかった。従って，各部の機器の損傷に

応じて取替え又は補修を行うこととする。 
・ 地震の影響にて損傷した動翼の新規交換を実施する（新規交換をする翼：低圧タービン (A)：

10段11段12段，低圧タービン (B)：10段） 
・ オイルシールリング及び軸受油切り歯の取替，中間軸受台キーの修理，ジャーナル軸受及び

タービンロータの手入れ修理を実施する。 
（２） 動翼フォーク部（翼植え込み部）の一部折損について 

調査の結果から当該事象は，今回の地震の影響では無いと考えられる。当社において詳細な

原因究明，対策等を検討した結果を別途公表する。 
 

４．＜参考＞6号機の状況について（添付－６参照） 
 

（１） ７号機同様，動翼フォーク部（翼植え込み部）欠陥指示模様が下記の通り確認されている。 
・低圧タービン (A) 第14段 
・低圧タービン (B) 第14段および第16段 
・低圧タービン (C) 第14段および第16段 

（２） 詳細調査の結果，7号機同様高サイクル疲労破面に見られるビーチマーク等確認され，また酸

化皮膜が形成されていることをから，6号機に関しても，地震発生以前に高サイクル疲労によ

り，発生したものと考えられる。 
（３） 調査結果から当該事象は，今回の地震の影響では無いと考えられる。当社において詳細な原因

究明，対策等を検討した結果を別途公表する。 
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添付－１ 

高・低圧タービンの動翼－静翼の接触状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

接触痕

接触痕

高圧タービン翼接触状況写真 

低圧タービン（Ｃ）低圧タービン（Ｂ）低圧タービン（Ａ）

高圧タービン

スラスト
軸受け

損
傷
の
状
況

小

大

（２）低圧タービンはスラスト軸受けから離れる程被害が小さい

（１）低圧タービンより高圧タービンの方が被害が小さい

大小

高圧タービン 低圧タービン

損傷の状況

低圧タービンのスラスト軸受からの位置

遠近

中間
軸受台

15段 16段
14段13段12段11段15段

16段
14段13段12段11段10段10段

発電機側 タービン側

タービン軸

動
翼

静
翼

15段 16段
14段13段12段11段15段

16段
14段13段12段11段10段10段

発電機側 タービン側

タービン軸

動
翼

静
翼

動
翼

静
翼

タービン軸

シ
ュ
ラ
ウ
ド

ラジアルスピル
ストリップ

動
翼

静
翼

タービン軸

シ
ュ
ラ
ウ
ド

ラジアルスピル
ストリップ

動翼－静翼の構造 

 
動翼 

シュラウド 

静翼 

ラジアルスピルストリップ

静翼 

低圧タービン(A)動翼の摩耗

摩耗 
接触痕 

摩耗 

低圧タービン(B)動翼の摩耗 
低圧タービン(C) 
動翼の接触痕 

接触痕 
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添付－２ 
オイルシールリング，中間軸受台等の損傷 

●７号機　オイルシールリング損傷状況

●７号機　中間軸受台損傷状況

高圧車室上半

①

中間軸受台

中間軸受台基礎部

高圧車室下半

高圧車室上半

①

中間軸受台

中間軸受台基礎部

高圧車室下半

中間軸受台キー変形

オイルシールリング折損

タービン軸

スラスト軸受
オイルシールリング

中間軸受台

第10段タービン側　シュラウド部

●７号機　ジャーナル軸受及び軸受油切り歯、タービンロータの損傷状

況

ジャーナル軸受の軽微な接触痕

軸受油切りの軽微な接触痕

タービン軸（タービンロータ）の軽微な接触痕接触痕

接触痕

軸受油切

ジャーナル軸受

タービン軸（タービンロータ）

軸受ケーシング

概略図

高圧タービン 低圧タービン(A) 低圧タービン(B) 低圧タービン(C)スラスト軸受

ジャーナル軸受

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8

発
電
機

ジャーナル軸受の接触痕

油切り・タービンロータ接触痕

第10段タービン側　シュラウド部

●７号機　ジャーナル軸受及び軸受油切り歯、タービンロータの損傷状

況

ジャーナル軸受の軽微な接触痕

軸受油切りの軽微な接触痕

タービン軸（タービンロータ）の軽微な接触痕接触痕

接触痕

軸受油切

ジャーナル軸受

タービン軸（タービンロータ）

軸受ケーシング

概略図

高圧タービン 低圧タービン(A) 低圧タービン(B) 低圧タービン(C)スラスト軸受

ジャーナル軸受

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8

発
電
機

ジャーナル軸受の接触痕

油切り・タービンロータ接触痕
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添付－３ 
動翼フォーク部（翼植え込み部）の一部折損状況 

 

動翼フォーク部（翼植え込み部）の折損状況 動翼フォーク部の磁粉探傷指示模様 

磁粉探傷検査（MT）

10mm

磁粉探傷検査
指示確認箇所

フォーク外側部分

ピン穴端部

翼フォーク部（L-2の例）

低圧タービン（Ｃ）低圧タービン（Ｂ）低圧タービン（Ａ）

16

1011
1213

1415

高圧
タービン 発電機

０枚 ／152１枚 ／152指示模様

０枚 ／152０枚 ／152折　　損

０枚 ／152１枚 ／152指示模様

０枚 ／152０枚 ／152折　　損

22枚 ／15250枚 ／152

０枚 ／152１枚 ／152

22枚 ／15250枚 ／152

０枚 ／152１枚 ／152

■第14段

０枚 ／15217枚 ／152

０枚 ／152１枚 ／152

０枚 ／15217枚 ／152

０枚 ／152１枚 ／152

■第15段

■第16段

０枚 ／126０枚 ／126指示模様

０枚 ／126０枚 ／126折　　損

０枚 ／126０枚 ／126指示模様

０枚 ／126０枚 ／126折　　損

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126１枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126１枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

18枚 ／１３０１枚 ／１３０指示模様

０枚 ／１３００枚 ／１３０折　　損

18枚 ／１３０１枚 ／１３０指示模様

０枚 ／１３００枚 ／１３０折　　損

18枚 ／１３０19枚 ／１３０

０枚 ／１３００枚 ／１３０

18枚 ／１３０19枚 ／１３０

０枚 ／１３００枚 ／１３０

31枚 ／１３０９枚 ／１３０

０枚 ／１３００枚 ／１３０

31枚 ／１３０９枚 ／１３０

０枚 ／１３００枚 ／１３０

16
14 15

（タービン側） （発電機側）

10
1213

11

16
1415

16
14 15

16
1415

16
14 15

1011
1213

10
1213

11 101112
13

10
12
13

11

（タービン側） （発電機側） （タービン側） （発電機側）

：点検範囲

90枚／912枚（総数）

２枚／912枚（総数）

90枚／912枚（総数）

２枚／912枚（総数）

■合計

１枚／756枚（総数）

０枚／756枚（総数）

１枚／756枚（総数）

０枚／756枚（総数）

96枚／780枚（総数）

０枚／780枚（総数）

96枚／780枚（総数）

０枚／780枚（総数）

　７号機　動翼フォーク部の点検状況 （動翼折損に伴う目視・非破壊検査終了済み）

差
替

フォークピン型動翼

　（第１４段の例）
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添付－４ 
高・低圧タービンの動翼－静翼の接触について 

15段
16段

14段13段12段11段15段
16段

14段 13段 12段 11段 10段 10段

発電機側 タービン側

15段
16段

14段13段12段11段15段
16段

14段 13段 12段 11段 10段 10段

発電機側 タービン側

動翼

静翼

間隙（クリアランス）

約４mm～５０mm

動翼－静翼の間隔（クリアランス）

動翼－静翼の接触の推定原因

地震によるタービン基礎の揺れ

■これらの支持構造から、動翼－静翼の接触原因について、

　以下のように推定

高圧車室の揺れ

これらにより動翼と静翼が接触したものと推定

低圧車外部室の揺れ
中間軸受台の揺れ

タービンロータの揺れ

スラスト軸受の揺れ

低圧車内部室の揺れ

動翼の揺れ 静翼の揺れ

動翼－静翼の接触の推定原因

地震によるタービン基礎の揺れ

■これらの支持構造から、動翼－静翼の接触原因について、

　以下のように推定

高圧車室の揺れ

これらにより動翼と静翼が接触したものと推定

低圧車外部室の揺れ
中間軸受台の揺れ

タービンロータの揺れ

スラスト軸受の揺れ

低圧車内部室の揺れ

動翼の揺れ 静翼の揺れ

中
間
軸
受
台

前
部
軸
受
台

上半車室

下半車室

ボルト

タービン基礎 基礎ボルト

発電機側タービン側

高圧タービン車室支持構造概略図（側面図）

高圧タービンの支持構造

■高圧タービンの支持構造は、以下のようになっている。

●車室（静翼を支持）は一重構造

●上半車室が中間軸受台（スラスト軸受を支持）に直接載っている

●下半車室は上半車室にボルトで支持

低圧タービンの支持構造

■低圧タービンの支持構造は、以下のようになっている。

●車室は二重構造

●外部車室がタービン基礎にボルトで固定

●内部車室（静翼を支持）は、固定キーを介して外部車室に固定

低圧タービン車室支持構造概略図（鳥瞰図）

外部車室

内部車室

固定キー

タービン基礎

基礎ボルト

低圧タービン車室支持構造概略図（鳥瞰図）

外部車室

内部車室

固定キー

タービン基礎

基礎ボルト

タービン軸
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添付－５ 
動翼フォーク部（翼植え込み部）の一部折損に関する調査結果 

腹側

蒸気
出口側

蒸気
入口側

破断箇所

（調査箇所）

・異常な腐食生成物は確認されて
いない。破面上で酸素を確認。・化学成分分析

・ストライエーション状模様を確認・破面観察（走査型

　電子顕微鏡）

・ビーチマークを確認

・酸化皮膜を確認
・外観調査

調査結果金属調査実施項目

・異常な腐食生成物は確認されて
いない。破面上で酸素を確認。・化学成分分析

・ストライエーション状模様を確認・破面観察（走査型

　電子顕微鏡）

・ビーチマークを確認

・酸化皮膜を確認
・外観調査

調査結果金属調査実施項目

ビーチマーク（縞状の模様）ビーチマーク（縞状の模様）

ストライエーション状模様

酸化皮膜

・低圧タービン第14段の折損翼フォーク部について破面調査を行った結果、高サイクル疲労破面に
見られるようなビーチマーク及びストライエーション状模様が確認された。また、破面には酸化皮膜が
形成されていた。

K-7 LPC L-2 タービン側　119枚目

フォーク破断面

外観調査

外観調査

破面SEM観察

1mm

2μm

1mm

No.1No.2

No.1

No.2

■折損部の金属破面調査結果

磁粉指示
模様部

K-7 LPC L-2 タービン側　120枚目

　（代表例）
黒色部は亀裂破面
（酸化皮膜が形成）

ストライエーション状模様を確認

ピン穴

化学成分分析

酸素を確認

磁粉探傷検査（MT）

破面SEM観察

10mm

100μm

・低圧タービン第14段の磁粉指示模様部について破面調査を行った結果、高サイクル疲労破面に
見られるようなビーチマーク及びストライエーション状模様が確認された。また、破面には酸化皮膜
が形成されていた。

■第１４段指示模様箇所の金属破面調査結果

強
制
破
面

ピン穴

ビーチマーク写真

蒸気流れ蒸気流れ

・低圧タービン第16段の磁粉指示模様部について破面調査を行った結果、高サイクル疲労破面に見ら
れるようなビーチマークが確認された。また、破面には酸化皮膜が形成されていた。

K-7 LPB L-0 タービン側　102 枚目
（代表例）

酸素を確認

ビーチマークを確認

磁粉探傷検査（MT） 破面観察

化学成分分析

蒸気流れ

200μm

ピン穴径　：　約17mm

■第１６段指示模様箇所の金属破面調査結果

強制破面

ピン穴

ピン穴
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添付－６ 
 

 

低圧タービン（Ｃ）低圧タービン（Ｂ）低圧タービン（Ａ）

16

101112
13

14
15

高圧
タービン 発電機

０枚 ／15212枚 ／152指示模様

０枚 ／１５2０枚 ／152折　　損

０枚 ／15212枚 ／152指示模様

０枚 ／１５2０枚 ／152折　　損

28枚 ／15263枚 ／152

０枚 ／152０枚 ／152

28枚 ／15263枚 ／152

０枚 ／152０枚 ／152

：点検範囲

＜参考＞６号機　動翼点検状況（動翼折損に伴う目視・非破壊検査終了済み）

■第14段

33枚 ／152１枚 ／152

０枚 ／152０枚 ／152

33枚 ／152１枚 ／152

０枚 ／152０枚 ／152

■第15段

■第16段

０枚 ／126０枚 ／126指示模様

０枚 ／126０枚 ／126折　　損

０枚 ／126０枚 ／126指示模様

０枚 ／126０枚 ／126折　　損

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／126０枚 ／126

０枚 ／130０枚 ／130指示模様

０枚 ／130０枚 ／130折　　損

０枚 ／130０枚 ／130指示模様

０枚 ／130０枚 ／130折　　損

０枚 ／130１枚 ／130

０枚 ／130０枚 ／130

０枚 ／130１枚 ／130

０枚 ／130０枚 ／130

０枚 ／130４枚 ／130

０枚 ／130０枚 ／130

０枚 ／130４枚 ／130

０枚 ／130０枚 ／130

16
14

15

（タービン側） （発電機側）

10
12

13
11

16
14

15
16

14
15

16
14

15
16

14
15

101112
13

10
12
13

11 1011
1213

10
1213

11

（タービン側） （発電機側） （タービン側） （発電機側）

137枚／912枚（総数）

０枚／912枚（総数）

137枚／912枚（総数）

０枚／912枚（総数）

■合計

０枚／756枚（総数）

０枚／756枚（総数）

０枚／756枚（総数）

０枚／756枚（総数）

５枚／780枚（総数）

０枚／780枚（総数）

５枚／780枚（総数）

０枚／780枚（総数）
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別紙－１ 
 
 

主タービン接触事象に対する解析について 
 

１．解析の概要 

新潟県中越地震発生時、定格熱出力運転中であった柏崎刈羽原子力発電所７号機（以下７号機）

の予め計画する追加点検の結果、動翼と静翼に地震の影響と考えられる接触痕が確認された。 

主タービンのロータは、高圧タービンと低圧タービン(A)の間に設けられたスラスト軸受で軸

方向を拘束されている。さらに動翼と静翼に間隙をもうけることにより、動翼と静翼の接触を防

止している。今回の地震時には、スラスト軸受、翼間隙は適切に設定されていたにもかかわらず、

動翼と静翼が接触に至ったため、主タービンの地震による影響をＦＥＭ解析を用いて行い、接触

事象のメカニズムを評価した。 

２．動翼と静翼の接触事象について 

     ７号機において接触のあった動翼と静翼の運転時設計間隙は 

・ 高圧タービン（1～9段の平均）：約3.5mm 

・ 低圧タービン(A)（10～12段の平均）：約5.5mm 

であった。従って、地震により上記の運転時設計間隙程度の相対的な変位が静翼と動翼間に発生し

たものと推定される。 

３．解析方法及び結果 

   （１）解析方法 

 地震時に、主タービンの動翼及び静翼の相対変位に与える影響の大きい部位について、軸方向

の変位をＦＥＭ解析により求める。なお、相対変位に与える影響の大きい部位の特定については、

他号機における主タービンの動解析の結果に基づいた。 

（５．その他＜主タービンの動解析について：変位の寄与が大きい部位の特定＞参照） 

（２）動翼の変位に関する解析について（添付１－１） 

・ 動翼の変位に対する影響部位 

 中間軸受台、スラスト軸受、タービンロータ 

 （変位の寄与が最も大きい部位：スラスト軸受） 

・ 解析条件 

 解析モデル：スラスト軸受（スラスト軸受内輪および外輪をモデル化） 

地震加速度：673gal（タービンペデスタルＮＳ方向地震最大加速度：観測波） 

タービン軸総荷重：911ton（高圧，低圧A,B,C，発電機） 

・ 解析結果 

 スラスト軸受変形にともなう変位：3.4mm（タービン軸方向） 

地震時、タービンロータ（動翼）は、スラスト軸受の変形にともない、タービン軸方向に

3.4mm変位する。解析の結果、スラスト軸受外輪の締付ボルトの伸びが影響していることがわ

かった。なお、本ボルトは念のため、取替えを行う。 

（３）低圧タービン静翼の変位に関する解析について（添付１－２） 

・ 低圧タービン静翼の変位に対する影響部位 

  低圧外部車室、低圧内部車室固定キー、低圧内部車室 

（変位の寄与が最も大きい部位：低圧内部車室固定キー） 

・ 解析条件 

  解析モデル：低圧内部車室固定キー 

  地震加速度：673gal（タービンペデスタルＮＳ方向地震最大加速度：観測波） 

・ 解析結果 

  低圧内部車室固定キー変形にともなう変位：1.9mm（タービン軸方向） 

低圧内部車室（静翼）は低圧内部車室固定キーの変位にともない、タービン軸方向に1.9mm

変位する。 

   （４）高圧タービン静翼について（添付１－３） 

高圧タービンの静翼は、地震による基礎の揺れが、中間軸受台、高圧車室と伝わり静翼が揺

れる。高圧車室を中間軸受台に固定するキーは低圧内部車室の固定キーと比較して剛性が高い

ことから、動翼と静翼の相対変位に対して寄与の大きい部位はないものと考えられる。 
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４．解析結果のまとめ及び評価（添付１－４） 

（１）高圧タービン動翼と静翼の接触について 

・ 高圧タービンの動翼と静翼の接触は、高圧タービン静翼の相対変位に対する寄与が少ないと考

えられることから、動翼の変位のみが接触に影響する。 

・ 解析結果として動翼の変位は3.4mmであることから、動翼と静翼の運転時設計間隙（高圧ター

ビン1～9段の平均）約3.5mmとほぼ一致した。 

以上より高圧タービンの動翼と静翼の接触は、スラスト軸受の変形の寄与が大きいことがわかった。 

  （２）低圧タービン動翼と静翼の接触について 

・ 低圧タービンの動翼と静翼の接触は、動翼の変位と静翼の変位が影響することがわかった。 

・ 解析結果として動翼の変位は3.4mm、静翼の変位は1.9mmとなり、合計で5.3mmとなり、動翼

と静翼の運転時設計間隙（低圧タービン(A) 10～12段の平均）約5.5mmとほぼ一致した。 

以上より低圧タービンの動翼と静翼の接触は、スラスト軸受における変形と低圧内部車室固定キー

における変形の寄与が大きいことがわかった。 

  （３）主タービンに対する解析結果の評価 

・ 主タービンの動翼と静翼の接触事象は、耐震計算時の加速度 420gal（耐震Ｂクラス）に対し

て、今回の地震が673galと大きかったため発生したものと考えられる。 

・ 運転時設計間隙と解析結果を踏まえた接触状況を比較すると、耐震計算時の加速度420gal に

たいしては、動翼と静翼の変位量は約２／３程度になり、接触は生じないと考えられる。 

５．その他＜主タービンの動解析について：変位の寄与が大きい部位の特定＞ 

７号機の解析に先立ち、３号機及び４号機について解析を行い、その結果、変位の寄与が最も

大きい部位は、スラスト軸受及び低圧内部車室の固定キーであることがわかった。 

（１） 低圧タービン(A)の変位に関する動解析について（添付１－５） 

３号機低圧タービン(A)のバネ－質点モデルを作成し動解析を実施した（タービンペデスタルＮ

Ｓ方向地震時観測波：最大加速度1350gal）。モデル作成あたっては、中間軸受台、スラスト軸受、

低圧外部車室（固定キーを含む）に対してＦＥＭ解析を実施し弾性係数を設定した。 

解析の結果、動翼（タービンロータ）の最大変位は7.1mm、静翼（低圧内部車室Ａ）の最大変位

は 4.8mm であった。最大変位は、ほぼスラスト軸受と低圧内部車室固定キーの変位であった。従

って、動翼と静翼の変位に対する寄与が大きい部位はスラスト軸受と低圧内部車室固定キーであ

ることがわかった。 

（２） 低圧内部車室、低圧タービン動翼の動解析について（添付１－６） 

４号機低圧タービンに対して、低圧内部車室及び低圧タービンロータ（翼を含む）自体の地震

による変位量を動解析（タービンペデスタルＮＳ方向地震時観測波：最大加速度 614gal）により

求めた。その結果、変位量は低圧タービン(A)（14 段）で、低圧内部車室が 0.O8mm、タービンロ

ータ（翼を含む）が0.04mmであった。これは、スラスト軸受や低圧内部車室固定キーの変位量に

対して少ないため、動翼と静翼の接触には大きな影響をあたえないものと考えられる。 
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添付１－１ 

７号機　動翼の変位に関する解析について
低圧タービン（Ｃ）低圧タービン（Ｂ）低圧タービン（Ａ）

高圧タービン
スラスト
軸受け

・７号機動翼（タービン軸）の変位はスラスト軸受け変形量により決まる。
・スラスト軸受は高圧タービンと低圧タービン（Ａ）～（Ｃ），発電機ロータ
　を含めた地震荷重を受ける。
・地震最大加速度に対するスラスト軸受けの挙動に対してＦＥＭ解析を実施

地震最大加速度６７３gal

（タービンペデスタルNS方向：観測波）

タービン軸総重量：９１１ton
（高圧，低圧A,B,C,発電機）

反力：９１１ton×６７３gal

スラスト軸受地震時の挙動

タービン軸

スラスト軸受

７号機　動翼の変位に関する解析について
低圧タービン（Ｃ）低圧タービン（Ｂ）低圧タービン（Ａ）

高圧タービン
スラスト
軸受け

・７号機動翼（タービン軸）の変位はスラスト軸受け変形量により決まる。
・スラスト軸受は高圧タービンと低圧タービン（Ａ）～（Ｃ），発電機ロータ
　を含めた地震荷重を受ける。
・地震最大加速度に対するスラスト軸受けの挙動に対してＦＥＭ解析を実施

地震最大加速度６７３gal

（タービンペデスタルNS方向：観測波）

タービン軸総重量：９１１ton
（高圧，低圧A,B,C,発電機）

反力：９１１ton×６７３gal

スラスト軸受地震時の挙動

タービン軸

スラスト軸受

７号機　動翼の変位に関する解析結果
（スラスト軸受の変形）

軸方向変位
3.4mm

モデル化

変形

開口量
0.9mm

モデル化 解析結果

解析の結果スラス
ト軸受外輪の締付
けボルトの伸び量
が大きい。念のた
め取替を実施する。

７号機　動翼の変位に関する解析結果
（スラスト軸受の変形）

軸方向変位
3.4mm

モデル化

変形

開口量
0.9mm

モデル化 解析結果

解析の結果スラス
ト軸受外輪の締付
けボルトの伸び量
が大きい。念のた
め取替を実施する。
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添付１－２ 

７号機静翼の変位に関する解析について

・内部車室は静翼を固定している。従って静翼は内部車室と一緒に揺れる
・低圧タービン静翼（内部車室）の移動量は固定キーの変形の寄与が大きい
・固定キーは低圧タービン内部車室の地震荷重を受ける
・地震最大加速度に対する固定キーの挙動に対してＦＥＭ解析を実施

低圧タービン車室支持構造概略図（鳥瞰図）

外部車室

内部車室

固定キー

タービン基礎

基礎ボルト

タービン軸

モデル化

内部車室

内部車室（下半）

内部車室固定部

内部車室固定部

７号機静翼の変位に関する解析について

・内部車室は静翼を固定している。従って静翼は内部車室と一緒に揺れる
・低圧タービン静翼（内部車室）の移動量は固定キーの変形の寄与が大きい
・固定キーは低圧タービン内部車室の地震荷重を受ける
・地震最大加速度に対する固定キーの挙動に対してＦＥＭ解析を実施

低圧タービン車室支持構造概略図（鳥瞰図）

外部車室

内部車室

固定キー

タービン基礎

基礎ボルト

タービン軸

モデル化

内部車室

内部車室（下半）

内部車室固定部

内部車室固定部

７号機静翼の変位に関する解析結果
（内部車室固定キーの変形）

1.9mm

解析結果

加速度：673gal
荷重F：181 [ton]
内部車室の地震荷重

内部車室

外部車室

外部車室

内部車室

固定用キー

タービン基礎

基礎ボルト

モデル化

固定キー

モデル化

７号機静翼の変位に関する解析結果
（内部車室固定キーの変形）

1.9mm

解析結果

加速度：673gal
荷重F：181 [ton]
内部車室の地震荷重

内部車室

外部車室

内部車室

外部車室

内部車室

外部車室

外部車室

内部車室

固定用キー

タービン基礎

基礎ボルト

モデル化

固定キー

モデル化
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添付１－３ 

 

中
間
軸
受
台

前
部
軸
受
台

上半車室

下半車室

ボルト

タービン基礎 基礎ボルト

発電機側タービン側

高圧タービン車室支持構造概略図（側面図）

高圧タービンの支持構造

■高圧タービンの支持構造は、以下のようになっている。

●車室（静翼を支持）は一重構造

●上半車室が中間軸受台（スラスト軸受を支持）に直接載っている

●下半車室は上半車室にボルトで支持
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添付１－４ 

動翼－静翼の接触状況について

地震時、柏崎刈羽発電所７号機は定格熱出力運転中

15段 16段
14段13段12段11段15段

16段
14段13段12段11段10段10段

発電機側 タービン側

タービン軸

動
翼

静
翼

【運転時設計間隙】

・接触のあった高圧タービン（１～９段平均）→約３．５mm

・接触のあった低圧タービンＡ（１０～１２段平均）→約５．５mm

動
翼

静
翼

タービン軸

運転時設計間隙

【７号機タービンペデスタルＮＳ地震最大加速度（観測波）】

・６７３gal（軸方向）

動翼－静翼の接触状況について

地震時、柏崎刈羽発電所７号機は定格熱出力運転中

15段 16段
14段13段12段11段15段

16段
14段13段12段11段10段10段

発電機側 タービン側

タービン軸

動
翼

静
翼

【運転時設計間隙】

・接触のあった高圧タービン（１～９段平均）→約３．５mm

・接触のあった低圧タービンＡ（１０～１２段平均）→約５．５mm

動
翼

静
翼

タービン軸

運転時設計間隙

【７号機タービンペデスタルＮＳ地震最大加速度（観測波）】

・６７３gal（軸方向）

地震時、柏崎刈羽発電所７号機は定格熱出力運転中

15段 16段
14段13段12段11段15段

16段
14段13段12段11段10段10段

発電機側 タービン側

タービン軸

動
翼

静
翼

【運転時設計間隙】

・接触のあった高圧タービン（１～９段平均）→約３．５mm

・接触のあった低圧タービンＡ（１０～１２段平均）→約５．５mm

動
翼

静
翼

タービン軸

運転時設計間隙

【７号機タービンペデスタルＮＳ地震最大加速度（観測波）】

・６７３gal（軸方向）

解析結果のまとめ及び評価

・地震時、静翼と動翼の間隙は運転時設計間隙からスラスト軸受、低圧内部車室固
　定キーの変形量（解析結果の合計）を差し引いた値となる。
・解析の結果、スラスト軸受と低圧内部車室固定キーの変形量と静翼と動翼運転時
　の間隙がほぼ一致したため、スラスト軸受と低圧内部車室固定キーの変形が主な
　要因で翼が接触したものと考えられる。
・主タービンの耐震計算時の加速度420gal（Ｂクラス）に対して今回の地震が　　
　673galと大きかったため翼が接触したと考えられる。
・運転時間隙と解析結果を比較すると設計時の地震力420galに対しては今回接触に

　至った翼の移動量は約２／３になると考えられるため接触しないと考えられる。

※２：解析結果の合計は主な変位の寄与であって全ての変位を合計ではない。

※１：高圧タービンの静翼はスラスト軸受と同じ基礎に固定されているため動

　　　翼との変位が発生しない。

動翼の変位 静翼の変位

スラスト軸受の
変形の寄与

低圧内部車室キー
変形の寄与

高圧タービン翼の接触 約３．５ ３．４ ３．４

低圧タービン翼の接触 約５．５ ３．４ １．９ ５．３

解析結果(mm)

運転時間隙
(mm) 合計

※１

※２

※２

解析結果のまとめ及び評価

・地震時、静翼と動翼の間隙は運転時設計間隙からスラスト軸受、低圧内部車室固
　定キーの変形量（解析結果の合計）を差し引いた値となる。
・解析の結果、スラスト軸受と低圧内部車室固定キーの変形量と静翼と動翼運転時
　の間隙がほぼ一致したため、スラスト軸受と低圧内部車室固定キーの変形が主な
　要因で翼が接触したものと考えられる。
・主タービンの耐震計算時の加速度420gal（Ｂクラス）に対して今回の地震が　　
　673galと大きかったため翼が接触したと考えられる。
・運転時間隙と解析結果を比較すると設計時の地震力420galに対しては今回接触に

　至った翼の移動量は約２／３になると考えられるため接触しないと考えられる。

※２：解析結果の合計は主な変位の寄与であって全ての変位を合計ではない。

※１：高圧タービンの静翼はスラスト軸受と同じ基礎に固定されているため動

　　　翼との変位が発生しない。

動翼の変位 静翼の変位

スラスト軸受の
変形の寄与

低圧内部車室キー
変形の寄与

高圧タービン翼の接触 約３．５ ３．４ ３．４

低圧タービン翼の接触 約５．５ ３．４ １．９ ５．３

解析結果(mm)

運転時間隙
(mm) 合計

※１

※２

※２

動翼の変位 静翼の変位

スラスト軸受の
変形の寄与

低圧内部車室キー
変形の寄与

高圧タービン翼の接触 約３．５ ３．４ ３．４

低圧タービン翼の接触 約５．５ ３．４ １．９ ５．３

解析結果(mm)

運転時間隙
(mm) 合計

※１

※２

※２
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添付１－５ 

NS波

mr

mci

mco

-1500

-1000

-500

0

500

1000

29 34 39 44 49 54 59

時刻　s

加
速
度
　
ga
l

３号機タービン基礎台（ペデスタル）観測波

・ＮＳ方向（最大加速度１３５０Gal）

最大７．１mm

最大４．８mm

動翼

静翼

動翼と静翼は１１．９mmの

相対変位の可能性がある。

３号機については運転していた他号機と比較して軸方向
に最も大きな加速度をうけた。そこで、動解析を行った。
結果、７号機と同様スラスト軸受けと内部車室固定キー
の変形が主な要因であるとが分かった。

３号機　主タービンの動解析の結果
（変位の寄与が大きい部位の特定結果）

NS波

mr

mci

mco
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29 34 39 44 49 54 59

時刻　s
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速
度
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l

３号機タービン基礎台（ペデスタル）観測波

・ＮＳ方向（最大加速度１３５０Gal）

最大７．１mm

最大４．８mm

動翼

静翼

動翼と静翼は１１．９mmの

相対変位の可能性がある。

３号機については運転していた他号機と比較して軸方向
に最も大きな加速度をうけた。そこで、動解析を行った。
結果、７号機と同様スラスト軸受けと内部車室固定キー
の変形が主な要因であるとが分かった。

NS波

mr

mci

mco

-1500

-1000

-500

0
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29 34 39 44 49 54 59

時刻　s

加
速
度
　
ga
l

３号機タービン基礎台（ペデスタル）観測波

・ＮＳ方向（最大加速度１３５０Gal）

最大７．１mm

最大４．８mm

動翼

静翼

動翼と静翼は１１．９mmの

相対変位の可能性がある。

３号機については運転していた他号機と比較して軸方向
に最も大きな加速度をうけた。そこで、動解析を行った。
結果、７号機と同様スラスト軸受けと内部車室固定キー
の変形が主な要因であるとが分かった。

３号機　主タービンの動解析の結果
（変位の寄与が大きい部位の特定結果）

３号機　主タービンの動解析について
（変位の寄与が大きい部位の特定）

mr

mci

mco

スラスト軸受油膜
全ロータ　質量796.2ton
高圧，低圧A,B,C,+発電機

NS波

中間軸受台質量
36.7ton

球面座･軸受外輪
質量5.93ton

基礎ボルト+キー剛性

中間軸受台・スラスト軸受剛性

低圧内車室
質量116ton

低圧外車室
質量213ton

低圧内外車室軸方向固定キー剛性

低圧外車室軸方向固定キー剛性

ＦＥＭ解析より剛性を設定

・中間軸受台，スラスト軸受

・低圧外部車室固定キー

・低圧内部車室固定キー

素数：17524
点数：17771

歴
35_M01をベースにキー部

中間軸受台，スラスト軸受

ＦＥＭモデル

主タービン動解析モデル

低圧内外車固定キーＦＥＭモデル

中間軸受台

スラスト軸受

外部車室固定キー

内部車室固定キー

剛性

剛性

動
解
析

低圧内車部車室固定キー

低圧外部車室固定キー

３号機　主タービンの動解析について
（変位の寄与が大きい部位の特定）

mr

mci

mco

スラスト軸受油膜
全ロータ　質量796.2ton
高圧，低圧A,B,C,+発電機

NS波

中間軸受台質量
36.7ton

球面座･軸受外輪
質量5.93ton

基礎ボルト+キー剛性

中間軸受台・スラスト軸受剛性

低圧内車室
質量116ton

低圧外車室
質量213ton

低圧内外車室軸方向固定キー剛性

低圧外車室軸方向固定キー剛性

ＦＥＭ解析より剛性を設定

・中間軸受台，スラスト軸受

・低圧外部車室固定キー

・低圧内部車室固定キー

素数：17524
点数：17771

歴
35_M01をベースにキー部

素数：17524
点数：17771

歴
35_M01をベースにキー部

中間軸受台，スラスト軸受

ＦＥＭモデル

主タービン動解析モデル主タービン動解析モデル

低圧内外車固定キーＦＥＭモデル

中間軸受台

スラスト軸受

外部車室固定キー

内部車室固定キー

剛性

剛性

動
解
析

低圧内車部車室固定キー

低圧外部車室固定キー
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添付１－６ 

 

低圧タービン動翼及び内部車室の解析結果について

タービン動翼及び内部車室自体の変形による変位に対する寄与につ
いて動的解析を実施し評価を行った。

変位量
0.08mm

変位量
0.04mm

＜４号機ペデスタルＮＳ方向観測波（最大加速度614gal）にて解析＞

低圧タービン動翼及び内部車室の解析結果について

タービン動翼及び内部車室自体の変形による変位に対する寄与につ
いて動的解析を実施し評価を行った。

変位量
0.08mm

変位量
0.04mm

＜４号機ペデスタルＮＳ方向観測波（最大加速度614gal）にて解析＞
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主発電機に確認された事象の概要について 
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主発電機に確認された事象の概要について 

 
 
１．事象の概要 

 主発電機は，駆動源が蒸気でありプラント停止中に作動試験等ができない設備であるこ

とから，予め計画する追加点検（分解点検）を実施し，主な不適合として以下を確認した。 
（１）軸受廻りにおいて，油切り歯部およびシールリングに回転子軸が接触 
（２）ブラシホルダー廻りにおいて防風板に回転子軸が接触および，ブラシホルダ

ーに回転子コレクタリングが接触 
（３）キー部・基礎ボルト部において，発電機脚板のキーが変形 

 
 
２．原因究明 

 これら不適合のうち，軸受廻りやブラシホルダー廻りで確認された接触は，主発電機の

回転子および固定子フレームが揺れたことにより発生したものであり，地震による影響と

判断した。 
また，キー部・基礎ボルトの不具合は，主発電機の固定子フレームが揺れたことにより

脚板にキーが押され，結果的にキーが変形したものと考えられることから，地震による影

響と判断した。 
 
 
３．健全性評価および対策案 

 軸受廻りのうち油切りに対しては軸受油の漏えいが分解点検にて確認されなかったこ

と，シールリングに対しても地震発生後密封油装置の運転に支障をきたす事態が起こらな

かったことから，軸受廻りに求められる回転機能と気密性保持機能に影響はない。 
 ブラシホルダー廻りでは，損傷の程度が軽微であったこと，および地震発生時に界磁地

絡等の異常が確認されていなかったことから，ブラシホルダー廻りに求められる出力性能

に影響はない。 
 基礎部では，基礎ボルトの目視点検・打診試験により異常がないことが確認されている

ため，基礎部に求められる構造強度への影響はない。 
 これらの対策案としては，回転子軸と接触した油切り歯部やシールリング等の軸受廻り

部品及び変形したキー等の部品について交換または修理を実施した。防風板などのブラシ

ホルダー廻り部品については今後交換等を実施する予定である。 
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軸受廻りの不適合状況 

接触痕 

＜油切り＞ 

＜シールリング＞ 

＜回転子シャフト＞ 
接触痕 

＜油切り＞ 

＜シールリング＞ 
＜回転子軸＞ 

＜空気側シールリング＞ 

＜ 水素側シールリング＞ 

＜空気側シールリング＞ 

＜ 水素側シールリング＞ 

 

ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ

ﾌﾚｰﾑ

固定子

回転子

軸受廻り(ⅰ）

ﾌﾞﾗｼﾎﾙﾀﾞｰ廻り

キー部（カバー内部）

 

主発電機外形図 

＜キー部外形＞ 
取り外し時に変形を確認 

接触痕（回転子軸全周に防風板との接触痕） 

＜防風板＞ 

＜基礎ボルト＞ 

＜回転子軸＞ 

シールリングの部の強い当たり 

各部の不適合状況 

ブラシホルダー廻りの不適合状況 

キー部の不適合状況 

＜ブラシホルダー＞ 

① 

① 

② 

③ 

② 

③ 
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主変圧器で確認された事象の概要について 

 



タンク 

内部金物 

鉄 心 

冷却器 

ブッシング 

巻 線 

巻 線 

鉄 心 
絶縁物 

絶縁物のずれ 

 
主変圧器で確認された事象の概要について 

 
 

１．事象の概要 
主変圧器は，内部の健全性を評価するために予め計画する追加点検として，メーカー工場

に持ち帰り，分解点検を実施した。その結果，巻線部において絶縁物の一部にズレが確認さ

れた。 
 

２．原因究明 
当該絶縁物は，巻線間の距離や巻線間を流れる油の油道寸法を保持する目的で，巻線間の

半径方向に直線状に配置されているものであるが，揺れによるものと考えられる配列のズレ

が生じていることから，地震の影響によるものと判断した。 
 

３．健全性評価及び対応策 
     絶縁物の配列ズレであり，分解点検の結果，巻線変形等の異常は認められていないことか

ら，本事象は絶縁性能等に影響を与えるものではないと判断した。正規の状態にて復旧する

ため，絶縁物を元の位置に復旧した。 
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疲労評価における繰返し回数の算出について 
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疲労評価における繰返し回数の算出について 
 

1．概要 
新潟県中越沖地震による疲労評価に用いる地震動の繰返し回数については，原

子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1987 に記載のあるピーク応力法にもと

づき，算出を行った。 

 

2．繰返し回数の算出方法 

下記に算出方法の概要を示す。 

 ① 地震観測データを用い，1質点系に入力した場合の変位応答波を求める。 

 ② 上記①で求められた変位の時刻歴波形は地震応力に比例すると考え，時刻

歴変位波形の最大応答を最大ピーク応力値とした場合の応答波各ピーク点

の応力値を求める。（ここで最大ピーク応力値は 150kg/mm2 と仮定する※） 
 ③ 設計疲労線図より，②で求めた各ピーク点の応力値に対する許容繰返し回

数（Ni）を求め，式(1)により Usage Factor(F)を求める。 
 ④ 上記 Usage Factor(F)と，最大ピーク応力に対する許容繰返し回数 N0の積を

とることにより最大ピーク応力に対する等価繰返し回数Neが求められる。 
上記①～④の手順を周期毎に算出する。 
 

※プラント設計において最大ピーク応力は厳しいところを考慮しても高々150kg/mm2 に設定すれば

十分であり，設計時における地震繰返し回数の算出においてもこの値が用いられている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地震観測波 

①1質点系の時刻歴応答解析 

各周期の繰返し回数 

②応答波形の各ピークでの 

許容繰返し回数Ni=f(σi)を算出 

③Usage Factor(F)を算出 

F=(1/2)×Σ(1/Ni)･･･式(1) 

④最大ピーク応力に対応する 

繰返し回数Ne=N0×Fを算出 

固有周期T 

各固有周期に対し
て計算を繰返す 

N0：σｐ=150kg/mm2に対する許容繰返し回数

時刻[s] 

変位応答 ⅰ)最大応答で最大ピーク応
力σｐが発生していると
し，σｐ=150kg/mm2と
仮定する 

ｘmax→σp 

ｘi→σi=σp×(ｘi/ｘmax) 

ⅱ)各ピークで応答量に比例した応力σiが
発生していると仮定する 

ⅲ)各ピークでの応力σiに対応する許容繰
返し回数Niを算出する 

図 1 地震繰返し回数の算出フロー 
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各周期で算出した繰返し回数 Ne から最大の繰返し回数を読み取った結果を表 1

に示す。 

各方向の値から最大の 21 回を本地震の繰返し回数とする。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 各方向地震動による繰返し回数の最大値 
標高 方向 繰返し回数 Ne の最大値 

NS 14 

EW 16 
原子炉建屋 3 階 

(TMSL+ 23.5m) 
UD 21 

NS 18 

EW 15 
基礎版上 

(TMSL - 8.2m) 
UD 21 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

固有周期[s] 
1.00.05 

繰返し回数: Ne 

最大値を本地震の繰返し 

回数とする 

図 2 固有周期と繰返し回数の関係 
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3．余震を含めた繰返し回数の算出 

前項で求めた繰返し回数 21 回は，新潟県中越沖地震の本震（7 月 16 日 10:13）の

みによるものであるが，余震も含めた地震の繰返し回数を求める。 
2007 年 12 月 31 日までに観測された余震のうち比較的大きな余震を表 2 に示す。 

 
表 2 7 号機原子炉建屋基礎版上で観測した余震（大きい順に 5 つ記載） 

本震 余震① 余震② 余震③ 余震④ 余震⑤ 
 7月16日 

10：13 
7 月 16 日 
15：37 

7 月 25 日 
6：52 

7 月 16 日 
10：52 

7 月 16 日 
10：18 

7 月 16 日 
10：16 

地下 3 階 
(基礎版上) 

NS 
EW 
UD 

267 
356 
355 

170 
135 

74 

49 
43 
23 

19 
27 
33 

22 
31 
30 

27 
27 
16 

 
このうち，疲労限を超える応答が発生すると考えられる余震を考慮して繰返し回

数を求める。 
比較的大きな繰返しピーク応力強さが発生している残留熱除去系配管について，

繰返しピーク応力と本震の大きさの比率から疲労限（80MPa）に対する地震の大き

さを求めると約 50Gal である。 
 

繰返しピーク応力：356 Gal＝疲労限（80MPa）：約 50Gal 
 

これより，表 2 の余震①と余震②を考慮して繰返し回数を求めた（表 3 参照）。結

果，本震のみの場合に比べて 1 回増加して 22 回となった。図 1 の式(1)より応答が

疲労限を下回るような地震について繰返し回数は増加しないため，これ以上余震を

考慮しても繰返し回数は増加しないと考える。 
以上より，余震を含めた本地震の繰返し回数を 22 回として疲労評価を行うものと

する。 
 

表 3 余震を含めた地震の繰返し回数 
 本震のみ 本震+余震①+余震② 

原子炉建屋 3 階 
(TMSL23.5m) 

NS 
EW 
UD 

14 回 
16 回 
21 回 

17 回 
17 回 
21 回 

地下 3 階 
(基礎版上) 

NS 
EW 
UD 

18 回 
15 回 
21 回 

19 回 
16 回 
22 回 

最大値 21 回 22 回 
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7 号機制御棒挿入事象について 
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7 号機制御棒挿入事象について 

 

1. 概要 

7 号機の新潟県中越沖地震の応答解析による燃料の最大相対変位は 7.1mm であ

り，評価基準値である 40mm を満足し，制御棒の挿入性に問題がないことを確認し

ている。本添付資料では，最大相対変位 7.1mm の発生のタイミングと制御棒挿入

の時系列について確認する。 
また，本地震後の炉内点検のための燃料取出しの後に制御棒の引き抜き作業を行

っていたところ，3 本（6 号機 2 本，7 号機 1 本）の制御棒が引き抜けない事象が

発生したが，本地震との関連性の有無について確認を行った。 

 

 

2. 制御棒挿入と燃料の最大相対変位発生の時系列について 

 

2.1 地震時の制御棒挿入メカニズムについて 

地震時には，設置されている地震加速度計が「地震加速度大」の信号を発するこ

とにより原子炉はスクラムする。スクラム信号によりスクラムパイロット弁のソレ

ノイドを消磁し，スクラム弁アクチュエータ内の空気圧を排気，消失させることに

よりスクラム弁を開弁し，アキュムレータに蓄圧されている高圧水をスクラムライ

ンから制御棒駆動機構に急速に導き，制御棒が炉心に規定時間※内に挿入される。

なお，スクラム信号が発生した場合，中央制御室のプロセス計算機打ち出しに記録

される。 
※（7 号機規定時間）60%ストローク：1.44 秒，100%（全挿入）ストローク：2.80 秒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１ 地震による原子炉自動スクラム，制御棒挿入の概要 

原子炉自動 
スクラム 

原子炉 
格納容器 

原子炉圧力容器 

制御棒駆動機構 

スクラム弁「開」 
アキュムレータ 

制御棒駆動水ポンプ 

挿入 

②制御棒挿入の仕組み 

水圧制御 
ユニット 

スクラム 
パイロット弁「消磁」

①信号発生の流れ 

  

地震計 

地震発生 

地震計 
地震加速度大 
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本地震発生前後のプラント状況は，表１に示すとおりで，起動中の 2 号機および

運転中の 3，4，7 号機は自動スクラムし，制御棒が挿入されたことを中央制御室の

プロセス計算機の打ち出しにて確認している。 
 

表１ 本地震発生前後のプラントの状況および制御棒の挿入状況 
 プラントの状況 
 地震発生前 地震発生後 

制御棒の挿入状況 

1 号機 定検停止中 ← － 
2 号機 起動中（未臨界） 自動スクラム 0.905～0.955 秒（75%） < 1.62 秒（設計値） 

3 号機 定格熱出力一定

運転 自動スクラム スクラム時間記録計が故障（制御棒全挿入は

確認） 

4 号機 定格熱出力一定

運転 自動スクラム スクラム時間記録計が故障（制御棒全挿入は

確認） 
5 号機 定検停止中 ← － 
6 号機 定検停止中 ← － 

7 号機 定格熱出力一定

運転 自動スクラム 0.714～0.807 秒（60%） < 1.44 秒（設計値） 

 
 

2.2 制御棒挿入時刻と解析との関係について 

(1)制御棒挿入時刻と地震加速度時刻歴の比較 
地震計の絶対時刻が明確でないため，地震加速度時刻歴と制御棒挿入時刻との

厳密な比較はできないが，中央制御室で打ち出されたデータを基に制御棒が実際

に挿入されたタイミングの検討を実施した。 
 

①加速度時刻歴波形における「地震加速度大」信号の発生点 
7 号機においては，中央制御室のプロセス計算機の打ち出し記録から，本地震

の上下方向観測加速度が 100Gal 程度に達した時刻に「地震加速度大」を発したと

判断する。「地震加速度大」の時刻を図 2 の原子炉建屋基礎版上の加速度時刻歴に

赤線で示す。これは，地震が始まってから約 1.2 秒程度である。 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

30 35 40 45 50

時刻歴(s)

加
速

度
[
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l]

①「地震加速度大」発生 

図 2 7 号機原子炉建屋基礎版上の加速度時刻歴波形（上下方向） 
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②加速度時刻歴波形における制御棒全挿入した点 

中央制御室のプロセス計算機の打ち出しデータから（表２），「地震加速度大」

信号発生から制御棒全挿入までに要した時間は約 2 秒である。このことから，①

で仮定した「地震加速度大」の時刻に 2 秒加えた時刻を制御棒全挿入の時刻と判

断する。制御棒全挿入の時刻を図 3 の影響評価による燃料集合体の変位時刻歴に

緑線で示す。 

 

表２ 7 号機におけるプロセス計算機の打ち出しデータ（抜粋） 

発生信号 時刻 
地震加速度大 10 時 13 分 28 秒 

制御棒全挿入 10 時 13 分 30 秒 
差： 
約 2 秒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3 7 号機影響評価における燃料集合体相対変位 
相対変位(mm) 

確認対象 
算出値 機能確認済相対変位 

制御棒挿入性 7.1mm 40mm 

 

 図 3 によると，燃料集合体が最大相対変位を生じる時刻よりも前に制御棒は挿入さ

れており，余裕を持った評価となっている。 
 

(2)制御棒の実際の挙動と解析結果のまとめ 

動的機能維持評価における燃料集合体に生じる最大相対変位を迎える前に，実

際は制御棒全挿入した。 

 

-8.00

-6.00

-4.00

-2.00

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

5 10 15 20 25

時刻歴(s)

相
対
変

位
[
m
m
]

NS方向

EW方向

最大相対変位 

②制御棒全挿入 

約２秒 
35 30 40 45 50 

①「地震加速度大」発生 

図３ ７号機影響評価による燃料集合体の変位時刻歴波形 
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3. ７号機制御棒の引き抜き不良事象の概要について 
 
3.1 事象 
  ６，7 号機において炉内点検のため燃料取り出し作業を行っていたが，燃料を取

り出した後に制御棒の引き抜き作業を行っていたところ，3 本（6 号機 2 本，7 号機

1 本）の制御棒が引き抜けない事象が発生した。その後，予め定めた以下の手順に

より，制御棒を引き抜くことができた。 
制御棒は，通常の引き抜き・挿入操作は「電動駆動」により行い，緊急挿入（ス

クラム動作）は「水圧」により行う仕組みとなっているが，制御棒駆動機構の構造

上想定される不具合について，あらかじめ復旧するための手順を定めている。今回

もその手順に則り，当該制御棒を通常の引き抜き操作（電動）を行った後，スクラ

ム動作により制御棒駆動機構に水圧をかけ，その後再度，通常の引き抜き操作を実

施した。 
 
3.2 引き抜き事象における制御棒駆動機構の動き 
  上述の事象のメカニズムは以下のとおりである。 

制御棒は下端で中空ピストンの上端と結合しており，中空ピストンはボールナッ

トに自重で乗っている構造となっている。制御棒引き抜き操作の際は，モーターに

よりボールねじを回転させることにより，ボールナットを下方に移動させ，中空ピ

ストンおよび制御棒が引き抜かれる。制御棒の引き抜き不良事象時には，制御棒は

中空ピストンと一体的に制御棒駆動機構内のラッチ機構により原子炉内に保持さ

れていたと考えられる。その際，制御棒駆動機構内のボールナットとは分離した状

態となっている。次にスクラム動作により，高圧水が制御棒駆動機構を通じて炉内

に通水される。その後，ボールナットが中空ピストンに追従して上方に移動し，図

５に示すようにボールナットの上端がスプリング力で押し付けられているラッチ

をラッチ用溝から外すことにより，中空ピストン及び制御棒がボールナットと一体

で引き抜き可能な状態となる。 
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図４ 概略図 

ラビリンス

シール 
（狭隘部の

図５ 制御棒駆動機構におけるラッチ動作説明図 
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3.3 原因調査 
事象の原因として，原子炉内または制御棒駆動機構の狭隘部における摩擦抵抗の

増加が考えられることから，原子炉内の機器である制御棒，燃料支持金具，制御棒

案内管および制御棒駆動機構の点検を実施した。結果は以下のとおりである。 
 
・ 制御棒駆動機構については，分解点検の結果，明らかに中空ピストンとボール

ナットが分離する要因となる傷や損傷，曲がり，異物は確認されなかった。 
・ 制御棒については，水中カメラにより，制御材の保持や制御棒の挿入が阻害さ

れるおそれのあるき裂・変形，その他欠陥がないことを確認した。 
・ 燃料支持金具，制御棒案内管については，水中カメラにより変形，脱落および

異物がないことを確認した。 
 
以上より，制御棒駆動機構，制御棒，燃料支持金具，制御棒案内管において，い

ずれも有意な変形，異物が無いことを確認した。 
このことから，他の原因として，クラッド等（鉄さび等の金属不純物）の干渉に

より，一時的に制御棒駆動機構内の摩擦抵抗が増大したことによる発生を推定した。

今回の停止では，通常のプラント停止時に比較して，パージ水（異物混入防止用に

通常運転中に制御棒駆動機構内を通水させる）を長期間停止（図７参照）しており，

クラッド等が入りやすい状況が続いたためと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図９ 概略図 

 
 
 
 
 
 
 

図６ 原因調査結果 

※

※ シースがずれて写っているが，構成上，上部と下部を特に
示したものであって設備の異常を示すものではない。 
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3.4 まとめ 

上述した点検により有意な変形，異物が無かったこと，ならびに引き抜き不

良事象の発生した制御棒が 3 本であることから，地震との相関は特定できてい

ない。なお，制御棒引き抜き不良事象の発生時は，当該制御棒に隣接する燃料

はすべて取り出し済みであり，制御棒は支持金具によって安定して支持されて

いた。 
 

図７ 制御棒駆動機構のパージ水の流れとクラッドの進入経路 



添付資料９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設計時の地震応答解析における地震力の寄与について 

 



 
設計時の地震応答解析における地震力の寄与について 

 
主要な設備の発生応力に対する地震力の寄与について，設計時の評価をもとに確認

した結果を表 1 に示す。これから下記のような傾向が見られる。 
 
①容器の胴については内圧が支配的で地震力の寄与は小さい 
②基礎ボルトについては地震力が支配的ではあるが発生応力に対して許容値が非

常に大きい 
③配管については許容値に対する発生応力は比較的大きいが地震力の寄与は部分

的である 
 

表 1 主要設備に対する地震力の寄与について（設計時） 
発生応力の内訳(%)※1 

機器 部位例 
発生応力

(%)※1 自重※3 圧力 地震力 
裕度※2 

(%) 
RPV 胴 33 1 30 2 67 

原子炉圧力容器 
基礎ボルト 25 5 － 20 75 

原子炉格納容器 ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ上鏡 6 2 2 1 94 
炉内構造物 蒸気乾燥器 8 6 － 2 92 
炉心支持構造物 シュラウド 7 1 1 5 93 

胴板 20 10 5 5 80 容器 
（熱交換器等） 基礎ボルト 10 － － 10 90 
ポンプ 基礎ボルト 1 0 － 1 99 
配管（主蒸気系） 65 30 15 20 35 
※1：許容値を 100 とした場合の応力の割合(％) 
※2：裕度(％)＝（許容値－発生応力）／許容値 
※3：配管反力，スクラム反力等の活荷重を含む 
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建屋応答解析と地震観測波の相違が及ぼす 

設備解析への影響について 
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建屋応答解析と地震観測波の相違が及ぼす設備解析への影響について 
 

1．概要 
7 号機原子炉建屋の建屋応答解析結果と観測波の比較において，一部相違があ

るため，その相違が本報告書の解析結果に及ぼす影響を考察した。 
 
2．考察方法 

観測波が得られている原子炉建屋 3 階（TMSL+23.5ｍ）において，建屋応答解

析結果と観測波を比較し，相違の大きい範囲（水平：周期 0.1～0.3 秒，鉛直：周

期 0.1 秒以下）にて両者の床応答スペクトルの比を求め，他のレベルの床応答ス

ペクトルにその比を乗じて補正を行った。 
 

○R/B3 階における建屋応答解析結果と観測波の比較 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○天井クレーン階の補正例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1 床応答スペクトルの補正例 
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この範囲で建屋応答解析結果と観測波との比を求める 

原子炉建屋３階にて求めた比を乗じて床応答スペクトルを補正 
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3．考察対象設備の選定 
  水平方向の周期 0.1～0.3 秒にて建屋応答解析結果が観測波を下回っているため，

固有周期がこの範囲にある原子炉建屋に設置される設備（表 1）のうち，解析結果

が比較的厳しい設備として残留熱除去系配管と燃料取替機を選定した。 
 

表１ 固有周期が 0.1～0.3 秒の設備 

設備 
固有 
周期 
（S) 

評価部位 応力 
分類 

算出値 
(MPa) 

評価基
準値 

(MPa) 
余裕度※ 評価 

方法 

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝﾊﾞｽﾌﾟﾚｲ管 0.15 ｽﾌﾟﾚｲ管 1 次応力 64 219 3.42 Ａ 

燃料取替機 0.25 構造物ﾌﾚｰﾑ 組合せ 204 241 1.18 Ａ 

主蒸気系配管 0.17 136 281 2.09 Ｂ 

原子炉冷却材浄化系配管 0.22 89 274 3.07 Ｂ 

制御棒駆動系配管 0.18 153 283 1.84 Ｂ 

不活性ｶﾞｽ系配管 0.18 81 201 2.48 Ｂ 

残留熱除去系配管 0.21 239 274 1.14 Ｂ 

原子炉隔離時冷却系配管 0.25 94 182 1.93 Ｂ 

高圧炉心注水系配管 0.28 96 220 2.29 Ｂ 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却浄化系配管 0.14 50 188 3.76 Ｂ 

非常用ｶﾞｽ処理系配管 0.15 32 214 6.68 Ｂ 

放射性ﾄﾞﾚﾝ移送系配管 0.11 68 188 2.76 Ｂ 

可燃性ｶﾞｽ濃度制御系配管 0.15 51 211 4.13 Ｂ 

給水系配管 0.13 

配管 1 次応力 

92 274 2.97 Ｂ 

 ※余裕度＝評価基準値／算出値 
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4．評価結果 
 
4.1 燃料取替機の評価 

燃料取替機の固有振動数と刺激係数を表 2 に示す。 
EW 方向は燃料取替機の進行方向であるため，水平方向震度は，モードに関係な

く駆動輪の最大静止摩擦係数より定まる。 
NS 方向の卓越モードは 3 次，8 次および 9 次である。ただし，3 次はトロリの

卓越モードであるため，フレームの評価としては 8 次と 9 次に着目する。一方，上

下方向は 2 次に着目して評価する。 
 TMSL+23.5m における観測波と建屋応答解析結果に燃料取替機の固有周期を併

記して図 2 に示す。 

水平方向における卓越モード（8･9 次），上下方向における卓越モード（2 次）

の両方について観測波と建屋応答解析結果の相違は殆どなく，評価結果に影響はな

いものと考えられる。 
 

表 2 燃料取替機の固有周期 
刺激係数 次

数 

固有周期 

（Sec） NS 方向 EW 方向 上下方向 

1 0.250 -0.001 -1.002 0.120 
2 0.140 -0.629 0.225 1.633 
3 0.122 -1.179 -0.388 -0.794 
4 0.110 0.237 -1.200 0.259 
5 0.100 -0.238 -0.039 -0.045 
6 0.091 0.121 -0.399 0.374 
7 0.066 0.115 0.593 0.040 
8 0.063 -0.958 -0.051 -0.238 
9 0.059 1.137 -0.109 -0.151 

10 0.055 0.359 -0.076 0.057 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

NS方向 

トロリ 

フレーム 
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図 2 床応答スペクトル（観測波と建屋応答解析の比較）と固有周期 
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4.2 残留熱除去系配管の評価 
補正した床応答スペクトルを用いて残留熱除去系配管の解析を実施した結果を

表 3 に示す。 
評価箇所は，図 3 において地震による影響の大きい箇所①および最大応力発生点

となる箇所②で評価を行った。 
 

表 3 評価結果（残留熱除去系配管） 

１次応力（MPa） 
評価点 

合計 地震以外

による 
地震に

よる 

評価基準

値(ⅢAS) 
（MPa） 

ｽﾍﾟｸﾄﾙ補正前 205 150 
①ティー部 

ｽﾍﾟｸﾄﾙ補正後 207 
55 

152 

ｽﾍﾟｸﾄﾙ補正前 239(報告値) 110 ②ティー部 
（最大応力発生点） ｽﾍﾟｸﾄﾙ補正後 253 

129 
124 

274 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

格納容器貫通部 

格納容器貫通部 

①ティー部 

図 3 残留熱除去系配管モデル図 

②ティー部 
（最大応力発生点） 

圧力容器 

圧力容器 
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表 3 に示されるように，補正後の算出値は補正前とほぼ変わらない結果となっ

た。これは，図 4 及び表 4 に示されるとおり，発生応力に大きく寄与している 1
次モードでは，建屋応答解析および観測波による床応答スペクトルの比が小さい

ことから補正の効果は現れにくいためと考えられる。 
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図 4 床応答スペクトルと固有周期

（残留熱除去系配管） 

表 4 各モードにおける固有周期及び刺

激係数（残留熱除去系配管） 

緑線は固有周期を示す。 

▽1 次ﾓｰﾄﾞ 

刺激係数 
ﾓｰﾄﾞ 

固有 
周期 
(S) ＮＳ ＥＷ 上下 

１ 0.209 0.317 0.233 0.749 

２ 0.167 0.166 0.035 0.256 

３ 0.157 0.122 0.041 0.050 

４ 0.154 0.310 0.000 0.400 

５ 0.123 0.101 0.113 0.130 

６ 0.117 0.092 0.000 0.155 

７ 0.112 0.092 0.136 0.124 

８ 0.110 0.020 0.428 0.312 

９ 0.106 0.109 0.136 0.153 

補正を行った 0.1 秒までを記載 
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表 6 各モードにおける固有周期及び刺激係数 
（原子炉隔離時冷却系配管） 

表 5 各モードにおける固有周期及び刺激係数
（制御棒駆動系配管） 

5．その他設備の考察 
 表 1 の残留熱除去系以外の系統で，余裕度が比較的小さい配管系について，各

モードにおける建屋応答解析と観測波の床応答スペクトルの比を確認した。その

結果，いずれの配管においても主要モードで床応答スペクトルが大きく相違する

ことはなく，建屋応答解析結果と観測波の相違を考慮しても評価基準値を満足す

ると考えられる。 
 
①制御棒駆動系配管 
 表 1 に示されるとおり解析結果には 8 割の余裕度があり，また図 5 に示される

とおり，どのモードでもスペクトル比は小さいことを考えると，補正を行っても

算出値は評価基準値に収まると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

②原子炉隔離時冷却系配管 
 表 1 に示されるとおり解析結果には９割の余裕度があり，また図 6 に示される

とおり主要なモードである４次でスペクトル比は小さいことを考えると，補正を

行っても算出値は評価基準値に収まると考えられる。 
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図 6 床応答スペクトルと固有周期 
（原子炉隔離時冷却系配管） 

刺激係数 
ﾓｰﾄﾞ 

固有 
周期 
(S) ＮＳ ＥＷ 上下 

１ 0.245 0.031 0.227 0.005 

２ 0.187 0.219 0.017 0.104 

３ 0.156 0.023 0.100 0.077 

４ 0.137 0.158 0.275 0.131 

５ 0.114 0.052 0.117 0.165 

６ 0.107 0.023 0.118 0.091 

 

▽4 次ﾓｰﾄﾞ 

刺激係数 
ﾓｰﾄﾞ 

固有 
周期 
(S) ＮＳ ＥＷ 上下 

１ 0.177 0.051 0.001 0.003 

２ 0.118 0.023 0.023 0.008 

３ 0.117 0.015 0.010 0.018 

４ 0.109 0.023 0.029 0.000 

 

図 5 床応答スペクトルと固有周期 
（制御棒駆動系配管） 
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表 8 各モードにおける固有周期及び刺激係数 
（高圧炉心注水系配管） 

表 7 各モードにおける固有周期及び刺激係数 
（主蒸気系配管） 

 

 

③主蒸気系配管 
表 1 に示されるとおり解析結果には 10 割の余裕度があり，また図 7 に示され

るとおり主要なモードである 3 次でスペクトル比は小さいことを考えると，補正

を行っても算出値は評価基準値に収まると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

④高圧炉心注水系 
図 8 に示されるとおり主要なモードである 1 次において，両床応答スペクトル

に 5 割近くの差があるが，表１に示されるとおり解析結果には 10 割以上の余裕

があるため，補正を行っても算出値は評価基準値に収まると考えられる。 
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図 8 床応答スペクトルと固有周期 
（高圧炉心注水系配管） 
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図 7 床応答スペクトルと固有周期 
（主蒸気系配管） 

刺激係数 
ﾓｰﾄﾞ 

固有 
周期 
(S) ＮＳ ＥＷ 上下 

１ 0.171 0.033 0.118 0.150 

２ 0.128 0.041 0.295 0.015 

３ 0.110 0.558 1.160 0.241 

４ 0.103 0.234 0.242 0.061 

５ 0.101 0.164 0.121 0.051 

 

刺激係数 
ﾓｰﾄﾞ 

固有 
周期 
(S) ＮＳ ＥＷ 上下 

1 0.276 0.007 0.605 0.117 

2 0.155 0.356 0.029 0.160 

3 0.147 0.205 0.055 0.161 

4 0.122 0.231 0.079 0.116 

 

▽3 次ﾓｰﾄﾞ 

▽1次ﾓｰﾄﾞ 
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6．まとめ 

建屋応答解析結果と観測波との相違が比較的大きい周期帯に固有周期をもつ設

備のうち，解析結果と評価基準値の余裕度が小さい設備について，建屋応答解析

結果と観測波との相違の影響を確認した。 
残留熱除去系配管にて，建屋応答解析と観測波の比で床応答スペクトルを補正

し，スペクタルモーダル法で解析評価を行ったが，算出値は補正前とほぼ変わら

ない結果となった。 
また，燃料取替機および余裕度が比較的少ない配管について，各モードでの建

屋応答解析と観測波の相違を確認したが，いずれの設備についても主要モードで

相違が大きくなることはなく，解析結果の余裕度を考慮すれば，相違を考慮して

も評価基準に収まるものと考えられる。 



添付資料 11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

塑性ひずみ測定結果（硬さ測定結果） 
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塑性ひずみ測定結果（硬さ測定結果） 
 
１．概要 
 
 新潟県中越沖地震に対する健全性評価は，地震応答解析と設備点検による評価によ

り，総合的に健全性を評価している。7 号機の主要配管は，地震応答解析結果で判定

基準（ⅢAS）を下回っており，設備点検により健全性は確認できるが，さらなる健全

性の確保および知見拡充を行う事を目的で，予め計画する追加点検として，地震によ

り疲労強度に有意な影響を与える塑性ひずみが発生していないことを確認するため

に硬さ測定による塑性ひずみの測定を行った。 
 なお，硬さ測定による塑性ひずみ検出方法は，日本原子力技術協会「中越沖地震後

の原子炉機器の健全性評価委員会」の検討結果を基に東京電力として実施場所の選定，

測定，評価を実施した。 
 
２．塑性ひずみ測定方法の検討 
 
２．１ 塑性ひずみ測定方法の検討（検証試験） 
 
 地震により有意な塑性ひずみが発生していないことを確認するために，様々な測定

方法について，現地作業性等を考慮し，選定を行った。その結果，下記測定方法が有

効と判断された。それぞれの特徴を表１に示す。 
 

○ 材料表面の硬さから塑性ひずみを評価する方法 
硬さ法（ポータブルビッカース硬さ計，反発式硬さ計，超音波式硬さ計） 

○ 材料表面の組織変化から塑性ひずみを評価する方法 
表面金相，表面レプリカ法 

○ 材料表面の相変態から塑性ひずみを評価する方法 
フェライトスコープ，渦電流探傷（ﾏﾙﾁｺｲﾙ型ﾌｪﾗｲﾄ測定器） 

○ 材料表面の応力状態等から塑性ひずみを評価する方法 
音速比法，磁歪法，バルクハウゼンノイズ法 

 
 これらの測定方法に対して，塑性ひずみとの相関，検出限界，測定精度，材料の影

響を確認する実証試験を実施した。実証試験は 2 つの方法で行った。1 つ目は，変形

（塑性ひずみ）を与えた試験片を用い出力信号と塑性ひずみの相関を確認する方法で，

硬さ法，表面金相・表面レプリカ法，マルテンサイト検出法に対して実施した。2 つ

目は，変形を徐々に加えながら，無負荷状態と応力負荷状態（引張・圧縮）で出力信
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号と塑性ひずみの相関を確認する方法で，音速比法，磁歪法，バルクハウゼンノイズ

法に対して実施した。供試材は，SS400，SFVQ1A，SUS304，SUS316L を使用した。

測定結果例を図１～5 に示す。 
 測定の結果，硬さ法で表面硬さと塑性ひずみとの間に良い相関があることが確認で

きた。また，音速比法も SS400，SFVQ1A に対しては，塑性ひずみが変化することに

より信号の変化が確認された。その他の方法は，信号変化があるが，弾性範囲内の指

示値と同等であり，弾性ひずみと塑性ひずみを区別できない，変化が認められない結

果となった。 
 実機適応性検証試験の結果を表２にまとめる。検証試験を行った計測方法の中では，

硬さ方が最も優れている結果となった。 
 

表 1 塑性ひずみ測定方法（候補）の特徴 
材料表面の硬さから塑性ひずみを評価する方法 
測定方法 原理・特徴 

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ 
ﾋﾞｯｶｰｽ 
硬さ計 

・ ダイヤモンド圧子を材料表面に定荷重で押付け，圧痕の寸法

から硬さを評価する。 
・ 塑性ひずみと硬さの関係から塑性ひずみの有無を評価する。 

超音波 
硬さ計 

・ 先端にダイヤモンド圧子が付いた振動棒を材料表面に定荷重

で押付け，圧痕部の深さと振動棒固有値の相関（硬い材料ほ

ど固有値が低くなる）から硬さを評価する。 
・ 塑性ひずみと硬さの関係から塑性ひずみの有無を評価する。 

 

硬 
さ 
法 

反発式 
硬さ計 

・ 永久磁石が付いた圧子を材料表面に発射し，測定器先端外周

部に配置したコイルの誘導起電力により初速と反発後の速度

比から硬さを評価する。 
・ 塑性ひずみと硬さの関係から塑性ひずみの有無を評価する。 

材料表面の組織変化から塑性ひずみを評価する方法 
表面金相 ・ 塑性ひずみ増加と共に発生するすべり線をマイクロスコープ

で表面観察し，塑性ひずみの有無を評価。 
 

表面レプリカ法 ・ 塑性ひずみ増加と共に発生するすべり線をレプリカに転写

し，光学顕微鏡や走査型電子顕微鏡（SEM）で観察し，塑性

ひずみの有無を評価。 
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表 1 塑性ひずみ測定方法（候補）の特徴（つづき） 

材料表面の相変態から塑性ひずみを評価する方法 
測定方法 原理・特徴 

フェライト 
スコープ 

・ オーステナイト系ステンレス鋼の塑性変形の過程で発生す

るマルテンサイト変態をフェライト量として検出。 
・ フェライトによる磁気の変化を利用して測定 
・ 健全部との比較により塑性ひずみの有無を評価 

 

マ
ル
テ
ン
サ
イ
ト
検
出
法 

渦電流探傷 
（ﾏﾙﾁｺｲﾙ型ﾌｪ

ﾗｲﾄ計測器） 

・ オーステナイト系ステンレス鋼の塑性変形の過程で発生す

るマルテンサイト変態を渦電流信号の変化として検出。 
・ 健全部との比較により塑性ひずみの有無を評価 

材料表面の応力状態等から塑性ひずみを評価する方法 
 音速比法 ・ 縦波と横波の音速比，もしくは振動方向の異なる横波の音

速比と応力（変形）の関係を利用して，残留応力（変形）

を評価。 
・ 健全部との残留応力（変形）と比較することで塑性ひずみ

の有無を評価 
 磁歪法 ・ 外部から磁場を加えることで発生する磁歪と応力（変形）

の相関を利用し，残留応力を評価。 
・ 健全部の残留応力（変形）と比較することで塑性ひずみの

有無を評価 
 バルクハウゼン 
ノイズ法 

・ 外部から磁場を与えたときに，結晶・組織の状態に依存す

る磁壁の移動が妨げられて発生する磁気ノイズを利用し，

残留応力状態を評価。 
・ 健全部の残留応力（変形）と比較することで塑性ひずみの

有無を評価 
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図１ 硬さ測定結果の例 

測定結果：塑性ひずみと表面の硬さ測定結果の相関を確認 
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図２ マルテンサイト検出法 測定例 

フェライト量校正範囲（２．５％以上） 

測定結果：試験した範囲では，塑性ひずみが増加してもマルテンサイト変態に

伴う指示値の変化は認められなかった。 
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図３ 音速比法 測定例 

測定結果：フェライト鋼（ＳＳ４００，ＳＦＶＱ１Ａ）については，音速比と

塑性ひずみの間に相関が認められた 
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図４ 磁歪法 測定例 

測定結果： 
信号の変化は確認できたが，塑性ひ

ずみを付与した場合の指示値が弾

性範囲内の指示値となり，判別不能

であった。 

弾性範囲での

指示値 
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表２ 実機適応性検証試験の結果 
 フェライト鋼 

（SS400，SFVQ1A） 
ｵｰｽﾃﾅｲﾄ系ｽﾃﾝﾚｽ鋼 

（SUS304，SUS316L）

硬さ法 ◎ ◎ 

表面金相・表面レプリカ法 × × 

マルテンサイト検出法 － △ 

垂直法 ○ △ 
音速比法 

表面波法 △ △ 

磁歪法 △ － 

バルクハウゼンノイズ法 △ △ 
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εp=2.64%(0～417MPa)
εp=4.73%(0～453MPa)
εp=6.77%(0～470MPa)
εp=0%(-200～0MPa)
εp=0.48%(-133～0MPa)

負荷時（引張）
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μ

ｙ
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当
支
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負荷時（圧縮） 軸方向の塑性ひずみ（％）
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図５ バルクハウゼンノイズ法 測定例 

測定結果： 
信号の変化は確認できたが，塑性ひ

ずみを付与した場合の指示値が弾

性範囲内の指示値となり，判別不能

であった。 

弾性範囲での

指示値 

◎：塑性ひずみとの相関を確認 
○：信号の変化が確認できる 

△：信号の変化が確認できる 
  （塑性ひずみの検出には検討を要する） 
×：試験範囲では明確な変化が認められなかった 
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２．２ 塑性ひずみ測定方法の検討（評価方法） 
 
実機での塑性ひずみ測定にあたっては，下記の課題がある。 

① 構造物は一般的に製造時に曲げ・溶接等により加工が施されており，加工時

のひずみが残っている。 
② 地震前の状態が明確ではないため，仮に塑性ひずみを検出しても，製造時に

発生したものか，地震時に発生したものかの判断が難しい。 
そのため，地震応答解析結果で地震の影響が大きかった場所と，小さかった場所の硬

さを比較し地震の影響の有無を判断する。 
 なお，予ひずみ付疲労試験の結果などから，８％までの塑性ひずみは，疲労強度に

有意な影響を与えないことが確認されていることから，硬さ測定では地震により疲労

強度に有意な影響を与える塑性ひずみが発生しているか否かを確認する。（参考‐1
参照） 
 
３．実施対象 
 
３．１ 実施対象箇所 
 
 実施箇所選定に先立ち，現地調査を実施し，線量等の作業環境，製造履歴の影響※1

を考慮し，7 号機では，表３に示す系統で硬さ測定による塑性ひずみの確認を実施し

た。 
※１ 高周波誘導加熱＋曲げ等 

 
表３ 硬さ測定実施場所 

系統 材料 測定箇所※２ 形状 
ほう酸水注入系 ステンレス鋼 

SUS304 
裕度最小点，比較部 直管部 

非常用ガス処理系 炭素鋼 
STPT410 

製造履歴の影響が少なく裕度が少な

い点，比較部 
直管部 

原子炉隔離時冷却系 炭素鋼 
STPT410 

裕度最小点，比較部 直管部 

主蒸気系 炭素鋼 
管台：SFVC2B 
母管：STS480 

製造履歴の影響が少なく裕度が少な

い点，比較部 
ティー 

    ※２：裕度の順位は，同一系統内での順位 
 
 各測定部位での硬さ測定箇所は，地震により塑性ひずみが発生した場合，測定部位

に発生する応力は曲げモーメントが支配的なため，総体的に硬さが上昇すると考えら

れるため，図７のように定めた。 
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３．２ 実施対象材料の硬さと塑性ひずみの相関 
 
 実機測定に先立ち，各材料の硬さと塑性ひずみの相関について確認を実施し，塑性

ひずみが増加することにより，硬さが増加する関係があることを確認した。（図８） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

100

120

140

160

180

200

220

240

0 2 4 6 8 10

塑性ひずみ（％）

ビ
ッ
カ
ー
ス
硬

さ
（
H
V
）

STPT410

STS480

SFVC2B

SUS304

SUS304 

STS480 

SFVC2B 

STPT410

図８ 実機材料の硬さと塑性ひずみの相関図 
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溶接線

１４箇所/部位（※）

ティー部 

直管部 

サポート 

図７ 各部位の硬さ測定箇所 
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３．３ 実施方法 
 
 硬さ測定では，表面状態の影響を受けるため，測定前準備として，測定対象箇所表

面の研磨を実施する。研磨は＃400 まで実施する。 
 測定は，ポータブルビッカース硬さ計（49N（5kgf））にて測定を行う。測定点数は，

1 箇所当たり 40 点の測定を行い，40 点の平均値を当該箇所の硬さとする。 
 地震の影響が大きい場所（評価部）の硬さと，地震の影響の小さい場所（比較部）

の硬さを比較し，地震による有意な塑性ひずみの有無について評価を行う。評価では，

評価部及び比較部内の最大値の比較，及び最大値と最小値の差（硬度差）の比較を行

い，以下の可能性も考慮し総合的な評価を行う。 
・測定結果のばらつきの可能性 
・製造履歴の影響の可能性 
・材料の不均一性の可能性   等 

さらに，各材料の硬さと塑性ひずみの相関から疲労強度への影響について評価を行う。 
 
４．実施結果 
 
４．１ 測定結果 
 
 各系統について，測定を行い，評価部・比較部の硬さ最大値および硬度差について

比較を行った。結果を表４に示す。また，測定結果を添付１～４に示す。 
最大値の比較では，ほう酸水注入系，原子炉隔離時冷却系，主蒸気系で，評価部が

比較部より小さい，もしくは同等となった。非常用ガス処理系では評価部が比較部よ

り大きくなったが，その差はばらつき（標準偏差）以下であり，同等と評価した。 
 硬度差の比較では，すべての箇所で，評価部が小さいか同等であった。 
また，各系統の評価部・比較部の最大値を図８の相関と比較すると，製造時の影響

を考慮しても疲労強度に影響を与える塑性ひずみがないことを確認した。 

 

 なお，地震荷重を受けた場合，軟らかい箇所が先に硬くなることも考えられるため，

評価部・比較部の最小値の比較も行った。主蒸気系管台 a を除き，評価部の硬さが高

かったが，その差は，標準偏差以下，もしくは同等であるため，地震の影響よりも，

測定・材料によるばらつきの影響が大きいと考えられる。 
 
上記より，硬さ測定を行った系統では，疲労強度に影響を与える塑性ひずみが発生

していないことを確認した。 
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表４ 硬さ測定結果まとめ 

系統 最大値の比較 硬度差の比較 最小値の比較 
ほう酸水 
注入系 

比較部 ＞ 評価部 比較部 ＞ 評価部 比較部 ＜ 評価部 

非常用ガス 
処理系 

比較部 ＜ 評価部 比較部 ＝ 評価部 比較部 ＜ 評価部 

原子炉隔離時 
冷却系 

比較部 ＞ 評価部 比較部 ＞ 評価部 比較部 ＜ 評価部 

主蒸気系 管台 a： 
比較部 ＞ 評価部 

管台 b： 
比較部 ＞ 評価部 

母管： 
比較部 ＝ 評価部 

管台 a： 
比較部 ＞ 評価部 

管台 b： 
比較部 ＞ 評価部 

母管： 
比較部 ＞ 評価部 

管台 a： 
比較部 ＞ 評価部 

管台 b： 
比較部 ＜ 評価部 

母管： 
比較部 ＜ 評価部 

 
以上 

 
添付－１ ： ほう酸水注入系配管 硬さ測定結果 
添付－２ ： 非常用ガス処理系配管 硬さ測定結果 
添付－３ ： 原子炉隔離時冷却系配管 硬さ測定結果 
添付－４ ： 主蒸気系配管 硬さ測定結果 
参考－１ ： 予ひずみを受けた材料の低サイクル疲労強度試験結果 
参考－２ ： ろ過水タンク 硬さ測定結果 
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添付－１ 
ほう酸水注入系配管 硬さ測定結果 

 
ほう酸水注入系配管の硬さ測定結果を以下に示す。 

 
１．評価対象部位 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．測定箇所 
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３．測定結果 
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添付－２ 
非常用ガス処理系配管 硬さ測定結果 

 
非常用ガス処理系配管の硬さ測定結果を以下に示す。 

 
１．評価対象部位 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．測定箇所 
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３．測定結果 
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添付－３ 
原子炉隔離時冷却系配管 硬さ測定結果 

 
原子炉隔離時冷却系配管の硬さ測定結果を以下に示す。 

 
１．評価対象部位 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．測定箇所 
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３．測定結果 
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比較部において，硬さのばらつきが大

きかったことから，材料の不均一性の可

能性を考慮し，周方向同一角度で測定値

の再評価を実施した。（右図） 
周方向同一角度の評価部と比較部の硬

度差が少ないことから，配管製造時より，

周方向に硬さが分布していた（材料の不

均一性）可能性があると評価した。 
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添付－４ 
主蒸気系配管 硬さ測定結果 

 
主蒸気系配管の硬さ測定結果を以下に示す。 

 
１．評価対象部位 
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３．測定結果 
３．１ 管台 a 
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３．２ 管台 b 
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３．３ 母管 
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参考－１ 
予ひずみを受けた材料の低サイクル疲労強度試験結果 

 
地震荷重を模擬した負荷を与えた材料（予ひずみ付与材）の低サイクル疲労強度を

評価し，疲労強度に影響を与えない塑性ひずみ量を確認した。 
 
１．試験条件 
 試験条件を表１に示す。 

表１ 試験条件 
試験材料 SUS316NG，低合金鋼（SFVQ1A） 
試験片形状 砂時計型試験片 

径歪み制御による低サイクル試験 
予ひずみ条件 Δεpre=16%，8% 
予ひずみサイクル 0.25～5 サイクル 
繰り返しひずみ範囲 2.5%（SUS） 2.0%（LAS） 
試験温度 常温 

 
２．試験結果 
 試験結果を図１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 試験結果 
 
３．まとめ 
 予ひずみを付与したされた場合でも，疲労強度は設計疲労曲線に対して裕度を有し

ており，現行設計疲労曲線を用いた累積疲労損傷評価は保守性を有することを確認し

た。また，試験で確認されている予ひずみ範囲Δεpre16％，すなわち±8％までの塑

性ひずみは，疲労強度に有意な影響を与えないことを確認した。 
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参考－２ 
座屈したろ過水タンクでの硬さ測定による塑性ひずみ測定結果 

 
新潟県中越沖地震により座屈した No.4 ろ過水タンクの変形部に対し，硬さ測定を

実施し，硬さ測定による塑性ひずみ検出の確認を実施した。 
 
１．測定対象 
 座屈した基部を評価部，座屈していない部位を比較部として，両者の硬さを比較し

た。試験サンプルを図１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．測定結果 
 評価部の測定結果を図２に示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．まとめ 
 座屈により変形した部位は，座屈していない部位と比較し，相対的に硬さが上昇し

ている。そのため，地震により，大きな塑性ひずみが生じていた可能性がある。 
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図２ ろ過水タンク 評価部の硬さ測定結果 

図１ ろ過水タンク 試験サンプル状況 
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配管減肉測定結果 

 



 

配管板厚測定結果 
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図 1-1 配管板厚測定箇所（主蒸気系） 

図 1-2 配管板厚測定箇所（主蒸気系） 
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図 2-1 配管板厚測定箇所（給水系） 

図 2-2 配管板厚測定箇所（給水系） 
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図 3-2 配管板厚測定箇所（残留熱除去系） 
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図 3-3 配管板厚測定箇所（残留熱除去系） 
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図 5 各種配管厚さ及び配管開先加工部形状の例 

図 4 配管板厚測定点の設定例 
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耐震安全上重要な配管系における配管板厚測定結果（1/2）

管理番号

B SGV480 700A 35.7 33.20 30.43 24.90 37.3

P SGV480 700A 35.7 33.20 30.43 24.90 41.2

MS-2-005 弁下流 P SGV480 700A 35.7 33.20 30.43 24.90 35.4

P1 SFVC2B 700A 35.7 31.23 28.99 24.51 34.0

P2 STS410 150A 14.3 12.51 10.24 5.69 12.3 開先部寸法（製造時最小）：13.0 mm

T1 SFVC2B 700A 35.7 31.23 28.99 24.51 42.6

T2 SFVC2B 150A 14.3 12.70 10.36 5.69 12.9

E STS480 700A 35.7 31.23 28.03 21.63 35.7

P STS480 700A 35.7 31.23 28.03 21.63 33.3

T1 STS480 700A 35.7 31.23 28.03 21.63 37.5

T2 SFVC2B 200A 34.3 32.70 24.43 7.88 34.7

B STS480 700A 35.7 31.23 28.03 21.63 35.0

P STS480 700A 35.7 31.23 28.03 21.63 42.0

MS-3-015 ノズル下流 P SFVC2B 700A 35.7 31.23 28.99 24.51 32.5

1 SGV480 700A 35.7 29.05 27.67 24.90 33.7

2 SGV480 700A 35.7 29.05 27.67 24.90 33.8

1 SFVC2B 700A 35.7 34.20 31.10 24.90 36.1

2 SFVC2B 769.8 mm※4 65.0 63.50 51.32 26.95 65.0

3 SFVC2B 1350A 90.0 88.50 75.01 48.03 90.9

4 SFVC2B 769.8 mm※4 65.0 63.50 51.32 26.95 65.2

5 SFVC2B 700A 35.7 34.20 31.10 24.90 35.9

6 SFVC2B 700A 35.7 33.20 30.44 24.90 36.7

7 SFVC2B 1300A 55.0 53.50 50.35 44.04 54.0

FDW-302-001 弁下流 P STS480 550A 28.6 25.02 23.20 19.57 26.7

P STPA23 550A 34.9 30.53 27.90 22.63 33.8

T1 STPA23 550A 34.9 30.53 27.90 22.63 35.9

T2 SFVAF11 250A 45.0 43.40 32.67 11.22 43.9

FDW-303-001 弁下流 P STS480 550A 34.9 30.53 26.02 16.99 33.5

B STS480 550A 34.9 30.53 26.02 16.99 35.2

P STS480 550A 34.9 30.53 26.02 16.99 40.5

P1 SFVC2B 550A 34.9 30.53 26.77 19.26 33.2

P2 STS410 300A 21.4 18.72 16.14 10.98 18.0 開先部寸法（製造時最小）：18.5 mm

T1 SFVC2B 550A 34.9 30.53 26.77 19.26 41.7

T2 SFVC2B 300A 21.4 18.72 16.14 10.98 19.2

FDW-303-007 キャップ C SFVC2B 550A 34.9 33.30 28.62 19.26 34.5

B STS410 300A 21.4 18.72 16.14 10.98 21.0

P STS410 300A 21.4 18.72 16.14 10.98 18.3 開先部寸法（製造時最小）：19.1 mm

※2：　公称厚さから製作公差を差し引いた値

※3：　各測定ポイントにおける測定値の最小値を記載（凡例は下記参照）

（ａ） ：　測定最小厚さ　≧　公称厚さ

（ｂ） ：　公称厚さ　＞　測定最小厚さ　≧　（公称厚さ－製作公差）

（ｃ） ：　（公称厚さ－製作公差）　＞　測定最小厚さ　≧　詳細測定判定厚さ

（ｄ） ：　詳細測定判定厚さ　＞　測定最小厚さ　≧　必要最小厚さ

（ｅ） ：　必要最小厚さ　＞　測定最小厚さ

　　　　なお、上記（ｃ）に分類された測定値は、いずれも開先加工部（製作当初より薄肉の部位）における測定値

※4：　JIS規格外

測定箇所

配管要素※1
系統

主
蒸
気
系

給
水
系

※1：　P；直管部　、　T；管台・分岐部　、　E；エルボ部　、　B；曲げ管部　、　R；レジューサ部　、　数字標記；上流側からの連番

MS-301-5 クロス/キャップ

MS-301-1 曲げ管MS-P301-1-31

MS-003

MS-002

曲げ管

MS-3-010

MS-3-012

MS-2-001

分岐/管台

備考
公称厚さ※2

（下限）
［mm］

必要最小
厚さ
［mm］

公称厚さ
［mm］

測定厚さ※3

［mm］

曲げ管

MS-P301-5-1

FDW-302
分岐/管台FDW-302-002

配管番号 材質 配管口径

曲げ管FDW-303-002

FDW-303

曲げ管

分岐/管台

エルボ

MS-3-002

FDW-304

詳細測定
判定厚さ
［mm］

MS-3-004

FDW-304-002

分岐/管台FDW-303-006

6



耐震安全上重要な配管系における配管板厚測定結果（2/2）

管理番号

測定箇所

配管要素※1
系統 備考

公称厚さ※2

（下限）
［mm］

必要最小
厚さ
［mm］

公称厚さ
［mm］

測定厚さ※3

［mm］
配管番号 材質 配管口径

詳細測定
判定厚さ
［mm］

E STS410 300A 17.4 15.22 11.89 5.22 12.7 開先部寸法（製造時最小）：13.1 mm

P STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 12.1 開先部寸法（製造時最小）：13.1 mm

P1 STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 11.5 開先部寸法（製造時最小）：12.9 mm

P2 STPT410 100A 6.0 5.25 4.63 3.40 6.6

T1 STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 11.6 開先部寸法（製造時最小）：12.9 mm

T2 SFVC2B 100A 11.6 10.15 7.90 3.40 12.3

RHR-3-004 弁下流部 P STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 11.2 開先部寸法（製造時最小）：12.9 mm

P1 STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 11.7 開先部寸法（製造時最小）：13.0 mm

P2 STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 12.0

T1 STS410 300A 17.4 15.22 11.89 5.24 13.5 開先部寸法（製造時最小）：13.1 mm

T2 STS410 300A 17.4 15.22 11.89 5.24 12.6 開先部寸法（製造時最小）：13.0 mm

500A 26.2 22.92 18.07 8.36 25.4

300A 17.4 15.22 11.89 5.24 15.3

P STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 10.8 開先部寸法（製造時最小）：13.1 mm

500A 26.2 22.92 18.07 8.36 25.1

300A 17.4 15.22 11.89 5.24 15.3

P1 STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 12.0 開先部寸法（製造時最小）：13.0 mm

P2 STPT410 150A 7.1 6.21 5.41 3.80 6.8

T1 STS410 300A 17.4 15.22 11.89 5.24 14.0 開先部寸法（製造時最小）：13.1 mm

T2 STS410 150A 11.0 9.62 7.68 3.80 8.3 開先部寸法（製造時最小））：6.5 mm

RHR-4-007 エルボ E STS410 300A 17.4 15.22 11.89 5.24 13.3 開先部寸法（製造時最小）：13.0 mm

RHR-4-008 弁下流部 P STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 12.0 開先部寸法（製造時最小）：13.1 mm

B STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 13.8

P STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 16.1

RHR-12-002 弁下流部 P STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 12.2 開先部寸法（製造時最小）：13.1 mm

E STS410 300A 17.4 15.22 11.89 5.24 13.2 開先部寸法（製造時最小）：13.0 mm

P STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 12.4 開先部寸法（製造時最小）：13.1 mm

B STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 14.1

P STPT410 300A 14.3 12.51 10.09 5.24 12.0 開先部寸法（製造時最小）：13.1 mm

RHR-110 RHR-110-006 弁下流部 P STS410 350A 23.8 20.82 17.97 12.26 19.6

※2：　公称厚さから製作公差を差し引いた値

※3：　各測定ポイントにおける測定値の最小値を記載（凡例は下記参照）

（ａ） ：　測定最小厚さ　≧　公称厚さ

（ｂ） ：　公称厚さ　＞　測定最小厚さ　≧　（公称厚さ－製作公差）

（ｃ） ：　（公称厚さ－製作公差）　＞　測定最小厚さ　≧　詳細測定判定厚さ

（ｄ） ：　詳細測定判定厚さ　＞　測定最小厚さ　≧　必要最小厚さ

（ｅ） ：　必要最小厚さ　＞　測定最小厚さ

　　　　なお、上記（ｃ）に分類された測定値は、いずれも開先加工部（製作当初より薄肉の部位）における測定値

残
留
熱
除
去
系

R STS410

RHR-4-010

分岐/管台

RHR-003

分岐/管台

レジューサ

曲げ管

エルボ

※1：　P；直管部　、　T；管台・分岐部　、　E；エルボ部　、　B；曲げ管部　、　R；レジューサ部　、　数字標記；上流側からの連番

R STS410

RHR-3-005

RHR-3-001

RHR-3-002

RHR-3-008

RHR-012

RHR-004

RHR-12-003

RHR-12-004

エルボ

曲げ管

RHR-4-001 レジューサ

分岐/管台RHR-4-006
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